
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回までのあらすじ




　あらゆる争いが遊戯ゲームで解決する新時代──

　国家や企業間戦争に投入されそのすべての遊戯で無敗を貫いてきた男・砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、闇の世界を抜け出し平和な日常を求めて私立獅し子し王おう学がく園えんに入学した。

　しかしそこはあらゆる物、権利、尊厳までもが遊戯の結果に左右される実力至上主義の学まなび舎やであった。妹・可か憐れんとの接触権を失った紅蓮は生徒会全員に対して遊戯を仕掛け、その悪魔的な頭脳でもって翻ほん弄ろう、完全なる勝利を収めた。

　生徒会長・白しろ王おう子じ透とう夜やは白王子本家の工作により学園から連れ去られ、生徒会役員たちはすべての権利を奪われ、紅蓮が指名した佐さ々さ木き率いる新生徒会の隷徒となった。

　可憐、桃もも花か、楓かえで、佐々木、朝あさ人と、姫ひめ狐こといった、新たな日常に右往左往する新生徒会の面々。大おお星ほし大たい成せい、佐さ賀か臣とみ仁じん、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、時とき任とうミミ──いつか紅蓮に牙きばを剥むかんとする旧生徒会の面々。独自の思惑を秘めたフラヴィア。そして、互いに距離をつかめずにいる、御み嶽たけ原ばら水みず葉は・静しず火か姉妹。

　誰もがわずかな火種を抱えながらも、彼ら彼女らは束つかの間まの日常に身を浸していた。




　しかしそんな新生徒会のもとに理事長・獅子王創はじ芽めから一報がもたらされ──砕城紅蓮は、今また新たな遊戯の渦中に巻き込まれようとしていた──。





●桃もも貝がい桃もも花かは幸せだった。




　彼女が故郷を想おもう時、いつも瞼まぶたに浮かぶのは黄金の海だ。

　よく実った重い稲穂が風に揺れてざわざわとそよぐさざ波の煌きらめき。

　完全自動化された無人ドローンによる農作業の風景は、眠っている間に靴を作る童話の小人を眺めているかのようで、いつまでもいつまでも見ていられた。

　昔ながらの家並みに、人の気配はない。

　かつて起きた世界大戦によって人口は激減し、それは地方の過疎化を異常に加速させたのだ、と教師が語ったのを、桃貝桃花はとてもよく覚えている。

「皮肉なものです。人手不足を補うために開発された自動運転、ドローンを駆使した自動農耕技術の発展が、結果として農業従事者に止とどめを刺すことになってしまった──」

　畑起こし、田植え、農薬の散布、水量や気温の調整。

　すべてはＡＩ管理され、必要な人材は屈強な農夫から知的な技術者となった。

　昔の人である祖父は、桃貝家の所有する土地を、

「東京ドーム百個分くらいでねが？」

　と、旧時代の施設を引き合いにして語っていた。

　その広大な土地も行政管理機構のＡＩに管理され、機械の下請けのようなメンテナンスしかやることがない。それもほぼ自動化された今、豊富な知識と経験からくる勘で作業するような旧来型の農家は不要になったが──

「わしらは土いじってなんぼだべ。機械のこともわがんねえしな」

　あえて完全管理を拒み、古いままの田畑を残したのは祖父の判断だ。

　自動化されていないトラクターを乗り回し、自ら毎日毎日野良仕事に出て働く祖父が、桃花は大好きだった。土とともに生きるとはこういうことだ、とわかった。

「そうですよ、社長。うまいもんを、安心して食えるものを全国に届けましょう！」

「機械なんかに仕事を奪われてたまるか。手作りじゃなきゃできないこともあるべさ！」

「海外からも勉強に来たいって手紙が何通も来てます。やりましょう、手伝いますよ！」

「百年も同じやり方でやってきた。これからだって、ずーっと同じようにやっでげる」

　むくつけき、土のにおいがするおじさんたちが毎日のように熱く語っていた。

　人の食べる者は人の手で作りたいと情熱を燃やす若い世代。

　伝統的な技術を継承したいと願う海外勢、あるいは新技術に対応できない零細農家。

　彼らの希望を一身に背負い、桃貝家は旧時代の受け皿となっていき──。

「ももかも、おてつだいしましゅっ！」

「おう、おう。ええぞ、腰じゃ。腰に力を入れろ、そう！　スジがええぞ！」

「えへへ～♪　がんばりましゅ！」

　大喜びで泥まみれになり、真っ黒に日焼けしながら畑に出て、はじめて作ったカボチャ。

　わさわさと伸びる蔓つるを剪せん定ていし、桃花の顔よりも大きく実ったそれを学校に持って行き、友達に自慢してやろうと思った、小学校の日を──桃もも花かは今も忘れられずにいる。

「ＡＩ管理されてない畑で作った野菜だって!?　うわっ、気持ち悪……！」

「ちょっと、大丈夫なんでしょうね。その……衛生的に。ヒトが作ったんでしょ？」

「え……？」

　──思いがけない言葉に、身も心も凍りついた。

　地方都市の人口は減少しており、小学校も統廃合の結果、巨大な学区からひとつの学校に集められている。桃花の住む村に同年代の子は誰もおらず、彼女はひとりきり。

　何時間もかけて、大量のカボチャを背負い、自転車をこいできた小学校の教室。

　ひとりひとりの机に手塩にかけた作物を置いて、ニコニコと登校を待った日のこと──。

「え？　ほんとに手作り？　嘘うそ、信じられない……。有機肥料って、おトイレとか生ゴミから作るやつでしょ？　そんなの食べられるのかしら、変な病気にならないの？」

「いっつも早く帰っちゃうの、そんなことしてたからだったんだ……。全部機械化したら、いっしょに遊べるようになるのに。どうしてそんなことするの？」

「意味わかんない。……え、これ、食べるの？　ムリムリムリムリ！　いらな～い！」

「ふぇ……？」

　ニコニコ笑顔で持ってきたカボチャは、桃花の机に山となり。

「こんな汚いもん、ボールにもならないっての。バッカじゃね[image: ][image: ]の!?」

　クラスで一番ガタイのいい男子に土足で踏ふみつけられたその時、爆発した。




「うわ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!」




「ひゃああっ!?　も、桃もも貝がいの奴やつ、泣いちゃったぞ！　おい謝れよ、まずいぞ！」

「こ、このチビすげえ力だ！　うわああああん、ぶたれた、痛い、痛いよう！」

　涙ながらのぐるぐるパンチで男子をボコボコにした時、桃花の孤独は約束された。

「……ごめんなさい」

　泣かせてしまった少年には、親といっしょに謝りに行った。

　怪け我がこそなかったものの──女の子に泣かされた恥は、いじめっ子としての彼の威厳をブチ壊したらしい。謝る桃花にすら怯おびえる彼の恐怖は、同級生にも伝わって……。

「桃貝さんって、とんでもない乱暴者らしいよ？」

「それに変なニオイするよね。肥料？　公共の空気を汚染するの、やめてくんないかな」

「あてつけみたいに古いやり方ばっかりして……。協調性ってものがないのかしら」

　ひそひそと交わされる声を背に、桃貝桃花は胸を張る。

「……くじけません。桃花、ぜったい……ぜったいっ!!」

　暴力を振るってしまったことは反省した。

　だが……おじいちゃんと、家族と祖先が拓ひらいた畑を耕し、作物を作ることが悪いなど、断じて認めたくなかった。それをしたら、本当に心から負けてしまうと思ったから。

「ももかは、ももかは……っ、まぢがっで、ないですっ！」

　勇気を振り絞った選択の結果は、事実上の追放。

　同級生に避さけられ、友達のひとりもいない。だが家族と共にいれば、その寂しさも我慢できた。おじいちゃんに古い農法を、お父さんにドローン管理などの近代農法を学ぶ日々。

　時間はいくらでもある。家を継ぎ、畑を耕し、土と共に生きる覚悟はしていて。

　結局、それは人間を相手にするよりずっとずっと、楽しくて──。

「機械オンチなのは問題だが、それでも飲み込みは悪くないね。とはいえ、勉強しなさい。せめて農大には行かないと、ＡＩ農地管理者の免許がおりないよ？」

「いらないですよ、そんなの。ぜ～んぶ桃もも花かが自分で耕しますから！　トラクターだってありますし、お父さんたちも従業員のみなさんもいるんだから、楽勝ですっ！」

「……うん。それもいいと思うよ。桃花が自分で、やりたいようにやりなさい」

　そう気弱に笑った父の顔は。

　思えば、この先の破滅を予測していたように感じる。

「……ですから、お父さん。ＡＩ管理下にない農地の存在は望ましくないと通達が……」

「そろそろ限界か。……だが、いいのか。あのピコピコした何ちゃらにわしら農家の仕事が奪われ、食べるものすべてを握られて。本当に、それでええんじゃろうか……？」

「時代の波、というものなんでしょうか。私もまだまだ議論すべきだと思いますが……」

　父と祖父の会話を聞いてしまったのは、桃花が中学に進んですぐのころだ。

　行政管理機構による農地掌握が進む中、ほぼＡＩ管理下に統一された国に唯一残された汚点──それこそが、桃もも貝がい家が握る田畑だった。

　昔ながらのやり方しか知らないお年寄り。

　情熱ある若者たちを受け入れ、人の手で作った野菜を顧客へ届ける細こま々ごまとした事業。

　そうして雇った従業員、実習生たちに十分な給料を払い、ＡＩ管理の仲買、卸を通さず検品や流通までも自社で行うため、経費は嵩かさみ──赤字覚悟ですべてを行ってきた。

「──古い時代のともしびを、消してはなんねぇ！」

　ただその一念で続けた覚悟を、より大きな力は容赦なく踏ふみ躙にじっていく。

「再開発……五年以内の立ち退のき!?　そんなバカな、何を言ってるんですか!?」

『これは行政システムの下した裁定です。この土地はこのまま農地として維持するより、他業種に転換した方が利益の向上を見込めます。もちろん、補償は十分に……』

「ふざけるんじゃないわい!!　なるほど、立ち退き料はがっぽり、代わりの土地も倍じゃ。だが、そのかわり、ぜんぶＡＩ管理下ではないか!!　従業員はどうする、今後の生活は、仕事のくちもない年寄りや学んどる最中の子供らを、見捨てろと言うんか!!」

　──通達は、即死の弾丸。

　表向きは、今後十年をかけて行う再開発による地方都市再生事業。

　五年で必要とされる土地の収用を済ませ、残る期間で付近の都市と統合、近代化する。

　だが実質は、ＡＩ管理下にない農地を潰つぶす目もく論ろ見みで仕掛けられた、事実上の乗っ取りだ。古く非効率なやり方を認めず、すべてを新技術に塗り替えようとする社会の圧力。

「桃もも貝がいさん家ちがウンと言えば、再開発事業でインフラが一気に新しくなるとか……」

「……人もだいぶ戻る。この田舎町が再生する。何をわがまま言うとるのやら」

「やだね、頑固者は。逆らったって何もできやしないってのに」

　陰湿な陰口、露骨なプレッシャーが桃貝家を襲った。影に日向ひなたにつきつけられる闇は、まるで世界が敵に回ったかのようで──家は孤立し、圧倒的な閉へい塞そく感に閉ざされる。

「このままでは桃もも花かの進学にも影響が出る可能性があります。……お父さん」

「……ああ。悔しい。悔しいのう。なぜだ。わしらが何をしたというんじゃ……！」

「社長……社長ぉぉぉっ……!!」

　先祖代々手塩にかけた畑を前に座り込む祖父と父の背中。

　彼らを取り囲み、男泣きに泣き続ける従業員たち。夕日に翳かげった顔は見えないが、その痛々しい表情をありありと桃花は想像できた。だって、家族なのだから。

「……っ……!!　ぐやじいでず……っ!!」

　広大かつ空疎な農業ドローン・ガレージの片隅で、桃花は叫ぶ。

「ドローンは便利です！　ＡＩはすごく頼りになります！　けど、野菜やお米を作ることしか仕事にできない人だっているんです。ヒトが汗を流して働いちゃだめなんですか!?」

「そういう問題じゃないのよネ……。要は、統制の問題だと思ーのヨ」

　癖のある日本語でそう語ったのは、褐色の肌をしたグラマラスな肉体をツナギで隠した女性、南米から農業技術を学びにきていた実習生、アビーだった。

「とーせい、ですか……？」

「うン。要するにサ、昔の大戦の理由ってネ、桃花さんが今泣いてるノと同じなのヨ。自分の土地、自分のやり方ヲ通したい、押し通したイ。けどまわりが反対する、なら力ずく。……けど、それは二度と許せない。許したら今度こそ人類が滅びる。だから、ネ？」

　たとえ豆粒ほどの可能性でも潰つぶす。

　行政システムの管理から外れようとするモノは無慈悲に潰し、蹂じゆう躙りんする。

　それは、この新時代の絶対命令だ。逆らうことなど、許されない。

「だから、負けなきゃだめなんですか!?」

　絶望と共に桃花は咽むせび、泣く。

「うちのお米はおいしいのに……。カボチャも、なすも、トマトも、おいしいのにっ!!　野菜育てるの、楽しいのに。どうして、それが、ぜんぶ、ダメなんですかぁっ!?」

「……そうでスね。だけど今の時代、それはワガママ。選ばれし者の特権なんでスよ」

　けど、とアビーは魅惑的な唇くちびるをふるっと揺らし、淫みだらな悪魔のように微笑ほほえんで。

「ワガママを押し通すには、力がいりまス。そう──新時代の『戦争』で勝つ、力が」

「せ、せんそー……です、か？」

「ハイ。銃や爆弾の時代とは違いまス。新時代の戦争はフェアで、ルールにのっとる限り、誰でも参戦が可能でスから。興味あるなら、詳しく教えますヨ？」

「……あ、ありますっ!!　お願いしますっ!!」

『表』の世界しか知らなかった桃もも花かにはわからなかった、世界を動かすシステム。

　──遊戯ゲームの強さで権力をもぎ取るという上流階級にのみ知られた事実。

「ワタシの故郷でワ、街角のマフィアの取引かラ警官に渡す賄賂まデ、ほぼ毎日のように遊戯が行われていましータ。この国は、それがありまセン。平和デスネー？」

「……そ、そうだったんですか……!?　ほえ～……」

　それは桃花が暮らす日本のような先進国では明るみに出ることはなく──。

　逆に、日常と暴力が隣り合わせの途上国では犯罪組織や末端の悪党が目に見える場所に出てくるために、裏側で厳密に縛られた制度が一般市民にも広く知られている。

　唯一、日本の一般人がこの遊戯時代の息吹をリアルに感じられるとしたら、それは──

「私立、獅し子し王おう学がく園えん……？」

「えエ。ここをＢランク以上の成績で卒業できれバ、地方行政に口を出す程度の権力を得られるでしょウ。何なら行政府相手の遊戯で勝てば、計画中止も楽勝デース！」

　新時代の核兵器とも称される主戦力、遊戯者を育成する最高教育機関。

　その上位を占める数％の人材、選ばれた卒業生たちは政財界に圧倒的な影響力を持つ。それこそ、決定されたプロジェクトを破棄、都市計画を変更することさえも。

「……やります。桃もも貝がい桃花、行ってきま[image: ][image: ][image: ][image: ]す!!」

　これは遊戯をひっくり返す遊戯。

　すでに勝敗が定まり、負けが確定した桃貝家を救い、大好きな家族を守るための戦い。

　新時代の戦争、血を流すことのない争いの渦中に──桃貝桃花は、孤独に挑んだ。

「心配じゃ……。お前に遊戯は向いておらん、正直すぎるからのう」

「まったくです。桃花はおバ……い、いえ、その、ちょっと思考がシンプルなので……」

「そんなことないですよ。なせばなります、おとーさん、おじーちゃんのためにも……！　ぜったい、ぜ[image: ][image: ][image: ][image: ]ったい、勝って帰ってきますから!!」

　特大の風呂敷包みを背負い、中学を卒業した桃花は意気揚々と村を出た。

　涙と不安に包まれながら見送る家族の、従業員の期待を小さな肩に背負って。

　大好きな家族を、帰るべき故郷を守るために。

　最も原始的な戦争動機を抱えた少女は、最新の戦場に赴き、敗れ、そして──。




「──桃花、勝ったんですよね？」

　獅子王学園Ｓランク６位。

　絶対勝利のチケット、五年間無敗の男にポンと投げ渡された圧倒的な勝利を得て。

　ひとり途方に暮れながら、桃花は己に問う。

「勝ったけど、勝ってません。いやもらったものは超うれしいですし、豪華なマンションも、食べ放題のおやつも、使い切れないお小遣いもサイコーですけど……！」

　勝利の果実の甘みを、価値を、重さを誰よりもよく知るからこそ。

　それを二度と手放さないように。誰にも渡さないように。

「桃もも花か、強くなります。……紅ぐ蓮れんさまのために。あと、あと……自分のために!!」




　これは、桃もも貝がい桃花の物語。

　愚かで鈍にぶい最弱が、遠い果実をもとめて手を伸ばし続ける──。




　たったそれだけの、物語。





●夏休み開幕のお知らせ　～ビキニの海、水着の夏～




　朝のはじまりは、一杯のコーヒー。

　ナンタラ産ジャコウネコのフンから採とった激レア豆を自家焙ばい煎せんで、みたいなのは──

「いらん、とっくに飽きた。スーパー特売のペットボトルに牛乳たっぷりで十分だ」

　それを百均の見た目だけ豪華なコップに注ついでやれば。

　砕さい城じよう紅蓮、こだわりの朝コーヒーが完成する。

「う[image: ][image: ]ん……まずい。コクも香りもないこの喉のどごし、無駄に強いカフェイン……」

　よく冷えたそれを飲みつつ、地味なパジャマ姿で紅蓮はほくそ笑む。

「ミニ冷蔵庫を買った甲か斐いがあったな。朝の一杯を直ちよくでいけるのはうれしい……！」

　このチープな味わいこそ、彼が望む『日常』のかけらだ。

　ささやかな癒いやしに浸り、夏の気配が濃くなった景色を窓から見下ろして、紅蓮は呟つぶやく。

「新しいのが入ったとはいえ……大喰ぐらいの桃貝が自立して、ポイントに余裕ができたのがデカいな。この分ならＦランクの最低支給額でも、それなりにやっていけそうだ」

　ふふふ、と思わず笑みがこぼれる。日々の暮らしでカツカツだった学園内通貨、ＧＰゲームポイントの収入が支出を超えたおかげで、前から欲しかった家電のたぐいに手が出せた。

　たとえば寝室に置く飲み物用のミニ冷蔵庫であったり。

　サブカル系本屋兼雑貨店で売っている、オシャレで安い雑貨だったりするのだが──。

「……とはいえ、ちょっとコレはやりすぎたかな。わりと邪魔かもしれん」

　ついノリで買ってしまったガムボール販売機。

　ガラス板を載せたオシャレテーブル、座ざ椅い子すがわりのレースカーのタイヤ、などなど。

　小物や雑貨が増えてオシャレ度が増した部屋を見渡し、ふと壁のカレンダーを見た。

　マジックでしるしがつけられた、今日の日付。

　日々チェックを入れて待ちわびた、記念すべき日は、そう……！

「今日から、夏休みか……！　いいなぁ、これはいい……！　合法的な休みというやつは、実にいい。誰はばかることなく思う存分遊べるなんて、すばらしい習慣じゃないか！」

　遊戯ゲームのときのクールさはどこへやら。乾杯のように安コーヒーを天井に掲げると、Ｆランク学生寮のフローリングをうきうきとした足取りで歩き出す。

「夏休み一発目、釣りに行くってのはどうだ？　いやいや、近所の神社でセミ取りとか、盆踊りに花火見物なんてのもいいな！　う～ん、どうしたものか……！」

　頭の中に無数の楽しいイベントが浮かぶ。

　どれもこれも二次元、紅ぐ蓮れん好みの日常アニメから得た知識だが、『普通の』夏休みとはそういうもののはずである。いつもは忙せわしない朝、パジャマを着替えすらしないままに、朝食を食べてのんびりと穏やかな時間を過ごすという途方もない贅ぜい沢たく──。

「何をするかなあ……何をしよっかなあ。くくくくく……とりあえず、歯を磨くか！」

　バラ色の夏休みを想おもい、小躍りしながら寝室を出てリビングに入ると。




「おはようございます、お兄様♪」

「ん…………おはよ……紅蓮さま」

「んブフォぉあっ!?　げふぉっ……けほっ、ごほっ!?」




　輝かしく射さす朝の光に照らされる肌色に、紅蓮は盛大にコーヒーを噴いた。

　とっさに壁の方を向いて、彼女たちにしぶきを浴びせなかったのだけは自分を褒めたい。

「きゃあっ!?　お兄様、お鼻からコーヒーが出ています！　大丈夫ですか!?」

「だ……いじょばないっ!!　なんて恰かつ好こうをしてるんだ、お前らは!?」

　瑞みず々みずしい果実のように豊かな胸が四つ、ささやかな布地に包まれて揺れている。

　片方は美しい白銀のショートヘア。前髪の隙すき間まから覗のぞく蒼あおい瞳ひとみが片方だけ、いたずらな微笑ほほえみを浮かべており、くびれた腰にまとった南国の花のようなパレオが、かなり際どい水着に清せい楚そで慎つつましやかな印象を与える。まるで極上の水着グラビアモデルのようだ。

「……うん、似合ってるぞ、可か憐れん。綺き麗れいだ。どこに出しても恥ずかしくないな」

「ふふっ♪　ありがとうございます、お兄様。お兄様のためデザインさせた新作です♪」

　機嫌よく微笑む最愛の妹、砕さい城じよう可憐。思わず見とれてしまいそうな愛らしさに釣られ、自分も穏やかに笑むのも束つかの間ま──もうひとりに目をやれば、それも引きつる。

「布面積が少なすぎる……。全裸の方がまだ恥ずかしくないだろ、それ」

「……にあう？」

「似合うか似合わないかで言ったら似合ってるんだが、その、なんというかだな」

　可か憐れんと対をなすように、まるでアイドルユニットのごとく背中合わせに立っているのは、元獅し子し王おう学がく園えん生徒会Ｓランク４位。

　紅ぐ蓮れんに敗れ、その足元に跪ひざまずいた学園内奴ど隷れい階級──隷徒に堕おちた少女、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。

　水着は、布地を極限まで削ったマイクロビキニ。可憐より背が高くしなやかな肢体に紐ひもが食い込み、窮屈に囚とらわれた胸の頂いただきや腰のくびれ、柔らかな腿もも肉にくが強調されている。

　つっ……と曲げた中指で足から腰のあたりをなぞるようにしつつ、獲物を誘う淫みだらな花のようなしぐさと対照的な、どこかぼんやりした顔で、水葉はわずかに微笑ほほえむ。

「……胸の前の、ひもみたいなの、引っ張ってみる？　ぷるんぷるんって……たのしい」

「やらん。成長しきったカラダで幼い精神を発揮するな。目のやり場に困る」

「本当です！　まったく、ハレンチ極まりない。もう少し自重してはどうですか!?」

「お前もだ。朝っぱらから何でエロ水着ファッションショーを開いてる、可憐？」

　寵ちよう愛あいを競う恋敵を押しのけるように前に出てきた妹に、紅蓮はたまらず突っ込む。

　雑誌のグラビアがそのまま現実に現れたような光景から目を逸そらす兄に、可憐は不満げに頬ほおをぷくりと膨らませると、パレオの裾すそをつまみながらくるりと回る。

「お兄様がお好みの水着を選べるよう、試着会をしていたのです。するとコレが……！」

「……ちょっと、借りただけ。むねが……きゅうくつ？　けど、だいじょうぶ」

「勝手に着ないでくださいと言っても聞かなくて。隷徒でありながらこの不ふ遜そんな態度……このヘンタイムクチシープには強めの躾しつけが必要ではありませんか、お兄様？」

「紅蓮さまの……おしおき？　あっ……体の奥が、火ほ照てって……♪」

「前言撤回!!　断じていけません、かまうだけ危険です、コレは！」

　わちゃわちゃとお互いを押しのけて前に出る、姉妹のような二人を前に。

「やかましいっ!!　やってることはわかったが、人ん家ちでやるな、まったく……!!」

　ひと息に叱しかりつけ、紅蓮は深々と息をつく。





　　　　＊






　生徒会選せん賭きよ──獅子王学園のランキングを塗り替えた戦いを終えてから、しばらく後。

　ＧＰの分配、役職の割り振りも済み、ようやく新しい『日常』が回り始めていた。

「テーブルに胸を乗せるんじゃない、お前ら。行儀が悪いだろ……」

「はい、お兄様。ところで新しいコーヒーをお淹いれしますが、ミルクはいかがですか？」

「胸の話をした直後に乳を勧めるんじゃない。……というかな、可憐」

　微笑みながら小さなミルク入りの器を差し出してくる妹に、紅蓮は額ひたいを押さえて言う。

「最近は女が男にそうした発言や接触をするのも一種のセクハラになるらしい。もちろん俺は訴えないが、世間的に危険な領域だ。やめておけ」

「……つまり、ギリギリを狙ねらうのが、かしこい？」

「小こ賢ざかしい方向に学習するんじゃない、水みず葉は。……おっ。このサンドイッチ、美う味まいな」

　ふくよかな焼きたての食パンを薄めに切り、隠し味に味み噌そを利かせたマヨネーズ。

　ほのかに温かいレタスがシャキシャキ心地よく、生ハムのほどよい塩気が食欲をそそる。

　汁物として添えられたオニオンスープも味わい深く、アボカドとチキンのサラダつきで洋風の朝食としては味、ボリュームともに十分だろう。

「お褒め頂き光栄です、お兄様……♪　喫茶店のモーニング風にしてみました。ゆで玉子と小倉トーストもご用意いたしましたが、そちらもいかがですか？」

「そんなに朝から食ったらますます太るな。……少し贅ぜい沢たくしすぎじゃないか？」

「お兄様の地位、権力、影響力を考えれば慎つつましすぎるくらいですよ。Ｓランク学生寮に移った桃もも花かさんなど、専属シェフの料理で毎日がバイキング、と震えていました」

「……そこで喜ぶ前にまず震えるあたり庶民だな、あいつも。まあ、元気なら何よりだ」

　サンドイッチを食はむ紅ぐ蓮れんを、にこにこと水着のまま可か憐れんが寄り添って給仕をする。

　あの戦いで、一時はＳランク１位にまで上り詰めた紅蓮だが、莫ばく大だいなＧＰと生徒会役員の地位を仲間に譲り、再びＦランクに戻っている。

　これにより紅蓮は元の生活を取り戻したのだが、変化したこともある。

　そのひとつが彼の隷徒だった桃もも貝がい桃花、および楠くすの木き楓かえでの立場だった。

「あいつらも最近顔を出さなくなってきたな。静かでいいが、少し静かすぎる気もする」
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「もともと楠くすの木きさんは最高Ｃランク。桃もも花かさんに至っては論外ですから……。お兄様が新会長として委任なさった佐さ々さ木きさんを含め、素人ばかりの政権運営に苦労しています」

「……生徒会の仕事、いがいと、たくさんあるから」

　テーブルの下でそう言ったのは、新たに隷徒となった水みず葉はだ。

　紅ぐ蓮れんとしてはいいと言ったのだが、可か憐れんの強い要望により同じテーブルを囲むことなく、少し離れた床にクッションを敷いて朝食を食べている。

「せめてちゃぶ台でも出したらどうだ。床に皿を直置きは見た目がエグいぞ」

「うぅん……これで、いいの。ぴちゃぴちゃ……みゃ～お。ぺろぺろって……ね？」

　手で猫耳っぽい形を作りながら、床に置いた水を舐なめてみせる水葉を。

「猫の真ま似ねなんぞしながら無駄にエロく食うんじゃない。行儀が悪いぞ」

「ぷぅ……。紅蓮さま、つめたい……」

　素っ気なくたしなめる紅蓮に、彼女は少しむくれてみせた。

　食事はもちろん、寝床もひとつ屋根の下、というわけにはいかず──。かつて段ボールとダクトテープで作った桃花の小屋を部屋のベランダに移し、即席の寝室にしている。

　本人は意外と気に入ったらしく、愛用のクッションを持ち込んだりして。

　少しずつ、水葉というキャラクターが、兄妹きようだいの日常に溶け込みつつあった。

「隷徒、それもお兄様を裏切り、盾ついた身でありながらおこがましい……。ちゃんと、ネットオークションを駆使して水葉さん専用のお食事を用意しておいたのですが」

「旧大戦時代の永久レーション缶なんぞ食えたもんじゃないぞ。核戦争の後でも食えると保証付き、栄養は確かだが味はクソ脂っこいバターの塊みたいなもんだ」

「……なんで、そんなこと、しってるの？」

「くだらん話だが、その手のサバイバル経験はそれなりにあるからな」

　遊戯ゲームですべてが決まる、新時代における戦略兵器。

　裏世界最強、五年間無敗の伝説を築くには、過酷な『遊戯』をかいくぐる必要があった。

　肉体的、精神的に高みへと昇るために鎬しのぎを削った日々を想おもえば、この朝食にこめられた愛情、人間らしい温かみは、何度味わっても変わることのない美味である。

「どこぞの金持ちの仕掛けたデスゲームに参戦して、遊戯者百人と旧時代のシェルターに閉じ込められた時はキツかったぞ。今時クオリアなしの直接遊戯で、チップはクソまずいレーションだけ。それでさえ餓死寸前になりながら奪い合ったからな」

「……生きるためにはチップであるレーションを食べねばならず、食べてしまえば賭けるものがなくなり敗北。そうなれば、誰かの物を奪うしかありませんね」

「ああ。死んでも見たくないものを腐るほど見た。根性のある奴やつはシェルターに住んでたネズミまで食ってたが、レーションよりネズミの方が美う味まくってな……」

「……ねずみ、おいしいの？」

「厄介なことにな。しまいにゃネズミの肉とレーションを交換する奴までいたくらいだ。そのくらいクソまずい。二度と食いたくないな」

　そこまで言ってから、紅ぐ蓮れんは過去を振り払うように首を振った。

「話を戻すが、生徒会の仕事ってそんなに面倒なもんなのか？」

「うん。学校行事の企画……学校内の遊戯ゲームの裁定とか……委員会やクラブ活動とかの手配、そういうのもふくめて、かなりたくさんあって……」

「ほう。意外と日常力高めなワードじゃないか。普通のこともしてたんだな、あいつら」

　いたいけな兎うさぎのようにサンドイッチをかじりながら言う水みず葉はに、紅蓮は感心した。

　が、水葉はふるふるといつもの茫ぼう洋ようとした顔を振り、その想おもいを否定する。

「全部、前会計……時とき任とうミミが、他の役員からＧＰをもらって処理してた。まるなげ？」

「……前言撤回。何でそう無駄に小こ賢ざかしいズルをしたがるんだ、あいつら……」

「桃もも花かさんや楠くすの木きさんは一応、そうせず自前で処理しようとしているようですよ？　会長──佐さ々さ木きさんといっしょに毎日、遅くまで生徒会室で事務をしていると聞いています」

「それで最近、飯を食いに来ないのか。……可か憐れんはどうしてるんだ？」

「私はお兄様のお世話を最優先にしていますから。割り振られた仕事をこなしつつ、主に生徒会に対して遊戯を挑む愚か者を片付ける、そのような仕事をしています♪」

「なるほどな。まあ、適材適所ってもんだろうが……」

　ＧＰや地位をほぼ全部分配し、責任を伴う立場をすべて押し付けたのは紅蓮だ。

　その負い目もあるせいか、大ぶりなサンドイッチを呑のみこみつつ、彼は続ける。

「今度差し入れでもしてやるとするか。幸い夏休みだし、時間はたっぷりあるからな」

「はい、お兄様♪　お兄様の慈悲に心底感謝するよう申し伝えておきますので♪」

「ほどほどにしておいてやれよ。あれであいつらはよく働いてくれた……ところで」

　と、紅蓮はそこで話題を変えて、二人の姿をまじまじと見つめる。

　あいかわらず水着姿の可憐、そして水葉。清せい楚そと淫いん靡び、キュートとセクシー。

　タイプの違う超絶美少女二人が間近に侍はべるさまは眼がん福ぷくながら、いささか居心地が悪い。朝食というものは、もっと健全な雰囲気の中で食べるものだとさえ思う。

「なんでまた、水着なんだ？　海水浴、スイカ割り、海の家で焼きソバなどなど考えてはいたが、まだ旅行の予定は決まってないぞ。いささか気が早すぎないか？」

「あら？　お兄様、もしかしてお忘れなのですか？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげ、水着姿の可憐は豊かな胸の前で両手を合わせてポーズをとり、

「本日より、獅し子し王おう学がく園えん生徒会は泊まりがけで研修ですよ？　理事長が所有するアミューズメント施設、《獅子王レジャーランド》で三日間の予定です」

「……？　あ、ああ……そういえばそんな話もあったな。すっかり忘れてたが」

「理事長たっての要請です。拒否権はもちろんあるかと思いますが……」

　そう言いつつ、可憐はどこからか取り出したタブレットを紅蓮に渡した。

　タッチパネルに表示されたブラウザには、未来的なプールと壮麗なホテルが映っている。

「……」

　強い既視感を覚え、紅蓮は額ひたいを軽く押さえて頭を振った。そう、確かにこれと同じ画像を昨日の終業式のあと見たはずだ。だが、なぜか、記憶に残っていなかった。

「わかった。……楓かえでや他の生徒会の連中とも会っておいたほうがいいし、行こう」

「はい♪　もちろん大歓迎いたしますが、お兄様。何か、お疲れではありませんか？」

「いや、別に。……逆に訊きくが、そう見えるか？」

「お兄様はいつも素敵ですが……それでも、少々ぼんやりなさっているようには感じます。お疲れのようでしたら、研修は辞退なさっても問題ないと思いますよ？」

「そうしてもいいが、可か憐れんと一緒に夏祭りというイベントは外したくないな。浴衣とか、水着とか、イベントＣＧが間違いなく出るところだ。回収せずにはいられない」

「……えっち？」

「違う、ゲーマーの性さがだ。旧時代からの伝統だな」

　下した唇くちびるに指を当て、どこか可愛かわいく訊いてくる水みず葉はにそう答えつつ、紅ぐ蓮れんはふと思う。

（最近、どうも気が抜けるというか……スイッチが切れるようなイメージがある）

　時々、ほんの一瞬。数秒ほど、思考のチャンネルが切り替わるような感覚。

　まったく別のプログラムを裏で走らせている、スパイウェアのような──。

（……やっぱり、あの『遊戯ゲーム』がまずかったか）

《黒の採決ブラツクバウト》で挑んだ敵とは次元が異なる、温ぬるい勝負。

　だが、それでも水葉やフラヴィアとの遊戯においては、勝負の熱さ、死と隣り合わせの息吹のようなものを感じた。

　それが、心の奥底に封じたものを。『奴やつら』を覚かく醒せいさせつつあるのかもしれない。

「ふふふふっ♪　お兄様との夏、想像するだけで……ああっ、ウキウキが止まりません！　最高の季節とするために、ありとあらゆる手を尽くさなくては……！」

「落ち着け、可憐。……これから毎年、いつまでも、何度だって。『夏』は来るだろ」

「はい。ですが……はじめてですから。可憐はこの時間を大切にしたいのですっ♪」

　甘えたように笑い、豊かな胸を押しつけるように腕を絡めてくる可憐。

　その温ぬくもりを感じながらも、紅蓮はどこか冷めた意識の片隅で思う。

（……旅行そのものは楽しみだが、ちょっと気を引き締めていかないとな……）

　ギチギチと、強く強く、己を縛っていかねばならない。

　ケダモノを、バケモノを、決して解き放つことのないように。緩んでしまった封印から目を背けるためにも、この夏休みを思いっきり楽しむべきだろう。

「……招待者があのインチキ親父おやじだってのが、かなり不安だけどな」

　50％の不安と、50％の不思議な期待を感じつつ。

　紅蓮は最後のサンドイッチをひとかじりしながら、ぼんやりとピントのぼやけた記憶を思い返す。そう、それは昨日、獅し子し王おう学がく園えんの終業式からはじまる出来事で──。





●終業式は生実況で




　時はさかのぼり、終業式、お昼ごろ。獅し子し王おう学がく園えん、大講堂にて。

『５分でわかる佐さ々さ木き咲さき！　～終業式編～』

　……と、やけにポップなフォントの３Ｄ映像がＡＲ化され、現実に投影される。

　クオリアシステムを駆使して作られた超解像度が美少女の笑顔を寸分たがわず再現し、髪の毛ひとすじまで完全に表現された立体モデルが、間近にいるような感覚をもたらす。

『は～い、こんにちは。佐々木咲です！　えー、本日は会長就任初のお仕事ということでそれなりに気合入ってたわけなんですが、即！　終業式なんですよね。えー、ご存じの方も、まるで知らない方も、今日は佐々木という名前だけ覚えて頂きたいな～、と！』

　笑顔でググッと迫せまる映像に、

「相変わらず押しの強い奴やつだな……。いや、度胸は凄すごいと思うが」

　ランキング順に並んだ生徒の最後尾で、紅ぐ蓮れんはひとり天井を見上げる。

　派手に見えるが、うまくアングルを調整してあり、きわどい角度があってもスカートの中は決して見えない。まさにプロのカメラワークに感心していると。

『長々とお話するのもナンですから、今日は五分キッカリ！　就任のご挨あい拶さつと軽い喋しやべりで、場をつないでいこうかな～、って思ってます。あ、ちなみに私、ランキング１位なんですけど、ついこの間まで全裸で机やってたんですよ？　はい、丸出しでした！』

　ぶふぉっ……!?　と、あちこちで生徒が噴き出す気配がした。

　すると新生徒会長──佐々木は、ニコニコ笑いながら木製のデッサン人形を取り出し。

『えー、こちらが佐々木です。このね、[image: ]のポーズをとりまして、背中にガラスの板を載せまして、当時のご主人さまである時とき任とうさんのお弁当とかノートとかデバイスとかを、この腕で支えていたわけなんですよー！　時任さーん、私いい机でしたよねー？』

　デッサン人形を使って説明していると、カメラが移動する。

　流れるような動きで彼女が腰を下ろしたのは、なんと四よつん這ばいになった人間だった。

『うっさいわねこのクズ……!!　仕返しとかいい度胸じゃない、覚えてなさいよ!?』

『とか言いつつ微妙に涙目になってるのがわかりますねー。あ、プルプルしてきました。ほらほらしっかり支えてー？　おっぱい小さいのでクッション足りないですよー？』

『くぎいいいいいいいいいいいいいいっ!?』

　四つん這いになった生徒会前会計、現隷徒の時任ミミ。

　ウサ耳フードつきの特注制服姿に復帰したものの、初仕事は人間椅い子すである。

　とはいえ、この映像はクオリアシステムの作り出す仮想空間の中の話。

　佐々木もミミもリアルに本人の姿が再現されているし、その屈辱感は本物だろうが──

「……ま、このくらいなら可愛かわいいもんだな。とりあえず見逃しておくか」

「学籍復帰とまではいきませんが、待遇はかなり改善しましたので。ちなみにこの動画は学内ＳＮＳに同時投稿され、再生数に応じて出演する隷徒にキックバックが入ります♪」

[image: ]

「だからあいつオッケーしたのか。体張ってるな、あのウサ耳も」

「ええ。隷徒からの脱出を狙ねらい、少しでも稼ぎたいのでしょう」

　隣に立っている可か憐れんの言葉に頷うなずいて、紅ぐ蓮れんは呆あきれ顔がおのまま動画を見上げた。

　そんな彼らを挟むように、左右から異なる人物が現れ、両端から小さく囁ささやきかけてくる。

「紅蓮さまのご命令通り、隷徒に堕おちた者にも可能な限り便宜を図っています。上に立つわたくしたちがそうした結果、おのずと一般生徒の素行も正常化しつつありますわ♪」

　本来、生徒はランキング順に並ぶため、最前列に固まっているはずの仲間たち。

　だがそんな慣習など無視し、最後列の紅蓮のもとへやってきたのは実妹、可憐。

　そして伊だ達てメガネをかけ、美人秘書を思わせるキリッとした面持ちをしたＳランク５位にして現生徒会会計、楠くすの木き楓かえでとさらにもうひとり──。

「ガイアが桃もも花かにもっと輝けと囁いています……！　そう、頂点近くに立ってしまった者、そのピカピカとした光で、この学園をイイ感じに照らす、そんな感じです！」

「……微妙にフワッとしすぎだろ、桃もも貝がい。お前は何を言っているんだ？」

「ふふふふふ……。お金持ちとなった者は、それ相応の暮らしをするべきなんですよう。というわけで可能な限りキラキラとしてみました。超カッコいいですよね!?」

　そう言い切った桃貝桃花、現Ｓランク６位にして生徒会庶務は。

「太古のファッションセンスですね……。純金フレームのサングラスなんてどこに売っていたのでしょうか。どんな成金でも今時買わないのでは……？」

「お恥ずかしいですわ……。わたくしの監督不行き届き、申し訳ありません……！」

「あれえ!?　不評ですよ。おかしくないですか、こんなにお金持ちっぽいのに！」

　無駄にキラキラと輝く桃もも花かに、「当たり前だろ」と紅ぐ蓮れんはうめく。

　棚ボタめいた勝利のあと、最も変わったのは彼女だろう。莫ばく大だいなＧＰを得ても動揺せず、堅実にライフスタイルを守っている楓かえでと違い、桃花は外見からして別人である。

「その指輪、生徒会から没収したやつだろ。サイズ合ってないどころかブカブカだな」

「親指でも大きいのでちょっと危険ですが、常に手をグーにしていれば落としません！　あ、このキラキラ眼鏡めがねは海外から取り寄せました。芸能人っぽいですよね？」

　純金フレームのサングラスを額ひたいに上げ、桃花はゴテゴテと指輪を飾った手でピースする。

　この手の金品は、ＧＰのおまけとして元生徒会メンバーから相当量を没収したものだ。特に使い道もなく放ほうっておいたところ──。

「芸能人というより、カラス避よけの光るアレみたいだな……」

「だいたいその通りですね、お兄様。キラキラしているだけなら中古のＤＶＤでも下げていたほうが似合うと思いますよ、桃花さんには」

「大金を使っているのに、すごく安っぽく見えるのはもはや才能ですわね……」

「だって、電子マネーとかいうふわっとしたものより、やはり現物が強いですよ。大戦期はおイモと宝石を交換したりして大おお儲もうけした、と近所のおじさんが言っていましたし」

「極悪レートを見習うなよ……。そのへんで転んで落としても知らんぞ？」

　桃もも貝がい桃花が所持する莫大なＧＰを担保にし、生徒会の所有する財宝から高額な品ばかりを借りたのは、彼女がトップ近くに上り詰めて数日後のことだ。

　時価数億円は下らない宝石類、美術品としての評価も高い品々を全身に飾り、ふわりとしたツインテールを結ぶ紐ひもまでダイヤをちりばめ、学園内をのこのこ歩いている。

「とはいえ、この格好にも一応の意味はあるみたいですわ」

「へえ、どんな狙ねらいなんだ？」

「『歩く宝石には誰も勝負を挑もうとしない作戦』だそうですわ。お馬鹿な作戦ではありますが、実際避さけられてますわね。露骨すぎて罠わなにしか見えないのかもしれません」

「桃貝なりの生存戦略ってことか。……その点、楓は普通だな」

「当然ですわ。ド田舎の住人である桃花さんと違い、この楠くすの木き楓はセレブです。たとえ、国家予算級の大金を手にしようとも、生活習慣に変化など……！」

　バッ、と愛用の扇子を広げてみせる楓だが、紅蓮はデバイスを操作してその戦績を表示、いくつかのデータを見つけると、わずかに皮肉と心配をこめて指摘する。

「……それはいいが現ランク５位ががっついて雑ざ魚こ狩りをするんじゃない。端数みたいなＧＰを増やしてもしょうがないだろう？」

「うっ……。い、いえ、挑んでくる方が悪いのですわ。落ちているＧＰを回収しないのは、どう考えてももったいないですし。おほほほほ……♪」

「それで何度か負けたろう。運が絡む以上勝敗は絶対に動く。勝負を増やせば勝ち負けも増えるんだ。くだらない小銭稼ぎで手の内を明かさず、素直に俺や可か憐れんに回しておけ」

「は、はい。申し訳ありません……！」

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会の再編後、《最強喰ぐい》砕さい城じよう紅ぐ蓮れんがＦランク最下位を維持。

　隷徒から１位に上り詰めた佐さ々さ木き、５位と６位にハネ上がった楓かえでと桃もも花かは、生徒たちの中では実質『砕城可憐の傀かい儡らい、形だけのメンバー』だろうと噂うわさされていた。




『勝ってんのに最下位とかワケわかんねえ……。フェイクだな、間違いない』

『あの勝ち方だからまあ、説明できなくもねーが……佐々木って何だよ、動画サイトで顔見たことはあるけどさ、たまたまバズッただけの配信者が何でＳランク１位!?』

『……だけど、これチャンスじゃね？　今なら、Ｓランクから稼ぎ放題……！』




　学内ＳＮＳはそんなスレッドで盛り上がり、紅蓮を欠いた新生徒会メンバーへの遊戯ゲームを申請する輩やからは後を絶たなかった。そんな中、楓と桃花の対策は両極端と言える。

（楓は攻め──普段通りの無防備な姿をアピールすることで獲物を寄せて狩るスタイル。桃もも貝がいは逆に守り、ワケのわからない行動で人を遠ざけて現状維持……か）

　それぞれが違う方法で、身を守ろうとしている。

　今まで『持たざる者』で──常に誰かを追いかける立場だった二人は、今や学園全体から追われる立場となったのだ。

（いざとなれば、俺が出るとは言ってあるんだがな）

　それでも、少しでも負担を減らそうと気を使っているのか。

　自分の頭で考えはじめたのは悪くない傾向だが、危なっかしくて仕方ない。

「フラヴィアを倒した朝あさ人とや、もともとＳランクの聖せい上じよう院いんには挑めない。同じ理由で可憐も除外されるから、狙ねらうならあいつらだ。当たり前と言えば当たり前だな」

「ですが、お兄様。それなら──元隷徒であり、遊戯に勝ったことすらない佐々木さんが真っ先に狙われるはずではありませんか？」

「心配はいらない。その対策は打ってるさ」

　佐々木は賢いとは言えないが、それでも自分なりにしのぐ方法を知っている。

　それがあの動画配信なのだろう。

　終業式の挨あい拶さつすら動画で済ませ、生徒との接触を可能な限り減らしていた。この獅子王学園では、成績さえ維持できれば登校の義務すらない。つまり……。

「見つからなければ挑みようがなく、遊戯は成立しない。直接生徒会室に乗り込んでくるようなバカ以外、どうにもならないだろうな。受け攻めならぬ、『逃げ』だ」

「本当に、そうならいいのですが……」

　話している間に五分が経過し、動画は終わる直前になっていた。

　時とき任とうミミとじゃれていた佐々木は、デバイス片手に生徒たちに語りかけている。

『ほぎゃー！　ＳＳＲですよＳＳＲ！　佐々木ラッキー！　ラッキー佐々木！　10連でこの結果は幸さい先さきいいですねー！　と、いうわけで佐さ々さ木きの夏休みはイイ感じのスタートを切れましたので、皆さんもそんな感じでケガなく素敵なサマー。楽しんでくださいね！』

『ちょっ……!?　終業式の挨あい拶さつでガチャ実況とか、そんなんでいいと思ってんの!?』

『いいんでーす。というより、ブッちゃけ挨拶と言われてもそんなん無理です佐々木です。そもそも仕事多すぎでパンク寸前、そこまで考えてられねー！　……というわけで♪』

　激務に疲れたせいだろう。やけにハイな笑顔で佐々木がウィンク。

　動きに合わせてハートのエフェクトが躍り、講堂のあちこちにピンクの光が乱舞した。

『今後も生徒会からのご挨拶は動画配信、という事になりますので。公式チャンネルを～、チェック、よろで～っす！　ほんじゃ、みなさん着席！　佐々木でした～♪』

　その一言と共に画面は暗転、全生徒のデバイスに『獅し子し王おう学がく園えん生徒会公式チャンネル』なる動画サイトのＵＲＬと、謎なぞのオタサーのロゴが表示される。

　クオリアが投影していたＡＲ画像が消え、講堂が元の姿を取り戻していく。

　急速に現実感を増した視界の中で、紅ぐ蓮れんはしきりに何度か頷うなずいた。

「やはり焔ほのおの中二病宣言、みたいな選挙告知は間違ってる。こういう日常力高めというか、見ている人間の知能指数が下がりそうな感じ。実にいいな！　だろ、可か憐れん！」

「はい、お兄様。……ですが、あれはあれで違う方向に間違っているような気が……」

「そうか？」

　肝心の生徒の反応は、呆ぼう然ぜんとしているのが半分。

　残り半分は喜怒哀楽がカオスに入り混じっていて、ひどく混乱しているようだ。

　生徒会長の退席に合わせてまばらに始まった拍手に合わせてパチパチと手を叩たたきながら、釈然としない顔をしている妹に、紅蓮は首を傾かしげるのだった。





　　　　＊






「各自、成績の通知はデバイスに送信した。ウチのクラスにバカはいない、当然だ。が、学園が求める基準点ギリギリの者は数名いる、その者には警告メールが届くからな？」

　教壇に立った担任教師が、蓮はすっ葉ぱな口調でそう言い放つ。

　旧時代の黒板にあたるパネルをさらりと撫なでると、さる人物の画像が表示され──。

「特に誰とは言わんがＳランク６位。ポイント取ってるからウチのシステム上問題ないが、お前赤点ギリだからな？」

「てへへ～……♪　問題ないとか言ってもらえると安心です。ありがとうございます！」

「いい根性しすぎだろ、お前……！」

　トンチンカンな笑顔で照れ笑いを返す桃もも花かと眉まゆを吊つり上あげる担任教師。

　そんな二人の姿を眺めながら、紅蓮は心の中で呻うめいた。

　その生い立ちからまともな教育を受けることができなかった紅蓮だが、可憐に学んで日々それなりの時間を費やした結果、クラス平均程度の成績が取れた。

　が──桃もも花かは見事にギリギリだ。ああ見えてテストの点は取れていたはずだが、いつの間にここまで落ちこぼれたのか……。

（他の連中は言うまでもなく成績優秀だしな……。今度ヒマな時期に勉強会でもするか）

　ヤンキーがかった担任教師に、廊下ですれ違うたびにイヤミを言われるのも心苦しい。

　教育熱心で純粋にこちらを心配してくれているのが伝わってくる分、余計だ。

「改めて言っておくが──お前らはこの学園に通ってる時点で、選ばれたエリートだ」

　胸の豊かなタイトスーツの担任教師は、パンと音高くタブレットを叩たたく。

「この学園を卒業した時点で、将来日本の政財界、そのトップに食い込む巨大な学閥への参加資格を得るのとほぼ同義。リアルに末は博士か大臣か……ってやつだ」

　得られる特権が大きいからこそ、その門をくぐるには厳しい審査が必要となる。

　それは学力であり、財力であり、権力であり、そのすべてだ。

　獅し子し王おう学がく園えんをＢランク以上の地位を保って卒業するのは、いずれたどりつく権力闘争の場と近しい経験となり、貴重な未来への糧になるだろう。

「何度も言うが、ウチは勉強できないことを良しとするわけじゃない。一般的な勉強などできて当然。その上で遊戯ゲームが強くて初めて一流なのだ。Ｓランクは結構だが、追われる側の自覚を持ち危機感を持て。また、追う側のヤツも気合を入れろ！」

「…………！」

　生徒たちは答えない。

　が、無言のままギラついた眼めで教壇を見上げ、デバイスのカメラや反射物越しにこちらの挙動を窺うかがっているのが感じ取れる。その目標となっているのは、当然ながら──

　ごぼう抜きでＳランクに到達した成り上がり者、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとその仲間だ。

「な、なんか怖いですね……。大丈夫です、きちんと桃花なりに考えてますから！」

　ギラギラした視線に煽あおられて、桃花が強がりのようにそう口にする。

「ほう？　まあいい、そういうことなら期待してるぞ、桃もも貝がい。では、解散！」

　どこか疑わしげに答えると、担任教師はヒールを高く鳴らして教室を出ていった。

　ざわつく空気の中、紅蓮は無言のまま、窓越しに輝く青空を見上げていると──。

「桃貝さんのことを心配してるんだね？　……君は本当にいい人だな」

「きもい。うざい。いきなり耳元で囁ささやくな。お前は変態か、朝あさ人と」

「あは、この前のお返しだよ。姫ひめ狐こ姉さんにヒドいことを言わせたこと、まだ根に持ってるからね？」

「嫌うならわかりやすく嫌え。背中からなつかれても暑苦しいだけだ」

「つれないね。……ま、馴なれ合あわないところがまた魅力なんだけどさ。ははっ」

　真後ろの席から絡んできたのは、現Ｓランク４位にして生徒会書記、白しろ王おう子じ朝人。

　氷のナイフを思わせる美び貌ぼうにいたずらな笑みを浮かべ、肩越しに囁いてくる。

「ところで、夏休みはどうするんだい？　実家に帰って妹さんと水いらずとか？」

「同じセリフをそっくりそのまま返したら、お前はどう思う？」

「……ははっ。心休まるヒマはまったくなさそうだ、というか命にかかわりそうだね」

「だろ。白しろ王おう子じ本家にケンカを売ったお前もそうだが、俺も砕さい城じようの家から離れた身分だ。二度とあんな伏魔殿には近寄らないし、一秒だっていたくないな」

　生徒会選せん賭きよを発端とした『生徒会ＶＳ砕城紅ぐ蓮れん』の大戦は、白王子本家の私兵による、遊戯ゲーム開始直前の襲撃という形で不本意な結末を迎えていた。

　前生徒会長、白王子透とう夜やは軍隊まがいの連中に拉ら致ちされ行方不明。

　遊戯中に兄にあたる透夜への叛はん意いを明らかにした朝あさ人とにとって、今や本家は敵だ。

「今のところあちらからの接触はないし、金銭的な援助も止まってないから──懐柔するか、潰つぶすかで、老人方の意見が割れてるんじゃないかな。はは、年寄りは決断が遅いね」

「そのあたりはどこも似たようなもんだな。しばらくはお前ら駆け落ちカップルの処遇を議論してるとして……結論が出たら、面倒なことになるのは目に見えてるぞ？」

「わかってるさ。もう二度と離さない。そう決めた。……面倒くらい乗り越えてやるさ」

　間近に輝く眼めに宿る強い光を、紅蓮は横目で受け流す。

　朝人が背いたきっかけが、兄の婚約者である幼おさな馴な染じみをめぐる諍いさかいだとは知っている、が。

「……もっとカップルらしくしたらどうだ？　昼飯のたびに待ち合わせとか、放課後に手をつないで帰るとか、日常っぽいエピソードを期待できると思ってたんだが」

「なんだいそのテンプレカップル観は……。紅蓮が好きなアニメは、恋愛感情が絡まないタイプの日常モノじゃなかったっけ」

「最近、恋愛関係にも尊みを感じられるようになってきた。感情移入タイプの作品でやられると胃もたれするが、幸せそうな二人を眺めてると、あー、こいつらのすぐそばでほのぼのした空気だけ摂取したいなー……と思えてくるんだよ」

「紅蓮、君、疲れてるんじゃない？　……そもそも漫画と同じ関係を期待されてもね」

　滔とう々とうと流れる紅蓮のアニメ語りは、マイペースな朝人でさえ呆あきれた顔にさせた。

「心配しないでも、僕らは僕らなりにこっそり幸せな時間を過ごしてるよ」

「ま、それならそれでいいんだけどな」

「あんまり幸せな姿を見せつけたら、紅蓮に嫉しつ妬とされちゃうかもしれないし……ね？」

「耳たぶに息を吹きかけるな。鳥肌立つだろ！」

「そうです!!　そこの粘着ストーカー（弟）！　別学年で水みず葉はさんが来ない以上、教室のお兄様は妹たる私が独占するべき大切な資源。警告します、退去しなさい！」

　がるるるるる、とすっ飛んできた可か憐れんが唸うなる。「おっと」と苦笑しながら朝人が離れると、その温ぬくもりが触れていた場所を埋めるように、可憐がぎゅっと抱きついてきた。

「……おい、可憐。教室の中であまりベタベタするな、みんなが見てる」

「そうはいきません！　消毒です、これは除染作業です！　粘着ストーカーに汚染されたお兄様の皮膚常在菌を、可愛かわいい妹のそれで上書きしなくては……！」

「匂においでマーキングする野生動物じゃないんだぞ。……どうせ今日から夏休みなんだし、当然お前が一番間近にいることになるんだ。今からそう焦らなくていいさ」

「どうしてそうお兄様は私が欲しい言葉を的確にくださるのでしょう……。今、キュンッと胸が高鳴りました。この愛をエネルギーにできれば、永久機関が完成します♪」

「しませんわ、しませんわよそんなもの！　なんなんですの、そのおぞましい機関は！」

　呆あきれた声で割り込んできた楓かえでを、紅ぐ蓮れんはのしかかる可か憐れんの重みに耐えながら見た。

「楓か。そういえば、お前は夏休みの予定は何かあるのか？」

「はい。研修が終わりしだい、Ｓランクとなった実績を手に楠くすの木き家へ帰省するつもりです。……一時は隷徒に堕おち、両親に心配をかけてしまいましたから。説明しなくては」

「なるほど。そういえば、楓の両親については聞いた事なかったな。どんな人なんだ？」

「そうですわね……。母は、わたくしによく似た、世間体を重視する常識人ですわ。少々エキセントリックなところはありますけれど、お嬢様育ちなので世間知らずです」

　言われ、紅蓮の脳裏に浮かんだのは──。

「……桃もも貝がいと楓の足してはいけない部分だけを掛け合わせたみたいな人物像だな……」

「危険すぎる合体ですね……。Ｂボタンを連打するべきだと思います」

「進化をキャンセルする必要などありませんわ！　楠木家は旧華族の血を引く貴族の家柄、むしろわたくしのように自ら遊戯者プレイヤーたらんとする方が少数派ですから！」

「ま、そりゃそうか。……本当の金持ちはゴールドラッシュに自分で金を掘る側じゃない。人を使って掘らせる側だからな。自分でやらず、代わりを雇って当然だ」

　とはいえ、財閥や組織のトップ近くに君臨する者がまったくの無知、無能ではまずい。

　多くの問題が遊戯により裁定されるこの世界で、外と様ざまの遊戯者にすべて任せきりでは、実権を奪われたも同然だからだ。だからこそ、獅し子し王おう学がく園えんの遊戯教育が求められる。

「それこそ担任──七なな藤ふじ先生の言う通りだ。学識や教養がない者は、社会から軽けい蔑べつされる。それと同じで、遊戯者ほどでなくともそれなりの強さがなければトップは認められない」

「ええ。ですが、わたくしは違います。紅蓮さまのもとで、紅蓮さまを支えるだけの力を。真の第一線で通用するだけの実力を、この学園の三年間で得るつもりですわ」

　きっぱりと胸を張って言い切る楓の瞳ひとみは、強い光を放っていた。

（こいつも変わったな。最初見た時は、ただ力に溺おぼれるだけだったのに）

　変わることができるのは、若さと人間性の証あかしだ。

　ミスを反省し、弱点を克服して強くあろうと進む姿は美しく、応援したくなる。

（良くも悪くも変われない、ぶれることができないバケモノとは──違って、な）

　ほんのわずかな自じ嘲ちようを唇くちびるの端に浮かべた時、ふと紅蓮は気づいた。

「そういえば桃貝が話に交ざってこないな。いつもならそろそろ湧わいて出る頃なのに」

「まるで昆虫か何かのようですね……。知能指数的にはだいたい合っていますが」

「こら可憐、そういう言い方はよせ。あいつもあれはあれで頑張ってるんだ」

　クラス全員の前で成績を晒さらされた直後だけに気を使い、フォローを入れる。

　しかし、当の桃もも花かは自分の席に腰かけたまま、ギラギラと派手な衣装で沈黙していた。

「……桃貝の奴やつ、どうしたんだ。柄にもなく落ち込んでるのか？」

「まさか。桃もも花かさんの残念っぷりは、恥という概念を理解できないレベルですわ。先生に軽く注意されたくらいで我を失うほど繊細な生き物ではありませんわよ」

「さすがインランモモイロガイ……貝類は伊だ達てではありませんね。ですがお兄様、いつもと違い、深刻な様子に見えるのは私だけでしょうか？」

「いや……俺にもそう見えるな。なんか意識高い感じになってるし」

　ぼうっとしているのはいつものことだが──なぜか椅い子すに座ったまま手をくねくねさせ、ろくろを回すようなポーズをとって考え込んでいる姿は、明らかにおかしい。

「おい桃もも貝がい、どうした。お前にしては珍しく、シリアスな顔だが……」

「ふぁ、ふぁいっ!?」

　間近で声をかけると、まるで居眠りから起こされたばかりのように、桃花は反応した。

　ぶるぶるとツインテールを振り回すように首を振り、どこかボケた笑顔で、

「え？　あ、はい、そうですよ!?　桃花、今日のご飯は豪華にステーキでいきますっ！　こうお高いところをガッツリ食べて英気を養っちゃおうかな～、って！」

「誰もお前の晩飯の献立なんて訊きいてないんだが……。夏休みの予定についてだ」

「へ？　よ、予定ですか？　そうですねー、どうしましょう……。特に何もないですし、実家に帰ると交通費がかさむので、どうしよっかな～……と。てへへ……」

　そう言いながらふくふくとした頬ほおを掻かく表情は、誰の目にもおかしいとわかる。

　ひどい表現だが桃貝桃花という少女は残念な頭をしている。

　だがそれは言いかえれば裏表がなく、正直で隠し事ができない善良な人間ということだ。

　その彼女が見せたあからさまなごまかしには、違和感しかなく──。

「ここ最近顔を出さないと思ったら、疲れてるんじゃないのか？　おかしいぞ、桃貝」

「そ、そんなことないですよ。桃花は元気爆発、ガンバルゾー！　って感じです!!」

「そうかもしれんが……。用もないのに毎日人ん家ちのソファで寝っころび、マンガ読んで飯食ってはゴロゴロしてたお前が、そうシリアスな顔をしてるのを見るとな」

「うぐ……！　も、桃花はそんなのから卒業したんです！　さみしくなんかないですし、ひとりで食べるご飯にも慣れなきゃダメなんです！」

「とても大丈夫には思えん」

　あらゆる権利を売り払い、隷徒に堕おちても飯を食ったらケロッとしていた強さ。

　恐竜並みの鈍にぶさと楽観性を併せ持っていたのが桃貝桃花だ。

　それが今、沈黙し、顔を伏せ、何かを考え込み──。

　まるで普通の女の子のように、悩んでいるのだ。

「と、とにかく大丈夫ですっ！　お金も仕事もバッチリこなす頼れる大人のニュー桃花、桃貝桃花マーク２として、桃花はバッチリ絶好調なんですからっ！」

「さっきからどこのロボットアニメだ、お前は。……やっぱりおかしいな、これは」

「ですわね。この際ですから白状させてしまうべきではありませんか、可か憐れんさん？」

「お兄様に隠し事など、元隷徒のくせに生意気にもほどがあります。前回の功績から遠慮していましたが、ここは厳しめにお話ししましょうか、桃もも花かさん！」

「そ、そんなぁ～！　桃花は、なにも……！」

　桃花が、迫せまって来る三人に虚むなしい反論を試みた、その時。

　不意に鳴ったデジタル音が、話題の潮目を急変させた。

「デバイスが鳴ってるな。……こんな着信音、設定した覚えはないが」

「お兄様はいつもアニメのＯＰを切り替えてご使用になっていますが、そのどれでもありませんね……。私のデバイスも鳴っているようですが、この曲は……？」

　ブラックアウトしたタッチパネルから響く音は、旧時代のクラシック。

「わたくしのデバイスも鳴っていますわ。桃花さんの鞄かばんからも同じ音が聞こえますわね」

「僕のもだよ、紅ぐ蓮れん。これは……」

　ニコニコと一歩退ひいて場を見守っていた朝あさ人とが、ブラックアウトした液晶を撫なでる。

　するとタッチした部分から虹にじ色の波紋が広がり──メッセージ用のウィンドウが展開し、獅し子し王おう学がく園えんの校章を象かたどったデジタル認証つきの文章が表示される。
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「やあやあみんな、よく来てくれたネ。紅茶を淹いれたが、いかがかナ？」

「いらん。大仰なメールで呼び出したんだ、早く用件を言え」

　獅子王学園理事長室は、生徒会管理棟の最上階にあった。

　家具はすべて百年以上の歴史を刻んだアンティークで、伝統ある貴族の館やかたを切り取ったかのような重厚な佇たたずまいとなっており、出頭した生徒たちを厳かに出迎えている。

「前から、いろいろおかしいとは思ってたが……」

　そんな中、見事なチェアに深く座り、19世紀の逸品とおぼしきティーカップの湯気を楽しみながらクルリと振り返った理事長の姿は──

「「「「「なっ……!?」」」」」

　──集まった生徒一同を絶句させるのに十分な破壊力あるものだった。

「パンツ一丁とか、とうとう血迷ったのか!?」

　きわどいラインを描くブーメランパンツを穿はきながら、いつもの片眼鏡モノクルとシルクハット、白手袋はそのままで。外したシャツの襟と袖そで口をつけたその姿に、紅蓮は突っ込んだ。

「お兄様、見てはいけません！　ストーカー男の系譜が、またここに……！」

「こらこら失敬だよ可か憐れんクン。私にそんなケはない、これは単なる説明だヨ？」

「……お尻しりに食い込むブーメランパンツで裸シルクハット姿の大人が、いったい何を説明すると言うのですか!!　どう考えても卑ひ猥わいかつ有害です！」

　まるで無実の罪を糾弾されたかのごとく、ヤレヤレと肩をすくめる理事長。

　それに対し、虫でも見るような目で可憐が突っ込む。この歴史ある部屋で、全裸同然のシルクハット野郎は、もはや違和感どころの騒ぎではない……が。

「変態、っつーか……。レベル高たけぇよ、オッサン」

「……学園の外で同じことをしたら即警察を呼ばれますよ、理事長」

「うん、マジキモい。つ～か何で由ゆ良らちんまで呼ばれるワケ？　今日、収録なんだけど」

「あらあら、まあまあ……。なかなか個性的で素敵ではありませんか？　ふふっ」

　壁際に並んだ四人の男女は、紅ぐ蓮れんたちと同様に呼ばれた元生徒会メンバーだ。

　日銀総裁の息子にして金髪サングラスの巨漢、大おお星ほし大たい成せい。

　クオリアシステムの一部解析に成功した超大手ＩＴ企業の御曹司、佐さ賀か臣とみ仁じん。

　売れっ子アイドル声優にして、あらゆる声色を使いこなす演技力の持ち主、由ゆ留る木ぎ由良。

　そして──新興宗教テスタ教団の指導者、恐るべき異能を誇る黒の聖女、フラヴィア・デル・テスタ。

　彼らは先の戦いの敗北によりその財産、権利、ＧＰすべてを失って、今はその身柄を現生徒会に預けられ、隷徒として絶対服従の日々を送っていた。

「こいつらまで呼んだのか。そんなに人手が必要ないなら、帰していいと思うが」

　ちらりと彼らを見て言った紅蓮に、派手なサングラスを指で上げながら大星が答える。

「おおっと、待ってくれよ紅蓮サマ。……俺らだってのし上がりてえんだ。今みてえに、生徒会の雑用係だけさせられてたんじゃ浮かばれねえ。ぜひ話は聞きてェな」

「学籍復帰したかったら俺に挑めばいい。月一回はノーリスクで挑戦権を保障してあるし、働きに応じて報酬は出してるだろうが。欲をかくとロクな事がないぞ」

　隷徒として権利を縛ってはいるものの、紅蓮の彼らに対する扱いは極めてゆるい。

　いじめに等しい虐待行為は一切せず、それどころか普通の生徒と同じようにＦランク寮に生徒会予算から部屋を借りて住まわせており、生活に不自由はさせていない。

（それで満足するような連中なら、楽なんだがな……）

　だが、仮にもこの生き馬の目を抜くような学園でＳランクまで成り上がった連中だ。

　皆我が強く、一秒でも早く隷徒身分を脱するため、生徒会の雑用をはじめとする仕事に励みながら、復ふく讐しゆう戦の機会を窺うかがっている。しかし……。

「うん、仕事の件はマジ助かっちゃったかな～。予定に穴開けなくて済んだし？」

「お前は勉強しながらちゃんとアニメに出てろ、頼むから。せっかくまともな才能があるんだから、毎週楽しく観させてくれれば生徒会の仕事なんぞしなくてもいいぞ」

「おい、なんか由良っちにだけ優しくねえか。ロリコンだったのかよ、紅蓮サマ」

「人聞きの悪い事を言うんじゃない。俺はそいつの脳が溶けそうな声質と、声優としての実力を買ってるだけだ。頭の悪いヒロイン演じさせたら右に出る奴やつはいない」

「あんがと♪　……ってそれ、ホメてんだよね……？」

　日常アニメをこよなく愛する紅ぐ蓮れんにとって、クリエイターへの尊敬の念は強いのだ。

　本来、隷徒である以上その収入を取り上げることもできるのだが……あえてそうせずに報酬を与えることで、その活動を応援してさえいる。

（いくら現金を稼いだところで、借金返済以上の役には立たんしな）

　隷徒から学籍復帰を果たして一般生徒に戻るためには、隷徒契約の破棄が必要となる。

　それは隷徒を所有する権利者の意志、ないし下剋上チャレンジによってのみ果たすことができ、隷徒である間個人的にＧＰを稼いだとしても、すべて権利者のものとなる。

　時とき任とうミミの生配信や由ゆ留る木ぎ由ゆ良らの声優業で稼げるのは、あくまで現金だ。

　もしそれをＧＰに交換したとしても、そのまますべて権利者に加算されてしまう。

　そのため、現金での収入は学内ネットを通さない日用品の購入や、以前の脱出ゲームで負った借金の返済以上の役には立たないのだが。

　しかしそれでも稼ぐことをやめずにいられるのは、ひとえに紅蓮が現金を無理にＧＰに換算させるような、強引な取り立てをしていないからだろう。

「由留木さん。お兄様はあくまで貴女あなたの声が目当てであって、特別な感情など一切カケラも抱いておりません。そこのところ……よく理解してくださいね？」

「ひっ!?　や、やーだなー。わかってるっての、可か憐れんサマ!!」

　殺気のこもった眼めでジロリと睨にらまれ、即尻尾しつぽを巻く由留木。

「まったく……。佐さ々さ木きさん、隷徒の管理はきちんとしてください。お兄様のしもべ三号として認めて差し上げたのですから、そのくらいはして頂かないと困りますよ？」

　紅蓮を守るようにしっかり抱きしめながら、可憐が横目に睨む。

　視線の先にいた少女は、制服の背中をくるりと丸め、膝ひざを抱えて座り込んでいた。

「ぶっ……。くっ、ばっ……!!　ぱ、パンツ……っ。いきなり……クルッて……！　ダメ……!!　笑いのツボに入りました。佐々木、限界です……あはははははっ!!」

「……今からでも遅くないわよ、砕さい城じよう紅蓮にその妹。この無能会長、クビにしない？」

　先ほど終業式に出ていた佐々木、そして時任ミミ。

　他の生徒会所属隷徒と違い、ミミは早い段階でその事務会計能力を買われ、また佐々木自身の抜ばつ擢てきもあって、会長専属の補佐役として行動している。

「おや、ウケたようだね。イマドキは男性の水着にもそれなりの需要があるらしいよ？」

「……たぶんそれは偏った情報だと思うが。そんな知識を授けるために呼んだのか？」

「まさか。せっかくの夏休みだヨ？　せっかくだから楽しんでもらいたくてネ、私の経営する獅し子し王おうレジャーランドに君たち全員を招待したいのサ」

　創はじ芽めがブーメランパンツの足を組み直しながら指を鳴らすと、主の命を受けたＳＡＩサイが何もない空間に映像を投射する。動画が再生され、画面上に見知った顔のアップが映った。

『さて、新生徒会諸君。改めて君たちの歓迎と、その偉業を祝福しよう。Ｃランクや隷徒の身から突如Ｓランクに成り上がるなど前代未聞の話だからネ！』

「わざわざこんなものまで作ったのか。透とう夜やの奴やつといい、自己顕示欲の塊だな」

　画面の中で両手を広げ祝福する創はじ芽めをうんざりした面持ちで眺め、紅ぐ蓮れんは同じ顔で椅い子すにかけた男に言った。

「この情報化時代、言葉のみで説明するより三分動画の方が早いだろう？　ま、最後まで見てくれたまえヨ。きっと気が変わると思うから、ネ？」

　うさんくさいセールスマンのような笑顔で迫せまる男に、紅蓮は冷たい視線を送る。だが、そんな程度で怯ひるむような面の皮の薄い人間に、獅し子し王おう学がく園えんの理事長など務まるまい。

『その君たちの功績を讃たたえ、ちょっとしたプレゼントを用意した。それが今回の研修だ。我が獅子王レジャーランドは、日本有数のアミューズメント施設のひとつでネ。ここだけでありとあらゆるサマースポーツが体験可能、夏休みにはもってこいだヨ？』

　その言葉と共に、次々と背景が変わっていく。

　美しい砂浜での日光浴、水面を疾走するモーターボートによるパラセーリング。

　颯さつ爽そうと駆けるサーフィンにスキューバダイビング、南国の楽園めいたレジャー風景。

「……全部水着のオッサンがモデルになってるのはどうなんだ？」

　きわどい水着姿の男が、まるでスポーツドリンクのＣＭのようなさわやかな笑顔でマリンスポーツを楽しむさまは、教育者というよりアイドルタレントだ。

　紅蓮のささやかなツッコミにもめげず、動画の理事長は画面の中から呼びかける。

『決して君たちを退屈させない……保証するよ。君のために海の家、焼きそば、ぬるいラーメンに焼きイカ、焼きもろこしに微妙にまずいカレーまで用意した。どうかネ？』

「くっ……！　なかなか、ツボをついてきたな。悪くない……！」

　最高級リゾートを思わせる壮麗な施設。未来的なウォータースライダーや屋内プール、さらにハワイやグアムをそのまま切り取ったようなプライベートビーチ。

　美しい海と真夏の太陽が作る美しい風景に、どこからか移築されてきたらしい安っぽい海の家が用意され、水着の男女が『お待ちしていま[image: ][image: ]す！』とにこやかに笑う。

「もちろん、それだけではないヨ！」

　ミスマッチな風景はさらに切り替わり、大仰なポーズと共に理事長がマントを翻すや、その衣装が変化し──祭まつり囃ばや子しの中を、シルクハットを載せた浴衣姿の男が闊かつ歩ぽする。

『さらに夜はお祭りだ！　失われし伝統文化、テキヤの出店を再現させたヨ！　綿あめ、金魚すくい、リンゴあめにチョコバナナ、たこ焼き。どれも最高にチープな美う味まさ！』

　さまざまな出店をめぐり、美お味いしそうな食べ物が湯気をたてる。

　そのどれもが紅蓮が知識として知ってはいるものの、味わったことのないものばかり。映しだされた祭りの雰囲気も含めて、かなり心揺さぶられるものがある。

（……さすが伝説の『人ひと誑たらし』ってところか）

　頭のどこかで警鐘が鳴る。喜びの感情、刺激された好奇心と隔離された冷徹な意志が、その過剰とも言える接待の裏にある何かを読み取りつつあった。

『安心してくれたまえ、これは純粋な善意だよ。生徒会の面々は夏休みも仕事があるし、かなりの日数登校する義務があるからね。前半くらいは羽を伸ばすべきだろう？』

　にこやかに笑み、頬ほお張ばったたこ焼きの青ノリをつけた白い歯を見せて理事長は笑み、

『ほふ、ほふっ……。うーん、表面はカリッと中はトローリ、伝統のソースがまたウマい。ぜひ来てくれることを祈っているよ、諸君？』

　熱いたこ焼きを頬張る創はじ芽めのアップで動画は終わり、ブラックアウトした画面に自分の顔が映っているのを眺めると、紅ぐ蓮れんはとりあえず頭に浮かんだことを口に出す。

「……旅番組風で〆しめは食レポか。無駄にあざとい演出だな……」

「悪くないだろう？　ああ、お金は心配しなくて大丈夫サ。すべてフリーパス、施設の利用から飲食、家族や友人のお土産まで生徒会の予算から出すヨ。ドーン、と、ね！」

「ま、大したもんだが……ここに顔を出してない人間はどうするんだ？」

　その場にいるメンバーの顔をざっと見渡す。

　集合直後から気になっていた。生徒会の所有となった隷徒たち、そして新生徒会の面々。全員を呼んだはずだが、その中にひとりだけ、この場に来ていない人物がいる。

「水みず葉は、お前の妹はどうした。あいつも生徒会の隷徒だろう？」

「しずか、は……たぶん、教室。呼んだけど……返事しなくて、来なかった……」

「……そうか」

　無表情でおぼろげな水葉のしぐさに、憂ゆう鬱うつなニュアンスが感じ取れる。

　水葉の隷徒である双子の妹──静しず火かもまた、水葉の所属が生徒会付きの隷徒となった事により、そのままスライドして生徒会に権利が移っていた。

　しかし、姉と違って生徒会に顔を出さず、一般的な学生と変わらぬ生活を送っている。

（仲直りのチャンス、とも思ったが……余計なおせっかいをするわけにもな）

　自分の勝利により姉妹の間に確執が生まれたのだとしたら、多少の責任を感じた。

　時間があるなら来いと一言誘ってもいい。そんな風に紅蓮が思っている間にも、ブーメランスタイルの創芽は無駄にセクシーなポーズをとりつつ言った。

「来てくれないのは少々、残念だがネ。まあ強制するわけにもいかないサ。例の動画は彼女にも送ってあるし、その気があるなら来るんじゃないかネ？」

　案外適当に言い放った男に、小学生めいた元気さで桃もも花かが手を上げる。

「はい、行きます行きます絶対行きます！　だって無料。タダなんですよ!?　桃花としては最高級のロイヤルスイートデラックスルームに、ドンペリ特盛お願いします！」

「……桃花さん、貴女あなたドンペリを牛丼か何かと思ってません？」

「え？　……食べ物、ですよね？　たぶん。なんかまったりと高級おフランスな感じ」

「そんな漠然としたイメージだけで注文するものじゃありませんわよ！　もう……！」

　腰に手を当てて保護者じみた様子で呟つぶやく楓かえで。

　創芽はギッと椅い子すを軋きしませて座り、素肌の足を組みながら──

「はっはっは、いいともいいとも。全力で贅ぜい沢たくしてくれていいんだヨ？　今後は、休もうにも休めなくなるわけだしネ。最後の休息、一億や二億で済むなら安いヨ」

　望外の鷹おう揚ようさで笑う。

　だが、無邪気に喜んでいる桃もも花かはともかく──他のほぼ全員は、最後のひと言を聞いた瞬間に身を強こわ張ばらせ、警戒のこもった目配せを交わす。

「おや、どうかしたのかい？　空気が妙に重たくなっちゃったケド」

「白々しい男だな、相変わらず」

　深々とため息をつきながら、紅ぐ蓮れんは椅い子すにかけた理事長を見下ろすように立ち。




「嫌でも視みえちまうんだよ。お前のドス黒い『嘘うその色』がな」




　わずかに朱あかく輝く『眼め』に、その場の全員が戦せん慄りつした。

　隷徒に堕おちた者、彼に仕える立場となった元生徒会役員。

　そして最愛の妹と信頼する仲間たちまでが息を呑のむ。

　唯一余裕の笑みを見せるのは、紅蓮の眼光で射抜かれた学園支配者本人のみ。

「さすがに二度目は騙だまされてくれないか。入学させたときの君は素直で可愛かわいかったのに」

「うるせえ。あのときは日常に戻るのが最優先だったんだよ……」

　今にして思えば、あいつが何かしらの干渉をした可能性もある。

　遊戯ゲームですべてが決まる学園への入学だとすれば、紅蓮の中にいる残酷な紅蓮はけっして制止しないだろう。

　もちろんそれは実証できないので考えるだけ無駄な話だが……。

「ところで紅蓮クン。この世界に、遊戯教育校がいくつあるか知っているかネ？」

「さあな。《黒の採決ブラツクバウト》への参加者を育成するような非合法組織も含めれば、百や千じゃ足りないとは思うが……血統や家系で縛ってるところも多いし、実態はわからん」

　圧力を受けながらも、創はじ芽めはあくまで軽く語り、紅蓮もまた答える。

　彼は優雅な手つきでティーカップを掲げ、琥こ珀はく色いろの液体を美う味まそうに飲みながら。

「いい答えだ。各国が秘密裏に設立した教育機関、非合法組織の運営も含めると星の数。当然だネ、優秀な遊戯者は世界のパワーバランスさえ動かす戦略兵器なのだから」

「旧時代の核開発と一緒だ。核と違って汚染がないからお手軽だしな」

「そういうことだネ。旧時代の核開発に例えるなら──我が獅し子し王おう学がく園えんのみが、核実験場を有しているようなものだよ。すなわち……『クオリアシステム分枝』をネ？」

　それは、あらゆる戦争を過去のものにした人類史上最大級の発明。

　遊戯ですべてが決まるこの時代を生んだブラックボックス。兆単位のポリゴンを演算し、脳に直接電気刺激を与えることにより五感を代替し、あらゆる感覚を仮想表現する。

　一切の血を流すことなく、遊戯による戦争行為を代行する超高速複合ネットワーク。

　その中継点となる『分枝』は国家かそれに準ずる組織、あるいは大企業にのみ認定される特権であり──教育機関として世界で唯一、それを有しているのが獅し子し王おう学がく園えんなのだ。

「分枝を受けた団体が核保有を許された独立国家とするならば、我が国は日本という国に唯一与えられた合法的な核実験場にして開発施設だ。その価値は語るまでもない」

「金で買える代物じゃない。そもそもクオリアを運営するのはクオリア自身──その演算能力で走り続ける人工知能だ。一切の忖そん度たくが通用しないあれに、どんな手管を使えば、この学園みたいな特例を許すことができるんだろうな」

「そこはまあ、秘密カナ？　伊だ達てに歳としはとってないんだヨ、紅ぐ蓮れんクン？」

「ウインクしながら言うなよ、おっさんが。……で、クオリアの分枝がどうしたって？」

「うん。前生徒会長──白しろ王おう子じ透とう夜やは、その価値を知った上で、合法・非合法を問わず、ありとあらゆる遊戯ゲーム教育を行う団体にメッセージを送っていたのさ」

　空になった紅茶のカップをテーブルに置き、年齢を感じさせない爽さわやかな笑顔で、学園の運営者、もうひとりの頂点たる男は、トリックスターの顔で言った。




「世界を巻き込む一大イベント、クオリア分枝を賭けた──《獣王遊戯祭ベステイア》開催を！」




　ざわり、と空気が揺れた。

「はいはいはーいっ！　理事長センセー、質問いいですか!?」

「何かね、佐さ々さ木きクン？　質問は受け付けるが、手短に頼むヨ」

「はいはい手短にですねわかりましたよ佐々木です！　何ですその厨ちゆう二に大会!?　生徒会の記録文書にも残ってませんけど!?」

「ふむ。ま、わかりやすく説明すると──世界各国のクオリア分枝を欲する学校が集い、ただひとつの優勝校を決めるために戦う大会さ。透夜クンが自らクオリアに申請し、参加者を募集して承認された。つまり、確定されたスケジュールというわけだよ」

「えーっと、それ獅子王学園うちに何のメリットが？　負けたらクオリア没収というからには、相応の勝利報酬がなきゃやってられねーと佐々木は主張します」

「メリットはあるサ。当然だネ？」

　創はじ芽めは人差し指を立てて、うさんくさい笑顔のまま言い放つ。

「一校あたりの参加費、一千億円。合計で兆を超える金額が獅子王学園に入る」

「ちょ、兆……!?」

「優秀な遊戯者を育成して得られる利益に比べたら中学生の小遣いのようなものだよ。ま、我が校はホストだから一銭も出さないんだがね。そこで集めた利益は、学園の研究投資に使われることになっている──ま、企画した透夜クンはお金なんてどーでもよくて、ただ強者と戦いたかっただけだろうけどネ」

「あまりに軽率です。クオリアの所有権は、どんな大金にも勝る財産でしょうに」

　可か憐れんが顔をしかめて苦言を呈する。

　当然だ。現代における遊戯者は国同士の戦争を肩代わりする存在。かつて国防費として計上されていた予算は、今や優秀な遊戯者プレイヤーの育成や一流の遊戯者への接待に使われている。

　強き遊戯者の生み出す価値が一兆や二兆では済まないことを考えれば、たった一千億円でクオリアを所有する機会を与えるなど愚行そのものだ。

「ま、可か憐れんクンの意見もわかるけどネ。『前王』は、獅し子し王おう学がく園えんという生態系の中で自然に生まれた存在だ。つまり、獅子王学園そのものの息吹の証。生徒の自主性を重んじる私としては歓迎したいのだよ、この愚行を」

「……理事長もどうかしてます。この学園にはお兄様以外にまともな男性はいないみたいですね。まったく」

「あの。断れないんですか？　開催者権限で雨天中止とか。遠足みたいに」

　おずおずと桃もも花かが質問すると、創はじ芽めはオーバーアクションで肩をすくめた。

「ム～リ♪　さっきも言った通り、もうこれは申請され確定した、決定事項なんだ。中止はおろか、参加を拒んだ時点で敗北確定。クオリア分枝は没収さ」

「いいじゃないか。あんな物騒なもん、ノシつけてくれてやればいい。維持費も電気代も天文学的な額を払ってるんだろ？　この際だから、普通の学校に鞍くら替がえしろよ」

「無む茶ちやを言うねえ、紅ぐ蓮れんクン。それをやろうものなら、最先端の遊戯教育専門校たる獅子王学園の価値は地に墜ちる。大勢の生徒たちの人生が狂うことになるんだヨ？」

　獅子王学園で遊戯教育を受けた卒業生の価値は極めて高い。

　特にランキング上位の卒業生は進学も就職も思いのまま、この世界で必須たる遊戯感覚を武器に、さまざまな企業や省庁を動かす超エリートとしての道が約束されている。

　だが、それがすべて消きえ失うせるのだ。

　登りかけた蜘く蛛もの糸が断ち切られ、地獄へと逆戻りする哀れな盗人ぬすつとのように──。

「そうなれば、戦犯である君たちはありとあらゆる勢力から睨にらまれるだろうネ？　日本に居場所がなくなるのは確定、外国へ逃げても受け入れ先があるかどうか……」

「その程度、脅しになると思ってるのか？」

　朱あかく光る紅蓮の視線を受けながら、創芽はあくまで軽く眉まゆを吊つり上あげる。

「君個人に対してはまったくの無駄だネ。しかし、君の仲間の人生はどうカナ？」

「……！」

「降りかかる火の粉を防ぐすべのない者達たちは──可憐クンを含めた、キミの大切な人達は果たして無限に膨れ上がる憎悪から逃げ切れるかネ？」

「……本気で性格悪いな、あんた」

「紅蓮クンが参加さえしてくれれば、そんな不幸はどこにも訪れないさ。優勝してくれたなら、獅子王学園の地位は安泰。万が一負けても──ま、遊戯の結果ならしかたないネ」

「なっ……！　そんな、投げやりすぎますわ！」

　突き放したような言葉に反発を覚え、身を乗り出した楓かえでに。

「人類は闘争を捨てたんだヨ。それは即すなわち、勝敗に対して文句を言い、ルールを破ろうとする愚かさから脱して、紳士たらんことを目指す、ということだ」

　驚くほど真しん摯しな面持ちで、じっと創はじ芽めは彼女を見上げ、静かに答える。

「猿とは遊戯ゲームが成立しない。ヒトは最下層のチンピラから最上位のセレブまで、地位、財産、教育に左右されず遊戯という舞台で公平に競う舞台を得たんだ」

　それこそがクオリアシステムが人類史上最高の発明たる理由。

「勝負を投げる行為はそれこそ人類への冒ぼう涜とく、自分は猿だと宣言するに等しい。が──」

　そこで言葉を切り、水着姿の男は片眼鏡モノクルを煌きらめかせて微笑ほほえんだ。

「正々堂々たる遊戯の結果、勝とうが負けようがその結果に異を唱える者もまた、同様さ。それを学び直す意味でも、《獣王遊戯祭ベステイア》参戦は意義ある経験だと確信しているよ」

「…………！」

　ふざけた格好の男が語る、極めて真剣な言葉に、その場の誰もが圧されていた。

　腐っても理事長、ということか。普段は見せない教育者としての顔を感じ、一部を除くほぼ全員が反論の言葉を失った沈黙を、不快げな舌打ちが破る。

「あいつは……。いなくなっても迷惑な奴やつだな、まったく」

「それ、たぶん兄さんの事だよね？　……乱入の件といい、正直耳が痛いよ。うちの家は文字通り、紳士ならざる獣けものの巣窟だ。それこそ滅ぼせるものなら滅ぼしたいね」

　紅ぐ蓮れんの傍かたわら、可か憐れんとは反対側の隣に立って、苦々しい面持ちの朝あさ人とが言い。

　その陰に隠れるように寄り添った少女──現Ｓランク３位、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こが頷うなずく。

「──……でも。透とう夜やの約束なら、代理として受けたい……──」

「妬やけるな。兄さんの意志を継ごうとするんだ？」

「──……ばか。そうじゃなくて。全世界に透夜の失墜と、新政権誕生の事実を宣伝できる。私たちに、有利な環境を作る準備……ひゃわっ!?」

「ははは、わかってるって。そういうことなら、僕は参戦するよ。紅蓮が出ないとしても、代理としては多少の恰かつ好こうはつくんじゃないかな？」

　首筋を撫なでられてビクンと可愛かわいく震える恋人に、朝人は戦意を秘めた美び貌ぼうで笑む。

「そう言ってくれると助かるヨ。ま、安心したまえ、全世界が君たちの敵に回るワケじゃないからね。現在も各国の遊戯養成校で過酷な予選が戦われている」

「開催国としてシード扱い、か。サッカーのワールドカップじゃあるまいし」

「だいたいそんなものだヨ。で、選抜される敵は五人一組で代表５チーム。その狭い枠を巡る激闘を征した勝利者たちを、我々獅し子し王おう学がく園えんが迎え撃つって寸法さ」

　それはあたかも、世界を舞台にした巨大な蠱こ毒どく。今この瞬間もどこかの国で、新時代の核開発施設に匹敵するクオリア分枝を巡り、暗闘が繰り広げられているのだ。

　毒どく蟲むしを大量に密閉容器に放ほうり込み、共食いに共食いを重ねて生き残った最強のモノを、呪のろいに用いる儀式のごとく──それは、残酷極まる戦いの儀式に違いなかった。

「そこで、我が獅子王学園からも最強の遊戯者を五名選抜することになる。ランキングの上位五名から選んでもいいが、その場合だと紅蓮クンが参加できなくなるだろう？」

「俺としては別にそれでもいいんだが。ルールは守るべきだろ」

「当然だネ。ただし、ルールというものは常に施行する者にとって都合のいいものだ。ま、今回は開催者特権ということで勘弁してくれたまえ」

　チュッと投げキッスで唇くちびるを鳴らして、創はじ芽めはその場のひとりひとりを指さしてゆく。

「獅し子し王おうレジャーランドでの生徒会特別研修、その最終日において選抜試験を執り行うヨ。私が認めた遊戯者プレイヤー候補、この場にいる者、いない者も含めた全員をそこへ招き、競い──最優秀の代表五名を選抜し、《獣王遊戯祭ベステイア》の参加者とする！」

「……待ってくれ。それはつまり、隷徒でもかまわない、ということか!?」

　幽鬼のような面持ちで押し黙っていた、佐さ賀か臣とみ仁じんが顔を上げた。すると、

「当然だろう？　過程はどうだっていいさ、最後に勝った者が偉いんだヨ。当然参加者に選ばれようものなら、特別褒賞として相当額のＧＰが支給されるだろうネ」

「……悪くない。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんを倒す原資として、いくらでも欲しいからな……！」

　佐賀臣がギラリと欲望に目を輝かせ、その熱は他の隷徒にも次々と伝でん播ぱしていった。

　大おお星ほしが、由ゆ留る木ぎが唇を結んだまま、されど不敵な笑みを浮かべ──。

「旧Ｓランクの方々とはいえ、栄はえある参加者の座は譲れませんわね。……我々現生徒会メンバーこそが、その座にはふさわしい。当然、頂くべきですわ！」

「当然です。むしろ隷徒に敗れ、その座を失うなど恥としか言えません。お兄様に選ばれ、その傍そばに侍はべることを許されたとはいえ──借りは、返しておくべきでしょう」

　楓かえでの言葉に可か憐れんが続き、鋭い決意をこめた瞳ひとみでその場の全員を次々と視みてゆく。

　隷徒を、そして仲間たちまでも限られた席をめぐるライバルと宣言するかのように。

「……それなら、紅蓮さまのそばにいるべきは、強い者」

　ぼそりと、水みず葉はが呟つぶやく。

「一度勝ったから格付けが済んだ、とでも？　……そうはいかない、と思ってください」

「そう。……きょーみ、ないけど。なら……たのしみに、してる……」

　可憐は鋭利な刃物じみた目で水葉を睨にらみ──。

　水葉もまた、不敵な笑みを浮かべて可憐の挑戦を受ける。

　可憐は以前、生徒会選せん賭きよで水葉に敗れている。その遺恨があるのだろう。

　兄の前で無様に敗れ、すべてを失う絶望を舐なめさせられた苦痛は、決して忘れられまい。

　二人の戦意は炎のごとく爆はぜ、気温が数度上がったかのような錯覚さえその場の全員が感じていた。そんな一触即発の空気の中、可憐にきつく腕を抱きしめられながら。

（ちょうどいい。世界を喰くらい尽くす絶好の機会……だ……──ッ!?）

　と、何の兆候もなく浮上した妄想じみた発想が、理性によって途切れた。

「……っ！」

　脳裏を過よぎった異様な思考に、人知れず紅蓮は冷たい汗をぬぐう。

　──今、自分は何を考えていた？

「……？　お兄様、どうかなさいましたか？」

「いや、大丈夫だ」

　腕の震動か、胸の鼓動か。誰にも悟られることのなかった動揺を感じ、可か憐れんが心配げな視線を向けてくる。その上目遣いを受け止め、わずかに屈かがんで視線を合わせると。

「お前は何も心配しなくていい」

　脳のう味み噌その裏側で、心の陰で、どんな悪意が顔を覗のぞかせようとしても。

　可憐。お前の未来だけは、命を投げ捨ててでも守ってみせるから。

「お兄様……。覚悟を決めた目をされています。選抜に参加なさるおつもりですか？」

「お前の人生を人質にとられたんだ。やらざるを得ないさ。しかし──」

　呆あきれ返った、かつ恨みがましい視線を紅ぐ蓮れんはニヤニヤと笑う理事長に向けた。

「──何が骨休めだよ。とんだ爆弾投げつけてきやがって」

「なーに、選抜戦は最終日だからネ。それ以外の時間は好きに遊んでかまわないよ？」

「それで素直に遊べる奴やつなんているかよ。いるとしたら、ひとりだけだ」

　思い当たる人物に、紅蓮はちらりと目をやった。

　お気楽で、大それた話と無縁で、朝から晩までほわほわ笑っているような。

　そんないつもののんきな顔を想像して。

「選抜戦……。勝てば、いい、わけですか……。それなら……」

「……おい、桃もも貝がい。まさかお前も……」

「当然、勝ちに行くに決まってます。桃もも花かだって……負けませんから!!」

「なっ……」

　意外な言葉に紅蓮は絶句する。

　いつもの間抜けな雰囲気は微み塵じんもなく、まっすぐに紅蓮の目を見据えて。




「桃花はこの選抜戦を勝ち抜いて──紅蓮さまを卒業します！」




　桃貝桃花は、高らかに宣言した。





●風車の騎士ドン・キホーテの再出発




　──深夜のベランダは、切ない。

　獅し子し王おう学がく園えんＦランク学生寮のベランダに移設された段ボールハウスは、意外と暖かい。

　幾重にも重ねられた段ボールと保温シートの働きにより、風呂上がりの水みず葉はは下着姿の肌からたちのぼる湯気に蒸されるような思いで、眠れずに天井を見上げていた。

（しずか……げんき……かな……？）

　妹いぬ。そう呼び、首輪をかけ、突き放したただひとりの家族のことを。

　生徒会選せん賭きよにはじまる遊戯ゲーム戦の後、水葉は静しず火かと会っていない。同じ紅ぐ蓮れんのモノとなり、ある意味立場は対等になったはずなのに、いや、だからこそ……会えない。

（わたしは、あのこに、どんな顔して、あえば、いいの……？）

　熾おき火びのようにくすぶる悪意を、水葉は自覚している。

　両親に愛され、常に優遇された『良い子』である妹、静火への反発、憎悪、そして嫉しつ妬とを。だがその黒い焔ほのおと同じくらい、どれほど意地悪をしても──。

（どんなに、せめても……わたしを……うけいれて、くれた……）

　たったひとりの妹を、大切に思う気持ちも強かったのだ。

（……わたしは、しずかが、すき……？　ぐれんさまが、そう、おしえてくれた）

　そう。嫌いではない。家族として、妹として愛している。

　だからこそ……敗北という恥が、彼女の信頼を裏切った事実が、棘とげとなって突き刺さる。

（あいたい。けど……なんて、おはなししたら、いいの……？）

　声をかけることができない。

　話題が思いつかない。どんな服を着て、どんな声をかければいいのか？

　日常に乏しい、未完成の怪物じみた彼女には、まったくわからなくて。

（あえない……あいたい……あなたは、どう？　しずか……）

　震える己が肩を抱きしめ、汗ばんだ身体からだをもてあますように転がりながら。

（……紅蓮さま、もう、ねちゃったのかな……？）

　もうひとり、焦がれる男の面影を窓越しに探す。

　ピシャリと閉められたサッシに鍵はかかっていない。

　入ろうと思えばいつでも入れる。だが、水葉はあえてトイレなどの時以外はそうせず、段ボールハウスに留とどまっていた。そうしているのは──抑える自信がないからだ。

（自由に中に入れたら。眠るあのひとの鼓動を聞いて、寝息を聞くことができたとしたら。……襲っちゃうに決まってる。がまんできるはず、ないんだから……）

　まるで薬物の禁断症状のように、ぎゅっと段ボールハウスの中で震える肩を己で抱く。

　あの敗北以来、紅蓮と同じ道を歩むことに決めた。

　勝負の世界を捨て、遊戯から離れ、普通の人間に戻るようにと。

　だが、一度遊戯に茹ゆだった脳は、あまりに刺激に飢えている。

　薬物中毒に等しい、脳内麻薬の禁断症状──……。

　それは水みず葉は自身の異能、自在に自分の人格や脳活動を操作する──『明めい鏡きよう止し水すい』にして『陰おん陽みよう相そう克こく』の副作用でもある。

　ほんのちょっとした刺激で快感を感じ、蕩とろける脳みそ。

　彼の声を聞き、彼の匂においを嗅ぎ、彼の『眼め』に視みられた瞬間、はしたなく悦よろこんでしまう。

　呪のろいじみた浅ましい己の習性。悶もん々もんと耐えながら水葉は身をよじる。

「……こんなのじゃ、ちっとも、おさまらない……」

　大きなひつじの形をした抱き枕まくらを、豊かな腿ももで挟むように抱きしめる。

　そのふかふかした生地を甘く噛かむ。これを贈ってくれた男──紅ぐ蓮れんの面影を想おもいながら。

（普通に想うって、これでいいの？　貴方あなたに殺されたり、奪われたり、潰つぶされたりするのを願うんじゃなく、ただただ焦がれるままなんて……）

　普通の恋とは、なんと辛つらく、切ないものなのだろう……！

　ダイスのひと振り、ダーツの一投で終わる遊戯ゲームの刺激が瞬間的なエクスタシーなら、魂が焦げるようなジリジリとしたこの想いは、永遠に続く拷問のようだった。

　だが、受ける刺激は苦痛のみ──ではなく。

「んっ……んっ……ふぁっ……♪」

　紅蓮のことを想えば、甘い疼うずきと喜びが身を貫くのも事実で。

「……ふぅっ……ああ、んっ……んっ……んぅっ……♪」

　今夜も眠れず、衝動のままにベランダの中で水葉がひとり悶々としている、その時だ。




　──カツン！




「……へんな、おと？」

　しゅっと眉まゆがひそめられ、即座に脳のスイッチが切り替わる。

　甘く蕩けかけていた表情が鋭く変わり、少女の体臭がこもる段ボールの密室で、水葉はしっとりと濡ぬれた指先をウェットティッシュで拭ぬぐってから、武器となるモノを取り出す。

（まさか。あいつらが、また……？）

　遊戯時代の掟おきてを破り、白しろ王おう子じ家の私兵が学園を襲ったのは記憶に新しい。

　この同居、ベランダという位置を選んだのもそのためだ。

　毎月５００ＧＰを支払い、警備強化パックを導入した部屋は獅し子し王おう学がく園えんではそれなりの──社会での基準では超厳重なセキュリティに守られているが、死角はある。

（潜入。暗殺。工作。どれを仕掛けるとしても……ここが、いちばん）

　最も警戒を貫きやすい弱点、それがこのベランダだ。

　強化ガラスを破り、警報を無力化する手段があれば、屋内への侵入は難しくない。

　念のため、武器になりうるものを用意してよかった。それを握り、そっと段ボールの端から外を覗のぞくと、思った通り──ベランダの柵さくに設置されたフックが視えた。

（外から誰かが侵入を図った。なら……後悔させてあげる）

　武器を手に取る。ぎゅっ、ぎゅっと音をたてて昇ってくる気配。

　じょじょに露あらわになる姿。息遣い。音。指先が柵さくにかかる。

（まだ。……次の一瞬こそ、チャンス）

　照明代わりのデバイスを消す。バックライトの光が消え、ほのかに見える都会の星明かりの中で、水みず葉はは手にした武器を鋭く構え、蜘く蛛もを思わせる動きで──




「──あずきアイスは武器ですか？」

「え？」




　突如かけられた声に、水葉は手にした武器……キンキンに固く凍らせたあずきアイスを構えたまま、ゆっくりと疑問符を浮かべる。はて、この声、この動きは……？

「毎晩持ち出すから夜食にしているのかと思っていましたが。使途が意外すぎますね」

「……隷徒は、普通の武器や刃物を携帯する権利、ないから。でも……」

　素早くロープを登ってきた人物をまじまじと見つめ、水葉はデバイスの電源を入れる。

　照明がわりの白い光に、眩まぶしげに目を細める人物は──。

「わ。びっくり」

「まったく驚いていない顔で言われても。迎撃する気まんまんだったでしょう？」

「そっちも。もしわたしがなにも反応しなかったら……」

「当然、制圧し、お兄様にクビを進言しました。無能な護衛などいるだけ邪魔ですから」

　よいしょ、と言ってロープを登り切ったのは、砕さい城じよう可か憐れんだった。

「……なんでレオタード？　フックつきロープ？　意味が、わからない……」

「お兄様のハートを盗みに来た怪盗、といったところでしょうか♪　手元にあった衣装の中で最も動きやすいものを選んだだけですが、偶然セクシーになってしまいました」

　それは嘘うそっぽいな、と水葉は思ったが口には出さなかった。

　黒いレオタードにタイツ姿──腰のあたりにスカーフのようなものを巻いた可憐の姿は、あたかも一匹の黒猫のよう。お尻しりに小さな猫のしっぽまでついているあたり確信犯だ。

「あわよくば、襲うつもり、だった？」

「襲う？　ちょっと意味がわかりませんね。……今夜こうして訪れたのは、お兄様の警護状態を確認するためでもありますが──密ひそかに貴女あなたと話したかったからです、水葉さん」

　スルリと柵を乗り越えてベランダに降りながら、可憐は真剣な眼めで恋敵を睨にらみ。

「お兄様との絆きずなを引き裂いた貴女に、こんな提案をするのは屈辱の極みですが……」

　そう、可憐を打ち負かし、一時的とはいえ紅ぐ蓮れんと引き裂いた水葉だからこそ。

　妹たる可憐が兄に寄せる想おもいの熱さ、深さを知る彼女だからこそ。

　その価値があると言わんばかりに可憐は──

「ですが、つまらないプライドなどお兄様のためならば喜んで捨ててみせます」

[image: ]

　だから、と前置きしてから、可か憐れんは狭いスペースの限界まで頭を下げて。




「水みず葉はさん。私に──怪物と戦う強さを、教えてください」




「え……？」

　まさか、と思った。

　兄と自分の間に入ってくるものに敵意を抱く、縄張り意識の強い猫のような可憐が。

（まさか、わたしにおねがいなんて──ありえない？）

　何度も瞬まばたきし、現実を疑うようにまじまじと視みる。

「……ほんき？　わたしに、教わりたいの？」

「妹に二言はありません。お兄様の右腕として世界を相手に戦うのは、水葉さんに敗れた私には力不足。……悔しいですが、あなたの言う通りです。だから、お兄様の隣に立つにふさわしい実力を手に入れたいんです」

「でも……どうしてわたし、なの？　あんなに……イヤなこと、したのに」

「ええ。できるなら筆頭泥棒猫のあなたに教わりたくなんてありません。ですが現状、他に師事するに足る人物がいません。前回の遊戯ゲーム以来、すこしお疲れ気味のお兄様に、これ以上のご負担をおかけするわけにはいきませんし、他のＳランクは──」

「九官鳥と、だめがねと、ごりらと、だめうさぎ……うん、むり」

「フラヴィア・デル・テスタだけは怪物の域に達していますが……論外です。体質頼りの彼女に学ぶことは少ないですし、そもそも信用もしきれません。彼女はお兄様のもとにつきながら、何か底知れないものを保もっている──」

　そんな相手に接触し、手の内を明かすような真ま似ねは断じてできないだろう。

「消去法で、頼るならわたしだけ。それは、わかる。でも……」

「もうひとつ。貴女あなたを選んだ理由があります」

「……それは？」

「それは……言わなければなりませんか？」

「おしえて。いわなきゃ、うんって、言わない」

　子供っぽい拒絶に、ぷくっと頬ほおを膨らませる水みず葉は。

　心底悔しげに、可か憐れんは答える。

「私と、近いからです。もし私が、貴女と同じ境遇なら──自分を改造し、心を傷つけ、怪物に成り果てることでお兄様に追いつくことができるのなら」

　そう、それは──

「一瞬たりとも迷うことなくそうしていたと確信できます。貴女が妹である静しず火かさんへの対抗意識から、《機関》の能力開発を受け入れたように」

　もしチャンスがあれば、同じことをしていたと。

　人間をやめてでも、自分のもつすべてを捨ててでも兄についていったという宣言。

「……ああ」

　その答えに嘘うそがないことは、読み取るまでもない。

（しず、か……）

　水葉にとって、今や袂たもとを分かった妹の存在は複雑だ。

　幼い日は年上の自分を上回る優秀さに。成長し、強化を経て能力が上回った後は、両親に愛されたまま、子犬のような眼めで自分を愛してくれる純粋さに。

（……嫉しつ妬と、した。動機は違う、けど、この子は……）

　かつての自分とかつての妹。

　愛するものに追いつこうと我が身を削る覚悟と、ただ純粋に愛するものを守ろうとする想おもいの両方が、その真剣な瞳ひとみにはこもっている。

「紅ぐ蓮れんさまは、怪物を、好まない。……貴女が、わたしのところまで、堕おちたら……」

「ええ、きっと悲しむでしょう。だからこそ、私は私のままでありながら力を求めます。お兄様への愛、怪物たる力、人間たる精神、そのすべてを兼ね備えた高みを！」

「……それは、とてもつらい。もしかしたら、紅蓮さまでさえ──」

　できないかもしれない……。続く言葉を呑のみこみ、水葉は悩む。

　強くあるために何かを失いながら、それを取り戻そうとあがく辛つらさ。

　それを知るが故に、可憐の目指す道はあまりに険しいとわかる。

　あまりにも虫のいい話。デメリットを否定し、メリットだけを求める図ずう々ずうしさだ。

　その無謀さを諌いさめる言葉は今の水みず葉はには思いつかず、まごついていると。

「もちろん、タダとは言いません。水葉さん、こちらからも報酬を提示します」

「……なに？　おかねとか、ポイントなら、いらない」

「まさか、そんなもので動くようなら困りません。これを渡すのはあまりにも辛つらく……。非常に辛い覚悟が必要でした。我が身を裂かれ、拷問を受ける以上の苦痛です……！」

　本気で苦しみながらも、可か憐れんは用意した荷物を段ボールハウスの床に置く。

　それは、一枚の情報媒体。認証を突破すればワイヤレスで情報を得られるメディアを、デバイスをかざして認識させ、データを表示すると。

「……これ、は……!?」




「撮りに撮りためた私秘蔵のお兄様最高セクシー＆クールショット１００選です♪」




「お、おーっ……!?」

「いいでしょう？　素敵でしょう？　お兄様の魅力、とくと見なさい！」

　思わずテンションが上がり、水葉は頬ほおを赤らめて息を呑のむ。

　ありとあらゆる角度から紅ぐ蓮れんの細かな仕草や微笑ほほえみ、ちょっとした寝顔や着替える瞬間などを魅力あふれるかたちで切り取った、最強のバストショット百枚。

　いかなるカメラマンでも撮影不可能な、被写体への愛を強烈にこめた視点は、可憐そのものの見ている世界を切り取ったようだ。

　その写真に切り取られた紅蓮の顔、何よりもその表情に、水葉は魅ひかれる。

（こんな、あたりまえみたいな……）

　感情を露あらわにし、楽しみ、よく笑う。あの館やかたで見た怪物、機械仕掛けの暴君めいた──人の心を支配し、ほしいままにするような傲ごう慢まんさのない、年相応の少年の貌かお。

　妹に見せる、兄の貌──。

（こんな、かおを。わたしも、できると、したら）

　フラッシュのように、妹の面影が脳裏を過よぎる。

　可憐と紅蓮のように、ごく自然に互いを想おもい合あう兄妹きようだいの絆きずなが。

　いびつな主と奴ど隷れいの関係ではなく、尊敬しあう関係が……。

　もし築けるのだとしたら、そのヒントのかけらでも得られるのならば。怪物たる自分が得たモノ、大切なものを捨て去るかわりに強さを得る方法を、与えても──

（こんなふうになれるのなら、どんなお願いだって……）

　こくりと息を呑み、喉のどがかすかに上下に動く。

　内心の動揺をシャットアウトし、汗かん腺せんからの発汗をコントロール。

　すべて背中や掌てのひらから流し、意識的なポーカーフェイスを保って、水葉は言う。

「おしえても、いい。でも、そのかわり……わたしに『妹』を教えて」

「なっ!?　まさか姉属性のみならず、その天然キャラを悪用しお兄様の妹的なポジションまで狙ねらうつもりですか!?」

「違う。妹の気持ちを、知りたい。妹が、何を考えてて、何を喜んで、何を悲しむのか」

　愕がく然ぜんとする可か憐れんに、水みず葉ははぽつりぽつりと語る。

「あと、何を食べて、何を与えると死んでしまうのか」

「妹を動物か何かと勘違いしていませんか？　……まあ、いいでしょう」

「ほんと？　……うそを教えたり、しない？」

「その疑いはお互い様です。が、お兄様の名に懸けて不義理はいたしません」

　きっぱりと言い切る可憐、その悲ひ壮そうな決意が表情に見て取れる。

「ん……ありがとう」

「普通に微笑ほほえむこともできるんですね。すこし見直しました」

　緊張がほぐれたのだろう、可憐の表情が和やわらぐ。

　宿敵、怨おん敵てき、天敵のたぐいである水葉に屈辱の弟子入りを志願する──

　その彼女の想おもいを考えれば、今ここに至るまでの葛かつ藤とうと緊張は相当のものだろう。

「では、契約成立です。……不本意ですが、よろしくお願いします」

「うん。……よろしくね？」

　妹を求める姉と兄を目指す妹、二人の同盟は、ここに成立したのだった。





　　　　＊






　──実の姉が、そんな同盟を結んでいるとは露知らず。

「ふっ、ふっ、ふっ……！」

　早朝、午前五時。熱い息を吐きながら、森の小道を走る『妹』がいた。

　フードを目深にかぶり、タオルを巻いて黙々と走る姿は、あたかも試合直前のボクサーめいたストイックさと、ピリピリとした鋭い空気を感じさせる。

　ジャージのだぶっとした線に隠されてはいるが、曙しよ光こうに照らされてわずかにのぞく下した顎あごのほっそりしたラインや薄桃色の唇くちびるの美しさから、類たぐいまれな美少女だとわかる。

「……健全な精神は、健全な肉体にっ、宿る……！」

　それは彼女のモットー。

　才能で劣る、発想で劣る、素質で劣る──

　そんな悲しい自覚から、せめてものアドバンテージを求めて出した結論が、それだ。

　体力で上回り、心身を健康に保つことで、マイナスの不確定要素を可能な限り排除する。

　だが、それはどうしようもなく受け身の発想で──実の姉、水葉のようなイカれた発想、遊戯者プレイヤーの最強の武器たるモノとはほど遠いことを、御み嶽たけ原ばら静しず火かは知っていた。

「……隷徒の身でも、結局これだ。我ながら、情けない……！」

　はあはあと荒い息をつき、街路樹の下で呼吸を整える。

　獅し子し王おう学がく園えんＳランク寮からほど近いこの一帯は、朝昼晩どの時間帯も人ひと気けがない。

　限られた者しか住んでいない選ばれた一画、パーソナルスペースが十分に取られた地区だからこそ、寮を囲む緑地だけでも公園なみの広さがあり、散歩コースとしても有名だ。

　それも、彼女がここを早朝ランニングのコースに選んだ理由のひとつだが──

　もうひとつ、より大きな理由がある。

（……Ｆランク寮の近くは、行けんがな……）

　かつての自分の支配者。首輪をつけ、鎖をかけ、尻しりを踏ふみにじった──姉、水みず葉は。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに敗れ、隷徒となって仕えている。

　もちろんそれは自分も同じだ。

　獅し子し王おう学がく園えんの校章が入った首輪は静しず火かの首にもついており、身柄は生徒会の所属となっているのだから。

　しかし、それでも決定的に違うモノがある。

（今のお姉様に……会える、ものか）

　アンタッチャブル。

　触れることすら許されない狂犬。

　静火がＳランクの影武者をつとめ、その猛威を封じていた最強。

（あの頃は幸せだった。その秘密を私だけが知り、信頼されていると実感できた。お姉様とあんなに濃密な時間を過ごせたのは、生まれて初めてだった）

　静火は幼い頃から姉が大好きだった。

　最初はただの仲が良い姉妹として、一緒に遊んで、一緒に家庭教師の教育を受けて。

　徒競走で横並び、手をつないでゴールするような、甘い平等に浸っていた。

　すべてが狂ったのは両親が露骨に二人の成績を比べるようになってからだ。

　運動の記録、勉強の記録、その他あらゆる習い事の記録──

　いつしか姉から笑顔が消えていき、静火に話しかけることすらなくなってしまった。

　だけどいつか分かり合える、仲の良い姉妹に戻れる、そう信じていたところに降ってきたのが、水葉が伊い邪ざ那な美み機き関かんへ連れて行かれるという話だった。

　……お姉様に、会いたい──……

　胸を裂かれるような想おもいに、何度枕まくらを濡ぬらしたことだろうか。

　だから水葉が伊邪那美機関から帰ってきたとき、静火は泣いて喜んだ。

　殺人兵器のごとく冷たい目をした水葉、人の皮をかぶっただけの何かと化した水葉の体を、知るものかと強く抱きしめて、全身全霊で愛を叫んだ。

（お姉様は、私を恨んでいる。だけどそれでもかまわない。何の感情も向けてもらえない方が、よっぽどつらい……そう、思っていたのに）

　砕城紅蓮の言葉で、ハッとした。

　彼が姉の心の鎧よろいを打ち砕いた、「本当は妹を愛している」という言葉に、場外で観戦していただけの静火も頬ほおを張られたような気分にさせられた。

（わからない……私は、調教され、躾しつけられる人生を望んでいたはず。だけどその望みは、ニセモノだった、と？）

　自分自身の心をごまかしていたのではないか。

　本当は普通の姉妹として過ごしたいのに、それが許されない悲しみから目を背けるために、歪いびつな絆きずなを信奉してきたのではないか。

　己の心に対する疑惑は芽生えてしまえば延々と精神を蝕むしばみ続ける。

「……どうしたら、いいのか」

　フードを上げる。むわりと立ちのぼった汗の香りが、初夏の風に吹き飛ばされる。

　爽さわやかな風に頬ほおをくすぐられながら見上げた夜明けの空は、ひどく綺き麗れいで──。

（愛しているのか。それとも、恨んでいるのか？）

　答えは出ない。堂々巡りのまま、考える。

（過去の優しかったお姉様の偶像にすがり、今の理不尽な暴力を受け入れてきた。本当は、あんなことをされれば、恨みに思って当然なのに）

　自分の本心はどちらだ？

　どちらがごまかしで、どちらが本物だ？

（恨んでいる。愛している。……ハッキリ言えれば、楽なのに）

　何な故ぜかどちらの言葉も、出てこない。

　毎日のように学内ＳＮＳのホットワードに躍り出る、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと砕城可か憐れん。

　自分たち姉妹を打ち砕いたあの兄妹きようだいのように、素直に。

　想おもいを言葉にできたなら、前に進めるはずなのに……どうしても、できない。

「……今日は、森の方を回ってみるか」

　それは、ただの気まぐれだ。

　彼女は圧倒的なデジタル論者である。ダイスの目、ゲームの乱数に流れなどない。

　１／２は常に１／２。ダイスを振る者、ルーレットを回す者、その者の運気などという、ふわふわとした曖あい昧まいな概念の入り込む余地などない、そう固く信じていた。

　だが、そんな彼女でも──気分転換、という理由をつけて、いつもとらない行動をとり、普段とは違うコースを走ってみよう、という気持ちになったのは。

（つまらないオカルトに心が傾くほど、弱っている……）

　そういうことなのだろう。

　だが、その弱さこそが──思わぬ出会いと、幸運を呼ぶ。




「ん？」




　……コォ……ンッ!!




　聞き慣れない音がした。

　正確に二秒の間を置いて刻まれるリズム。

　硬いモノ同士がぶつかりあう異音は、早朝の森に響くにはあまりに異様だ。

　まるでおとぎ話に現れる妖よう怪かいか何かが、人を化かすために出すようなぞくっとする音。

（……何の音だ？　まさか……）

　ポケットからデバイスを出し、マップで確認する。地図アプリで検索すると、この周辺一帯は円状に広がる統括ＡＩの管理区域の重なり合う、ちょうど境界線上だった。

（管理区域間にあるわずかな空白地帯を利用して……ＡＩの目を盗んで、何を？）

　木々の隙すき間まに目を凝らすと、遠く木立の向こうに光が見えた。

（誰かいる……！）

　確信を持つと、静しず火かはそのあたりの木立から枝を折り、剣つるぎのように構えた。

　藪やぶの中に分け入って徐々に距離を詰め、そちらへ接近していく。

（まさか、先の学園襲撃者……その仲間か？）

　腕には多少の自信がある。生徒会所属の隷徒として、正体を確かめるくらいはすべきだろう。

　高鳴る心臓を抑え、深い枝葉をどかし、気配を殺して覗のぞいてみると──。




「よい、さっ、ほ[image: ][image: ][image: ]いっ!!」




　……スッ、カ────ンッ!!




「なっ……!?」

　異様な光景に、思わず静火は声をあげた。

「何をしている、貴様!?」

「え？　は、はわわわ、はわわわわ……!!　入ってこないでください、墾田永年私財法により、この土地は開墾した桃もも花かのものですよ!?」

「千年も昔の法を根拠にするな!!　勝手に開拓するんじゃないっ!!」

　──緑地に村が、できていた。

　いや、さすがに村というのは大おお袈げ裟さすぎるだろう。

　ほとんど手入れもされぬまま放置されていた管理外の森林が切り拓ひらかれ、10メートルほどの平地ができている。そこに生えていたとおぼしき木が伐きり倒され、どうやったのかいまいち想像しがたいが、皮を剥むかれて丸太に加工され、枝と一緒にまとめてある。

（……一応、樹木には資産価値があったな。これは窃盗事件、か……？）

　意味のわからない光景に、静火はピントのずれた想像をした。

　伐採された木は切り株が引き抜かれ、穴は埋められて平地となっている。

　テントと資材小屋、小さな畑。ミニ開拓地と呼ぶ他ない光景だ。

「……一応訊きくが、その小屋は……」

「薪まき小屋ですよ？　このあたりの木は建材に向きませんから、丸太にしても売れないので、このように小さく割って薪まきにし、乾燥させれば来年にはいいお金になるんです」

「そ、そうなのか。……来年？　気の長い話だ……」

「薪は伐きってしばらく乾燥させておかないと、水分が多くて煙いんですよ。常識です！」

「いや、そんな原始的な常識はない……というか、いまどき薪？　……意味がわからん」

　柱が傾いているような素人仕事には見えない。建材に向かないという丸太を器用に組み合わせ、ちゃんと屋根と壁はできており雨風はしのげるつくりになっている。

　そこにはロープで縛った薪が詰め込まれており──今も斧おのを片手に、伐採した丸太から割って作った細かな薪を、その人物がせっせと溜ため込こんでいる最中だった。

「都会の人は薪を使いませんからねえ。おもちとか焼くとおいしいですよ？」

「いや、それはいいんだが……。桃もも貝がい。桃貝桃もも花か、だったな？」

「そうですけど……知らない人なのに、桃花を知っているんですね。不審者ですか!?」

「それはこちらのセリフだ!!　学園の土地に勝手に何をしている!!」

「えー、桃花不審者じゃないですよう。ここもきちんとＧＰで買った土地ですし」

「む……なるほど。ならばたしかに筋は通って……いやいやいや、おかしい。納得しかけたがやはりおかしい！　何な故ぜ、早朝から森林伐採なんだ!?　意味不明にもほどがある！」

　強烈な違和感に頭を抱え、静しず火かは思わず天に向かって叫んでいた。

　もし自分が狼おおかみ男おとこなら遠とお吠ぼえ十回は確実だ。そのくらい意味がわからない。

　自分と同じ隷徒の身分でありながら、最強喰ぐい──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんのもとにつき、その強烈なヒキを受けてＳランクにまでのしあがった脅威の腰こし巾ぎん着ちやくが、そこにいる。

（桃貝桃花……かつて同級生の楠くすの木き楓かえでに徹底的に食い物にされ、隷徒となった。凋ちよう落らくした地方地主のひとり娘……）

　必死の猛勉強で獅し子し王おう学がく園えんの入試に合格し、ギリギリのギリギリで滑り込んだものの、遊戯ゲーム戦に落ちこぼれて食い物にされた、典型的な負け組。

　そんな人物とはいえ、生徒会のメンバーであり、今の自分の主人だ。

　あまりにも衝撃的な光景に我を忘れていたが、礼儀を失うわけにはいかない。

「……コホン。失礼、自己紹介が遅れ、ました。私は、生徒会所属隷徒の御み嶽たけ原ばら静火」

「え？　あーあーあー、わかりました、覚えてます。完全に覚えてますよ、うん……！」

（絶対覚えてなかったな、これは……）

　自慢の観察力を発揮するまでもなく、間違いなかった。

　桃花の恰かつ好こうは獅子王学園の制服でも、最近するようになった成金まがいの姿でもなく、作業着に軍手という労働者風。暑いのか、はだけた胸元でたわわな胸が揺れている。

「実はですね、静火さん。……秘密を見られてしまったからには明かしますが、他の誰にも言わないでください。これはあくまで極秘の任務ですから」

「極秘……。まさか、生徒会の密命？」

「そのようなものに近いとも言えなくもありません。生徒会所属なら、あの動画は見ましたよね？　ほら、変なシルクハットのおじさんがお祭り行ってるアレです」

「シルクハットの怪人がマリンスポーツをしていた、あのふざけたＰＲ動画ですか」

　あのインパクトある映像は、さすがに忘れられない。

　とはいえ水みず葉はとのスタンスに悩む今の静しず火かにとって、合宿と言われても厳しく、参加は強制しないとのことだったので、できれば行かずに済ませようと思っていたのだが。

「その合宿で、クオリアシステムを賭けた世界的な遊戯ゲーム大会への挑戦者を選ぶんです！　桃もも花かはそれに参加したくて、こうして特訓をしているワケですよ！」

「……待ってください。クオリアを賭けた、大会？　それに、出場を……？」

「はい！　今の桃花ならイケる、そう思いますよね、静火さんも」

「木こりの品評会か開拓農家の募集なら間違いなく合格すると思いますが、貴女あなたが大会に選ばれる可能性は皆無だと思います。確率で言うなら、ゼロですね」

「はぐうっ!?」

　容赦ない断定に、桃花が金太郎めいた薪まき割わり斧おのごと真後ろにコケる。

　だが、静火に後悔はない。現在の成績を考えれば、無理なのは事実だ。

「桃もも貝がい、さん。あなたの個人戦績は入学以来未勝利。先日の生徒会戦では勝ちましたが、あれはあくまで団体戦。Ｆランク時代すら勝てないのに、どうして世界最先端の遊戯者が集う大会に出られると思うんですか？　……ありえません」

「そんなぁ……。でも、努力すれば何とかなるって思いませんか？」

「努力……ですか。では、具体的にどんな訓練を？」

「よくぞ訊きいてくれました。特訓です。ＧＰを払ってこの空白地の開拓権、生えている樹きを買いとって、こうして薪割りの特訓をしていたわけなんですよ！」

「で、その薪割りはどんな遊戯に役立つとお考えですか？」

　鋭く突っ込むと、桃花はふっ、と笑い、夜明け空を見上げ──。

「……背筋力は上がりました。鉛筆が挟めますよ？」

「完全に無意味だ、馬鹿者」

　思わず素に戻った口調でバッサリ言うと、

「うううううう………！　ズバッと言いますね……！」

　当たり前だ、と呆あきれ果てた思いで静火は天を仰ぐ。

　どこの世界に遊戯の特訓で薪割りを選ぶ奴やつがいるのか。大昔のプロレスラーならまだ理解できるが、斧の扱いで得られる筋力増幅効果をどうやって遊戯に活いかすのか。

「失礼、つい口調が。……とどのつまり、何も考えていないんですね？」

「だって、他に思いつかなくて……。でも何かしていないと不安なので……」

「ああ……」

　その言葉が、不覚にも理解できてしまった。

「……それは、わかります。方法が掴つかめない、何をしていいかわからないので、とにかく身体からだをいじめてみる。ですが、まったく無意味な行動だと思います」

　他ひ人と事ごとなら言える正論。こうして早朝のランニングまでしている自分では説得力がない。そう思いつつも、桃もも花かはそんなツッコミなど思いもよらぬという顔のまま──。

「それでも、何かしたかったんですよ」

　ほわほわとした顔立ちで、驚くほどきっぱりとそう言った。

「桃花は、弱いです。……Ｓランクの地位はおこぼれで、紅ぐ蓮れんさまにもらったものですし。大した努力もしてません。学内ＳＮＳでは『防御力ゼロのメタル系』とか言われます」

「……失礼ながら、非常に的確な評価だと思います」

「ですよね。桃花だってそう思います。……学校にいる間はそれでもいいんです。どんな悪口だって我慢できますし、一度は隷徒になって、ぜんぶの権利を売った身ですし」

　……プライドなんて、ありません。

　そう切なく呟つぶやく横顔に、静しず火かは桃花のプロフィールを思い出す。

　かつてありとあらゆる権利を売り払い、それでも学園にしがみついていた事実を。

　普通なら何もかも投げ出して退学を選ぶような屈辱の中で──それでも夢にしがみつき、この学園で生き残ろうとして、砕さい城じよう紅蓮に身を売ることを選んだ、その動機を。

「地位を手に入れれば全部うまくいくと思ってました。でも、この学園で、紅蓮さまのそばにいて、トップの姿をちらっとでも見て、わかったんです。……もしうまくＳランクを保ったまま卒業できても、紅蓮さまや楓かえでさんがいないところで遊戯ゲームをふっかけられたら、それが桃花の死ぬ時です」

「…………！」

　そう、それは静火から見ても──あまりにも正しい、正しすぎる現実認識。

　獅し子し王おう学がく園えんＳランク卒業は誰もが羨うらやむエリートコース、栄達へのプラチナチケットだ。

　が……上位の世界ほど競争が激しいのもまた事実。大学、社会、そこでは獅子王学園のような逃げ道はなく、勝負を肩代わりしてくれる仲間もいない。

（たとえ獅子王学園Ｓランク卒業というアドバンテージがあろうと。実力が伴っていなければ、社会的地位など風前の灯ともし火び──）

　フッ、とひと息吹かれれば消きえ失うせる、哀れな蝋ろう燭そく。

　今はキラキラと輝いていても、その焔ほのおはあまりにか細く、小さい……。それが今の桃花、誰もが喰くらいつこうと隙を狙ねらっている、獅子の群れに紛れ込んだ哀れなウサギだ。

「桃花、そんなの嫌です。もう、食べられるばかりじゃ嫌なんです。誰かの好意に甘えて、もらってばかりなんて恥ずかしいです。……紅蓮さまに、可か憐れんさまに、あとついでにギリギリ楓さんにも、助けてもらったお礼をしたいんです。そうしないと……！」

「……ああ」

　その想おもいは、理解できる。

　薪まき割わり特訓はカケラも理解できないが。




「そうしないと、いつまでたってもマスコット。……本当の友達じゃ、ありません！」




　対等の自分になるために。

　誰かに使われるだけの存在ではなく、誰かと共に戦う道を。

　それをまっすぐに選ぼうとしているその顔は──なぜだろう、こんなにバカなのに。

「……眩まぶしい」

「あ、ライト強いですか？　作業用のを借りてきたんですけど、迷惑でした？」

「そういうわけではありません。……話は、理解できました」

「そうですか、よかったですー！　じゃ、このことは皆には内緒でお願いしますね。その、あんまり言いたくないですけど、筆頭隷徒としての命令ということで！」

「……もう生徒会役員なので筆頭隷徒ではないと思いますが、なぜ秘密に？」

　種目は誰もが笑うようなズレッぷりだが、努力と動機そのものは立派だ。

　聞けば、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんやその仲間も、多少は見直すのではないだろうか？

　そんな疑問をぶつけてみると、桃もも花かはグッと斧おのを握って力をこめ、瞳ひとみを燃やし。

「よわっちいクセに努力してるのを見られたら、なんかカッコ悪いじゃないですか！」

「……ドヤ顔で幼稚なことを言われても、対応に困るのですが」

「えへへ。あ、タメ口でいいですよ、静しず火かさんの方が先輩ですし。敬語とかいりません」

「本来、ケジメなので断るべきだが……ひとまず、お言葉に甘えさせてもらおう」

　正直コレ相手に敬語は厳しいので、桃花の提案は渡りに船であった。

　静火はふっと息をつくと、鋭さを取り戻した目で彼女を睨にらみ、前髪をかき上げる。

「正直、よくわからない感性だな。鍛錬は恥ではないと思うのだが」

　その男勝りな喋しやべり方を聞き、桃花は斧を地面に突き立ててから。

「そうですか？　……そう思います？　嘘うそじゃないですよね？」

「こんな嘘をついて何の利益があるんだ、私に。自分でも驚くほど本音だよ」

「笑わないんですね。……見られたら爆笑されるって思いました。指さして笑われて動画をサイトにアップされるんじゃないかって」

「……確かに、いまどきはそういう悪意もあるかもしれんが」

　桃もも貝がい桃花という人物は、完全無欠の『負け犬』だ。

　今の生徒会長になった佐さ々さ木き以上に、負けて負けて負け続けた。

　実家から送金された現金をＧＰに換えてまであがき、諦あきらめずに楠くすの木き楓かえでに挑み続け──。

　そのすべてにおいて負けに負け、全財産を奪われたのだから。

（確か、大農家である実家の財政が傾くほど注つぎこんだらしいな……。その分はＳランクになって返済したらしいが、当時は本当に厳しかったろう）

　当時の学内ＳＮＳのログを、静火は見ていた。

　生徒会選せん賭きよで勝ち上がってくる可か憐れんへの、砕城紅蓮への対策になるのではないかと考え、親しいものの弱よわ味みを探したからだ、が……。

（……弱味がありすぎて、どうにもならなかったな）

　事実、負け続ける桃花は周囲から見れば最高のコメディアンだったろう。

　あまりに滑こつ稽けいに、夢に挑み、破れて落ちた、それは──。

「……桃もも貝がい。イカロスを知っているか」

「イカを失った人ですか？」

「微妙に単語を聞きとっているあたり残念さが増すが……ギリシャ神話だよ。空を飛べる翼を蝋ろうで作り、太陽を目指して飛んだが落ちて死んだ、そんな人物だ」

「よくわからないですけど、頑張ったんですねえ」

「そう、それだ。……たとえ負けても、彼は夢を目指して努力した。それは評価に値すると思う。結果がすべての世界だ、過程には何の価値もない。だが、それでもだ」

　人間として嫌いには、なれない。

　笑い飛ばして嘲あざける気にもならない──だって、それは。

「……私も、似たようなことをしていたからな」

　家族の期待に応えるために勉強や運動を頑張ってきたのは、もちろんのこと。

　伊い邪ざ那な美み機き関かんから帰ってきた姉と、遊戯ゲームで肩を並べようと──

　届かない姉に憧あこがれ、焦がれ続けた自分だからこそ、気持ちは誰よりも理解できるから。

「え。静しず火かさんも開拓したことあるんですか？」

「あるわけないだろう、例えだ。……私も、家を継ぐべく努力を重ねてきた。大切な人のために強くなろうと、必死で足あ掻がき続けてきた人間だ。才能のない類たぐいのな」

　だから。

「そんな君を笑う気にはならない。努力し、研けん鑽さんを怠おこたらないなら、たとえ報われずとも、その姿勢には敬意を払う。……かなりズレているとは思うが、な」

　自分の言葉が、ひどく空々しい。

　こんな励ましは嘘うそだ。気休めですらない。圧倒的に下の身分でありながら、上位者の寛容さに甘え、おもねって偉そうな口を叩たたいているだけのことだ。

　──観察し、推理し、計算し、研鑽できぬ者は私に勝てない。

　かつてそう断罪し、弱者を切り捨てた静火だ。同じように切り捨てられたとしても……結局お前は負け犬だと、ただの隷徒だと言い返されても、ぐうの音も出ない。

（桃貝桃もも花かは怒るだろう、何様のつもりだと）

　苦笑する。隷徒の身で主のひとりに吠ほえかかるような真ま似ねをしている自分の愚かしさに。

　だが……静火の予想は、考えもしない方向に吹っ飛んでゆく。

「え、えへへへ……。素直にホメられると、なんか気分いいですね！　桃花、ほめられて伸びるタイプですよ？　もっとこうホメてくれてもいいですけど!?」

（……単純すぎる……）

　言葉の裏だの、相手の立場だの、そんな面倒なことは桃花の脳には入っていない。

　ただ目の前の相手を、ごく自然に対等の存在だと認識し──まるで幼い子供のように、ほめられたらうれしいと、そう認識している。あまりにシンプルな思考回路。

　まるでそれは、何も描かれていない白いカンバスのようだった。

「……これ以上は、隷徒としての仕事になる。望むなら、命令しろ」

「ビジネスライクになっちゃいました!?　いやそういうのじゃなくってですね……!?」

　わたわたと慌てる桃もも花かの姿に、静しず火かはクスリと笑みをこぼし……。

「……ん？」

　ふと、気づいた。

「桃もも貝がい。この薪まき……というか開拓だが、何時間ぐらいかけたんだ？」

「えーと、生徒会の仕事が終わって、ご飯食べて勉強して……夜中の二時から一日三時間くらいを、Ｓランクになってからずっと続けてる感じですかね」

「朝五時までこんな事をしていたのか!?　……待て、寝る時間は。体は平気なのか？」

「農家は体が資本ですから！　このくらいなら農繁期に比べれば楽勝ですよ！　生徒会の仕事やテスト勉強とかいろいろしていたので、そこしか時間がとれなかったんです」

「……なんて体力と集中力だ。理解できん……」

　少なくとも、静火の常識からは逸脱している。登校時間を考えればほんの二時間程度の睡眠で、健康を保ったまま平気で行動できてしまうとは。

「……短眠者、ショートスリーパーか？　君、もしかして眠らなくても大丈夫なのか？」

「えー、そんなことないですよ。眠るのは超気持ちいいです。お昼寝とかマジ最高ですよ。けど、何かやりたいな～って思ったら別に大丈夫です。普通、そうですよね？」

「そんなはずがあるか。……普通、八時間寝ないと人間は不調に陥るものだ」

　睡眠。人類を縛る限界の鎖──一日八時間の強制シャットダウン。

　そのハンデを取り去ることのできる人間が、わずかにいる。かつて英雄ナポレオンも、そうであったと言われる特殊な体質。超短時間で集中した睡眠をとり、回復できる力。

「そういえばお腹なかがすきましたね。朝ごはんのおにぎりありますけど、食べます？」

「……いや、いらない」

　あっけらかんとおにぎりにパクつく桃花の笑顔には、演技の色はカケラもない。

　探偵並みの観察力をもち、生徒会の氷剣エストツクと異名をとった静火だ。嘘うそがあれば見破れる。

　だが……桃花は、本気だ。

　完全に絶好調を保ったまま、肉体労働を三時間──それも毎日の、勉強や生徒会の仕事をこなした上で、連続二十二時間の全力稼働という矛盾。

「はははははは……！　面白い、面白いな、桃貝桃花……！」

「え？　桃花のおにぎり、そんなにユニークですか？　中身はなめ茸たけですよ？」

「おにぎりの話はしていない。……その体力、その集中力。ある意味『異能』だ。それを活いかせば、分野を絞って特化すれば……行けるかもしれないぞ。Ｓランクの、高みへ！」




　──水葉バケモノに。

　最強グレンに──。




「私に任せる気はないか、桃もも貝がい桃もも花か。……そのままでは、お前は断じてＳランクには届かない。だが分野を絞り、その能力を１００％活いかせれば、あるいは……！」

「え？　桃花に、ですか!?　えーと、詐欺……!?」

「騙だます気などない。そもそも私は隷徒だ、主人を詐欺にひっかけられるものか」

「そ、それもそうですね！　じゃあ、まさか、本気で……桃花の、味方に!?」

「ああ。……言っておくが、同情じゃない。これは……そう、同盟だ」

　隷徒としての主従関係ですらない。協力することで静しず火かにもメリットのある取引。

　本気であることが伝わったのだろう。桃花は、ふるふると細かく震えて。

「はわわ。い、いいんですか。本当にいいんですか!?」

「いい。だが、指導者は私だけでは力不足だ。遊戯者プレイヤー育成に関する圧倒的な知識量を持ち、君のような感覚型の長所を最も伸ばせる人間が必要だが……」

「そ、そんな人、いるんですか？　桃花、心当たりまったくないですけど」

「いる。連絡先も知っている。早朝だが……たぶん、この時間なら起きているはずだ」

　そう言うと、静火は手にしたデバイスを操作して電話をかける。

　静火は毎日、情報収集の一環で、ランニングの合間に学内ＳＮＳをチェックしていた。

　もちろん今日も確認済みだ。

　アニメ好き、いわゆるオタクと言われる層──。

　その片隅で活発に、深夜放送の番組を実況している勢力がいて、生徒会長の佐さ々さ木きが真っ先に発言を重ねたログがばっちり残されていた。

『今季覇権キタ──!!　って感じですね、あの表情、超エモいです!!』

　という発言とともに、イケメンキャラの画像が貼はられた投稿欄。

　たった数分前に投稿されたその画像に《イイネ》を押したアカウントの中に、黒く塗りつぶされ秘匿されたものがある。ＧＰを支払い、隠いん蔽ぺい権を買ったものが。

　その持ち主を、静火は知っている。早朝ランニングでたまに鉢合わせる、人物が。

　通話に、応じた。

『……──誰？　今、走りに出るところ……切らせて、もら──……』

「申し訳ないが、話を聞いてくれないか。君がつきあっている白しろ王おう子じ朝あさ人とにそっくりな、いわゆる推しキャラを朝から愛めでているくらいだ。時間はあるはずだな？」

『──……めっ、愛でてっ、ないっ……──!!』

　擦り切れたような声、空白の目立つ喋しやべり方。

　Ｓランク３位──聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。彼女のプライベートな情報は、静火が握っていた切り札、そのささやかなもののひとつであり……交渉の糸口には十分な活路だった。




　それぞれの想おもいが交錯する。

　秘められた願いが、渇望が、祈りが、波乱をもたらす選抜戦と──。

　獅し子し王おうレジャーランドの夏が、熱く始まろうとしていた。





●ゲームで評価される学園の夏休み




「ハイ、ハイ、ハイ、ハイッ♪　……もっとリズムよく！」

「……ちょっと待て、可か憐れん。タンバリンを要求するな、かなり恥ずかしいぞ」

「ですが、せっかくお兄様がその美声をご披露なさっている時に、隷徒がのんべんだらりと聞いていたのでは君臣のけじめがつきません。むしろ当然では？」

「そういうものなのかどうか知らんが、自然とリズムに乗って起きるのならともかくだな、強制的にやらせるのは違うだろう。それじゃ俺だって楽しめないぞ」

「そうですか……わかりました。では皆さん、心から楽しく自発的に叩たたきなさい？」

「だからそれは『命令』だろうが。パワハラになるからやめてやれ」

　──スクールバスの空気は、ひとことで言って微妙だった。

　高校生の夏、旅行といえば公共交通機関で普通列車を乗り継ぐ感じが理想である。

　紅ぐ蓮れんとしては学園から獅し子し王おうレジャーランドまでの移動をそれにするつもりで、途中の駅で買う弁当や冷凍みかんを楽しみにしていたのだが……。

「ＶＩＰ送迎用のセキュリティバスなんぞチャーターしなくていいってのに」

「道中、紅蓮さまや獅し子し王おう学がく園えん生徒会の身辺に危険が及ぶ可能性を考えれば、交通手段を手配するのもわかりますわ。万が一のことがありますもの」

　駅で買ったソフトクリームを上品に口に運びつつ、座席に座った楓かえでが言う。

　バスは巨大なサンルーフ型だ。外から中が見えない特殊フィルムを貼はった強化ガラスで作られたアーチ状の天井は、あたかもオープンカーのような開放感を与えてくれる。

　座席は運転席をのぞいて一つのパーティールームのような形状で、座った人間の骨格や筋肉を自動的に感知し、内部のクッションが最適化する特殊構造。

　さらにＴＶモニターや各種ゲーム機、ネット回線にカラオケ、バーカウンターなどなどが装備され、走る高級ホテルとさえ言える構造になっていた。

「……夏休みの旅行、移動中といえば仲間と楽しむゲームと相場が決まってるが……」

「この学園でそれをやったら修羅場ですわよ。ヘタをしなくても死人が出ますわ」

「まったくだ。カラオケくらいしかやることがない。だから、そこはいい」

　そう、遊戯ゲームで評価される獅子王学園において、道中のアナログな楽しみであるカードや定番のテーブルゲームなど、取り出そうものなら即座に殺気みなぎる鉄火場となる。

　となれば、他の遊びをするしかない。遊戯が絡まず、勝敗がつかない、そんな平和なものを模索した結果、とりあえず無難なものとしてカラオケを選んだものの……。

「……ぐ……っ!!」

「荷物持ちくれえなら、まあ、いいが……ああ、畜生、クソッたれ……！」

「お前ら、凄すごい歯は軋ぎしりしながら俺を見るな。タンバリンは置いていいから」

　うんざりした顔で紅蓮が許すと、殺気立った顔つきの二人が愉快な楽器を置いた。

　理事長がチャーターしたスクールバスは二台。

　先発した一台には朝あさ人とと姫ひめ狐こを監督役に、水みず葉はをはじめとする女性隷徒を乗せている。

　この組み分けは当然、可か憐れんの指示で──。

「旅行中の解放感に乗じてお兄様と距離を縮めようと目もく論ろむ侵略性外来種がいては、それこそ生態系の危機ですからね。隔離は当然の処置です♪」

「せめて朝人や聖せい上じよう院いんくらいは、一緒でもいいと思うんだが……」

「あの粘着ストーカー男こそ核弾頭です、隔離して当然でしょう？　大丈夫です、マスコット的ポジションなら桃もも花かさんがいますから」

「そうですね。桃花としてもそのポジは実家のように安らぎます。えへへ」

　ニャマリ、と笑みを浮かべて桃花が言う。

（……ん？　気のせい、か……？）

　その表情に『何か』を感じて、紅蓮は桃花をまじまじと視みる。

　桃花の恰かつ好こうは制服姿にアクセサリーをごてごて飾った成金スタイルのままながら、三角のパーティ帽まで装備した、浮かれ切ったお子様そのもので──。

「では引き続き、筆頭隷徒、先輩である桃花の言う通りにしてくださいね？　紅ぐ蓮れんさまが歌いはじめたらウォウウォウウォウと合いの手を入れて盛り上げますよ、はいっ！」

「いらん。よけいな気を回すな。発情期のアザラシか、お前は」

　さっそく全力で調子に乗っている桃花をたしなめる。

　すると、彼女の隣に座っていた二人組が顔を上げて──。

「……隷徒になった時点でプライドをふみにじられるのは覚悟してたけどよォ……。なあ、仁じんクンよ。我慢だ、ステイ、ステイだぞ。食いつくのは今じゃねーよ」

「……わかっている。こんな挑発に乗る、ものかっ……！　月一度の挑戦権が保障されている以上、勝算もないままに下剋上チャレンジを挑むような愚挙は犯さん！」

　生徒会の隷徒、佐さ賀か臣とみ仁と大おお星ほし大たい成せい。

　反抗的な態度をとる彼らの監視と荷物持ちを兼ねて、彼らは同じスクールバスにいた。

「ビーチパラソルだの空気で膨らませるシャチだのゴムボートだのスイカだの、いろいろ荷物を用意したら持ちきれなくなったんで呼んだだけなんだが……」

「そんな手に乗るものか。挑発し、数少ないチャンスを無駄打ちさせるつもりだろうが。……負けんぞ、俺は。会長がお戻りになるまで、臥が薪しん嘗しよう胆たんの思いで耐える……！」

　血涙でも流しそうな佐賀臣だが、その言葉に紅蓮は思わず息をつく。

「それで、自分で勝てると言い切れない時点でダメだろう。無能者と切り捨てた相手に、さらに希望を託してどうする」

「……くっ……!!」

　苦々しく、だが心の甘えを突かれたせいか顔を背ける佐賀臣。

　その時、マイクを適当に握った紅蓮にしっかりとしがみついて、可憐が微笑ほほえんだ。

「負け犬の遠とお吠ぼえは心地よいですね、お兄様♪　そろそろ着く予定ですよ？」

「そのくらいにしとけ、可憐。お前のことだから反抗的なこいつらに釘くぎを刺す、自分の置かれてる立場をわからせる意図でやったんだろうが──」

　無意味ないじめ、屈辱を与えるほど可か憐れんは愚かではない。

　反抗的なこの二人をバスに同乗させたのは、反乱防止の意図だろう。

（あるいはこの場で激発するようなら、片付けてしまえばいい。爆弾は、予想しない場所で爆発するから厄介なんだ。わかりきった場所でなら、怖くもない）

　しかし、それは紅ぐ蓮れんの好みではない。せっかくの夏休み、せっかくのバカンスだ。

「この際言っておくが、俺は遊ぶつもりで行くからな。いちおう選抜戦には参加するが、メリハリははっきりつけろ。遊ぶ時は遊ぶし、学園の外じゃ隷徒も何もない」

　言いながら、紅蓮はポケットの中を探り、用意していたものを放ほうり投げる。

「……こいつは……!?」

「小遣いだ、適当にとっとけ」

　二人の隷徒それぞれに渡したのは、電子マネーが入金されたカードだ。

　Ｆランクの学生に支給されるＧＰ一月分とほぼ同程度の価値の電子マネーが入っている。

　額は現金にして、およそ10万円──学生の小遣いにしては多すぎるほどだが、遊戯ゲームの原資としてはあまりにも少ない。

「こいつの出所は俺じゃない、正式な生徒会の予算から出た、バイト料みたいなもんだ。せっかくの夏休み、自由になる金がいくらかあったほうが楽しめるだろう」

「ハン。小遣いくれるってンなら、もうふたケタばかり足す気はねえか？」

　サングラスをわずかにずらし、鋭い視線で紅蓮を射抜きながら、大おお星ほしは笑う。

「ちょいとした種銭と取引可能な口座さえ譲ってもらえりゃ、億おくり人びとなんざ造作もねえ。金融関係は俺っチの得意技だからな。５億、10億、秒で稼いでやるぜ」

「ま、腐っても元Ｓランク。それくらいの一芸は持ってるだろうな」

　暗いレンズの奥からギロリと睨にらみ返す眼めの鋭さに、虚勢の色はない。

　事実、大星大たい成せいという遊戯者プレイヤーの強みはマネーゲームにある。

　相手のいる勝負ではなく、株式市場や金融市場、先物取引に仮想通貨といった利殖関係に手腕を発揮し、長期的な利益では投資宗教の教祖であるフラヴィアにすら迫せまる。

　現在、脱出ゲームで負った負債は元生徒会メンバー最大の５０００万円。だが豪語するように、取引可能な口座とネット環境を与えるだけで即座に返済可能な人物だった。

「……だが、そのタチの悪い毒が抜けるまでは駄目だ」

「毒？　……何の話だよ、砕さい城じよう紅蓮サンよ。俺っチにそんなもんはありゃしねえ。テメエに対する復ふく讐しゆうの念が、毒だってンならわからなくもねえがなァ！」

「その何でもかんでも金とバトルに話をもっていく性格を直せって言ってるんだよ。隣のメガネあたりと、ささやかな小遣いで青春を楽しめ」

「……ふざけたことを。それが『命令』だとでも言うのか？」

　話を振られ、佐さ賀か臣とみ仁じんは大星とは対照的な冷たい眼と言葉で不満を表す。

　終戦直後は廃人同然だった佐賀臣をはじめ、旧生徒会メンバーはほぼ立ち直っている。あれほどの敗北を経験しながら、虎こ視し眈たん々たんと紅ぐ蓮れんの首を狙ねらっている気配があった。

　詳しくは知らない、だがそれぞれにきっと強い渇望、上を目指す理由があるのだろう。

　その負けても負けても上位者に挑み続ける気概こそ、本来白しろ王おう子じ透とう夜やが生徒会メンバーに……彼いわく生徒会の獅子たちに求めた素質に違いなかった。

　事実、この場にいる二頭の若獅子は、傷つきながらも闘志を失ってはおらず──。

「よせよ、仁じんクン。今は従うしかねェよ。いつか思い知らせてやるまでは、な！」

「ああ。……砕さい城じよう紅蓮、貴様と馴なれ合あうつもりはない。だが、受け取っておく」

　カードを荒々しくポケットに突っ込む二人を見下ろし、マイクを置いて深くソファに腰かける。

「お兄様、スムージーはいかがですか？　こちらのバナナとパイナップルの組み合わせは、とてもクリーミーでおいしいですよ。可か憐れんのおすすめです♪」

「まあ、可憐さん。この陽ひ射ざしの中、紫外線対策を考えればビタミンの補給が必須ですわ。オレンジ系もよろしいかと存じますので、よろしければわたくしが……」

「いえ結構。お兄様のお世話は私がしますから、楓かえでさんは桃もも花かさんと漫才をどうぞ」

「まあ、そのような！　可憐さんばかりにご負担をおかけするわけには……」

「お兄様のお世話に負担などありえません。ふふふ……！」

「おほほほほ……！」

　ゆったりと座る紅蓮を挟み、左右に座る可憐と楓。

　にこやかに微笑ほほえみつつも火花を散らす、その光景は日常ラブコメでよく見るもので。

「なあ。桃もも貝がい」

「はい、何ですか紅蓮さま？」

「……ひとつ学んだ。叶かなわなくていい日常ってのも、意外とあるらしい……」

「ほえ？」

　きょとんと首を傾かしげる桃花の小動物めいた無邪気さに、悔しいながらも癒いやされつつ。

　バスは一路、獅し子し王おうレジャーランドへ向かっていた──。





　　　　＊






「貸し切りかと思ったが、普段通り営業中なんだな。……いいじゃないか！」

　巨大なライオンの頭を象かたどった入場ゲートを、無数の親子連れや学生たちが過ぎていく。

　十代の子供から二十代のデート、三十代の家族サービスに四十、五十代まで。

　年齢も性別もまちまちな彼らは、笑顔という大きな共通点で門を見上げ、くぐる。

　非日常への入り口、巨大テーマパークという異空間への期待と驚きにあふれた、どこかわくわくするような浮かれた空気に誘われて、紅蓮はスクールバスを降りた。

「しかし、暑いな。いちおう学校行事だから制服を着てきたが、他の服の方がいいか？」

「今確認してみましたが、この正門前広場のすぐ隣に窓口がありますね。園内では水着のままどこでも行けるようになっていますので、水着をレンタルされてもいいかと」

「ふむ。なるほど、妙にシャレた服を着るよりその方が気楽だな」

　停車したバスから降り立ち、強い陽ひ射ざしを受けた紅ぐ蓮れんに答える可か憐れん。

　さらに続いて他のメンバーも次々と降り、混雑するゲートと奥に広がる風景を見ていた。

　古代ローマを彷ほう彿ふつとさせる噴水には美の女神が踊り、清浄な水が作り出す虹にじが涼しげだ。床は石畳に見えるが、実際は子供が転んでも傷つかないよう柔らかな特殊素材で配慮している。

　広場のまわりには、高級ブランド店やレジャーグッズのレンタル、あるいはランド公式の土産物店が林立するショッピング街で、水着姿の店員が売り込みに余念がない。

　空はどこまでも青く晴れ、考慮された景観は無粋な高層ビルや高速道路など一切視界に入ることのない別世界。まさにそこは、夏が最も似合うバカンス地だった。

『デバイスを認証しました。獅し子し王おう学がく園えんご一行様──ＶＩＰゲートへご案内します』

　パスをかざすまでもなく、ゲートの管理ＡＩがデバイスの接近を感知する。

　各自の電子生徒手帳に表示された案内図に従い、現金やチケットを握りしめて長蛇の列を作る入場待ちの客を横目に、ガラガラの最優先ゲートを抜けて中へ入ると。

「ふわぁ、優先、優越、優待。並んでる人を横に特別扱いって超ドキドキですね！」

「そうか？　まあ、この炎天下に長々と立たされるのは嫌だが」

　大行列を横切りつつあわあわと震える桃もも花かに声をかけると。

「遊園地とか、中学の修学旅行で夢の国へ行って以来ですー！　全部のアトラクションに頑張って乗ろうと思ったんですけど、班の人に置いてかれたので、ひとりで……」

「……いきなりテンション下がる思い出話やめてくんない？」

　横よこ槍やりを入れてきたのは、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら。白いワンピースに麦わら帽子、というオタクが『わかってるな！』と親指をたてたくなるような服装で、空を見上げて。

「ってゆーか、何この太陽。肌荒れとか気になるし、カンベンしてよ。もー！」

「由留木、ひとりか？　他の連中はどうした」

　オレンジの香り漂う日焼け止めを塗りながら唇くちびるをとがらせる彼女は、朝あさ人とが率いる二号バスに乗っていたはずだ。疑問をぶつけてやると、由良はうざったそうに指をさす。

「先に水着見てくるって。由良ちん的には興味ナイかな？　仕事なら脱ぐけどねー☆」

「無駄にプロ意識の高い奴やつだな。……まあ、熱心なのはいいことだが」

　それにしても、この風景は心が躍るものがある、と紅蓮はしみじみ噛かみしめる。

　穏やかに走り去る親子連れ。何かあったのか、さっそく喧けん嘩かをはじめたカップル。

　今にも走り出そうとする子供を必死で捕まえている母親など、見ているだけで心が温かくなる。

（……まさに、『日常』だな。どこにでもある、誰にでも許される、幸福だ）

　かつては摩天楼の高みから憧あこがれて見下ろすばかりだったものの中に、自分はいる。

　そう思うと、それだけで幸せを感じる。じっとりと汗ばむ制服の不快ささえ忘れるほど、そしてこの先に待ち受ける面倒な遊戯戦の予感すら、気にならない。

「ホ[image: ][image: ][image: ]ッホッホッホッホッホッ♪」

「……ほわわっ!?　な、なんですか[image: ][image: ][image: ]っ!?　や、やるんですか!?　あちょー!!」

「も、桃もも花かさんっ。謎なぞの拳けん法ぽうで威嚇するのはおやめなさい、ただのピエロですわ！」

「え？　あ、本当ですね。風船くれるんですか？　わー、いただきま～す！」

　おのぼりさん丸出しで珍しげに周囲を見ていた桃花に、従業員らしき人物が歩み寄る。

　白い貌かおを笑みで固めて風船を渡すピエロは、周囲のお客に比べてかなり大きく見えた。

「ずいぶん大柄だな。……１９０くらいはあるんじゃないか、あのピエロ」

「ああ、外国人じゃねえか？　この獅し子し王おうレジャーランドは海外にも名前が通った施設で、積極的に多言語話者を採用してるからな。おもてなし、ってやつさ」

　紅ぐ蓮れんの疑問に、チンピラめいた外見に似合わぬ博識を見せ、大おお星ほしが答える。

「遊園地の経営上、ゲストを真っ先に出迎えるキャストは重要だぜ。ランド内でも精鋭を集めてるはずだが、かなりの人数がいるな。こりゃあ、かなり人件費かかってんぜェ？」

「なるほどな。……意外とまともに経営してるらしいな、あのいんちきシルクハット」

　広大な広場に散らばって、何人ものピエロが忙しく歩き回っている。

　ある者は見事なジャグリングを披露して観客を驚かし、ある者は色とりどりの風船を子供たちに配り、ある者はお客と写真を撮り、ＳＮＳにアップしていた。

　その服装はまちまちで、定番のピエロ服もいれば、美しいボディラインやボディビルで作った筋肉美を披露する水着姿の者までいろいろいて──。

（なるほど。同調行動、か）

　人間、特に日本人は心理的に、集団に同調することを好む。

　周囲の人間の雰囲気を感じ、『空気を読んで』それに合わせることで安心するのだ。

（入り口付近に配置されたキャストは、非日常感を演出して水着や着替えに対する抵抗感を無くすためのもの。無意識の心理操作……ってわけだ）

　そう頭のどこかで冷たく計算しながらも、このお祭りめいた雰囲気は嫌いではなくて。

「なるほど、悪くない。……夏休み、って感じだな！　可か憐れん、今日の予定は？」

「本日はフルタイムで自由時間ですね。宿泊先の獅子王レジャーランドホテルへ夕食までに戻る以外の予定は存在しません。選抜戦については、三日後の予定ですから……」

「とりあえず今日はオフ、ってことか。それじゃ、楽しむとするか！」

「はい、お兄様。まずはどの施設にいたしますか？」

「そうだな……」

　可憐が差し出してきたデバイスには、ランドの専用アプリがすでに入っていた。

　表示された案内図をざっと見ると……。

「ふーむ。海水浴やバーベキューができるビーチエリアに、アトラクションがある遊園地、ショッピングモールにレストラン……他にもいろいろあるんだな」

「ほぼ揃そろわないものはない、小さな独立国といった趣ですね。どうします？」

「ひとまず、ここにするか」

　ピシ、と液晶画面を示す紅ぐ蓮れんの指をなぞり、横から覗のぞきこんだ楓かえでが言う。

「プールエリアですか？　いいですわね、ゆったりとできそうですし。……でも紅蓮さま、楽しみにしてらしたスイカ割りなどは、ビーチエリアしかできませんわよ？」

「それは俺も考えたんだが、三日もあるなら最初から飛ばしすぎたらもったいないだろ。……それに生の海とか、考えてみれば入ったことないしな」

　衛生的に問題はないのだろうが、いきなり飛び込むには勇気がいる。その点、世界最高クラスと豪語するプールならバカンス感もあり、水着や水泳の予習にもいい。

「では水着に着替えて集合ですね♪　……お兄様はどのようなものをお選びに？」

「そんな奇抜なのを選ぶつもりはないぞ。レンタルだし、普通の海パンだな」

「まあ、お兄様ったら。それでは夏のバカンス、居並ぶパリピに笑われてしまいますよ？　私としては、素敵なお姿にふさわしい最上の水着を選ぶべきかと思います」

「……そう言われてもな。それじゃ任せる、適当なのを見繕ってくれ」

「はいっ♪　では、可か憐れんの水着ともども、楽しみにしてくださいね♪」

「あまり過激なのはやめろよ。一応言っておくが」

　浮かれた様子でくっついてくる可憐にそう言うと、あら、と可憐は小首を傾かしげ。

「お兄様にご覧頂くためなら、どんな恥ずかしい格好でも可憐は平気ですよ？」

「俺は平気じゃないんだ。……お前の肌を、知らない奴やつに見せるのは気分が悪い」

「……！」

「どうした、可憐。顔が赤いぞ。風邪か？」

「い、いえ、なんでも……。もう、たまに不意打ちでうれしいことを言ってくださるんですから……お兄様はずるいです」

「そうか？　俺は素直に思ったことを口にしてるだけなんだが」

「ああっ……ありがたみが深すぎて可憐はこのまま溶けて消えてしまいそうです……」

「ははは。人魚姫じゃあるまいし。大げさだなぁ」

　真っ赤になった頬ほおを両手ではさんで身をくねらせる可憐。

　意外と防御力の低い妹に微笑ほほえましさを感じ、紅蓮は日常の尊さに浸るのだった──。





　　　　＊






「やあ、紅蓮。……なかなか、攻めた水着だね？」

「よくわからんが、これが可憐のオススメでな。今の流行らしいぞ」

　男子更衣室のロッカーで着替えていると、聞き慣れた声が近寄ってくる。

　振り返るまでもなく声の主を推察し、紅蓮はタオルに隠したまま水着に着替えると、肌を隠すように前を開けたパーカーを軽く羽織って、振り向いた。

「いいんじゃないかな。……とても似合うよ、引き締まった腰がセクシーだね？」

[image: ]

「男にその表現はやめろ。というかお前こっち見るな」

「あはは、つれないなぁ♪」

　にこやかに微笑ほほえむ白髪の王子、白しろ王おう子じ朝あさ人と。裾すそが比較的長い、ごくあたりまえの水着姿。

　手には飲み物が入ったカップを持っており、紅ぐ蓮れんはそれをちらりと見て。

「わざわざここで俺を待ってたろ。ドリンクの減り具合からして十五分くらいか？」

「お見通しか。さすがだね、紅蓮」

　紅蓮が指摘すると、朝人は悪びれもせず隣に立つ。

「俺にベタベタくっついてないで、お前らはお前らで楽しめよ。彼女持ちのリア充め」

「たった一人恋人がいるだけの僕と、大勢の女子に囲まれてる紅蓮のどっちがリア充かは議論の余地があると思うよ？」

「大勢と言っても妹とドリルとオバカと危ない奴やつら数人だぞ……」

「おや、恋人候補はいないのかい？」

「そういう感情自体にあんまり興味ないんだ。あいつらも、べつにそういうつもりで俺につきまとってるわけじゃないだろうしな。……ま、今は日常を楽しむのが最優先だよ」

「……これが天然ジゴロってやつか。いつか刺されないといいね……」

　遠くを見るような目で朝人が息を吐いた。

　紅蓮はふと思いついて問いかける。

「ところで、その危ない女子連中はどうだ。移動中のバスで、何か変わったことは？」

「別に。ただ、話はぜんぜん弾まなかったかな。佐さ々さ木きさんと時とき任とう先輩がいつもの漫才をやってたくらいで、他は聞き役だったよ」

「……共通の話題なんて、あるような面子メンツじゃないもんな」

　それどころか、社会的・経済的な命を削り合った仇きゆう敵てき同然の間柄だ。

「あはっ、呉ご越えつ同どう舟しゆうもいいところだよね。フラヴィア・デル・テスタは由ゆ留る木ぎさんと絡みながら梅昆布茶を飲んでたし、僕は姫ひめ狐こ姉さんをくすぐるのに忙しかったから」

「……同意の上だからセクハラにはならんだろうが、ほどほどにな」

　予想を超えるバス内の惨状を想像しつつ、紅ぐ蓮れんは気になっていたことを訊きく。

「水みず葉はと静しず火かはどうしてた？」

「会話はなかったね。離れて座ったまま、目も合わせなかった。……何かあるのかな？」

「別に。……部外者が口を出す問題でも、ないしな」

　嘆息しつつ着替えを終えて、ロッカーを閉める。デバイスの情報を読み取り、中の衣類を予約したホテルの部屋へ自動的に届けるよう設定されたのを見て、ほうと感心した。

「大したもんだ。獅し子し王おう学がく園えんのシステムを流用してるのか」

「クオリア分枝から回線を延ばしてるみたいだね。だから、公式の遊戯ゲームも行えるわけさ」

「なるほど。もしクオリア分枝を失えば、自分の商売にも大いに影響が出るわけだ。……よくもまあ、透とう夜やの無謀な賭けを許したもんだ」

「理事長もなかなか底知れないよね。何を考えてるのか、僕にもまったく読めないよ」

「害にならないうちは放ほうっておけばいい。裏切られたら、やり返すだけだ」

　バカンスには似つかわしくない冷めた言葉に、背後の朝あさ人とがわずかに驚いた気配を放つ。

　更衣室からプールへ向かう廊下を歩いていくと、暖かい風が吹いてきた。

「へえ、なかなかのものじゃないか。ねえ、紅蓮？」

「ああ。あのデカいすべり台は楽しそうだな、あとでぜひ行ってみよう」

「ウォータースライダーだね。ボートで滑る大型と、自分で滑る小型があるけど……」

　南国を思わせる衣装で飾られた巨大プールを中心に、さまざまな水を扱った遊具がある。

　子供を中心としたはしゃぎ声が響き、水着姿の女性たちが瑞みず々みずしく駆ける景色の中で。

「さあって、泳ぐとすっか！　たまにゃあ運動もしねェとな！」

「貴様、よくそんな気になるな……。三日後には俺たちの運命が変わる大勝負だぞ。遊ぶ時間があれば、己を高める努力を何かするべきだと思わないのか？」

「イジけたこと言ってんなって、仁じんクンよ。付け焼刃であがいたって役には立たねえさ。まずはリラックスして、この場所に慣れるのが最優先だろ？」

「それはまあ……そう、かもしれんが……」

　白黒ボーダーの囚人服めいたシマウマ水着を着た佐さ賀か臣とみ仁が眼鏡めがねを外した目を細める。

　すると、隣で準備運動をしていた金色トランクスの巨体、大おお星ほし大たい成せいは派手に両手を打ち鳴らしてから、佐賀臣の体を豪快に担ぎ上げた。

「オラ、派手にいくぜえ！」

「ばっ、やめろ、このゴリラ！　まさか貴様、よせっ、よ──うわああああああああ!?」

　ざっぱ───ん！

　思い切り水の中に投げ込まれた佐さ賀か臣とみの体が激しく水しぶきを上げる。

「……ッ」

　紅ぐ蓮れんの顔をしかめさせたのは、そんな元Ｓランク達たちの無邪気な戯れなどではなく。

　その周辺にいる無数の貌かおなき群衆。

「ねえ。紅蓮なら気づいてるよね？　──僕達、見られてるよ？」

「ああ。……まったく、監視ならせめてもう少し気配を殺してほしいもんだ」

　視線には意志が宿る。声なく、姿なく、無数の群衆に紛れていたとしても。

　裏世界の遊戯者プレイヤーならば、皮膚でそれを感じ取るものだ。チリチリと焦げつくような敵意、警戒、注目、さまざまな視線を素肌で感じ、時には意図さえ読める。

「理事長が手配した護衛、って線もあると思うけど。どうかな？」

「可能性はあるが確かめるのは難しいな。一般人もゾロゾロいる中で荒事なんぞ御免だし、とりあえずは泳がせておくしかない。ま、何もせず見てるだけなら放ほうっておくさ」

「余裕だね。……さすが、監視慣れしてるってところかな？」

　揶や揄ゆするような朝あさ人との言葉に、紅蓮はうんざりと頭を掻かきながら。

「雰囲気がぶっ壊れるのが嫌なだけだ。せっかくの夏休み、だしな」

　姿なき『監視者』の正体はわからない。だが、いくつか思考の材料はある。

　監視用の機械──カメラなどを通すのではなく、この視線は生身の人間のそれだ。この極度に自動化されたレジャーランド内なら、わざわざそんな人間を動員する必要はない。

　どこへ行こうと、無数のカメラが動向を把握するはずで──監視モニターを見れば事足りる。つまりは運営側に伝つ手てのない、第三者による視線と考えるのが自然だ。

（インチキ親父おやじが生身のボディーガードを配置してる可能性はある、が……）

　恐らく、違う。髪がチリつくような不快感は、決して護衛対象に向けるソレではない。

（まあいい。何か仕掛けてくるようなら──潰つぶすまでだ）

　苛か烈れつな想おもいに、ほんのわずかに紅蓮の眼めが朱あかくきらめいた、その時だった。

「──お兄様っ♪　お待たせいたしました!!」

「が、学校の授業以外で水着に着替えるというのも、違和感があるものですわね……」

「田舎の川遊びを思い出しますねえ。桃もも花かはよく、鮎あゆとか釣りに行ってましたー！」

　夏の花が、艶あでやかに咲いた。

　三人揃そろった水着姿──可か憐れんはほころびはじめた蕾つぼみのような淡い色のパレオを腰にまとい、おとなしめなシルエット。だがその抜群のスタイル、豊かな胸の谷間の深さは記録的だ。

　隣に立ち、恥ずかしげにもじもじしている楓かえでも布地少なめのビキニ。いつもの扇子で胸元をそっと隠しているが、それがかえって男たちの興奮をそそる。

　そして、最後の桃花は。

「……桃もも貝がい、お前も金はあるんだから、水着ぐらい買ったらどうだ」

「しっかり新調しました！　苗植えのときも使えるんで便利なんですよ！」

　ケロリとした様子の桃もも花かは、スクール水着だ。

　いまどき感心するくらいレトロなタイプで、『ももか』とゼッケンまでついている。

「……似合ってるといえばこれ以上なく似合ってるが、驚くほど色気がないな……」

「まあ、桃花さんですから。むしろふんどしで来なかっただけマシですわ」

「ひどいです！　あ、他の人たちも、そのあたりで勝手に遊んでるそうですよ？」

「ふぅん。……どれどれ？」

　あたりを見回してみると、特に探すまでもなく知り合いの姿が見つかった。

　何な故ぜなら、ざわざわと男たちが騒ぎ、視線を送っている場所にだいたいいたから。

「お撮りいたしましょうか？　……まあ、素敵。１万ＲＴはいきそうですね？」

「当然当然っ☆　営業ブログに載せるから高画質モードでねっ、いぇいっ☆」

　デバイスを掲げ、二人並んでＳＮＳと自撮りに励んでいるのはフラヴィアと由ゆ良らだ。

　さっきは水着を渋っていたくせに、バッチリ肌をさらした水着姿。営業につながると知れば平気で脱ぐ奴やつだとはいえ、あまりの即落ちぶりに笑えてくる。

　由良は子供っぽい外見によく合うポップな柄でおとなしめな水着だが、しなやかな脚線の美しさは群を抜いていて。そのあどけない顔立ちもあって、驚くほど幼く見えた。

　対するフラヴィアは、道行く男どもがみなゴクリと生なま唾つばを呑のみこむ凄すさまじさだ。

　決して露出が多いわけではない、清せい楚そな純白のワンピース──。

　しかしその汚れなき白こそが男たちの欲望を煽あおり、彼女連れで遊びに来たらしい男たちが、目を奪われたまま呆ぼう然ぜんと佇たたずみ、嫉しつ妬とした彼女に頬ほおを叩たたかれているのが見えた。

「おいおい、なんだよあれ……あそこの三人組、すげえ。レベル高たけぇな」

「特にあの子、パレオの……すっげえ。グラビアアイドル、いや、モデルさんかな？」

　気づけば可か憐れんたちにも視線が集まっている。

　可憐の美少女ぶりは当然のこととして、普段アホすぎて紅ぐ蓮れんは忘れているが、桃花も楓かえでも一般的には美少女と呼ばれる端正な顔立ちと絶妙なプロポーションをしているのだ。

　注目を集めてしまうのは当然といえた。

「あれ、声優の由良タンじゃね!?　ふ、ふお～……!!　由良タンの水着!?」

「あ、あのお方は……ま、まさか、教主様……!?　投資の神、テスタ教団の……おまけにあの水着、見てるだけで寿命が延びちまいそうだ……眼がん福ぷく、眼福……！」

　男たちのざわめきと共に視線が集中し、先ほどの穏やかでない監視の視線と混ざる。

　当然痕跡を辿たどれなくなり、紅蓮は眉まゆをひそめたが──もともと無視すると決めた以上、何もすることはないとはいえ。あまりに無防備なのも避さけたいところで。

「紅蓮！　さあ、遊ぼうよ！」

「ああ。……てか、近い。もっと離れろ」

「──……!!」

　珍しい無邪気な笑顔と共に手をひく朝あさ人とに、紅蓮は苦笑する。

　その瞬間ほんのわずかに生じた気配のブレを感じ取り、横目に見る。観葉植物の木陰に、ひっそりと忍者のように、光沢のあるマスクで顔を覆った、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こがいた。

「……──。……あ、あくまで、資料……だか、ら──……！」

　なぜか頬ほおを赤らめ、フードつきパーカーの裾すそを限界まで引っ張って水着を隠しながら、手にしたデバイスでパシャパシャと撮影している。何を撮っているかといえば。

「待ちなさい、ねっとりボイス系腹黒王子！　誰の許可あってお兄様の手を……！」

「早いもの勝ちさ。ウォータースライダー、行くんだろ？」

「それはいいんだがな、朝あさ人と。……お前、彼女に嫉しつ妬とさせるために俺をダシに使うなよ」

　朝人に手を引かれつつ、もう片方の手にしがみついてくる可か憐れんと歩調を合わせる紅ぐ蓮れん。

　ウォータースライダーの方へ向かいながら、朝人は銀の髪をキラキラ輝かせながら振り返る。

「──だって、僕に水着を見せてくれそうにないからね。おしおきだよ、これは」

「ご褒美になってる気がするんだが……」

　きゃあきゃあと、それまでとは違う黄色い声が周りにざわめく。シャッターを切る音も響く。数人の女性客が紅蓮と朝人のツーショットを撮っているらしい。

　いったい何が楽しいんだ……と首を傾かしげる紅蓮の視界に、また見知った顔の二人組が入る。

「ちょっとアンタ、どきなさいよ。そのコンセント、あたしも充電したいんだけど」

「ダメですよ時とき任とうさん。ここは佐さ々さ木きのテリトリーです。今デバイス全力稼動中なので」

「こんなところに来てまでＳＮＳのエゴサなんかやってんじゃないわよ!!　そんなのいいでしょ、あたしに貸しなさいよ。あと電池３％しかないんだから……！」

「あ、ちょっと勝手に抜かないでください！　あ、ちょ、どこ入れてるんですか!?」

　なぜかフリルがたっぷりついた子供っぽい水着姿の時任ミミ。そして泳ぐ気ゼロとしか思えないパーカー姿にサングラスをかけ、ビーチチェアでくつろぐ佐々木。

　ひとつしかないらしい電源を巡って何やらモメている二人を置いて、ウォータースライダーへ続く道をペタペタと歩きながら、紅蓮はようやく笑った。

「……ま、いいか。何だかんだで、楽しそうだしな」





　　　　＊






　獅し子し王おうレジャーランドのプールエリアは、巨大な開閉式のドーム構造だ。

　幸いにも今日は快晴。ドームは開放され、さわやかな太陽光が遮られることなくエリアを照らし、水着姿の男女の肌をクッキリと焼いていた。

「ふーむ。なかなか楽しめたな、ああいう絶叫系も悪くない」

　ウォータースライダーを皮切りに、いくつかの水系アトラクションを堪たん能のうして、紅蓮は売店で買ったサングラスをかけ、満足げに空いたビーチチェアのひとつに腰を下ろした。

　訓練とは無縁の純粋な水遊びはなかなかに楽しく、つい夢中になってしまう。ほどよい疲れが筋肉に溜たまり、穏やかな眠気さえ感じながら、楽しかった記憶を反はん芻すうすると。

「……しかし水みず葉はのやつ、あれはないだろ、さすがに」

　合流しないのを不審に思い、探してみると──きょろきょろとプールをさまよっていた水葉を見つけた。複数の男たちに取り囲まれ、どこへ行く行かないでモメていて。

『こんなところにいたのか。ほら、さっさと行くぞ』

『ぐれんさま……にあう？』

『ああ、似合う。似合うから水着を引っ張るんじゃない……！』

　布というより、紐ひもだった。

「……わいせつ罪とか条例とか、そういうのにひっかかるんじゃないだろうな、アレ？」

　極限まで布地を減らしたマイクロビキニ。

　しかも紅ぐ蓮れんに会ったとたん、腰のそれに指をかけてピラリと引っ張るものだから、危うく危険な部分まで見えてしまいそうで──正直、死ぬかと思った。

「まさか俺の人生で、ナンパをお断りするなんてイベントが発生するとは……」

　面倒ではあったが、日常っぽくてちょっと嬉うれしかったのも事実だ。

　その後、やってきた可か憐れんが水葉と火花を散らしたり、漁夫の利を狙ねらって横から割り込んだ楓かえでが両方から潰つぶされたり、いろいろあったのだが、それはそれで楽しくて。

「とはいえ、ちょっと疲れたな。少し寝るか……」

　ふわああ、と大きくあくびをする。

　しかし陽ひ射ざしがかなり強く、肌にチリチリと感じ。

　日焼け止めでもないとあとで皮が剥むけそうだな、と紅蓮が思った、その時だった。

「オイルなど、お塗りいたしましょうか……？　紅蓮さま」

　ぬるり──と煌きらめきながら濡ぬれた指が、紅蓮の胸板をそっと撫なでた。

「フラヴィア。……いや、ウザプリンちゃん。だったか？」

「どのように呼ばれてもかまいませんよ。私は貴方あなた様の奴ど隷れいですので……♪」

「俺のじゃない、生徒会のだ。本名バレも大して動じてないように見えるな、あんた」

　隷徒の中で、最も底知れぬ異能者──フラヴィア・デル・テスタ、本名右う斎ざい風ぷ鈴りん。

　秘密を暴露されたにもかかわらず「親しみがもてる」「ウザプリンさんかわいい」などと学内ＳＮＳで持ち上げられ、逆にフォロワーからの寄付や支援を得ている人物だ。

（あの脱出ゲームでこいつが背負った負債は、たったの10万……）

　ほんのひとことフォロワーに囁ささやくだけで調達でき、振りほどくなど造作もない縛いましめ。

　だが、この奇妙な聖女は決して自ら呪じゆ縛ばくを解こうとせず、むしろ自ら望んだかのように従属者としての立場を崩すことなく、常に三歩は退ひいた姿勢で紅蓮に接していた。

「慣れましたから。秘密など、明らかになってしまえば何ともなくなるものですよ？」

　にこにこと穏やかに微笑ほほえみながら、紅蓮が寝転んでいるビーチチェアの端で、豊かな尻しりがふるりとたわむ。水すい蜜みつ桃とうのように柔らかい筋肉、ミリ単位まで迫せまる皮膚のぬくもり。

「可か憐れんや水みず葉はが席を外すタイミングを狙ねらってたのか？」

「いえ、偶然です。まあ、私の場合、神のお導きによる必然かもしれませんが」

「どうだか。お前の異能、絶対不運はほぼ完全に機能するものだ。敵対する相手の乱数は、異様なほど不利に働く。遊戯ゲームなら相手を不幸にし、相対的に自分が幸運になるわけだが」

　が、しかし。

「日常においてはそうとは限らない。それとも絶対不運だけじゃなくて、実は本物の幸運も持ってるのか？」

「さあ……。女は秘密をまとってこそ美しくなる、と申します。秘密の衣装を剥はぎ取るのは、それ相応の覚悟を持った殿方に、一枚一枚お願いしたいものですね♪」

「いちいちエロい言い方をするな。それと、胸をいじくるのはよせ、くすぐったい」

「はい。ふふふ……意外と逞たくましいのですね、紅ぐ蓮れんさま？」

　言いながら、そっとフラヴィアは紅蓮の耳元に薄桃色の唇くちびるを寄せる。ネイルの香りか、バラに似た芳香がさわやかにすり抜けていくのを感じ、ビキニの胸が腕に当たる。

「よろしいのですか？　──見ている方が、いらっしゃるようですが」

「ああ。……まあ、お前なら気づいて当然、か」

　他の生徒会役員は、まだ悟れずにいる。当然だろう、人ごみに紛れてしまえば、さらに基本的に目立つキャラクターが揃そろった集団である以上、視線も複数飛んでくる。

　だが、紅蓮は明確にピタリと貼はりつく監視の眼めを絶えず感じており……今、これ見よがしに誘惑を装って囁ささやいてくるフラヴィアもまた、それに対する判断を求めていた。

「普通、こういうのは女が男にオイルを塗ってくれと頼むものだと思うんだがな」

「もちろん、よろしいですよ？　お望みとあらば、いつでも、どこでも……♪」

「いらん。しかしまあ、気づいたからと言って無駄に騒がないのは助かる」

　悪戯いたずらをするように伸びてくる、オイルに濡ぬれたフラヴィアの指。

　ひとまず偽装のためにそれを受け入れると、彼女はそっと腹筋の割れ目にオイルをすり込み、水着の縁にまでつ、つ、と前後になぞっていく。

「はぁ……いかがですか？　ぐれん、さま……♪」

　紅蓮に被かぶさるように奉仕しながら、フラヴィアは紅蓮にそっと囁きかける。

「気持ち悪いだけだ。が、今は我慢しておく。皆が楽しんでるのを邪魔したくない」

「あら、つれない……。私の指遣いでは、ご満足いただけないようですね？」

「その手の感覚と感情を切り離す訓練を受けてるだけだ。そのまま聞け」

　間近で肌にオイルをすり込むフラヴィア。

　その奉仕を受けながら、あくまで冷たい視線で太陽を睨にらみ、紅蓮は続ける。

「考えてみたが、国内で今手出しできる勢力に心当たりがなくてな。白しろ王おう子じはあれだけの真ま似ねをしでかしたんだ、これ以上無む茶ちやをやるとは思えん」

「毒を喰くらわば……という暴走の可能性は？」

「ないな。そこまでして俺を潰つぶしにかかるような度胸があるのは、良くも悪くも白王子にはあの若白髪しかいないだろうよ。他は旧きゆう態たい依い然ぜんとした家だしな」

「よくご存じですね……。では、他の旧家の方々では？」

「なおさら、無いな」

　紅ぐ蓮れんを紅蓮と知って──五年間最強、不敗の伝説を築いた遊戯者プレイヤーに、多大な恩恵を与えてくれた張本人に挑むような命知らずは、まずいない。

「恐らく、《獣王遊戯祭ベステイア》絡みだろう。海外勢力と考えれば、わざわざ人力で監視なんて原始的な真ま似ねをする理由もわかる。国内ネットワークを利用すれば痕跡が残るからな」

「そうなれば、後日外交問題になる可能性がある……だから、アナログな手法を？」

「ああ。裏の世界じゃ、まだまだ現役だよ。コンピューターのプロテクトは技術の進歩でより堅固にすることもできるが、バカな人間は簡単に情報を漏らすからな」

　機械のプロテクトより、それを操る人間の方が御しやすい。

　人間の強さも弱さもよく知るが故にそう結論づけた紅蓮に、フラヴィアは胸から首筋、肩にオイルを塗りつつ、その耳元に囁ささやきかける。

「一般客の視線が多く、所在が割り出せませんね。……理事長に報告しますか？」

「無駄だ。その手の映像記録に残らない注意ぐらいはしてるだろう、相手はプロだ」

「尾行に相当慣れた方ですね。……探偵、スパイのような。ふふっ」

「捕まえられるものなら捕まえておきたいところだが」

「この人ごみの誰が、監視者なのか……突き止めるのは……」

　す、と伸ばした紅蓮の腕から指先にまで丹念にオイルを塗り込み、ほのかに息を乱し。

「難しい、ですね……ふふっ、素敵な指。これが、不敗を導く、神の指……♪」

「勝手に人の指を信仰するな」

「あんっ。……もう少しで、塗り終わりましたのに」

　紅蓮が不快げに手をどけると、フラヴィアは艶つややかに喘あえいで唇くちびるをとがらせた。

「バカンスに来てまでスパイの目を気にし続けるなんてうんざりだ。面倒だが、捕まえたほうがあとあと気が楽かもしれんな。……とはいえこの人ごみの中から見つけるには人手がいる。……が、まいったな。楽しんでる最中に命令するのは避さけたいし」

　寝返りを打って背中を向けた紅蓮に、フラヴィアはふたたび迫せまる。

「あら。でしたら、ちょうどいい方々がいらっしゃるではありませんか？」

「何？」

「ちょうど退屈そうで、水遊びもせず、ずっとデバイスをいじっている、ほら……」

　ゆっくりと覆いかぶさり、胸を押し当てながら指さすフラヴィア。

　背中の重みをうっとうしく感じながら視線を送ると、そこには見慣れたコンビがいた。

「……まあ、適任だが。ずっとあそこで遊んでたのか、あいつら……」

「現代っ子なのでしょうね。デバイスの電源が入らない場所には行きたくないとか」

「インドアにもほどがある。嘆かわしいな、まったく」

　背中にへばりついていた重石おもしを振り払うように紅蓮が立つと。

「きゃっ♪」

　とあざとい悲鳴をあげながら、フラヴィアがほのかに足を開いて尻しり餅もちをつく。

　が、それに一いち瞥べつもくれずに紅ぐ蓮れんは進み、こちらの様子を見つめている人物に接近した。

「佐さ々さ木き。それと時とき任とうも。お前ら、ちょっといいか」

「何よ、砕さい城じよう紅蓮。あたし達たちにもエロオイルマッサージをやらせようっての？」

「その手のお店かと思いました、佐々木です。規約違反スレスレの動画になりました」

「ナチュラルに盗撮するなよ。べつに変なことはしてないし、やらせる気もないっての。……お前ら、泳がないのか？」

　意外なほど近くにいた例のコンビは、来たばかりの時とほぼ同じ場所にいた。

　ひとつしかない電源タップを交互に使っているらしく、至近距離に置いたビーチチェアに並んで横になりながら、デバイスを並べている時任ミミ、そして現生徒会長の佐々木。

「プールではしゃぐのは小学生まで。だいたい、ガキなのよ。由ゆ良らなんか、『日焼けはアイドル声優としてＮＧだから☆』とか横ピースキメてたくせに、プールに来た途端、我慢できなくなって泳ぎっぱなし。ガキよ、ガキ」

「ま、プールサイドでデバイスいじり続けるよりは建設的だと思うがな」

「ぐうの音も出ません、佐々木です。ちなみに今の時任さんのセリフに副音声をつけると、『ちっ、あのぶどうはすっぱいに違いない』ですね」

「イソップ童話か。なかなかシャレたことを言うもんだ。泳ぎたきゃ泳いでこいよ」

　樹きに実っていたぶどうがどうしても食べられず、諦あきらめて去っていくキツネの負け惜しみ。佐々木が示したそれは、とある事実を示唆するヒントでもあった。つまり……。

「いや待て……時任。お前、まさか泳げないのか？」

「お、泳げるわよ。何言ってんの!!」

　カッ、と狂暴な齧げつ歯し類のように怒ると、時任ミミは続けて言った。

「ビート板を使って、足がつく深さなら、７メートルはバタ足で進めるんだから!!」

「お子様か」

「スイミングスクール初級くらいの腕前ですかね？　なんだか萌もえます佐々木です」

「うるさいわね!!　くだらないことで興奮してんじゃないわよ、まったく……！」

　ぷんぷんと怒る時任ミミと、日向ひなたぼっこ中の猫のようにだらけている佐々木。

　そんな二人の間近に立ちながら……紅蓮の瞳ひとみが朱あかく光る。

　底知れぬ地獄の松明たいまつめいたその光は、ぞっとするような迫力を帯びて──。

「二人とも、ちょっと俺に付き合ってくれないか？」

「………！」

　有無を言わせぬ迫力に、二人は迷わず頷うなずいていた。





●風車の騎士ドン・キホーテのワニ退治




「《ワニメタルパニック・大往生!!》……って何ですか、コレ？」

「ゲームだな。……それも現代的な遊戯ゲームとは異なる、反射神経やパターンの記憶を前提とした体感系の古典ゲーム。最新設備のわりに、妙に懐古的なものを置いてある」

　二人の少女が、奇妙な看板を見上げて話している。

　やたらと熱いフォントで書き連ねた『！』マーク、大爆発をバックにマシンガンを撃ちまくりながら戦場を駆け巡るコミカルなワニのキャラクター。

　それが描かれたテーブル状の筐きよう体たいには、戦場を再現したらしきデコボコが用意され、塹ざん壕ごうや草むら、偽装された穴や朽木の陰から、やはりオモチャのワニが飛び出してくる。

　ここは獅し子し王おうレジャーランド、さまざまなアトラクションが楽しめるレジャーエリア。定番のコースターや観覧車が客を集める中、細ほそ々ぼそと営業しているゲームコーナーだ。

「マネーカード、または獅子王レジャーランド公式アプリを入れたデバイスをタッチするとゲームが始まり、音楽に合わせてワニの兵士が攻撃してくる。隠れていた場所から出たワニは、一秒静止した後プレイヤーに対して射撃を行い、後にふたたび穴に戻る」

　デバイスに表示された操作説明を眺めて呟つぶやく少女に、もう一人の少女が答える。

「ほえー……。地元の温泉旅館に、10円入れてレバーでパチパチやりながらゴールまで運ぶゲームならありましたけど、今のはこういう感じなんですねえ」

「いや、知らん。……そもそも何だ、10円だと？　そんな端数は電子マネーかカードでオンライン決済だろう、普通。まさかいまだに現金を使ってるのか？」

　コンビニをはじめ、あらゆる店舗での決済が電子化された時代とは思えない時代錯誤に、御み嶽たけ原ばら静しず火かは連れ立ってゲームコーナーを訪れた人物、桃もも貝がい桃もも花かに疑問をぶつけた。

「うちの田舎だと現役ですよう。ご先祖様が落とした小銭とか、こっそり埋めた貯金箱とかがたまに見つかることもありますし、お年寄りは電脳嫌いも多いですから」

「大昔の大戦期を知っているような世代なら、そういう反発もあるか」

　はあ、と呆あきれた息をつく静火の装いは、非常にスポーティな競泳水着だ。

　イルカのような光沢を放つ水着にパーカーを羽織り、サンダルを履いた姿はバカンス中の学生と言うより、練習を抜け出したアスリートに見える。

「桃貝桃花、ズレていると思っていたが……その時代錯誤は生まれのせいか？」

「というより、桃花は同世代の子と話が合わなかったので……基本、おじいちゃん、オア、おばあちゃんしか話し相手がいなかったんですよね。意外と楽しかったですけど」

「……わかった、この話はやめよう。切なくなる」

　会話を迅速に断ち切る静火に、プールで泳いだ名な残ごりか、いつもはふわふわのツインテールをほのかに湿らせた桃花が、きょとんと訊たずねる。

「そういえば静火さん、お姉さんが探してましたよ？」

「……知っている。だが、いま姉と話す気にはなれない」

「え、どうしてですか？　桃もも花かとか、今の生徒会の人たちは、誰もそういうの止めたりはしないと思いますけど……兄弟親しん戚せき家族は基本、相続が絡まなければ仲良しですし！」

「……だから会話にほのかな社会の闇をブレンドするのはやめろ。正直な話……どんな顔で会えばいいのか、わからない。姉に飼われるだけの関係なら、気楽だったのだが」

「そ、それはつまり……ご主人様とめすぶた、的な感じでしょうか？　はわわ……！」

「ち、違う。そういう側面がゼロかと言えばゴニョゴニョ……どちらかといえば、お前と砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの関係に近いかもしれん」

　観光事業で名を上げた南の名家、御み嶽たけ原ばらなど今は昔。

　過去を忘れられぬまま、無能者に重要な地位を与え、利権を貪むさぼる『豚』ばかり。

　そんな一族にあって──幼いころから才能を発揮し、遊戯者プレイヤーとしての将来も見込まれた、御嶽原静しず火かは異端児であり、その洞察力、推理力を以もつて一族の期待を集めていた。

「……毎年、盆と正月が嫌でしかたがなかった。本家や分家の屑くずどもが金や玩具おもちやを持って、私のもとへやってくる。媚こびた顔で恩を売り、かわいがるふりをして算盤そろばんを弾はじく」

　醜い、としか言うほかなかった。

　将来を見越して幼児にさえ取り入ろうとする汚さ、醜さ。

　そして何よりも──悪臭漂う泥沼のような期待が、重くへばりつくようで。

「まるで蜘く蛛もの巣に囚とらわれた虫になった気分だった。寝ても覚めても両親の命令を受け、遊戯ゲーム教育を受けさせられる。……あげくの果てに唯一の心の支えだった姉とも、競い合うよう仕向けられ、関係を壊された」

　……だが、それを。

「お姉様は、ぶち破ってくれた。自ら特別な遊戯教育を受けることを志願し、帰ってきた時、見違えるような強さとなって、すべての運命を壊してくれた。私に絡みつくしがらみのすべてを、汚らしくしがみついてくる一族の膿うみ、穢けがれをすべて背負ってくれた……！」

　静火は、水みず葉はが最初から強くなかったことを知っている。

　力無きものだったのに──大切な何かを犠牲にして、自分を助けてくれたのだから。

「だから、だろうな。隷徒に堕おちた際で砕城紅蓮に救われたお前が、自分とかぶる。私は才媛、生徒会の氷剣エストツクなどと呼ばれてはいるが、結局は才能なき凡人に過ぎない」

「あ、そこはわかります。桃花だって普通ですし。遊戯の時とか、紅蓮さまとか可か憐れんさまとか、たま～に楓かえでさんもですけど、何してるのかさっぱりわかりません」

「ああ。だから私は、姉に仕えると誓った。どんな理不尽を受けようと、どんな仕打ちをされようとも、姉の言うがままに、望むがままにしよう、と──」

「あ、そこはちょこっと違います！」

　まるで小学生のように、ビシリと挙手して。

「桃花は、桃花のやりたいことがあります。もちろん紅蓮さまのお望みは最優先ですが、それと同じくらい桃花自身も大切ですし、夢は絶対叶かなえたい。……そう思います！」

「……わがままな奴やつだな、桃もも貝がい」

「はい。おかしいですか？　──静しず火かさんはしたいことって、ないんですか？」

「わからん。……まだ、な」

　水みず葉はに会いたい。話がしたい。だが何を話せばいいのか、わからない。

　論理的思考能力に優れ、分析を最も得意とする生徒会の棋士が、この体たらくとは。

（……無様なものだな）

　虚むなしい自じ嘲ちようを唇くちびるに刻む。今やろうとしている企たくらみすら、ただの思いつき同然だ。

　桃もも花かを利用して何をしよう、とさえ思っていない。そう、ミステリ風に言うならば。

（何をしていいのか、わからない。こんな真ま似ねをしてどうなるとも思わない。動機なき、成り行きまかせの犯罪計画……密室を作るため殺人を犯すような、本末転倒だ）

　だがそうしなければならない、と思う。

　卵の殻を破らねば、ひよこは生まれずに死んでゆくのだから。

「……もう一度、水葉と会うために。お姉様と話す、その答えを得るために」

　だから、これは対等なる同盟だ。揃そろって殻の中にいるちっぽけな雛ひな達たちが、互いの殻を、幼いくちばしでこつこつとつつきあうような──あまりに非力なつながり。

「そのために、私たちはここに来たんだ。……それでいいんだろう、聖せい上じよう院いん？」

「──……うん。遅くなったけど、始める……──」

　ゆらり、幽霊のように筐きよう体たいの陰から現れたのは、聖上院姫ひめ狐こ。

　短めの髪はしっとりと濡ぬれ、パーカーのフードや裾すそからのぞく肌は汗ばんでいる。

「ほわっ、姫狐さんじゃないですか!?　どうしたんですか、お疲れみたいですけど」

「……──水着、見たいって、追いかけられた、から──……。逃げるのに、苦労した。私の、肌なんか、とても、見せる価値なんか、ない……恥ずかしすぎる……──」

　仮面からのぞく頬ほおを真っ赤にしながらうつむく姫狐に、静火は意外なものを感じる。

　生徒会役員として職務をこなす中、真面目まじめに取り組む姫狐とは交流の機会も多かった。だから直通のアドレスを知り、連絡する手段もあったのだが……。

（まるで、普通の女の子のような……）

　こんな乙女らしい顔を見せるようになったのは、ここ最近のことだ。

　かつてのロボットじみた無表情、掠かすれ声の人造人間めいた無機質さとは真逆と言える。

「……変わったな、聖上院。男を知ったせいか？」

「──……そ、そんなんじゃない、まだ……──」

「だが生あい憎にくだがその手の浮ついた話は後だ。選抜戦まで時間がない、始めてくれ」

「──……あ、後でも、しない。それじゃ……──」

　言うと、姫狐はゲーム筐体のタッチパネルにデバイスを滑らせた。

　レトロな体感型筐体だが、それでも時代と共にアップデートが行われている。

　特にＡＲ技術による三次元映像の投影と音響システムは、クオリアの没入感覚には格段に劣るが、遊びには十分以上だ。

　起動した戦場で、機械仕掛けのワニが動き出す。

「──……難易度レベル【狂気】。制限時間三分、ノルマ、連続迎撃四百体……──」

「え？　それって、あの……」

　姫ひめ狐こが設定した難易度に、桃もも花かは指折り数えて計算し。

「三分ってことは百八十秒、ですよね？　連続迎撃四百体ってことは、つまり……」

「だいたい一秒に二、三体倒せばいい計算だ。そら、すぐに始まるぞ。位置につけ」

「ふわわわわわ!?　ちょ、まだ、心の準備がっ!?」

　慌てふためきながらも、桃花は渡された武器、おもちゃのスコップを手に位置につく。塹ざん壕ごうからホイホイと現れるワニの兵士をこれで片っ端から殴り倒していくのだ。

「ひゃわわわわわっ!?」

　間近で爆音。音と風、そして合成された三次元映像が炸さく裂れつする。

　熱なき爆発を間近に感じながら、ワニたちが鋭い牙きばを剥むいて突撃してくる！




「ほ、ほわあああああああああああああっ!?　桃花、おいしくないですよ[image: ][image: ]っ!?」




　パコポコパコポコパココココココ……!!




「ほ、本当にこれで特訓になるんですか～っ!?」

「──……いいから、続けて。次、もう１セット！……──」

「ちょっとくらい休ませてくださいよう。もう慣れましたけど10セット連続ですよ!?」

　ぶーぶーと頬ほおを膨らませつつも、視線は筐きよう体たいからブレず、手はまったく止まらない。

　一秒間に二、三体のワニ迎撃、その矛盾を桃もも貝がい桃花はみごとに叶かなえている。

（この遊戯ゲームの肝は、当たり判定の見極めにある。いかに最低限の圧力で攻撃判定を出し、次のワニの撃退にスムーズに移れるか。余計な力はいらない、それどころか……スコップすら、必要ない）

　傍そばで見守る静しず火かは、そう観察した。

　桃花は今、スコップを捨てて左右の手で直接、途切れずワニを迎撃し続けている。

　その成功率、80％。最初と次の２ゲームを除き、現時点で10セット中８回、狂気の難易度を桃貝桃花は連続でクリアし、スコアを伸ばし続けていた。

（……ワニの出現パターンを記憶しているのか？）

　自分ならそうする、と静火は思う。

　これまでのデータによってワニの出現するパターンはほぼ解析できている。

　そうした挙動を読み、失敗を通じ学習することこそがこの手のゲーム機の攻略法としては正攻法であり、練習は必要ながら安定した勝ち筋が見込める、が──

「はいほいはいほいほいほいほいほいほいほいやーっ、ほい！　はいほいさっさっほいさっさ、ひ[image: ][image: ][image: ]っ、とららららららららららららら、た[image: ][image: ]っ！」

（──違う!!）

　桃もも花かは叫び、阿あ修しゆ羅らの如ごとく両手を振り回す。

　ワニの頭がベコベコと叩たたかれ、旧米軍仕様のヘルメットをかぶった頭部が次々と凹へこみ、戦争映画のような渋い英語で口汚いののしり声をあげながら撤退していく。

　桃花は叫び、声をあげ、全身でリズムをとりながらひたすら両手を動かしていた。

　その視線はまったく淀よどむことなく、身体からだは忙せわしなく動き続けて止まらない。

（記憶ですら、ない。脳内でパターンを再生する刹せつ那なすら惜しいと言わんばかりに）

「──……半信半疑だったけど……──」

　姫ひめ狐こすらも、その異様さに舌を巻く。

　考えていない。思考していない。あたかも、まるで昆虫の如き強制反射。

　脳を介さず目と腕と脊せき椎ずいのみで。肉体の反射反応だけで、ワニを叩いている……！

（そう、１フレームの挙動を競う格闘系遊戯者が求めてやまない『極み』。凄すさまじい集中によって得られる思考なき選択、それをもう三十分以上……！）

　想像した以上の結果に、静しず火かは姫狐に視線を送って同意を求めた。

「……間違いない。そう思うが、どうか？」

「──……うん。静火の、見立て通り……──」

　こくり、と細い首が上下に動いた。

　獅し子し王おう学がく園えんＳランク３位に君臨する彼女が、聖せい上じよう院いん姫狐が、戦せん慄りつしている。

　その嗄かれた喉のどに唾だ液えきを送り込み、強く気を持たねば声を出せなくなるほどに。

「──……桃もも貝がい桃花には、可能性が、ある。最強の遊戯者プレイヤーに至る可能性が……──」

　それはまるで、素人ドライバーを乗せたレーシングカー。

　桁けたはずれのエンジンを載せ、アクセルを踏ふめば地平線までカッ飛ぶ馬力を持ちながら、目的地までたどりつけず、ひたすら事故を起こし続けていた欠陥車だ。

「これほど向き不向きがハッキリわかる遊戯者も珍しい。……論理的思考能力や駆け引き、知識が要求される遊戯ゲームにはまるで向かん。はっきり言って子供以下だ」

「ひ、ひどくないですか、ひどくないですかそれっ」

　ポコポコと叩く手を止めずに抗議する桃花を無視し、静火は続ける。

「だが、考える余地を無くせば──その異様なスペックが回り始める。ケタ外れの反射神経、負担を負担と感じない図太さ、フル稼働を長時間続けても息も切らさぬタフさ」

「──うん。このスペックが完全に回る状況を、作り出すことさえできれば──」

　桃花というブッ壊れたレーシングカーは、すべてをブチ抜いてトップに躍り出る。

　驚くほどワクワクする。胸が躍る。心臓が高鳴り、頬ほおが赤らむ。間抜けな顔をしながら、話の内容もろくに理解できない顔でワニを叩き続けている桃花が、静火には。

「ほえ？」

「……原石だな」

　研磨される前の、鈍にぶい輝きしかもたない宝石に見える。

　磨き上げれば、どこまで達するのか、わからない。

（私とは違う。──才能の限界が、すでに見えている私とは）

　自己分析はとうに終わっていた。遊戯者としての御み嶽たけ原ばら静しず火かは、水みず葉はに劣る。

　Ａランクの最高位は保てるが、Ｓランクには及ばない──。

　トップに噛かみながら頂点に届かない存在。

　永遠の銀メダル、二番手、三番手。そう静火は己を理解し、そして。

「超える手段を、見つけたかもしれない。……どう思う、聖せい上じよう院いん」

「──……可能性は、ある。人狼に対する銀の弾丸、吸血鬼への白木の杭くい……──」

　それは怪物を討つ、致命的な一打。




「──……桃もも貝がい桃もも花かは、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに勝てる。唯一の遊戯者プレイヤーかもしれない……──」

「ふええええええええぇぇぇぇぇぇっ!?」




　それまでにない悲鳴をあげて、桃花はワニの頭を叩たたきつける。

　パコン！　と軽快な音をたてて最後の兵士が倒されると、クリアに伴うムービーが開始。何度も見続けたワニ兵の屍しかばねが転がる戦場を左右から俯ふ瞰かんするカメラワーク。

　子ども騙だましの仮想戦場の中に立ちながら、桃花はぶんぶんと頭を振った。

「ちょっ、ちょっと待ってください！　あのっ、桃花的には強くはなりたいですけどっ、さすがに紅蓮さまに逆らう気とかぜんっぜんまったくないといいますか、そもそも勝てるなんてカケラも思ってないですよ。桃花が虫なら、あの人怪獣じゃないですか！」

「正確な戦力判断だ。それもまた才能だな」

「そ、そんなこと言って持ち上げてもジュースぐらいしかおごりませんよ!?　何ですか、コーラですか、それともコーヒーですか、今すぐパシッて来ますから！」

「いらん。それより話を聞け。……作戦はあるんだろう、聖上院」

「──……ある。別に、砕城紅蓮に敵対する意志は、ない。ただ、純粋な、遊戯者として、競える段階まで至れる可能性がある、ということ……──」

　朝あさ人ととやりとりする時のような浮ついた色は、今の姫ひめ狐こには一切ない。

　そこにあるのは冷徹な、機械じみた思考と評価。デバイスを操作して筐きよう体たいからプレイのデータを読み取りながら、タッチパネルを操作してそれを解析し、判断を下す。

「──……ひとつだけ。ただひとつだけを選び……挑む。それならば、百に……千に、万にひとつの可能性が生まれる。砕城紅蓮の、弱点。それが、私の予想通りなら……──」

「じゃ、弱点ですか!?　紅蓮さまに、そんなの、あるんですか!?」

「──わからない。だからこそ、検証する価値が、ある──」

　今や姫狐と朝人にとって、砕城紅蓮は唯一にして絶対の武器だ。

　朝人は絶対的な信頼を向け、彼を信じて共に戦う覚悟を決めている、そう感じている。

「──……私は、ログを検証した。あの脱出ゲーム、生徒会との戦いのログすべてを。数百、数千、数えきれないほど。砕城紅蓮という遊戯者を、知るために……──」

　それはある意味裏切り行為だ。

　朝あさ人とが信頼する人物を疑い、寝首をかく反乱行為だと幻滅されてもしかたがない。

「──……砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに弱点があるとしたら、それを敵に突かれれば、私たち全員の致命傷。それを洗い出し、対策を立てるには、まず発見しなければならない……──」

　たとえその行為が、朝人や紅蓮の不興を買うことになろうとも──姫ひめ狐こは、それをやる。

「──……それが、私の使命。生徒会監査としての、役目……──」

「嘘うそをつけ。……恋人を守りたい、ただそれだけだろうに」

「……──」

　姫狐は答えず、沈黙する。それそのものが、答えだった。

「難しい話は、よくわからないんですけど……。紅蓮さまに挑む、恩を仇あだで返そうとか、反乱を起こそうとか、そういう感じじゃないんですよね？」

「──……当然。私たちも、砕城紅蓮とは、一いち蓮れん托たく生しよう……──」

「ならいいです。もし裏切る感じだったら、ボキャッてしなきゃいけませんでした！」

「スコップを構えながら言われると正直怖おそろしいからよせ。本気だろう、貴様」

「当然ですよう。桃もも花かはあくまで紅蓮さまの隷徒です。今の身分はともかくとして、一度命を救ってもらい、引き立ててもらって裏切るとか、死んでもいやです！」

　きっぱりと言う桃花には、迷いがまったくない。

　足手まといになりたくない、対等の立場に立ちたいという想おもい、成り上がりへの野心はあっても、決して彼女は恩人を、心を許した身内を傷つけたいとは思っていないのだ。

「私は、桃もも貝がい桃花を鍛えてみたい。……新しい可能性を、見届けたい」

　目指すものを見失った者、御み嶽たけ原ばら静しず火かはそう願い。

「──砕城紅蓮に挑み、その弱点を検証したい。それは、私たちの安全保障──」

　ただひたすら恋人を想い、聖せい上じよう院いん姫狐はそう企たくらみ。

「お二人の考えは難しくてよくわかりません。桃花はただ……ただ、強くなりたいです。……ただのマスコットじゃなくって、紅蓮さまの、可か憐れんさまの、楓かえでさんや、仲良くなったみんなと、いっしょにいられるくらい……強く──」

　ただ力を望む愚者、桃貝桃花は──渇望する。

「──なりだいでずっ!!」

　あらゆるプライドを捨てて力を欲する、少女の叫び。

　三人の思惑は、奇妙にズレながらも符合していた。

「なら、我々は手を組める。この選抜戦に限り、我々はチームを組むべきだろう」

「──……わかった。狙ねらうは、一点突破。ただひとつだけ、この獅し子し王おうレジャーランドで、プレイ可能な遊戯ゲームの中に……桃貝桃花の才能を、最大限活いかせる遊戯が、ある……──」

「そ、そんなものがあるんですか!?　教えてください、桃花に超向いてるんですよね!?」

「──……ええ、それは、ただひとつ……──」

　食いつき、身を乗り出してくる桃花に、姫狐はただ端的に答えた。

[image: ]




「──……桃もも貝がい桃もも花かに最も向いている遊戯ゲームは……『チェス』……──」

「は!?」

「ふぁっ!?」




　異い口く同どう音おんの驚きに、静しず火かと桃花は思わず叫んだ。

「……バカな。私の分析を聞いていたのか？　桃貝桃花は、論理的思考力に極端に欠ける極めてピーキーな遊戯者だ。何百手も先を読み、盤面を予想して手を打つ、チェスのような思考ゲームは、コレには最も向かない遊戯だぞ!?」

「えーと、なんだかものすごいバカにされてる気がしますけど、だいたい合ってるので、べつに怒ったりはしないですよ？　……まったくできる気がしないです、桃花も」

　当事者たちにとって、それは検討にすら値しない提案。

　桃花のタフネスや反射速度を考えれば、たとえばダンスやそれこそクオリアを利用した格闘系ゲームなどを選択し、そのスペックをぶつけるような戦い方をすべきだと思う。

　それが、静火が漠然と思い描いていた『最強喰ぐい』の方程式。

　だが──聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは、二人とは異質な思考のもと、その結論を導いて。

「──……大丈夫。あなたは最強の棋士になれる。きっと……──」

　自信に満ちた掠かすれ声で頷うなずくのだった。





●お兄様へと至る道




「年齢は二十代前半。フリルで腰元を隠すワンピースタイプの水着から保守的な傾向が見られます」

　獅し子し王おうレジャーランド、スパエリア──。

　地下深層から汲くみ上げられた良質の天然温泉を名物とする温泉リゾート。

　利用には水着着用が義務づけられており、男女混浴。露天風呂やジャグジーなどの基本設備から、世界各国の様式を採用した蒸し風呂や砂風呂、岩盤浴も用意されている。

　プールエリアが若者向けなら、こちらは落ち着いた大人向きの設備だ。

　事実、客層は若者より落ち着いた年配者や主婦、ＯＬなどが目立ち、耳障りなはしゃぎ声も少なく、温かでまったりとした湯気の中でくつろいでいる。

　そんな中──贅ぜい沢たくにバスボムが投じられた炭酸風呂、細かな泡がしゅわしゅわと躍る大理石の湯船に、ひときわ目立つ女性客が二人、水着姿で入浴していた。

「短く切りそろえたボブカット、整った乱れのない毛先は頻繁に専門家の手入れがなされている証あかし、耐水性のある化粧を隙なく施していることから……」

　湯に首まで浸つかったひとりが、遠くに立つ別の客をさりげなく観察していた。

　鋭い観察眼が、掛け湯の前で人待ち顔をしている客の情報を解き明かしていく。

　指一本触れることのない人間観察、プロファイリングは気泡の弾はじける音と共に続いた。

「……総じて殿方の視線を意識するより、むしろ同世代の女性の視点を重視していますね。一分以上掛け湯の前から動かないところを見ると待ち合わせ、それもいらいらとした様子を隠さないところから目上の人物ではなく、年齢の近い家族ないし同僚でしょう」

「うーん………………八十点、くらい。観察力、たりない」

　肩が触れるほどの至近距離、こちらは口元まで深く湯に浸かったもうひとりの少女は、ぷかぷかと水面に浮かべたラバーダックのおもちゃをつんつんと弄もてあそびながら言った。

「左手、くすりゆびに指輪のあと。うっすらとだけど、見える？」

「どういう視力をしているんですか。10メートル以上離れて、湯気もあるのに……」

「視力じゃない……観察力。ほら、ときどき……かゆそうにしてる」

「っ……！」

　水着姿で人待ち顔の女性は、時々右手で左手の薬指を擦こすっている。

　一見、それはただ水でふやけた指が痒かゆいだけに見えるが……指の腹ではなく手の甲の側を掻かく仕草は、直前までしていた指輪を外した、その違和感を誤ご魔ま化かすためだと視みえた。

「結婚指輪をはずして、同年代の女性と、いっしょにおふろ……これ、どういうことだと思う？　……一分で、答えて」

「そうですね。あの指を掻く仕草から、指輪のサイズが合っていない、ないし最近合わなくなったものと予想できます。痒みの原因は、その部分の血流が滞った証ですから」

　鋭い眼めは、探偵のそれ。水着姿で並んで入浴するひとり──

　砕さい城じよう可か憐れんは、わずかな反応から女性の素性を解き明かし、論理的に証明していく。

「入浴前に指輪を外すのは紛失や思わぬ怪け我がを防ぐマナーとして納得できます。恐らくは、同年代の既婚者友人グループ、かつさほど親密な関係ではなく、対外的な地位の取り合い、マウントに敏感に反応する程度の距離感。そういった繋つながりではないでしょうか？」

「悪くない。……ほら、答えが、来た」

　深く湯船に浸つかった水みず葉はが矢印のように指さすと、人待ち顔の彼女のもとへ水着の女性が駆けより、何やら談笑しながらゆっくりと掛け湯をするのが見えた。

「総評……九十点。指輪のサイズが変わった理由についても言及すべき」

　そう言いながら地上を見上げる水葉の眼めは、あたかも獲物を狙ねらう鰐わにのようだ。

　水場に近づいてきた獲物にかぶりつく爬は虫ちゆう類るいの如ごとく、標的を論理で解体していく。

「お腹なかを触るしぐさが時折あった。単なる肥満、それによるサイズの変化を見破られないかどうか心配している可能性もあるけれど、それ以上に考慮すべき点がある……」

　指した指を折り曲げ、数えるように水葉は指摘する。

「明らかに気の合わない人物、快く思っていない相手とリゾート施設で待ち合わせている。それも複数人グループではなく二人きり……単独行動のメリットよりリスク回避を重視して、不満を呑のみこんだ結果なのが仕草に表れている。不本意でも単独行動を避さける理由」

「……まさか」

「彼女は、妊娠してる。それも腹部にその傾向が出ない初期段階、それによる体重の変化で指輪が若干きつくなり、かつさほど親しくない相手が来るまで入浴を待っていた」

「……単独行動では、万が一足を滑らせた時の対処などに不安があるからですね？」

「そういうこと。足元に過剰に注意した歩き方からも、ほぼ確定」

　狂気と論理の境にいる獣けもの──それこそが御み嶽たけ原ばら水葉。

　探偵顔負けと称される妹以上の観察力で推理を組み立てながら、必要とあらば放棄する。

（これが……私に足りないもの、ということですか）

　再びその実力を思い知り、可憐は柔らかな唇くちびるをきつく噛かんだ。

　粘りつくように執しつ拗ような観察。自分のそれとて劣るものではないと自負していたが──。こうして直接対決してみると、その深度において歴然たる差があった。

「あなたの読みは正確。でも、執念が足りない。相手の深部、魂の底まで覗のぞきこんで、隅の隅までしゃぶり尽くさないと。──全然、ぬるい」

　先ほどまでのほわほわとした口調とはかけ離れた、残酷なまでの鋭さ。

　遊戯者プレイヤー教育機関、《伊い邪ざ那な美み機き関かん》で培つちかったのは、地雷原を歩むが如き実践の手筋だ。

　１ミリの距離、１グラムの変化が死を招く選択を繰り返し、常にそれに勝ち続けてきた者の凄すごみ──可憐の知る者では、紅ぐ蓮れんのみが持っている感覚。

（それを学べない限り、この先生き残ることはできないでしょう。……お兄様の隣に立つことなく、足手まといとして保護されるだけの存在に堕だする……そんなことは……！）

　可憐にとっては、絶対に我慢できない。

　兄の傍そばに立ち、支える、そのために生きてきたすべてを否定することになってしまう。

　それを避さけるためならば、不ふ倶ぐ戴たい天てんの恋敵である水みず葉はにすら教えを乞こうことも辞さない。自分の誇りなど、捨ててやる。すべては兄と、紅ぐ蓮れんと共に在あり続けるために。

「なに考えてるの？　ぼうっとして。やっぱり危機感、足りないよね？」

「……いえ。もう一度、覚悟を改めていただけです。続きをお願いします、水葉さん」

「わかった。……基本的なスペックで言うなら、わたしとあなたは大差ない」

　違いがあるとするなら、それはプログラムでありフォーマット。

「肉体というハードウェアが同一でも、それを動かす論理が異なれば働き方は真逆になる。体に染みついたぬるい感覚を、遊びでしかない遊戯感覚を研ぎ澄ませばいい」

　それだけで。

「ヒトとバケモノの境界は、かんたんに超えられる。……こんなふうに」

「えっ……がぼっ！　ごほっ!?」

　さりげない言葉の直後、ありえない剛腕が可か憐れんを襲った。

　か細く見える水葉の腕に押さえられ、全身が湯船に沈む。濁った水、気泡が浮いて視界がほぼゼロの中、温泉の熱と成分による血行の促進が思考力を鈍にぶらせていく。

（まさか、ここで私を亡き者にするつもりですか!?）

　一瞬、本気でその疑いが頭を過よぎる。

　そのくらい、御み嶽たけ原ばら水葉という人物のタガの外れぶりは確かだ。

　しかし、彼女のそんな疑惑は、ごぼりと湯船に潜ってきた水葉自身によって払ふつ拭しよくされる。

『………！』

　水中で、あたかも童話における邪悪な人魚のように水葉が嗤わらう。

　手にしたゴムのアヒルをぐにぐにと握り、水中でちらつかせたあと、ある方向へ向けた。

　そこにいるのは──お湯で歪ゆがんだ視界にたゆたう新たな客の姿。距離はちょうど湯船の反対側、３メートルほど先だろう。無数の気泡に遮られて細部はほとんど見えない。

（……不ふ明めい瞭りような獅し子し王おうレジャーランドのロゴ、あれはレンタルの男性用水着。足の長さから推定した身長はおよそ１７０センチ、筋肉質のスポーツマンタイプ──）

　反射的に可憐の頭脳が回転し、その人物の情報を解析する。

　だが脳の活発な活動は血中酸素の低下を招き、一気に胸を搾られるような苦痛が訪れた。

「っ……っ!!　がぼ、ごぼぼっ……!!」

『つらい？　くるしい？　……しんじゃいそう？　あはは、だよね……っ♪』

　愉悦を含んだ声、の、幻聴が聞こえた。

　溺おぼれかけた可憐の耳元で、にまっと微笑ほほえむ水葉の表情から心の声を読んだ結果だ。

　いやらしく愛あい撫ぶするように可憐の身体からだを押さえ、湯船に引き込んだまま出すまいとする水葉は、船乗りを死に誘いざなう海の怪物めいている。

『しにたくなかったら……読んで。裸にして。あの男を、標的を、すべて……！』

『っっっっ!?』

　水中で与えられた課題に、可か憐れんは眼めを剥むく。

　脳内のコマンドがフル稼働し、いくつかの選択肢に基づいて行動を開始。

　指示通り標的の情報を分析しようとする理性、酸欠に喘あえぎ、ピンチを脱するために行動しようとする本能、肉体の反射がせめぎ合う。

（……課題の達成は容易、の、はず。ですが酸素が足りない、このままでは意識の混濁は三秒以内に訪れます。手を振りほどいて呼吸を、いや、課題を……！）

　二つの方針、理性と本能に分かたれた行動。結果として可憐が行ったのは、

「ごぼっ……!?」

　唇くちびるから貴重な空気があふれる。

　解析が終了せず、水みず葉はの手を振りほどけもせず──。

　中途半端な状態で負荷に耐えきれなかった肉体が限界を迎えた、その時だった。

「……んっ」

「けほっ……ぷはあっ!?　ごほ、けほ……っ!?」

　間近に迫せまった顔。唇に触れるか触れないかのスレスレに水葉のそれが重なる。

　わずかに吹き込まれた空気によって、致命的なまでにお湯を飲むのを避さけ──辛うじて湯船から顔を出すと、息も絶え絶えに咳せき込こんでしまう。

「な……何をするのですか!?　私の唇は、お兄様以外の誰にも許しませんよ!?」

「そんなこと言ってる場合じゃ、ないでしょ？」

　お前は何を言っているんだ、とそう言わんばかりの顔で、水葉は可憐を見下ろす。

「せっかく最適解を教えてあげたのに、なんでそうなるの。……ばかなの？」

「最適解……あっ!?」

「そう。あの場面、解析を続行するには酸素が足りない。あるでしょ、至近距離に。酸素を補給可能なタンクが。……わたしっていう、ポイントが。なんで利用しないの？」

　生存本能を抑制するには酸素の補給が必須。

　必要なほんのひと呼吸を得るために、間近にいる水葉の唇を。

　その肺に蓄えられている酸素を奪えばいい。それは、まさに──

「──理外の発想……第三の、選択肢……」

「そう。押しつけられた二択を疑わない、素直さ──それが、砕さい城じよう可憐、最大の弱点」

　良くも悪くも、可憐は理性的な人間だ。兄のことになると変わるものの、自分のために他者を犠牲にすることをためらうごく普通の常識が、その行動を深く制限している。

　設定されたルールに素直に従おうとしすぎる傾向もある。

「フェイクポーカーの時と同じミス。常識を信じちゃダメ。倫理も論理も疑うべき」

「そういうこと、ですか……。くっ……」

　悔しさに身が縮む思いを味わいながら、可憐は泣きそうな顔でうつむく。

「あっ……♪」

　ぶるりと水葉の体が震える。湯の熱さに、ではなく、心の昂たかぶりに肌が火ほ照てる。

「もう……だめだよ、可か憐れんちゃん。興奮しちゃイケナイのに。紅ぐ蓮れんさまと、約束、してるのに。あんまり絶望に染まった顔を見せられたら……ゾクゾクしてきちゃう……♪」

「……私は、あなたにとって、まだ……獲物、というわけですか」

　恐怖を感じる相手に、欲望をそそられるはずがない。

　それは圧倒的に格下──何をされようと対処できると安心しきり、見下している相手に対する反応だ。事実、御み嶽たけ原ばら水みず葉はという怪物には、それだけの実力があった。

（私は、やはり、まだまだ……Ｓランクの領域には、至らない……！）

　同じＳランクとはいえ、水葉やフラヴィアといった怪物とその他の実力は隔絶している。

（佐さ賀か臣とみ仁じんや大おお星ほし大たい成せいを笑えませんね……まだ、私には、足りない）

　思い知らされた可憐の濡ぬれた髪、桜色に熱く染まった耳たぶを食はむように顔を近づけて、水葉はふたたび彼女の心に囁ささやきかける。

「……窮地に陥った時の行動は、体に学ばせるしかない。毎日子どもが減っていく教室で、わたしはそれを知ったの。ぬるい特訓じゃなく、命がけのスリルでね」

「心身へのダメージ、プレッシャーに対する耐性……。それが、怪物と人間の差ですか」

「うーん……それもある、くらいかな？　それだけでもないけど……少なくとも今のままじゃ、話にならない。プレッシャーをかけられた時の能力低下、行動力低下のマイナスが大きすぎる。平常時が１００％なら、極度のストレス下では20％程度しか発揮できてない。これ……致命的……」

　その通り、としか答えようがない。１００％を発揮できたとしてもようやくシブロク、水葉が６で可憐が４ほどの実力差がある。それがさらに８割減では、勝ち目など……。

「……認めます、私の無力を。お兄様に並び立つには、あまりに未熟な自分を」

「へえ、素直。それじゃあ……」

　含みを持たせた水葉の質問に、可憐は自ら濡れた髪をかきあげ、鋭い眼光を向ける。

「──諦あきらめませんよ？　お兄様の隣に立つためなら、たとえ死すとも本望です」

「ふふっ。ふふふ。おもしろいね。その覚悟が本当かどうか、試してあげる……！」

　兄を想おもうが故に、怪物たらんとする凡人と。

　彼を慕うが故に、怪物を辞めようとする少女の特訓は、その日遅くまで続き。




　この日、この時たった今。

　獅し子し王おうレジャーランド・プールエリアで起きている出来事を──知らなかった。





●浜茶屋ソーシャルハッキング




　──同時刻、獅し子し王おうレジャーランド・フードコート。

「ほいっ♪　ミルクたっぷり・ヒエヒエ・氷イチゴですっ。はい、あ[image: ][image: ]ん♪」

「いらないわよ！　……つーか、何これ。イジメ？　イジメのつもり!?」

　近代的なプールサイドに移築された木造の小屋。

　梁はりが露あらわになった古い天井、ほぼ柱のみで作られた風通しのいい座敷に、『ノスタルジック浜茶屋フェア』と記された旗が揺れて、風がジャンクな香りを運んでくる。

　そのどれもが旧時代、人類がいまだ武器を以もつて争っていた時代の文化を復元したものだ。バカンスを満喫している親子連れや老人のざわめきが聞こえる中、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは。

「ふーむ……悪くないな、ボロボロに風化しかけたポスター、今時手回し式のペンギン型かき氷器、ぬるいラーメンに油ギトギトのやきそば、焼きトウモロコシ……！」

「ちょっと。のんきなこと言ってないで、このバカを止めなさいよクソご主人様!!」

「敬称なのか罵ば倒とうなのかわけがわからんぞ、時とき任とう。氷イチゴの何が不満なんだ」

「問題は氷イチゴじゃないわよ！　この自称会長のクッッッソうざい行動にあるワケ！」

　日焼け防止のためだろう。いかにも紫外線に弱そうな白い肌を、いつものウサ耳フードパーカーで隠しつつ、時任ミミは野菜ジュースのグラスをテーブルに叩たたきつけた。

　食卓に並んだ注文の品は、まずそれぞれ手元の飲み物。

　そして紅蓮が頼んだ黄緑色のメロンソーダにカレー丼。そして佐さ々さ木きが注文し、たった今運ばれてきたばかりの、練乳がかかったイチゴ味のかき氷で──。

「んもー。少しはデレてくださいよ、ミミたん。ほら、あ[image: ][image: ]ん♪」

「あ～ん、じゃないわよ！　よくそんなクッッソ恥ずかしい真ま似ねできるわね、アンタ!?」

「インスタ映えのためなら恥を捨てます、佐々木です！　あと自分より時任さんがクッソ恥ずかしそうに身み悶もだえしてるのを見ると、非常にゾクゾクするんですよね……！」

「変態！　変態！　変態っ!!　……いいの砕城紅蓮、アンタの影武者変態よ!?」

「性別問わず、同級生を全裸で家具扱いしてた奴やつに言われてもなあ……」

　メロンソーダのストローをくわえ、健康に悪そうな色の炭酸を堪たん能のうしながら答える。

　プールエリアを離れて数時間。『頼みごと』に由来する作業を済ませ、フードコートにようやく落ち着き、運ばれてきたメニューを味わう余裕もようやく出つつあった。

「まあ、他の客の迷惑にならない程度にしとけ、佐々木。あんまり騒ぎすぎないようにな」

「は～い♪　さあ時任さん、いいえミミたん。カメラあっちでちゅおーっ？　思いっきりキュートな笑顔でぱくっと食べてくだちゃいね、はいテイク２、キュー！」

「映画なのか動画なのか本気でやってるのかからかってるのか、どれなのよ!?　ああもう、頭おかしくなりそう……。断じてごめんよ、ふざけんじゃないわ！」

「あれれー？　隷徒はご主人様に絶対服従、これ獅し子し王おう学がく園えんの決まりですよねー？　なのに元役員の時任さんが自らそれを破るんですか、ぷぷーっ、くすくすーっ♪」

「くあああああ!!　うっっっざ!!　うっっっぜえええええええっっっ……!!」

　わざわざドッと弾はじける外国人の爆笑まで再生しつつからかう佐さ々さ木きに、時とき任とうミミは心底悔しそうに頬ほおを赤らめ、目じりに涙さえ浮かべながら、ふるふると震える。

「あ、あ、あ……あ～……んっ………っっっっ!!」

「あ[image: ][image: ][image: ]ん♪　あ～もう、かわいすぎか！　かわいすぎか！　ミ・ミ・た[image: ][image: ]ん♪」

「頭撫なでるんじゃないわよ！　フードが外れるでしょ！　髪が乱れ、こらあっ!!」

「ん～、うりうりうり♪　はー、堪たん能のうした……。ほんっとミミたんマジかわ傾国のロリ。性格さえ良ければ大天使ですが、控えめに言ってクズなのでそこが残念ですね」

　肌はだ艶つやまでよくなった、満面の笑みで言う佐々木。

　かつての仇きゆう敵てきである時任を前に心底楽しげなその様子は、紅ぐ蓮れんにとっても意外だった。

「前から思ってたが、佐々木。お前、時任のこと嫌いじゃないだろ？」

「ええ。隷徒にされたのはアレですけど、それなりに気持ちよかったので遺恨はないです。それにまあ、顔だけは本当に好みなんですよね、時任さんって」

「……男が女にそうなるのはまあ、わかるんだが。女が女に対してそれはいいのか？」

「いいに決まってるじゃないですかー！　と、佐々木はマジレスします。あと紅蓮さまがそれ言っちゃいます？　前の会長にめっちゃベクトル向けられてる張本人なのに」

「ベクトル？　……意味がわからん」

　はあ、と頬ほお杖づえをつきつつ、湯気のたつカレー丼をスプーンでいただく。

　鰹かつおだろうか、力強いダシとうまみ、豆粒より小さな肉やグリーンピースが米と合う。

「うん、うまい。……可か憐れんの飯も捨てがたいが、こういうのも悪くないな」

「そういえば可憐さまどうしちゃったんですかね？　いつもなら呼ばれる前にやってきて、それこそ紅蓮さまにあ[image: ][image: ][image: ]ん♪とかしまくりそうな気がするんですけど」

「なに、あいつにはあいつなりの人間関係があるんだろう。水みず葉はとスパエリアで温泉三ざん昧まいだってメールも来てたし、仲良くしてるんならそれはそれでいいさ」

　その相手が水葉というのは少々意外、ではあったが。

（これをきっかけに関係が改善されるなら、ありがたいな）

　こればかりは本心から、紅蓮はそう思っている。

　自分を、兄を好きだと言ってくれるのは嬉うれしい。それこそ躍り上がるほどだ。

　だがそれ以上に友達を作り、可憐自身の人間関係を広げてほしいとも思う。

（人とのつながりは、人間性を育てるからな──）

　それがない人間は、どうしてもどこか歪ゆがんでしまう。そういう自覚があるが故に、今、こうして妹たちが傍そばにいないのを寂しいとは、思わない。

「まあ、多少気になるけどな。水葉と一緒だし、変なナンパとかされてたらとか」

「相手を心配した方がいいんじゃない？　闇属性バーサーカーとストーカーでしょ？」

「……そうかもしれんが、もう少し穏やかに言ってやれ」

　ズバリと不安を突いてくる時任ミミに紅蓮が答えた時、佐々木は「にゅふ♪」と不気味に笑い、たっぷりとミルクのかかったかき氷を長柄のスプーンで山盛りにすくった。

「さみしがり屋の紅ぐ蓮れん様。……それはそれで、レアでかわいーですね♪」

「……うるさい。からかうなよ、佐さ々さ木き。あと食うなら早く食え、かき氷。溶けるぞ？」

「いえいえ、こちらはこうするんですよ。さ、妹様に代わりまして……あ[image: ][image: ]んっ♪」

　前のめりになって差し出してくる氷イチゴ。その体勢のせいで意図せずパーカーの前がはだけ、胸が強調されてしまう。

　そこから目をそらし、顔だけなら清せい楚そ系、中身はイタズラ好きの妖よう精せいじみた影武者生徒会長の顔を見ると、紅蓮はわずかに首を傾かしげる。

「その『あーん』ってやつは日常アニメでよく見たが……主に女同士で遊園地やプールに行く時にやってる印象だったんだが、男相手にやって大丈夫なのか？」

「もちろんです♪　……というかそれ紅蓮様が見てるアニメ、偏ってません？　むしろ、こっちの方が王道日常ラブコメだと、全力で主張する佐々木です」

「ふーん……なら、いいか。どれ。あーん……」

　疑問符を残したまま口を開けると、「にゅふふ♪」と溶けかけたアイスクリームめいた笑顔で、佐々木はかき氷をそこへ運ぶ。甘くて冷たい味が口の中に広がり……。

「これはこれで冷たくて美う味まいな。甘ったるいが不思議と後味がさわやかだ」

「……ちょっと。せめて違うスプーン使いなさいよ、それじゃ、間接キスでしょ!?」

「なんだ、そんなこと気にしてるのか。意外と乙女なのな」

[image: ]

「は、はあっ!?　な、なにが乙女よ!!　ビョーキにでもなったら嫌なだけよ！」

「この順番だとむしろ病気持ちは時とき任とうってことになるが、いいのか？　……まあ、たかが唾だ液えきくらいで発病するほどヤワじゃないから安心しろよ」

　赤くなって抗議する時任ミミにそう伝えると、彼女は面食らったように。

「……あんた、もしかして天然？　それとも、計算ずくのタラシかしら。どっちにしてもタチ悪いけど」

「みたらし団子は好きだが、甘いものばっかりってのは嫌だな」

「そのタラシじゃなーい!!　……ああもう、アンタこの場は奢おごるって言ってたわよね？　いいわ、腹いせに一番高いの頼んでやる！　覚悟しなさい！」

「一番高いメニューって、サザエのつぼ焼き（１２８０円）だが……それでいいのか？」

「はうっ!?　磯いそ臭くさい……!?　く、でも、高いの頼まないと損だし、オゴリだし……！」

　葛かつ藤とうする時任を、なぜか鼻息荒くデバイスで撮影する佐さ々さ木き。

　元隷徒とご主人様、立場逆転コンビは、新しい人間関係では最も安定しているようだ。

（妙なもんだ。……楓かえでと桃もも貝がいも、そうだったが）

　遺恨と呼べるものが、あまりない。獅し子し王おう学がく園えんの生徒に特有のものなのか、それとも、彼女たちだけの特別なものなのか、それはわからないが──。

　かつて自分が戦った《黒の採決ブラツクバウト》では、勝者と敗者の漫才じみたやりとりなど、絶対にありえなかった。それが成立する獅子王学園は、まだまともな方だと感じられる。

（あいつなら、きっとぬるいと吐き捨てるだろうが）

　銀髪の男の面影が頭に浮かぶ。拉ら致ちされ、学園を去った人物。

　対決を目前にしながら姿を消した好敵の名を、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは素直に呼びたくなかった。

（……いずれ必ず戻ってくる。あのまがまがしい執念の炎、ちょっとやそっとで消えるとは思えんしな）

　遅いか早いかの違いはある。だが、白しろ王おう子じ透とう夜やは必ず紅蓮のもとへやってくる。

　敵を打ち砕き、困難を乗り越えて自分の心臓に刃やいばを突き立てようとするはずだ。

　それまでに学園を──ようやく手に入れたぬるま湯のような居心地のいいこの場所を、どれほど楽しめるのか。またあの男を目にした時、自分はどうなってしまうのか。

（──その時、俺は、変わらずにいられるだろうか……？）

　いつか来るであろう闘争の予感に、吹き抜ける風を受けながら想おもいを馳はせていると。

「紅蓮さま。ところで、さっきのお願いって、何だったんです？　気になる佐々木です」

「ああ、そういえばまだ話してなかったな。……おい、時任」

　残ったかき氷をしゃくしゃくと味わいつつ、質問する佐々木。紅蓮はサザエの焼き加減を確かめている時任ミミに視線を向け、何気なく言った。

「どうだ？　怪しい会話はあるか？」

「ふー、ふー……あちち……。にゃいわよ、ひまのふぉころ……！」

　焦げたしょうゆが香ばしいサザエの身に息を吹きかけながら、時任はフードに隠れた耳を指さす。そこにはワイヤレスのイヤホンが仕込まれているのを、紅ぐ蓮れんは知っていた。

「あたしの『絶対聴覚』は嘘うそと真実を聞き分ける。ま、発言者の心音が聞けないとガチで正確な音波は拾えないけど、本気で遊んでる人間と監視者の区別くらいなら、声を聞くだけでも楽勝よ、楽勝！」

「人間ポリグラフですか。……つくづくチート級の能力ですよね。負けないわけです」

　それは、ただ『音』という手がかりさえあれば成立する異能。

　心理状態から発言の真偽まで読み取り、相手の心の中を紐ひも解といてしまう才能。

（生まれつきの耳の良さもそうだが、無数のノイズを選別して解析に必要な音だけに集中できるあたり、大したもんだ）

　その点は、紅蓮でさえ認めざるを得ない。

　ただし、あまりに便利な異能故に頼りすぎ、それが敗因となったのだが。

「当然でしょ？　異常体質は、磨かなけりゃただの弱点。能力に昇華してこそ実力よ！」

　誇らしげに時とき任とうミミはなだらかな胸を張る。

「生まれつきの才能を、身近な家族や友達の些さ細さいな嘘を看破しまくって、学園に入学して手に入れた研究室で莫ばく大だいな金突っ込んで研究し尽くして──ようやく実戦で使えるまでに磨き上げたんだから！　人間関係と金を生いけ贄にえに捧ささげた最強のカードよ！」

「あ、だから友達いないんですね、時任さん。さりげなく思ってましたけど、基本ぼっちが多すぎませんか、前生徒会。友達っぽいのがグラサンとメガネだけですけど」

「ほ、ほんっとムカつくわねこのユーチューバーもどき……！　放ほうっときなさいよ！」

　キレる時任、煽あおる佐さ々さ木き。いつものように漫才に入りそうな二人を、

「佐々木、そのくらいにしとけ。今はレーダー役に集中させろ」

「えー？　……と、不満げにしたいところですが紅蓮さまのマジレスを感じてやめます。そのあたり理解のあるタイプですので、危ない橋は渡りません、佐々木です」

「ほんっと嫌な方向に素直ね、アンタ……。でも、本当なの？」

　目を閉じ、フード越しに耳を押さえて『音』に──数時間かけ、レジャーランド内プールエリアを中心に設置した集音マイクのもたらす『声』に集中しながら、時任は訊たずねる。

「見張ってる奴やつがいる、なんて。それもアンタ……紅蓮様や、バケモノじみた勘を持つ、フラヴィアすら見抜けないとか……プロの監視屋か探偵でも雇ったのかしら？」

「さあな。素性はわからんが、視線を感じるのは確かだ。まさに今この瞬間も……な」

　うなじのあたりがチリチリと熱を帯びたように『感じる』。

　監視を受けている気配を、ここに来てからずっとぶれずに紅蓮は感じていた。

「遊戯者プレイヤーは視線や気配に敏感だ。危険のにおいもわからない奴は長生きできないからな」

　そんな人間に対する尾行や監視は並大抵ではない。

　監視カメラの不自然な挙動、放置されたデバイスによる盗聴など、機械的なそれすらも直感的に避さけてしまう。人間の勘というやつは、バカにできないものだ。

「……時任さんのこと言えないですね、紅蓮さま。ほぼ超能力だと佐々木は思います」

「単なる経験だ。いいことばかりでもない。気の休まる暇がなくなるしな」

　鈍感でいられたらどれだけ楽かと紅ぐ蓮れんは思う。敏さといことは武器であると同時に不幸だ。

「ま、それは仕掛け方がショボいだけでもあるけどね？」

　自信ありげに時とき任とうミミは小さな指を立てる。

「特定のナニカに向けて設置した時点でそこに『意志』が出るのよ。漠然とあたりを映してるはずの監視カメラのピントが個人に合ったりしたら、そりゃ怪しいでしょ？」

「それはそうですねえ……。じゃ、どうしたらいいんですか？」

「罠わなと一緒よ。点じゃなくて面でカバーするの。たとえば今あたし達たちがいる浜茶屋、この奥座敷から視線が通るのは、壁や柱の位置取りから限られてくるでしょ？」

　大勢の客がひしめく、食堂部分。そして壁のないプール側に開けた空間。

　景観も考慮され、美しい観葉植物で飾られたそれらに──。

「盗聴マイクを『置く』の。こっちを監視したい誰かがいるなら、そいつらにとって都合のいい位置を予測して、来ざるをえない場所にね。爆弾と同じよ」

　それは、戦略的に重要なポイントを押さえるために仕掛けるトラップ。

「けど、敵が必ず来る場所に置くってことは……見つかっちゃう危険もあるんじゃ？」

「バカね、それこそ想定済みよ。爆弾ってのはね──」

　あどけない顔に似合わぬ狡こう猾かつさで、時任ミミはウサ耳フードの奥で嗤わらう。

「──解除しようと触れた瞬間に炸さく裂れつさせるのが、効くんだから！」




　ビイイイイイイッ！　ビイイイイイッ……！




「きゃああっ、何!?」

「ブザー……おいおい、迷惑だな。火事、じゃないよな？」

　けたたましい警告音と、一般人のざわめきが三人の耳に入る。その源は浜茶屋のそば、こちらを監視するには最も好都合なプールサイド、観葉植物の鉢のすぐ近くだ。

「わわ……！　あの音、時任さんの仕掛けですか!?」

「当然でしょ。認可されたデバイスを持った人間以外が触ろうもんなら、即警告音がする。それがあたしの特製マイクなの。ほら、そこよ！」

　勢いよく座敷に立ち、畳の上で仁王立ちしながら時任ミミが指した、その先には……。

「うるさ[image: ][image: ]い！　何これ、変なとこ触っちゃった!?」

「お、俺、触ってないもんね！　怒られても知らねーぞー！」

「あ、こら、ひとりにしないでよー！　逃げないでー、うわーんっ！」

　ポイ。コロコロコロ、カツン……。

「小学生に即捨てられてますけど、今どんな気持ちですか？　佐さ々さ木きです！」

「……ッさいわね!!　こらっ、ガキンチョども～っ!!　高いのよ、それ!!」

　植木鉢に隠していた盗聴マイクをつまみあげていた小学生が、大慌てで逃げていく。

　すると時とき任とうの大声のせいかバランスを崩し、手にしていた風船がパッと離れた。子供は一瞬それを見上げたものの、怒られる恐怖が勝ったのか、勢いを落とさず走る。

（赤と青……入り口でピエロが配ってたのと同じ、風船か）

　ドーム状の天井近くまでふわふわと浮かぶそれを視線で追う。

　逃げていく小学生、周囲の群衆を──ピントを合わさず、広域レンズのように『視み』る。

「あー、もう……。とりあえずマイク拾ってくるわ。踏ふまれて壊れたらもったいないし」

「どうせ生徒会の予算ちょろまかして買ったんですよね？　と指摘するのは佐さ々さ木きです。今、時任さん自由になるお金もポイントもろくにないはずですし」

「……必要経費よ！　いいでしょ、それくらい。実際役に立ってるんだから！」

「かまわない。おかげで、だいたいの敵の意図が『視えた』からな」

　億おつ劫くうげに席を立つ時任に続き、紅ぐ蓮れんは座敷に立ち上がりながら言った。

「は!?　『視えた』って……どういうことよ。監視者の正体がわかったの!?」

「ああ。どうも漠然とした感じだと思ったが……連中のやり口はお前と同じだ、時任」

　畳を踏みしめて立つと、紅蓮は卓上の爪つま楊よう枝じを一本つまみ取る。

　空高く昇っていく風船を睨にらみながら狙ねらいを定め、指二本で挟んだそれを投げつける。

　パァン！　……カチャン。

「うわ、命中！　……やりますねー、紅蓮様。射的ゲームとか大得意ですか？」

「軽すぎて人に刺さったりはしないがな。爪楊枝じゃせいぜい風船を割るのが限界だ」

　ミサイルのように飛んだ爪楊枝に当たり、破裂した風船が落ちてくる。

　紅蓮が無人のタイルに触れてかすかな金属音をたてた残骸に歩み寄ると、盗聴マイクを回収してブザー音を止めた時任ミミが、興味深げに覗のぞきこんだ。

「今の音……何？　風船にしちゃ、落ちる時の音が硬かった気がするんだけど」

「ああ。ここだ、見ろ。膨らんだ風船を留めてるバンドに、直径３ミリ程度のプレートがついてるだろ。こいつはナノサイズカメラと映像の送信器、モノアイレールだ」

「ふぁっ!?　ち、小っさ……！　大戦期の技術!?　スパイ一つにいくら使ってるのよ!!」

　遊戯ゲームですべてが決まる以前の旧時代、軍事技術は極限の進歩を遂げた。

　封印された技術には映像技術も存在し、極微サイズの情報機器は一部の医療器具などを除き、ある程度のサイズをもつよう自粛している。

「いわば、入り口で配った風船すべてが監視の眼めに化けるシステムだ。俺が感じた視線は、このレンズの操作によるものか。レールの挙動が、人体のそれにかなり近いからな」

「うわっ……マジヤバです、これ。ちっちゃすぎてロマンを感じます、佐々木です！」

　はー、なるほどなー、と感心しつつ、極微レンズを動かす佐々木。

　風船部分がソーラーパネルの役割を果たし、映像を独自ネットワークで常時送信可能なこれと比べれば、時任ミミの盗聴マイクなど玩具おもちやと変わらない。

「このカメラつき風船を配ってた人が、その……スパイですか？」

「ああ。これはこれでクソ高いからな。一日の入場者数が五万弱としてその半分、二万個以上配ってる風船、全部が監視カメラつきとは思えん。つまり……」

　エントランスで風船を配っていた──ピエロ。その中に監視者が紛れているはずだ。

「痕跡を残さない独自ネットの使用には距離制限があるからな。近くにいるはずだ」

「そこまでわかれば話は早いわ。……理事長に連絡して、警備に調べさせましょ」

「ちょっと待て、時とき任とう。その前に、ちょっと試してみたいことがある」

「はあ？　……外国だかどこだかのスパイが紛れ込んでる、その証拠もあるのに、のんきに監視されながら何をするのよ。意味わかんないわよ！」

「ま、わからなくて問題ない。……役に立ってくれたな、時任。お前は待機、サザエでも食べながら三十分ほど待って、俺が戻ってこなかったらインチキ親父おやじに通報しろ」

　監視カメラをつまみ、軽く背伸びをしながら言う紅ぐ蓮れんに、時任ミミは信じられないものを見るように目を見開いてから……くるりと背を向け、ふたたび座敷へ戻っていく。

「フン、いいわよ……勝手にしたら？　ここのお会計、払っていきなさいよ！」

「ああ言ってますけど、『気になるからついていきたかったのにっ、ぷんぷん☆』くらい思ってる感じですので気を悪くしないでくださいね、紅蓮様。佐さ々さ木きです！」

「余計な通訳するんじゃないわよ!!　……アンタもこっち来るんじゃないの？」

　途中で振り返った時任に、佐々木は、んー、と迷いつつも軽く手を振った。

「時任さんと違いまして、私は紅蓮さまに引き立ててもらった立場ですからー。万が一、何かの時には佐々木バリヤーくらいには使ってもらうべきかな、と……！」

「いらないわよ、常識的に考えて。タマヨケにもならないでしょ」

「……そうだな。鈍どんくさいし、普通に待ってていいんだぞ、佐々木？」

　時任の辛しん辣らつな評価に加え、紅蓮もまた助け船を出す。

　だが、軽いようで頑固かつ律儀な少女は、わずかに迷った仕草を見せながらも──。

「佐々木は可か憐れんさまがいない間、お目つけ役をするよう言いつけられてますから♪」

「勝手にしろ。……やれやれ」

　腕を組むように抱きついてくる彼女を連れて、紅蓮はプールエリアを歩き出すのだった。





　　　　＊






　そのまま歩くこと、十数分──。

「おトイレとかシャワールームってメディアだとやけに人がいない感じになりますけど、現実だと常に誰かいますよね。ある意味大人気といいますか」

「そりゃそうだ。……おい、震えてるぞ。怖いなら今から浜茶屋に戻ってろ、佐々木」

「い、いえっ！　この浮気的シチュエーションに、興奮が隠せないだけです佐々木です。これが……そう、ＮＴＲ！」

「えぬてぃーあーる？　……よくわからんが、ロクなものじゃなさそうだな。いいから、黙って歩け」

「ふぁ、ふぁいっ」

　組んだ腕から高めの体温を伝えてくる佐さ々さ木きを連れて、紅ぐ蓮れんはプールエリアを歩く。

　人気のないアトラクション、観葉植物の陰、調度品が作る死角を渡り歩く姿は、あたかも衆目を避さけていちゃつく場所を探すカップルのようだ。

　だが──紅蓮に、そんな甘い空気はない。

　視線を感じとり、周囲から人が減るたび強くなっていくその位置を探っていた。

　バックヤードにほど近い職員用通路に、大きく『風船』と書かれた箱が置いてあった。その角に、長い足を組みながら腰を下ろした人物──スラリとした尖とがったスタイルの男。

（……こいつか）

「ケヒョッ？」

　ニカッ、と音がしそうな貌かおでそいつは笑む。貌は白く塗られ、肌の色はわからない。

　目元に施された刺青いれずみは月や星の図形を描き、澄んだ氷色の唇くちびるは艶つや々つやと光る。

　虹にじ色に染められた髪は王侯貴族のようにカールしながら、冠かぶった紫色のトップ・ハットを飾るように煌きらめいていた。

「よぉ～こそ、砕さい城じよう紅蓮サマ。お待ちしておりましたョ、ホッ♪」

「見た事のない面つらだな。……名乗れよ、道化師」

「ヒヒッ。そんなそんな、アナタほどのお方を前にワタクシ如ごときが名乗るなど！　そう、ワタクシを呼ぶのに個体名など必要ありません。ただ今のお言葉、そのままに──」

　おどけた仕草。からかい、おちょくり、嘲あざける色を隠しもせぬままに。

「道化師クラウンと。罵ののしるようにお呼びくださいマセ!!　ヒーッヒヒヒ!!」

　甲高く奇矯な名乗りが上がる。

　常人なら顔をしかめ、ベロベロと蠢うごめく舌に、鼓膜に突き刺さるような響きに嫌悪を感じずにはいられないだろう。腹を抱えて笑い転げるその仕草、沸き上がる歓喜の表現に──。

「クラウン、ね。素性を隠すための偽名としちゃストレートでつまらないな。その名前で《黒の採決ブラツクバウト》に出てるのか、遊戯者プレイヤー？」

「つま、らない……？」

　大げさにショックを受けたように硬直し、しかし次の瞬間、クラウンは異様なまでに整った歯並びを見せつけるように笑いだした。

「ヒヒ、ホヒョヒヒヒ！　ヒヒヒヒフーフー、ウヒャホヒヒヒ!!　つまらない、つまらない、つまらなぁ～いなんてあんまりだァーッ!!　ウケない道化は『死』あるのみデス！　嗚あ呼あ、ワタクシは死んだほうがよろしいデスか？　…………………………ミラ様ッ!!」

　その名を聞いた瞬間、紅蓮は眉まゆをひそめる。

「なるほど。……道理で覚えのある殺気だと思った」

「紅蓮さま、何ですかこの変態？　通報します？」

「いらん。余計な真ま似ねをせず、動くな佐々木。──死にたくなかったらな」

「──ッ!?」

　悲鳴は、押し殺されたまましじまに消える。

　紅ぐ蓮れんの腕にしがみついていた佐さ々さ木き、その背後。

　一切気配を感じさせず、いつのまにか観葉植物の陰に佇たたずんでいた人物がいた。

　白髪は処女雪のごとく、その故郷を暗示するかのような白い肌と相まって、雪原に佇む針葉樹のごとく、どことなく孤立した雰囲気を放っている。




「久しぶりだな、砕さい城じよう紅蓮」

「お前か。──ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ」




　胸元に麗しい造花を飾った水着。染みひとつない純白のビキニをまとった女は、握った特殊ナイフを佐々木の背中につきつけながら、女め豹ひようのように微笑ほほえんでいた。





　　　　＊






「動くな、佐々木。そいつはただの遊戯者プレイヤーじゃない。ＫＧＢの流れをくむ軍隊格闘技術、スパイ知識を叩たたき込こまれた、盤外戦術上等の特殊工作員だ」

　遊戯ゲームですべてが決する時代でも過激な思想を持つ者は当然いる。

　クオリアは遊戯開始後こそ絶対の審判機能となるが、遊戯の外側、不慮の事故死や事件の立証能力など持たない。
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　もちろん盤外戦は不正以外の何物でもなく、真相が明らかとなればたちまち失格、国際社会から多大な批判を浴びることとなるだろう。

　だが、もしもバレなければ？

　歴史を紐ひも解といても、真相が闇に葬られた暗殺事件などいくらでもある。

　旧時代のスパイ技術を継承していれば、誘拐、脅迫、毒物、暗殺などをバレずにやってのけることくらいさほど難しいことではないのだ。

　ゆえに『遊戯ゲームは挑む前に結果が決まっている』という言葉を金きん科か玉ぎよく条じようとして、ロシアの国家遊戯者たちはさまざまな闇の技術を操っている。

「──そのスペツナズ・ナイフは５メートル離れてもヒトの心臓を貫く。この距離なら、万が一にも外れはしない。死にたくなかったらじっとしてろ」

「ふぁ……っ!?　何ですかその超絶リーチ。ビームでも出るんですか!?」

「出るのは刃やいばだ。スイッチひとつでナイフが文字通り飛び出す、手裏剣みたいなもんだ」

　グリップ部分に仕込まれたスプリングがスイッチひとつで刀身を発射する特殊ナイフ。

　旧ロシアの暗部を象徴する武器に動揺する佐さ々さ木きをなだめ、そっと背中に触れる。

「落ち着け。……大丈夫だ」

「ふ、ふぁい……！」

　びくん、と震えた佐々木がすがりつく手を解かずに、紅ぐ蓮れんは振り向く。

　そんな彼と、蒼あおい眼めで視線を合わせながら──。

「君と話が、したかった。だからこうして誘い出したワケだが──」

　ひくりと眉まゆを吊つり上あげて、ミラはナイフをつきつけながら責めるように言う。

「──見せつけてくれるな。寂しい、切ない、私が言う資格などないが……妙な気分だ」

「今更おままごとの続きか？　あの日、俺達たちの関係は終わったはずだ」

　それに、と短く言葉を連ね──ほのかに朱あかく光る紅蓮の眼が、ミラを貫く。

「わずかな綺き麗れいな思い出さえ、口にするたび汚れていく。……だろ？」

「……ひどい言われようだな。たしかに不ぶ躾しつけな再会かもしれないが……」

　ミラは嘆き、ナイフの刃先がぶれることなくつきつけながら続けた。

「旧交を温めたかっただけだ。クオリア分枝争奪戦、《獣王遊戯祭ベステイア》のロシア代表として──日本を背負って来るであろう、君とな」

「待てよ。……ロシア代表？　遊戯教育校の？」

「ああ。父上の願い、強いロシアを私が復活させる。そのために遊戯教育の強化が──」

「いや、問題はそこじゃない。お前、俺より年上だったろう。確か二十歳過ぎ……だったよな」

「………………………………………………」

　一瞬の沈黙。

「旧時代の栄光を取り戻すために我らが祖国、ロシアの旗を背負い──」

「話を続けんな。質問に答えろ」

「……君の覚え違いだろう。私の戸籍上の年齢はあくまで十七歳さい。現役のじぇーけーだ。ナウでヤングなギャルだからプリクラもエンコーも余裕だぞ」

「日本のＪＫに対する根拠ない風評が含まれてるぞ、それ。だいたい三次大戦よりも前のスラングを使いまくってるが、いつのデータベースを参照したんだ？」

「最終更新履歴は２０２０年代だったかな。二十年間分の日本の女子高生文化を研究したつもりだが、まずかったか……？」

「当たり前だ。クソマジメなのはいいが、日常を舐なめるな。遊戯ゲームのルールより複雑だ」

　そもそも第三次世界大戦終結後、各国の大幅な軍縮に伴いスパイも消えたのだ。

　ロシアが持つ日本の資料も当然戦前で止まっている。

「そ、そうか……。リサーチ不足、だったか。担当者はシベリア送りだな……」

「……お二人、お知り合いですか？　なんだか仲良しっぽいですが、佐さ々さ木きです？」

　シュンとうつむき物騒なことを口走るミラと紅ぐ蓮れんとを見比べて、佐々木はぽつりと訊きく。

「発言を許した覚えはない。沈黙していろ、日本人イポーシユカ」

「一般人相手に凄すごむなよ。だいたい挨あい拶さつとか言いながら武器を向けてる時点で、言い逃れようのない不作法だろうが。──陰湿で野蛮なやり口、何も変わってないな」

　頬ほおを打つような紅蓮の言葉に、ミラは露骨に顔をしかめる。

「……まだ、怒っているのか？」

「そんな感情が起きるほど、お前は重要な存在じゃない」

「ひどい言い方をする。……傷つくぞ、それは。私とて、人間なのだから」

「人間？　──なりそこないだろ。俺も、お前も。二年前、それを証明したはずだ」

　哀かなしげな言葉を否定するように返され、ミラはわずかに言葉を切る。

「……。そうだな。だが、一方的に罵ののしられる謂いわれはない」

「ま、お互い様ではあるな」

「あの、紅蓮さま……。お二人は、その……」

　怯おびえながら疑問を口にする佐々木。

　紅蓮は、そんな彼女の目を一いち瞥べつし、記憶を掘り返すように言った。

「こいつは、俺にとって最初の『女め狐ぎつね』だ」

　ナイフの鋭い刃先を見据えながら、話しはじめる。

「俺は当時、雇われの遊戯者プレイヤーみたいなことをしていてな。さるオホーツク海沖の海底資源、サハリン付近の油田、天然ガス、メタンハイドレートなんかの採掘権を巡る遊戯に出た」

「え？　サハリン沖って……アラビア以上の埋蔵量があるって、アレですか!?　前に何かのニュースで見ましたよ。日本企業が開発権をロシアから格安で買い取ったって……！」

「ああ、それだ。買収をめぐる遊戯に、ちょっとな」

「ちょっとってレベルじゃありませんよ!?　じゃあ、その時勝負した相手が……！」

　早合点する佐々木に、紅蓮はふう……と軽くため息をつく。

「違う。そいつは当時、髪を染めていた。国籍も何もかも偽装して、日本人に化けていた。ただ当時から演技はヘタクソで、微妙にロシア訛なまりのある──」

　それは思い出したくない記憶だ。

「──『普通』の少女を装ってた。俺のまったく知らない世界について教えてくれたんだ。学校とか、友達とか、美しい世界のことを、たくさん」

「ああ。楽しかったな。──紅ぐ蓮れん」

「ヒョホホホホホホホ!!　……でもそれ、ぜーんぶ、ウソだったんデスよねえ──ッ♪」

　しみじみと言ったミラと正反対の位置で、けたたましくクラウンが嘲あざける。

「当時の紅蓮サマは今以上に無知無知の無知！　それこそミラ様以下！　スラングひとつロクに知らない、世間知らずの遊戯者デシタ。しかたないデスよねー、まあ！」

　舞台役者のように大仰に肩をすくめるクラウン。

「外の世界を知らせないコト。それが疑問を抱かせない最高の手段デス！　自由の甘さを知らなければ欲することはない──漠然とした憧あこがれ、それはまさに禁断の、果実ッ!!」

「ああ。そうだな。……そうだった」

　当時の紅蓮は、機械だった。

　その異能の導くままに、妹のため、家族のために、己を殺して戦い続けていた。

「だから──お前が垣かい間ま見みせてくれた日常が、ひどく眩まぶしかった」

「たとえ、偽者だとわかっていても……か？」

　自じ嘲ちようするように、ミラは笑む。二年前、その時の記憶を彼女も思い起こして。

「私の誘惑を、お前は理解していた。お前が最も望む餌えさを、甘い蜜を与える私を──信じ、それでいて心の底で嘘うそだと見破っていたはずだ。そうでなければ──」

「ああ。わかっていたさ。お前がロシア側の用意した罠わな、ハニトラ要員だってことくらい、考えるまでもなくわかる──現地で雇ってたコーディネーター、俺の世話役を買収して、本家の了解をとったと嘘までついて、婚約の手て筈はずまで整えてな」

「こ、こんにゃく……っ!?　マジですか、それっ!?」

「あわよくばそのまま俺を抱き込んでロシアへ連れ帰るつもりだった、それだけだ。だが、当然そんな工作がバレないはずがない。というより──」

　苦笑と共に、紅蓮はミラの蒼あおい瞳ひとみをじっと見つめた。

「最後までつき通すつもりもなかったんだろう、あんな嘘は。俺もお前も嘘だと理解して、それでいてお互いに甘い時間を楽しんでいた。仮面を被かぶった恋人として」

　恋愛ゲームを、自分にあるはずのないロマンスを、物語を……楽しんでいた。

「あんなものは恋じゃない。打算と陰謀の塊めいた、ロールプレイングだ」

「ああ。……そうだな。だが……楽しかった、そういう気持ちは、あったよ」

「目を開けたまま夢を見るのはよせよ、ミラ。くだらない、終わったことだ」

　あまりにも手厳しい紅蓮の言葉に、傷ついたように──。

　あるいはそれさえも演技か、ミラはすっと息を呑のみ、ナイフの刃先を彼へ向ける。

「……そうだな。あの頃から君は、ぶれなかった。私の心が揺れているのを見抜き、逆に私を利用することで、ロシアを敗北に導いた」

「勝負の場で弱点を晒さらす方が悪い」

「ああ。あの件で私の評価は一気に下落した。当然だな。莫ばく大だいな金を費やし、二度と不可能と言われる手間をかけ、砕さい城じよう本家の眼めをくぐった工作のすべてが無駄になった」

　ミラは、ガリッと歯を鳴らし。

「……その絶望が、どれほどか。お前という存在に束つかの間ま目を奪われた、小娘の恋の代償としては、あまりにも大きすぎる。そうは思わないか……？　砕城紅ぐ蓮れん!!」

　──ビシュッ!!

　至近距離。頬ほおスレスレを飛び、壁に突き刺さったナイフの刃やいばに一歩も動じることなく。

「別に。……勝手にのぼせて、勝手に敗まけた。それだけだろ、ミラ」

「ぐ、紅蓮さま……血、血が出てますよ!?」

「気にするな、かすり傷だ。暴力で俺を始末したとしても無駄だ。ペナルティは何百倍もの負債となって、こいつの愛する国とやらをあらゆる面で潰つぶすからな」

　親指で壁際の監視カメラを示しながら、紅蓮は哂わらう。

　そう──遊戯ゲームですべてが決まる時代の、それが掟おきてだ。

　ルール違反が明るみになれば、世界すべてが敵となる。たとえ強国であろうとも。

「ここは獅し子し王おう学がく園えんの関連施設、クオリア分枝の管理下だ。せいぜい玩具おもちやじみたナイフを持ち込むのが限界、これ以上騒げば遊戯どころじゃなくなる。そうだろう？」

「……面つら憎にくいほど冷静な男だ。だが、そんなお前だからこそ──」

　石炭のような熱を秘めた蒼あおい視線が、血の滴したたる頬に突き刺さる。

「今度は負けない。私はお前より弱い、だが──弱い者が必ず負けるとは、限らない」

「当然だな。運の要素がある以上、不敗はただのおとぎ話だ」

「五年間不敗の貴様が、それを自ら否定するか。……まあ、いい」

　つかつかと歩み寄ると、ミラは壁に手を突くように──ナイフの刃先を再び柄つかに繋つなぐ。

　思い切り押し込むと、カチリと音がして刃が固定され、それをガンマンのような手際で鞘さやに納めると、その豊かな胸の谷間に隠して。

「覚えておけ、紅蓮。君の首は──この私が、必ず頂く」

「ヒョホホホホ!!　そうデスよ、覚えておいて……へぶしっ!?」

「ああ、失敬。……うるさいんでな、蠅はえかと思った」

　馴なれ馴なれしく耳元で笑い出したクラウンの鼻を、紅蓮の裏拳が思い切り凹へこませた。

　白くて長い西洋人の鼻が折れ、だくだくと鼻血があふれる。声もなく気絶した道化師を、ミラはニヤリと笑いながら見おろして、血に汚れた腹にミュールを履いた足を乗せた。

「相変わらず容赦のない男だ。……遊戯ですべてが決まる時代でなくとも、暴力の時代だろうとも、君と私はそういう運命──戦いの中で出会っていた気がするよ」

「妄想だな。そろそろ失うせろ。これ以上は──」

　そこで切られた言葉の凄すごみに、佐さ々さ木きはぞくっと震えた。

（この人……本当に紅ぐ蓮れんさま、ですよね……？）

　あの浜茶屋からずっと感じていた。

　どことなく愉快で優しい、穏やかな空気が今の紅蓮には欠けている。

　いつもの、そう……可か憐れんや楓かえで、桃もも花かと過ごしている、あの時とは。

（私じゃ、だめ……なんですね。まだ……）

　佐々木は深く、そう思い知らされた気がした。

　自分ではだめだ。

　紅蓮を怪物から引き戻すための力が──関係の蓄積が、足りない。

「耳元でブンブン飛ばれちゃうざったい。このピエロは当分こっちで拘束させてもらう。先の攻撃に対するペナルティだ──強制送還までしばらく会えそうもないな」

「かまわんさ。何ならスパイ容疑で立件するがいい、何も出てこないだろうが」

「薄情な奴やつだな。ロシア側の工作員だろうに。……外交ルートからの抗議ひとつせずに、国境を越えて出せるほどの遊戯者を使い捨てるつもりか？」

「それは特別だ。いくらでも代わりはいるからな」

　ミラはそう言い、落ち着いた足取りで振り返る。

　優雅ささえ感じさせる歩き方で立ち去る姿を見送ると、紅蓮はようやく息をついた。

「やれやれ。……巻き込んで悪かったな、佐々木」

「い、いえっ。そんなことありませんですよ、佐々木は佐々木なので平気です佐々木!!」

「よくわからんがバグったみたいな喋しやべり方になってるぞ。……落ち着いてデバイスを出せ。理事長の奴に電話して警備員を呼んで、このクソ怪しい男を拘束させるんだ」

「は、はい……。呼びますね？」

　デバイスを取り、学園長を呼び出す佐々木。鼻血を噴きながら「フヒッ……♪」となおニヤニヤ笑っているクラウンを見おろしながら、紅蓮は顎あごに手をかけた。

「……これだけか？」

　潜入工作員という手札を晒さらし、ミラという遊戯者プレイヤーが姿を見せてまで。

　ただ昔話をしただけで撤退するなど──リスクにリターンが釣り合わない。

　引っかかる。何かある。だが、そうして引き起こされる警戒、常ならぬ動きこそが狙ねらいとも考えられる。こういう時こそ、ヘタな動きは隙を生み、ミスを招くものだ。

（……何をしてこようが、かまわない。顔を出したら、潰つぶすまでだ）

　朱あかく輝く眼めで、真っ青な空を仰ぐ紅蓮の貌かおは。




「──遊びの顔じゃ、ないですよ……」




　佐々木の呟つぶやきが、誰よりも正確に表していて──。

　それから二日間、他の誰にも見せることはなかった。





●不穏のバイキング




「……腹が重いな。昨夜の晩飯、あれが利いたか」

「思い出すだけで舌がとろけそうです。超極厚・霜降り・和牛……バーベキュー食べ放題。しかも他人のお金！　他人のお金ですよ！」

「もういっそ清すが々すがしささえ感じるほど図ずう々ずうしいですわね、桃もも花かさん。確かにあれは最上の和牛、舌がとろけそうな逸品でしたが」

「ホルスタインが牛を食べていいんですかね。ともぐい？」

「……マスコット風の笑顔でエグいこと言わないでくださいまし!!　というか、あれだけたらふく食べていたのに、朝食までそんな山盛り取って大丈夫ですの？」

「ホテルの朝、バイキングといえばたらふく食べるのが礼儀です。大丈夫、カケラひとつも残しませんから！　ほらほら、このソーセージ、ものすごく美お味いしいですよ？」

　獅し子し王おうレジャーランド、ホテルエリアのレストランフロア。

　華麗に整えられた朝食用バイキングの片隅に、いつものメンバーが座っている。

　連日のごちそう責めに若干胃もたれ気味の紅ぐ蓮れん、そして和洋中の料理の中から高そうなものを取り皿に積み上げている桃花、クロワッサンと卵料理をつまむ楓かえで──。

「桃花さんの有効利用法がもうひとつ発見できました、お兄様。バイキングに解き放つと、異様な嗅きゆう覚かくで美味しいものだけさらってきます」

「トリュフをさがす……ブタさん？」

「朝っぱらからキレキレだな、可か憐れんも水みず葉はも。さすがにその言い草は可哀かわい想そうだろ。……しかし、どんなに美う味まくて豪華で高級だろうと、この手の飯が続くとうんざりするな。もう帰りたい気分だ……」

　獅子王レジャーランド滞在、最終日。三日目の朝──。

　朝らしくシャツやショートパンツなどの軽装で左右に侍はべる可憐と水葉に挟まれて、紅蓮は頬ほお杖づえをつきながら、どこかのパーティ会場と見み紛まがうバイキング料理を眺めている。

　和洋中、ありとあらゆる料理が揃そろっているかのようなラインナップ。

　新鮮な野菜に、肉や魚のグリルはもちろん、目を惹ひくのは宝石めいた魚卵の山だ。

（──ロシア産のイクラにキャビア、キングサーモン。ユーコン川付近の漁業権を巡って、面倒な遊戯ゲームをやらかした記憶があるな。あれ以来国内流通がだいぶ増えたが──）

　盛り放題、食べ放題の海鮮丼。メイン料理らしく、つやつやと光る極上の海産物が光り輝くありさまをうんざりと眺め、紅蓮は何を見ても蘇よみがえる嫌な記憶に悩まされていた。

「お兄様、お疲れのようですが……ホテルはお気に召しませんでしたか？」

「ああ。バカ広いベッドだの、海が見える眺望だの、その手のものは見飽きてるしな……。俺をもてなすなら汚し放題散らかし放題四畳半生活とかを用意してほしい。まあ、昨日やった枕まくら投げ大会は面白かったが」

「……ぶい。うぃなー。ふふ、ふふふふふ……」

「水みず葉はさんはずるすぎます。いくらぶつけられても怯ひるまないなんて。これだからＳＭ兼用バーサーカーシープは！」

　指を二本立てて淫いん靡びに笑う水葉と、ぷんすか怒る可か憐れん。二人を眺めながら、紅ぐ蓮れんは思う。

　いろいろあったとはいえ、レジャーランドでの二日間は楽しめた。

　初日こそ邪魔が入ったものの──ビーチエリアでの海水浴にビーチバレーで汗を流し、夜はスパエリアで肌のケアを受けながら温泉でじっくり疲れをとり、花火見物。

　紅蓮憧あこがれの出店に並び、さまざまなインチキくさい食べ物をめぐり、微妙なぼったくり価格に仰天しつつも、その雰囲気そのものが味わえた。

「しかし可憐、いつのまに浴衣なんか仕立ててたんだ？　しかも全員分」

「こんなこともあろうかと、ですね♪　ＧＰにせよ現金にせよ、溜ため込こんでいるだけでは何の役にも立ちませんし、お兄様に夏を目いっぱい楽しんで頂きたかったもので♪」

「ああ、確かに楽しめた。水着より俺はあっちの方が好きだな、控えめでいい」

　可憐の、水葉の、楓かえでの浴衣姿はしっとりとして美しかった。

　桃もも花かが法はつ被ぴに晒さらしで神輿みこしを担いでいたのは意味がわからなかったが、それはそれとして。

「桃もも貝がいといえば、山では無双だったな……。完全に俺たちはアウェイだった」

「というか、なんで都会の人って山に行きたがるんですかね？　桃花的にはかぶと虫とかセミとか、あんまり獲とっても美お味いしくないので狩り魂が燃えないんですけど」

「そう言うな、あれはロマンだ。……お前を隷徒にして初めてよかったと思ったぞ」

「ふへへへへへ♪　そうですかあ、あんなことでも褒められるとうれしいですねっ」

　三日目はアウトドア系のレジャーを楽しんだ。

　アスレチックエリアでの虫採とり大会では、文字通り桃花が圧倒。

　深い木立をターザンのごとく枝から枝へ駆け廻まわる姿は──

「──正直引きましたわ。何ですのあの地形効果。山に放つとバフでもかかりますの？」

「それ以前に平気で虫を鷲わし掴づかみにできるのがありえません……。勇気あふれるお兄様なら萎い縮しゆくすることなどないとわかりますが、芋虫でも何でもホイホイと手で……」

「わたしは、へいき。……かわいいよ？」

「水葉は蜘く蛛もをペットにしてたし、俺はサバイバル系の経験もあるからな。とはいえ遊びでああしたことをしたのは初めてだったから、なかなか新鮮でよかったぞ」

　意外だったのは前生徒会のメンバーだ。

　超インドア派の佐さ々さ木きと時とき任とうはパスで、残る大おお星ほしと佐さ賀か臣とみはしぶしぶ参加したものの、都会っ子であり虫が触れず、早々にリタイヤ。

「……フラヴィアが現れたとたん、死ぬほど虫がたかってきたのがトラウマだな」

「どこかのアニメ映画かと思いましたわ……ほら、森が怒っている的な……」

「やはりあれはお兄様に害をなす毒虫ですね。これまで通り過度の接近は厳禁とします」

　ざわざわと地面を這はってくる大量の虫は、慣れている紅蓮ですらぞわっとした。

　結局その騒ぎで虫採り大会は中止になり、若干の日焼けと共にお昼を迎え──。

「そういえば、お前らぽつぽつ姿を見せない時期があったが、何してたんだ？」

　ふと思い出し、紅ぐ蓮れんは可か憐れんと水みず葉は、そして桃もも花かに訊たずねた。

　二日目の昼過ぎ。海の家で昼食をとってから、スキューバダイビング体験を申し込んだものの──。

「参加者が佐さ々さ木きと俺だけとか……。正直二人じゃ間がもたん、可憐までいないから本気で自分の人望を疑ったぞ。他の面子メンツも捕まらなかったしな」

「申し訳ありません、お兄様。……佐々木さんにはあとで詳しい話を伺うとして」

「？　ああ、思い出話か。魚が綺き麗れいで、珍しい珊さん瑚ごも見られて面白かったぞ。海から出た後は海の家の座敷で昼寝したが、枕まくらがなかったんであいつの膝ひざを借りたりしてな」

　……ベキベキベキィッ!!

「どうした、お前ら。三人連続で箸はしが折れるとか、フラヴィアの能力か？」

「い、いえ……おほほほほ。お話を伺う件ですけど、わたくしも交ぜてくださいまし」

「おもわぬ、伏兵……。ゆだんした。仕し留とめておくべき……？」

「その判断は私が。くっ……！　手て強ごわい、厄介な敵ですね、佐々木さん……！」

　なぜか黒いオーラをまとう可憐、水葉、楓かえでの三人に、紅蓮はシニカルに笑んだ。

「お前らがいなかった理由、当ててやろうか。──選抜戦の準備だろ？」

「「……！」」

「ふええええぇぇっ!?　ど、どうしてわかったんですか!?」

　紅蓮の指摘にいち早く反応したのは楓、そして可憐。

　だが、二人がポーカーフェイスを保ったのに対し、桃花は隠しもせず大声をあげる。

「わからないわけがないだろうが。他の連中にしても、俺ベッタリってわけじゃなく適度に時間を空けて姿を消し、きっちり動いてる。レジャーランド内の設備を調べて実行可能な遊戯ゲームを絞り込み、対策する……または単純な能力の底上げ、特訓……ってところか」

　娯楽施設である以上、選択肢は無限と思えてしまうが──実は、違う。

　獅し子し王おうレジャーランド内のアトラクションの中で、選抜戦の種目として実行可能な遊戯は十に満たない。セキュリティの基準、トリックや不正が可能なものは除外される。

　選択肢はかなり狭まる。となれば、予習ができるのだ。

「当然といえば、とーぜん」

　にやりと唇くちびるをすぼめて水葉は呟つぶやき、紅蓮の肩に指を乗せて猫のようになつく。

「そこまでわかっていながら、紅蓮さまはなにもしない……わかってるから、だよね？」

「ああ。このレジャーランドにある、世界戦に通用する基準の遊戯や遊具の類たぐいで、攻略法が完成してないものは何ひとつない。未経験のものは、一応全部触れてみたしな」

「ただ遊んでいたわけではなかったんですの!?」

「いや、基本的には遊びが本命だよ。スキューバなんかは娯楽十割だ。だが──」

　紅蓮は、あの男を信用していない。

　選抜戦の種目を選ぶのはクオリアではなく、獅子王創はじ芽めという個人だ。

「クオリアと違って人間は思惑を絡めるからな。俺が未経験だからって理由で極端な遊戯ゲームを選んでくる可能性も、十分ありえる」

「あの方を……理事長を、ずいぶん警戒なさっていますのね、紅ぐ蓮れんさまは」

「あれは敵じゃない。だが、味方でもない。どっちに転ぶか理解できない駒こまは、ただ在あるだけで論理的に邪魔だ。その意味では、まだあのスパイ連中の方がマシだな」

「ははっ。ひどい言い方だね、紅蓮。……気持ちは、わかるけど」

　囁ささやきながら現れた朝あさ人との声に切迫した何かを感じ取り、紅蓮は片かた眉まゆを吊つり上あげる。

「朝人か。──対策を任せた例のロシア人の対処、どうなってる？」

「手配した客室に監禁してるよ。ただ、おかしい。……着替えもせず、食事も摂とらずに、拘束した時のままひたすらベッドに寝て身動きさえしない。まるで……」

「電源が入ってない機械のように、か？」

　針のように指摘する紅蓮に、朝人は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「さすが。僕が何かを言う前にお見通しだね。どんな探偵より、君の眼めは鋭い」

　清潔な白のシャツにジーンズというラフな私服。

　銀の丸盆に載せた焼きたてパン、かぐわしい香りを放つそれをひとかじりしつつ。

「さて、選抜戦まであと数時間……そろそろ覚醒めざめたらどうかな？」

「突然現れて早々、それですか。無礼な……お兄様がお寛くつろぎだとわからないのですか？」

　鋭い警戒の視線を向ける可か憐れんに、朝人はおお怖い、と言わんばかりにおどけてみせて。

「ちょっとした触れ合いさ。……思った以上に、姫ひめ狐こ姉さんがかまってくれなくってね」

「嫌われただけではありませんの？　だって貴方あなた、恋人をほったらかしで男性のお尻しりばかり追ってますもの」

「紅蓮と兄さん以外の男に興味はないから安心してほしいんだけど……ま、姫狐姉さんは姉さんで、僕にも秘密で動いてる気配があるからね」

「は、はわっ!?」

　ちろりと視線を向けられて、桃もも花かが派手に食器を鳴らした。

「あわわわわわ、桃花のお味み噌そ汁しるが、お味噌汁がーっ！　もったいないですーっ！」

「もったいない精神はわかりますけど、テーブルクロスを吸うのはおやめなさい！　ほら、お手ふきならあそこにありますわよ。取ってきたらどうですの？」

「ふぁ、ふぁいっ！　そうしますですよ楓かえでさん、決して不思議はありません！」

「……機械翻訳みたいになってますわよ。落ち着きなさい？」

　呆あきれた様子の楓と、ぎくしゃくと歩き出す桃花。

　そんな示唆がわからないほど鈍にぶい者は、この場に誰ひとりいなかった。

「──何か企たくらんでいるのは間違いないと思いますが」

「微み塵じんも警戒する気が起きないのは、桃花さんのキャラですわね……」

「ははっ。……だよね？　姉さんも、おかしなことをするなと思ってるんだけど」

　口々に言う仲間たちの中、紅蓮はひとり黙ったまま、ひょこひょこと歩く桃花を視みる。

（あれの評価は、変わらない。──脅威度は極めて低い、ほぼゼロのままだ）

　朝あさ人とに言われるまでもなく、薄々何か秘めた行動をとっているのは理解していた。

　だが、あえて指摘はしなかった。どんなことをしようが、脅威にはならないと判断した。

　桃もも貝がい桃もも花かという人間を『読んだ』上で、どうしようもない弱者と知っていたから。

　あれは何も変わっていない。出会った時から同じだ。

（最強のフィジカルと、最弱の遊戯ゲームセンスを抱えた──）

　奪う側ではなく、奪われる側の存在だった。

　──だが、何かが引っかかる。

「選抜戦は午後から。そうだったな？」

「はい、お兄様。午前中に理事長が遊戯の選定を行うことになっていますから」

「そうか。仕掛けてくるとしたら……いや。もう仕掛けはすでに始まっている、か」

「えっ？」

　可か憐れんが用意したコーヒーカップを指でつまみ、紅ぐ蓮れんはそっと褐色の液体を口に含む。

　カフェインの刺激、普段飲んでいるものとは桁けたの違うコクとうまみを舌で転がす。

　熱い刺激を受け、その朱あかい眼めを魔獣の如ごとく炯けい炯けいと光らせながら──。

「まだ、足りなかったか」

　同じテーブルに着く仲間たちと、背後に立つ朝人すらもが息を呑のみ、言葉を失う。

　その覇気とでも言うべきモノ、その片へん鱗りんを感じることのできる遊戯者にとって、それはもはや処刑の宣告、物理的な危機すら感じる格上のそれを。

「おしぼり、おっしぼり～……♪　あっ、ありましたー！　ついでに何か甘いものでも、デザートに少々頂いていきましょう。新鮮なフルーツとかお高いですし！」

「……桃花さんは、本当に、大物というか……」

「器が大きい、と言えるのかもしれないね。ははっ」

　戦せん慄りつし、冷や汗を流す仲間たちの中。

　桃貝桃花だけが平然と、バイキングの海を泳ぎ回っていた。





●選抜戦・勃ぼつ発ぱつ




　獅し子し王おうレジャーランド・レジャーエリア、特設ライブステージ。

　数千人規模の観衆と演者を収容可能なスペースが完全に貸し切られ、生物の触手めいたデータケーブルで接続されたクオリア筐きよう体たいが、棺かん桶おけのようにズラリと並んでいる。

　無人の客席、冷却ファンが低く回る回転音。排気熱が静かに立ち昇る中──。

　本来はクオリア内での遊戯ゲームを観客に見せるために会場中央に設置された、角かく錐すい型の立体モニタに、《獣王遊戯祭ベステイア》の代表選出に向けた選抜遊戯の光景が映し出されていた。

　新生徒会、旧生徒会のメンバーを合わせた十四人の獅し子し王おう学がく園えん最強遊戯者たちが、全部で十三試合の総当たり戦で覇を競う。

　たった五枠という限られた席を巡り、今まさに、熾し烈れつな争いが繰り広げられていた──




「うおおおおぉぉぉぉぉりゃああああああああっ!!」

「これだから脳筋は。破れかぶれの突撃など、今のわたくしには通用しませんわ！」

　絶海の孤島に、巨漢の咆ほう哮こうがこだまする。

　クオリアシステム分枝によって描画された超高密度のＡＲ空間、直径２キロの無人島。

　徒と手しゆ空くう拳けん。一切の道具を持たないおよそ百人の遊戯者を同時に接続させ、廃はい墟きよや荒野、森や海岸にあるさまざまなアイテムを回収して殺し合う、ｅスポーツの源流のひとつ。

　古典バトルロワイヤル遊戯、ルールは簡単。制限時間内、生き残るだけ！

（いくら平等なバトルが売りの遊戯とはいえ──初手、全裸はどうにかなりませんの!?）

　開始直後、楓かえでがそう叫んでからおよそ十五分。制限時間まであと四十五分。

　不正なき原始の殺し合い、仮想現実に対する適応力、高度な危機対応能力を競う遊戯。

　接続開始と同時に全裸で荒野に出現、謎なぞの光で危ない部分を隠されつつも森をさまよい、発見した廃村で物資を漁あさり、かろうじて手にした服。

　えぐい角度のカットアウトジーンズ、サイズの合わないピタピタのシャツ。土つち埃ぼこりにまみれた衣装に散弾銃を抱え、唇くちびるに残された最後の銃弾をくわえ、楓は標的を狙うエイム。

（残弾は二発。撃ち尽くしたら武器はなし。けれど──十分すぎますわ！）

　対する敵は、汚れきったワイシャツにスラックス、ひどく緩めたネクタイの巨漢。

　顔は溶接用の防護面を改造した無骨なヘルメットに覆われて見えないが、見間違いようのない逆三角形のシルエットから、元生徒会の大おお星ほし大たい成せいに違いない。

　──ズゴンッ!!

「ぐほぁ……っ!!」

　ネクタイを跳ね上げ、無数の散弾が厚い胸板にメリ込む。

　テクスチャの肋ろつ骨こつが砕け、黒い血が砕けたポリゴンと化して昇華する中、楓は勝ち誇る間も惜しんで散弾銃をポンプ、排はい莢きようして次弾を素早く装そう填てんしかけ──。

「っ……!?」

　ピリッ、と皮膚に感じた。

　もちろん現実の感覚ではない。クオリアに熟達した遊戯者が直観的に得た情報を、ささやかな刺激として感じる警告、虫の知らせバグズラインと呼ばれるモノだ。

　咄とつ嗟さに感じた危機感に、自然と体が動いていた。装そう填てん行動に入ったアバターに干渉し、強引にキャンセル。最もダメージを受けやすい頭部を銃身で庇かばう。

　──カッ!!

「狙そ撃げき。……やってくれますわね、ゴリラは囮おとりですか！」

　散弾銃の太い銃身にカーボン製の矢が突き刺さり、火花を散らす。

　射線を睨にらむと、藪やぶに身を隠していた眼鏡めがねの少年がボウガンを投げ捨てるのが視みえた。

（クロスボウの再装填時間は一・二秒。それより予備武器の装備の方が速い。でも……！）

「……ッ!!」

　声もなく、錆さびた包丁を腰だめに抱えて突進してくる佐さ賀か臣とみ仁じん。

　アバターの取り扱いに慣れていることを窺うかがわせる、思い切りのいい動きだ。

　だが……それは読めている！

「おくたばりあそばせ!!　お[image: ][image: ]っほっほっほっほっほっ!!」

　勝利を確信し高笑い。矢を弾はじくとほぼ同時に入力していた再装填モーションが完了し、視界に射撃可能なエイム表示サークルと残弾表示が浮かぶ。撃てる。間に合う！

「シャア!!　……ハマッたな、能無しクソブロンド!!」

「なっ!?」

　血まみれになりながら倒れた大おお星ほしが、ムクリと立ち上がった。

　ロクな武器が手に入らなかったのだろう、手にしたモノは何の変哲もないフライパン。だが、この遊戯ゲームのアバター性能は最低限、急所に当たれば石をぶつけられても死ぬ。

　大星のシャツから崩壊したポリゴンの屑くずがこぼれ出ている。

　恐らく胴体部分を保護する防弾アーマーをどこかで手に入れていたのだろう。

（死亡サインを見逃すなんて、わたくしとしたことが……!!）

　対象をキルしたことを示すスコア表示やデス・サインの表示が出なかった。

　いや、見逃していようがいまいが同じことだ。

　散弾銃のダメージでは即死しない──それを佐賀臣と大星は最初から計算していた。

　大星にトドメを刺すために二発撃てば楓かえでは弾切れ、丸腰。

　撃たねば残り一発の弾で二人を相手にしなければならず──どちらにせよ、詰み。

　罠わなにハマったことに気づき、楓は二択を迫せまられる。

（いけません、弾は一発、どちらを撃てばいいんですの!?）

　迫る男たち。〇・一秒にも満たない思考時間。

　とっさにアバターの指が引き金にかかり、加速した脳が計算する。

　佐賀臣仁の武器はナイフ、切創型、基礎ダメージ量は２。

　大星の武器はフライパン、打撲型、基礎ダメージは１。どちらかを受けるしかない！

（確実に沈むのはゴリラ。ですが脅威度が高いのはメガネ。……どちらを!?）

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「死ねえええええええええええええええええええええええっ!!」

「──させるものですかっ!!」

　巨漢と、メガネと、金髪ドリルの咆ほう哮こうが戦場に響き──。

　……タタンッ!!

「え？」「は？」「なっ……!?」

　次の瞬間、横合いからの銃弾がメガネと溶接マスクの頭とう蓋がいを貫いた。





　　　　＊






「アホかあいつら。戦場の真ん中で叫べば居場所がバレて狙ねらわれる。当然だろうが」

　硝煙をたなびかせる銃口にフッと息を吹きかけ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは匍ほ匐ふくする。

　手には消音器を取り付けた自動拳けん銃じゆう。汚れた服に廃はい墟きよで拾った泥だらけの毛布を被かぶっただけの難民めいたスタイルながら、地面に伏せていればそれなりの迷彩効果があった。

　──Double　Kill!!

　何度聞いたことか判わからない、ハイテンションな機械音声。

　視界の端に表示された殺さつ戮りくスコアが加算され、生存者カウンターが減るのを確認。

　確実に死を見届けた紅蓮は、同じ個か所しよに留とどまることなく即座に戦場を移していた。

「は!?　え？　えーと……どうなりましたの!?　敵!?　敵ですの!?　どこ!?」

　きょろきょろと、散弾銃を抱えて右往左往している楓かえでの声がする。

（この遊戯ゲームはシステム上攻撃優位だ。防御に回るのは悪手。一方的な攻撃、それが可能な状況を作ること。そのために立ち回ることこそが、基本なんだが）

　戦場はわずか直径２キロ。しかも徐々に狭まるそこに武装した参加者と百に及ぶＮＰＣ全員がひしめくのだ。銃声の響き、足跡、人の息遣いや話し声が居場所を教え、潜伏を暴いてしまう。

　だからこそ紅蓮が選んだ戦略は──徹底したゲリラ。

　無音状態で陰から陰を渡り歩き、完かん璧ぺきな奇襲が可能な状況でのみ攻撃を行う。

　火力の低い拳銃でも、１００％殺せる状況のみで、だ。

（残弾には余裕がある。トリプルを狙おうと思えば狙えたな）

　だが、あれは捨てるには惜しい駒こまだ。無防備で、銃声が派手に響く散弾銃を手に入れて、遠目にも肌色や金髪が目立つ。まだまだ五十人以上残っているＮＰＣを減らすには──。

（あれは生きている方が効率的だ。制限時間内を生き残れば勝者となるこのルール上、場を掻かき回す存在は多いほうがいい。──サックリと桃もも貝がいが脱落したからな）

　廃墟を渡り歩き、大量のアイテムをひたすら掻き集めて武装した桃もも花か。

　楓に出会い、もったいつけつつ散弾銃と弾丸を譲り渡したまでは、よかったのだが。

（……下剋上プレイに夢中になってる隙に背後から撃たれるとか、あいつらしい。世界戦参加を賭けた大一番でも、それとは）

　あのとき、間近で潜伏している紅ぐ蓮れんに気づきもせず、桃もも花かは自慢たらたら調子に乗って。




『ふふふ、立場逆転ですね楓かえでさん。さあ、武器が欲しくば桃花にお願いしてください！』

『ちょ、調子に乗らないでくださいまし……!!　貴女あなたって最低の屑くずですわね！』

『おやおや～？　いいんですか、そんなこと言って。欲しいんでしょう、武器が欲しいんじゃないですか～？　黒くてでっかくて太いのが欲しいで……わはっ!?』

　パンパンパン（射殺）。

『戦場で何をだらだら話しているのですか。自覚が足りないにもほどがありますよ？』

『可か憐れんさんっ。知人を背後から即射殺だなんて、人の情がありませんの!?』




　などとコメディじみたやりとりの末、集めたアイテムは可憐に持って行かれ、あっさり脱落した間抜けぶり。いつものことといえば、いつものことだが……。

（桃もも貝がいはバカだが……あそこまで状況判断ができない奴やつじゃない。そもそもこの遊戯ゲームは、あいつのスペックや適性に合致してるはず。なのになぜ、普段と同じ結果になる？）

　──いつもと同じだなんてありえない。

　桃貝桃花は、武器さえあればツキノワグマも倒せると豪語する野生児だ。

　アバターの肉体スペックは本人の身体能力に左右される以上──。

（あいつの独壇場、あいつが輝ける遊戯になるはずだ。本来ならナタの一本も調達して、あとは徹底的に周りを殺しにかかったとしてもおかしくない。だが……）

　それをしない。

　あまりにもいつも通りに振る舞い、調子に乗り、そして敗北した。

（……あいつ自身は争いを好まない、優しい奴だ。だがそれでも本当に死ぬわけでもない遊戯で遠慮する必要はないだろう。おかしい。何かが……ずれている）

　不自然な気がして、紅蓮は心の警戒スイッチを入れる。

　異様なまでの冷徹な思考。敵に対する一切の感情を排し、デジタルな記号として捉とらえる。

（可憐はまだ生き残ってるな。……聖せい上じよう院いんが落ちているのは、トラウマ絡みのミスか？　朝あさ人とは無事だが、判断には情報が足りないな。無理に探りに行く必要はないが──）

　生存者リストに並ぶ仲間たちの名すら、今の彼にとっては。




（──出会ったなら、狩るだけだ）




　ただの獲物でしかないと、その朱あかい眼めが告げていた──。





　　　　＊






「第一回戦のキル数上位七名を勝者、下位七名を敗者に。ＭＶＰが紅ぐ蓮れんクンなのはまあ、当然として……」

　獅し子し王おうレジャーランド内レジャーエリアの最奥部。

　クオリア分枝と接続した筐きよう体たい群を手元の操作盤で管制しながら、獅子王創はじ芽めは不審げに。

「この遊戯ゲームで絶対優位と目されていた聖せい上じよう院いんクンの早期脱落は意外だった。彼女の超感覚はほぼ万能のレーダー、この遊戯ではチート級のはずなんだケド……」

　タタタ、と物理キーボードを軽く連打して戦闘ログを確認。

「白しろ王おう子じ家の卒業試験。彼女が喉のどをエグられたのはこの遊戯の摸倣モデル、悪名高い最終殺さつ戮りく試験だったかネ。クオリアでやれば誰も傷つくことなく済むものを、いまだに人命を浪費する馬鹿げたやり方だ。トラウマになっても無理はないけど……」

　彼女の動きは、それを考慮してなお精彩を欠いていた。

　敵を感知しながら反応せず、あえて撃たれて脱落したような──これは。

「完全にやる気がない、あえてのたくたとしか動かず、感知した情報を活いかしもせず早々に倒される……ふぅむ。何を企たくらんでいるのやら」

　誰かと結託しての八や百お長ちよう、という可能性も考えられるが──姫ひめ狐この死亡原因はＮＰＣに撃たれた結果であり、その死が誰に利することもないのだが。

「由ゆ留る木ぎクンも朝あさ人とクンもマイペースに生存確定。序盤に必要最低限だけＮＰＣを殺して、あとは他のプレイヤーのキル数を注視しながら潜伏か。面白みのない選択だねェ」

　言葉と裏腹の貌かおを浮かべ、シルクハットの庇ひさしを上げながら創芽は笑む。

「スコアを狙ねらわず、自分たちの手筋を隠すことにしたわけかな。特に由留木クンは、自身の異能すら使わなかった……もしくは使えない、のかネ？」

　ほぼ完かん璧ぺきな声帯模写──《完全摸倣パーフエクトステイール》。

　アイドル声優隷徒、由留木由ゆ良らのそれはこの遊戯では強力に突き刺さるはずだ。たとえば可か憐れんに対し紅蓮の声で、紅蓮に対し可憐の声で攪かく乱らんするなどは常じよう套とう手しゆ段だんだろう。

　廃はい墟きよに隠された物資の中には相互に連絡が可能な通信機セットなどもある。

　うまく片方を誰かに渡し、声だけでやりとりすれば、相手を操る事も不可能ではない。

　ログを参照してみると、彼女はそれを探索中に発見し手に入れているのだが……。

「迷うことなく捨てて、回復アイテムを拾っているネ。ふ～む……いくらアイテム所持数に制限があるとはいえ、攻めっ気がないのか、それとも他に意図があるのかな？」

　表示されたモニターには他の生存者たちのハイライトが表示される。

　ほぼ開始直後に脱落した恋人のログを見ながら、黙もく祷とうを捧ささげる朝人の横顔。

　廃墟で発見した回復アイテムの紅茶を飲みながら、壊れかけの揺り椅い子すで遊戯終了まで一歩も動くことなく揺られていた、フラヴィア・デル・テスタの一糸まとわぬ姿。

　人食い鮫ざめの笑顔でただひたすら手当たり次第に沈黙の殺戮を続ける水みず葉はと、その異様な心音を聞き分けて逃げに徹する時とき任とうミミの、傍はた迷めい惑わくとしか言いようのない逃走劇。

　桃もも花かの遺産で装備を充実させ、最強となった可か憐れんと終始紅ぐ蓮れんの囮おとりとして使われていた楓かえで。ちなみに佐さ々さ木きは最序盤、ＮＰＣとばったり出会い、即撃たれて脱落していた。

「佐々木クンは当然として……少し気になるのは、静しず火かクンかね？」

　侍少女の動きには何ら積極性がない。

　武器やアイテムを求めるでもなく、特定の獲物を狙ねらうでもなく。

　強いて言うなら水みず葉はとの出会いを避さけて移動を繰り返しながら──。

「紅蓮クンに頭を撃ち抜かれて終わり、か。フム……？」

　銃声と硝煙、ポニーテールが血に染まる。

　倒れた静火は悔しい顔ひとつせず乾いたまま。

　殺した紅蓮も淡々と、ＮＰＣを撃つのとまるで変わりない態度で姿を消す。

「……はてさて、どうしたものか。やる気のない子達たちを、どうやったらその気にさせられるのかネエ。教育者というのは大変だ」

　バトルロワイヤルの勝者は砕さい城じよう紅蓮、砕城可憐、フラヴィア・デル・テスタ、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、御み嶽たけ原ばら水葉、白王朝あさ人と、楠くすの木き楓。今回の選抜戦、まずは順当な滑り出しと言えるが。

「次は、前に出ざるを得ない状況にしてあげようカナ？」

　今回の遊戯ゲームはＮＰＣを大勢狩れば、生徒同士で戦わなくてもクリアできた。いずれ仲間として戦う者同士、いきなり殺し合わせるのは酷だと思っての配慮だったが──。

　次は、違う。




「クオリアシステム起動。

　ランダムマップ、砂漠、廃はい墟きよ、海岸、孤島、樹海、ショッピングモールに大都会……。その他全承認、有効範囲半径１キロに指定」




　流れるような手つきで、獅し子し王おう創はじ芽めは神の如ごとく戦場を創造してゆく。




「遊戯種目──【１ＯＮ１ワン・オン・ワン】。

　時間制限は十五分、プレイヤー同士の一対一でサバイバルゲームを行う。

　対戦相手のアバターを破壊した者が勝者となる。

　制限時間を超えても両者生存の場合はＨＰ残量の多い方を勝者とし、数値が同じ場合はＡＩの独断でランダムに勝者が決定することとし、引き分けは認めない。

　……こんなものかネ？」

『操作を認証いたしました。遊戯を設定いたします』




　申請内容を受理し、レジャーランドに隠された機械が世界を創つくりはじめる。




「誰かに遠慮し、力を抑えた姿など退屈で見ていられないのだヨ。自らの意思で、自らの欲望で、ただひたすらに自らの都合で敵を蹂じゆう躙りんして打ち負かす──そんな、君たちの本物の闘志を見せてくれたまえ」




　謎なぞのベールを被かぶった教育者は、生徒の行く末を占うように。

　骨こつ董とう品ひんのティーポットを傾け、かぐわしい茶をカップに入れ、ミルクを注つぐ。

　白い滴しずくが作る模様を眺めるその眼めに──実験動物を見る冷徹さと、優しさを混ぜて。





●電撃戦－ＳＰＥＥＤ ＣＨＥＳＳ－
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　──拡張された現実により、虚空に流麗なフォントが浮かび上がる。

　各試合のハイライト、名場面を再現した３Ｄ映像がそれを補足。

　障害物をうまく使いながらもその動きを完全に読まれ、紅蓮に射殺される楓。

　姑こ息そくな罠わなを見破られ、追い詰められた挙句水葉に絞殺される佐賀臣仁の砕けた眼鏡めがね。

　フラヴィアを前にわたふたと銃をお手玉しているうちに射殺される佐々木などなど──珍プレーも多かったものの、緊迫感のあるシーンが抜粋されていた。
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　続く第三戦。

　舞台をＦＰＳの戦場から水上バイクのレースゲームに移して対戦。

　開幕あらぬ方向に吹っ飛んでいく佐々木と、緻ち密みつな計算でコーナー最短距離を突く可憐。

　フラヴィアを追うも謎なぞの物理演算にハマって機体が爆発炎上した時任ミミ。

　常識的、そうとしか言いようのない試合運びで普通に戦い、普通に勝った佐賀臣、水しぶきの雨の中、喜びの高笑い──。

「……さすがに恥ずかしくないか、これは？」

「く、ぐうっ……!!　だ、黙れ。感情表現豊かで何が悪い！」

　最高にイイ笑顔で浮かび上がった佐賀臣の立体映像を見ながら紅蓮が言うと、筐きよう体たいの陰に隠れるような位置から、恥ずかしげな声が聞こえてきた。

　が、それに誰かがさらなるリアクションを返す前に、続く発表が場の空気を変える。
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　無機質なアナウンスと共に、先の試合結果が消え、新たな組み合わせが発表される。

　そして同時に現在の勝敗数が一覧表示された。




【三勝〇敗】

砕城紅蓮、砕城可憐、フラヴィア・デル・テスタ、御嶽原水葉、白王子朝人、由留木由良




【一勝二敗】

楠くすの木き楓かえで、時とき任とうミミ、佐さ賀か臣とみ仁じん




【〇勝三敗】

佐さ々さ木き咲さき、桃もも貝がい桃もも花か、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ、御み嶽たけ原ばら静しず火か、大おお星ほし大たい成せい




「わかってはいましたが……序列上位との差は、あまりにも圧倒的ですわね」

　勝敗表を見上げ、楓は悔しげに美しい爪つめを噛かみながら言った。

「三戦全勝の同列一位が六人。それに対し二番手以下は、一勝二敗のわたくしと……」

「アタシとそこのウザメガネでしょ？　だいたい納得できる結果だけど」

「おかしい。なぜお前が全勝側にいる……！」

　楓の言葉を繋つなぐように、時任ミミと佐賀臣仁が続き、その視線が六人の全勝者──。

　紅ぐ蓮れん、可か憐れん、フラヴィア、水みず葉は、朝あさ人と、そして──由ゆ留る木ぎ由ゆ良らに集まる。

「由留木が、全勝だと？　この手のＦＰＳ、アクション性の強い遊戯ゲームは運動オンチのお前には合わないはずだが……正直に言え、どんなトリックを使った？」

「あははっ☆　マジひどくない？　ちょ～っと本気出しただけ、なんだけどっ☆」

　猜さい疑ぎの視線を向けられながらも、由良はまるで動じることなく愉悦に笑む。

「ふざけるな。苦手なはずのＦＰＳとレースゲームでこの好成績、異常としか思えん……。さては理事長に何らかの手を回して、何か不正をしてるんじゃあるまいな？」

「違うってば！　じ・つ・りょ・く～っ♪　由良ちん、枕まくら営業とかしない主義だし。自分がチートしてるから、人を疑いたくなるんだよ。悪いクセだぞ、そういうのっ☆」

「なっ……」

　指を左右にチッチと振り、アイドル声優は憎らしく笑った。

　悔しげに肩を怒らせる佐賀臣だが、証拠もなしに追及できず、口をつぐむ。

「耳が痛いてぇなあ。俺っチはじめ、全敗グループだって不ふ甲が斐いねえぜ」

　遅れてクオリア筐きよう体たいから身を起こした大星大成が、組み合わせ表を指していた。

「俺っチはまあ、普通に敗まけたぜ。認めるよ、まずそいつが出発点だ。今の実力がそこってことで納得もしてる。論外のオマケ二人はともかくとしてな？」

「ちょっと誰がオマケですか。そもそも佐々木を数に入れてることがありえないんですよ、当たった時点で勝ち星確定。むしろ大当たりと呼んでください、佐々木です！」

「いや、なんでそんな自信満々に情けねーこと言ってんだよ、テメーは……。生徒会長、一応学園のトップだろうが！　そこのＳランク６位もそうだが、気合入れろや！」

　自信満々で手を上げる佐々木を叱しつ責せきし、大星は八つ当たり気味にある筐体を覗のぞきこむ。

　そこに入っているであろう人物──桃貝桃花は、ただ沈黙を守っていた。

「…………」

「フン。声も出せねえのかよ。……情けねェ」

　敗北の衝撃で茫ぼう然ぜん自失となっているのだろう。侮ぶ蔑べつも露あらわに鼻を鳴らすと、改めて大おお星ほしは敗者として同列に並ぶ人物を順番に睨にらみ、サングラス越しに強い殺気をぶつける。

「静しず火か、それに姫ひめ狐こサンよ。いくらなんでもおかしいぜ？　名探偵顔負けの観察力持ちや、これ以上なく強烈な感覚系の異能者が、大した抵抗もせず全敗なんてよ」

「さあな。月の巡りが悪かっただけだろう。調子が出なかった……ただ、それだけだ」

　凄すごむ大星をどこ吹く風と、静火はクールに受け流し。

「──……べつに。力及ばないことだって、ある……──」

　姫狐もまた黙秘を貫いた。

「フン……そんなら負けるべくして負けた、ってコトか？　解せねえよ、ったく」

　外国人のような大おお袈げ裟さなジェスチャーで肩をすくめ、大星は金髪の頭を横に振る。

「ま、選抜戦はまだ序盤。あと十戦残ってる……。上位連中の食い合いが起きりゃあ、俺っチにもまだまだ勝ちのメがあるだろうよ。ハハッ！」

「どうしようもない楽天家だな。……だが、一理ある」

　佐さ賀か臣とみは眼鏡めがねの蔓つるをクイッと上げ、皮肉げに薄い唇くちびるを曲げた。

「何かの間違いで参戦しているような賑にぎやかし、オマケのようなＳランクと俺達たちは違う。着実に勝ち星を積み上げ、上位陣から一勝でももぎ取ることができれば……！」

「……俺っチを見るんじゃねえよ。いや、勝つつもりでやるけどよ、アレは反則だろ！」

　第三試合でフラヴィアと当たる大星が、佐賀臣の視線を避さけるように顔を背ける。

「ふふふ。……わかりませんよ？　どうかそのまま、勝利への欲をお捨てにならず……。挑んできてください。私は、負けても負けても立ち向かうその意思を、応援しますよ？」

「テメエに褒められても嬉うれしくねえっつーの……。むしろぞっとするぜ」

「まあ。同じ隷徒の身でつれない」

　話題に上ったことを自覚するように、フラヴィアは閉じた筐きよう体たいに尻しりを乗せて座ったまま、

「私としては第二、第四試合が気になりますね」

　その参加者である可か憐れん、姫狐、由ゆ良ら、水みず葉はを順番に視みていく。

「最上位の実力者同士の戦い、そして三戦全勝同士の戦い。うふふ、どなたも気合十分といった面持ちで、まこと素晴らしい限りです♪」

「当然です。お兄様の名にかけて、敗北はありえません。聖せい上じよう院いんさんに恨みはありませんが、これも私の愛を証明するための試練です。本気でいきますよ？」

「──……そう。でも、私は……───」

　今にも遊戯ゲームを始めかねない勢いの可憐と、何かを口に出そうとする姫狐。

「ま、由良ちんは無敵だしっ♪　世界のステージに進むためにも、水葉っち……キッチリ勝負つけたげるから、首をバシャバシャ洗って待っててよ、ねっ☆」

「……否定ネガテイブ。正直……貴女あなた程度じゃ、ぜんぜん……キモチよくなさそう……。カラカラに、乾いちゃう……」

　つまらなそうな狂戦士と、どこまでも楽観的なアイドル声優。

　いずれも選抜戦の行方を左右する注目のカードだ。

　視みえざる緊張がその場に広まり、場の気温が数度上がったかのような錯覚さえ感じる。

　そんな中。ポッカリと忘れ去られたような組み合わせカードが──。

「ま、他のバトルは消化試合みてえなもんだな……。勝敗も目に見えてるモンばかりだし、さっさと片付けちまっていいだろ。むしろ不戦敗でいいんじゃねえか？」

「確かに。第一試合……桃もも貝がい桃もも花か対砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは特に不要だな。主人に媚こび、遊戯ゲームによらずしてポイントを得た腰こし巾ぎん着ちやくでは勝負にもならん」

　敗北の鬱うつ憤ぷんもあるのだろう。嘲あざけりを含んだ大おお星ほしの言葉に、佐さ賀か臣とみも加担する。

「さっきから聞いていれば……！」

　見下したような態度を不快に感じ、沈黙を保っていた楓かえでが立ち上がった。

「いい加減になさい！　桃花さんが勝てる可能性はゼロですが、挑戦権は決して軽んじてはいけないものですわ。参加することに意義がある、と言うでしょう！」

「……いやそれフォローになってねえじゃん？　友達のわりにヒデエな、お前」

「そこで引かれる覚えはありませんわ！　遊戯者たるものいかなる勝負でも真剣に挑む、それは最低限の礼儀というもの。その程度もできないから、隷徒に堕おちるのですわ！」

「なっ……言ってくれンな、クソがっ!!」

「好きなだけ凄すごみなさい。ですが、いくら暴力に訴え、言葉や態度で萎い縮しゆくさせたとしても、その器の小ささは隠せませんわよ。──立場を弁わきまえなさい、下郎！」

「…………！」

　押し黙った大星から視線を外すと、楓は扇子をパチリと鳴らし。

「もう大丈夫ですわよ、桃花さん。……勝ち負けはともかく、貴女あなたの頑張りは評価されてしかるべきです。堂々と紅蓮さまの胸を借りなさい。──それでよろしいでしょうか？」

「ああ。かまわない」

　筐きよう体たいから出てこない桃花を気遣うような楓に、紅蓮はどこか冷めたように答えた。

「だが──お前のそれもどうかと思うぞ、楓」

「え？　どういうこと……ですの？」

「優しさって感情は面倒なんだ。ほら、格上が格下に向ける同情、憐あわれみ──そんな想おもいに、すこし似てるだろ？　違いは言葉の綺き麗れいさだけ、って考え方もある」

「……そ、そんなつもりはこれっぽっちもありませんわよ！　わたくしは、ただ──」

「ああ。桃貝のことを気遣ってるのはわかる。だが、それは『どうせできない』と決めて、無意識な侮あなどりがある証拠でもある。──世界で戦うなら、その驕おごりは邪魔だ」

　なぜなら、その感情をひとことで表すと。

「油断するな。侮るな。子供だろうが何だろうが、本気で牙きばを磨けば油断で弛たるんだ奴やつの喉のどを食い破るくらいの事はできる。そういう世界を、俺は知ってる」

　それは遊戯者の記憶。

　犯罪渦巻く南米のスラムで、一滴の水を巡って生きるか死ぬかの遊戯を繰り広げる砂漠で、内戦で荒れ果てた密林で向けられた、無む垢くなる殺意──。

「桃もも貝がいの奴やつ、ここ最近寝てないだろう。睡眠時間を極限まで削って、かといっていつもと態度を一切変えず、完かん璧ぺきに普段通りに演じてみせた。大した根性だ」

「は？　あ、あの、紅ぐ蓮れんさま。それはどういうことですの？」

「牙きばを研いでいた、ってことだ。新しい生活になじむ努力、俺につきあって日常を楽しむ努力、学業についていく努力をしながら……文字通り体力を削って、ずっとな」

　紅蓮の朱あかい眼光が、筐きよう体たいの陰にじっと注がれる。

　そこに潜ひそんでいるであろうモノ──




「なあ、桃貝。俺を倒す準備はできたのか？」




　紅蓮は声をかける。

　いつものおきらくペット枠、桃貝桃もも花かに向けるソレとはまったく異なる次元の眼めで。

　それは、敵に対する殺意に近い警戒だ。

「第一戦から第三戦まで、一応ログはざっと見たがいつも通りのお前だ。バカでドジで、頭が回らず機転も利かず、桃貝桃花という人間が微み塵じんも遊戯ゲームに向いていないことを示すかのような、最低最悪の戦い方だ。だが、本当にそれだけなのか？」

　問い詰めるような紅蓮の言葉に、筐体の陰からようやく返事が届く。

「……はい、紅蓮さま。正直、本気でやっても勝てなかったと思います。桃花、バカですから。一度にひとつのことしかできなくて」

「選抜戦で勝利を重ねるのは、今やるべきひとつのことじゃないのか？」

「……ちがいます。そんなの、桃花には何の関係もありません」

　桃花は断言する。

「紅蓮さまを倒す!!　それだけを考えて、今日まで突き進んできたんです!!」

　……ガパッ!!

　閉まりかけた筐体の蓋ふたを高らかに開き、桃貝桃花は立ち上がる。

　ミニスカートで仁王立ち──健康的な腿もも、つやつやとした頬ほお、つぶらな瞳ひとみはぬいぐるみめいた愛らしさで、いつもと変わらぬその表情。なのに、その眼には。

「桃花は、本気ですっ！　ずっとずっと本気ですっ！　たとえバカでもマヌケでも、絶対勝たなきゃいけないんですっ!!　おじいちゃんの夢、お父さんの暮らし、従業員さんとか、実習生のみなさんの暮らしを支えるために……強くならなきゃ、いけないんです!!」

　ふん、ふん……！　と、鼻息も荒く。

　あたかも風車を怪物と睨にらみ、槍やりを構えて突撃する騎士のごとき闘志。

「桃花は、紅蓮さまに挑戦します。覚えてますよね、あの約束。一日一回ひと勝負、勝てば紅蓮さまが桃花の先生として、成り上がりのサポートをしてくれるって！」

「……ああ。まさか、お前。そのために……？」

「はい。今は紅ぐ蓮れんさまや楓かえでさんに守ってもらえる。でも卒業したら、桃もも花かはひとりぼっちです。このままじゃダメなんです！」

「桃もも貝がい……」

「紅蓮さま、おっしゃいました。大切なものを守るために戦うって。可か憐れんさまの、愛するもののために、嫌な遊戯ゲームだってやるんだって。本当に大事なら、大切ならっ……!!」




　紅蓮は、最愛の妹のために。

　桃花は、最愛の家族と故郷のために──。




「いくらでも、強くなれるって!!　そう、桃花に魅みせてくれたのは、紅蓮さまですっ!!」




　だから、そのためだけに牙きばを研いだ。

　睡眠時間を削り、徹底的に贅ぜい沢たくを貪むさぼって、強引にモチベーションを上げた。

　それでいて必死さを出すことなく、素のままの陽気な自分を保ち……狂うのではなく、壊れるのではなく、桃貝桃花はそのまま、ありのままで、強くなろうとした。




「次の第四戦、第一試合──。

　桃花の希望する遊戯で勝負してください、紅蓮さま。桃花、絶対に勝ちますから!!」

「「「「…………!?」」」」




　それは──衝撃。

　あたかもおもちゃの叛はん乱らん。

　かわいらしい愛あい玩がん犬が突如牙を剥むき、獣けものと化したような異常事態。

　良くも悪くも周囲を和ませ、笑わせる存在だった桃花が示したそれは──無謀な闘志。

　もし本当に勝てたなら、遊戯の歴史に永遠に消えぬ名を刻む偉業となるだろう挑戦だ。

　周囲の視線がすべて紅蓮に集まる。困惑、同情、驚き、さまざまな感情。

　そのすべてを軽く受け止めながら、さほどの動揺も見せずに。

「お前とやるのは久しぶりだな。いいだろう──約束は、約束だからな」

　紅蓮の承認を待っていたかのように、機械音声のアナウンスが場に響き渡る。




『遊戯変更申請、受理されました。

　第四戦、第一試合の遊戯を決定してください』




　ざわっ……！

　場の空気がどよめき、あたりの視線が熱く突き刺さる中、二人は距離を詰めていく。

　──獣は勝てる獲物しか襲わない。

　元気なキリンと病気のブタがいたなら、ブタを狙ねらうのが弱肉強食、真の野生の世界だ。

　桃もも花かもそうだ。どれほど確率が低かろうと希望がないかぎり挑みはしない。

　運うん否ぷ天てん賦ぷは信じない。桃もも貝がい桃花はバカだが愚かではない。運の勝負ならいつかは勝てる、そんな曖あい昧まいな根拠はとっくに何度も否定された。同じ過ちを繰り返しはしない。

　ならば選ばれるのは──純粋な、腕を問われる遊戯。

「砕け散るまで教えてやるよ。こんな狂った世界に踏ふみ込む必要はない。お前は俺の、俺が選んだ日常のひとコマでいろ。それも嫌なら、その希望ごと死んで理解しろ」

　過程が美しく、動機が正しければ勝てるのなら、世の中は最高に綺き麗れいだろう。

　だが、現実は違う。どれほど汚かろうと、醜かろうと、卑劣だろうと、勝った者こそが強いのだ。騎士道精神？　フェアプレー？　そんなものは鉄くずほどの価値もない。

　それこそは砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが不敗を誇った五年で学んだ、現実セカイで。

　こんな遊モ戯ノの強さなど。

「お前自身の明るさや、優しさに比べれば……ゴミ以下だってことを、教えてやるよ」

　喰くう側と喰われる側。圧倒的な強者と弱者。

　肉食獣と草食獣、狼おおかみと家畜の戦いが、今──

「桃花の選ぶ遊戯ゲームは……コレです!!」

　──幕を開ける。





　　　　＊






　──電撃戦－ＳＰＥＥＤ ＣＨＥＳＳ－。




　それは従来のターン制を撤廃し、より迅速なゲーム展開を追求した電脳チェス。

　兵士ポーン８体、城ルーク２体、騎士ナイト２体、僧侶ビシヨツプ２体、女王クイーン１体、王キング１体による計16体の駒こまを８×８の戦場に展開、敵の王を追い詰める。その他最古のルールをほぼ踏襲しつつも──。

　先手も後手も存在せず、すべての駒はいつでも自由に動かすことができる。だが、一度動かされた駒は設定されたウェイトゲージが溜たまるまで再度動かすことができない。

　システム管理はクオリアのＡＩが行うが、クオリア筐きよう体たいには入らない。

　現実世界で、実在のデジタルチェスボードを用いて行う遊戯だ。

　特殊な金属で造られた駒を液晶モニタのボードが認識し、それぞれの駒をデジタルデータとして管理する。

　駒ひとつひとつを固有に認識しているわけではなく、基本的には開始位置を参考にしてデータ上だけで駒の移動が把握される。

　人間の手が駒に触れると静電気で認識され、「これからその駒を動かす」という状態になり、その駒が移動可能なマスに置かれることで「移動した」とシステム上で認識され、晴れてデータ上でも移動したと認識される。

　又、キャスリングの際は王と城を触った上で「キャスリング」と発音する必要がある。

　……などと、システム上の処理は多くて複雑だが、つまりはデジタルとアナログを融合したスポーツ感覚のエンターテインメントというわけだ。

「平成の頃に考案されたチェスのオリジナルアレンジか。普及していく過程で、いくつかのレジャー施設にも設置されたと聞くが……なるほど、ここにもあったんだな」

　ほのかに光るタッチパネルに載った駒こまの列。赤の陣営と蒼あおの陣営、盤を挟んで睨にらみ合あう16対16の軍勢のうち、赤の側に立った紅ぐ蓮れんが、指先で自軍の兵士に触れる。

　すると──兵士の駒から伸びた光が２マス先まで伸び、移動可能な範囲を示した。

「駒の動きはこうして移動マーカーで表示され、素人でも直観的にわかる作りか。素人の対戦はもちろん、玄人同士でも非常にスピーディーな展開が楽しめる。面白い遊戯ゲームだな」

「ですよね。最初は行き先を示す光がスライムみたいでびっくりしましたけど、慣れると楽しいです！」

「……楽しい、か。桃もも貝がい、お前は何時間ぐらいこいつをプレイした？」

「えっと。実時間で、およそ十六時間くらいです……！」

　紅蓮の対面、蒼の陣営に立つ桃もも花かが緊張の面持ちでそう言うと、観衆から失笑が漏れた。

「たったの、十六時間だと……？　話にならんな」

　あからさまな侮ぶ蔑べつを露あらわにし、佐さ賀か臣とみ仁じんは言った。

　紅蓮と桃花──対たい峙じする二人を見渡すと、自分の知識を再確認するように。

「チェスとは、何百時間、何千時間という時を費やしてようやく入り口。一人前の棋士を名乗るならその数倍、それこそ人生を費やしてもなお足りぬほど奥深い遊戯だぞ。それをたった十六時間の付け焼刃で、あの砕さい城じよう紅蓮に立ち向かうだと？　手の込んだ自殺だな」

　その場の誰もが、反論の言葉を持たなかった。

　桃花の味方であるはずの楓かえではもちろん、可か憐れんや佐さ々さ木きまでもが沈黙している。

「……それは、どうかな？」

　だが、反論は思いもよらぬ側から。

「私は偽りのＳランクだ。遊戯の実力では、お前達たちに及ぶまい。だが……。ただひとつ、チェスでは誰にも劣らないと自負している」

「何……だと……!?」

「黙って見ていろ。私の最高傑作たる、桃貝桃花の氷剣エストツクをな」

　猛たける佐賀臣に言い切ったのは、赤いポニーテールをサッとかき上げた御み嶽たけ原ばら静しず火か。

　その眼めは対戦相手たる紅蓮ではなく、怪物の圧力を正面から受ける桃花の背中に。

「氷剣エストツク……チェスの技術を、ももかに……おしえたの？　でも……紅蓮さまには……」

「勝てるはずが、ありません。お兄様に並び立ちたいという桃花さんの考えはあまりにも無謀と言えるでしょう。私や水みず葉はさんでさえ成し得ない偉業ですよ？」

　驚く水葉に、可憐が呆あきれた様子で相あい槌づちを打つ。

　そう、遊戯者として絶対的な才能を持つ水葉や可憐が、膨大な時間を費やし、学んで、己の脳や精神に手を加えてさえ勝てない絶対的な壁、それが砕さい城じよう紅ぐ蓮れんなのだ。

　だが──刺客はさらに、思わぬところに潜ひそんでいて。

「──……ただのチェスなら、そう。けど、これは、スピードチェス。それも、現実世界でのフィジカルが要求される遊戯ゲーム……──」

　か細い声が驚くほど響き、場の注目が覆面の少女に集まった。

「──……それゆえの特性を十分に活いかせれば。桃もも貝がい桃もも花かが、砕城紅蓮に勝てる可能性は……ゼロ、ではない。きわめてか細い、難しい、勝ち筋だけど……──」

　ばかな、という視みえない衝撃が周囲に走る。

　Ｓランクの精鋭全員を手玉にとり、勝利をもぎ取った最強者に。

　最弱の愚者が勝てる方法など、誰にもわからない。

「──……それ、に……──」

　困惑する一同へ、姫ひめ狐こは前置きを挟み。

「──……研究時間は、十分にとることができた。従来なら睡眠に充てる八時間×二日、計十六時間。彼女は、ＡＩと御み嶽たけ原ばら静しず火かのコーチを受けていた……──」

「姫狐姉さん？　……なるほど、何か仕掛けたんだね？」

「──……生徒会監査は、クオリアシステム分枝のアクセスキーを使用できる。それを、利用して、白しろ王おう子じのシステムにハッキングを仕掛けた……──」

　仄ほの暗ぐらい空間で並び立つ、朝あさ人とと姫狐。

　仮面で隠れた恋人の示唆に、銀髪の少年は何かに思い当たって。

「本家のシステム？　まさか……懲罰用のシステムに不正アクセスを……？」

「──……そう。『億年スイッチ』の応用……脳の感覚をクオリアの没入感覚に同期させた、体感時間の超加速。増幅された体感時間は現実の一分が仮想の一年となる……──」

「…………!!」

『特訓』の意味を悟り、その場の大勢が息を呑のんだ。

　クオリアシステムの負の遺産、体感時間を加速して数億年の虚無を与える電子拷問、『億年スイッチ』は、クオリア黎れい明めい期きに遊戯者プレイヤーたちが行った訓練法に由来する。

「凍てつく時計フリーズロツク。最も古いＶＲ訓練。一晩で数十年、数百年すら体感可能な特訓法。それなら、一晩で数千、数万時間もの特訓も可能、というわけですか……」

　ですが、と可か憐れんはそこで言葉を切り。

　ふわふわとしたツインテールを揺らめかせる桃花の後ろ姿を見上げる。

「無む茶ちやにもほどがあります。睡眠による休息すらなく、脳を極限まで加速させた状態で、二晩連続……それも普通の生活を送りながらなんて……！」

「ああ。水を含んだスポンジを極限まで搾るようなもの。ありとあらゆるものを出しつくし、振り絞った後には哀れな滓かすしか残るまい」

　佐さ賀か臣とみ仁じんすら同情するほど、その悪影響は深刻なはずだった。

　ＶＲによる時間加速訓練が今行われずにいるのは、その有害性が懸念されたからだ。

　当然だろう。脳の強制加速は神経細胞の壊え死しをもたらし、自然治癒すらしないのだから。

「脳加速による遊戯者速成教育なんて、未いまだにやってるところがあるとはな。白しろ王おう子じ本家、さては行き場を失った《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の技術者を吸収したか？」

「たぶん、そう。あはっ……♪　なつかしいね、紅ぐ蓮れんさま」

　驚きを隠せない面々をよそに、二人の怪物──紅蓮と水みず葉はだけは、余裕たっぷりに語り合う。

「思い出したくなんぞないけどな。体感時間にして何十億年、あれに突っ込まれていたか。正直計算したくもない」

　──それにしても、姫ひめ狐こも静しず火かもずいぶん容赦のない真ま似ねをしたものだ。

　もちろんリスクを説明された上で、修羅の道を選んだのは桃もも花か自身だろう。しかしだからと言って、要いらぬ知識を吹き込んでそそのかした罪は重い。

「二晩連続ともなれば、脳が壊れるギリギリの際。そこまで脳を酷使したら、普通の人間ならまず廃人同然になるところなんだが……」

　もはや驚きを通り越して呆あきれた顔で、紅蓮は対面に立つ桃花を見た。

「鈍にぶいにもほどがあるぞ……タフな奴やつだとは思ってたが、想定以上だな」

「健康だけは誰にも負けませんから！」

「だが、たかだか二晩……九百六十年の仮想研けん鑽さんで、俺に通用するとでも？」

「──やってみなくちゃ、わかりません！」

　笑顔はあくまで強く明るく、逞たくましく。

　負けて負けて負け続けた。

　ドン底まで堕おちて救われて、ついに高みに引き上げられた。

　桃もも貝がい桃花は負け犬だ。ＧＰを献上し、与え続ける生き餌えだ。最も大切にしている実家の、血を搾るような金まで注つぎ込こんで学園に残り、生き恥を晒さらしても……くじけない。

（本当に、本当に。……どうしようもなく、諦あきらめの悪い奴だ）

　与えられるものでは満足できない。

　しぶとく、欲深く、ねだらず、掴つかみとろうとする欲望のカタマリ。

　だがそれは人間の、生物の根源的な本能の表れ。否定できない、命の叫びだった。

「……ああ。まったく、お前のそういうところだけは、嫌いになれない」

　桃貝桃花は遊戯者プレイヤーではない。深紅の光に導かれた思考の奥底で、もうひとりの砕さい城じよう紅蓮が想定した結論の中に、桃貝桃花はそう定義されていた。

　だが、それが何を血迷ったのか。

（手には、か細く脆もろい氷の剣つるぎ）

　まっすぐに自分を見据えながら、桃花は遊戯台の王キングに手を触れる。

　赤と青で彩られた『ＲＥＡＤＹ！』の文字が両陣営に現れて。

「……頑張れ」

　かつて生徒会の氷剣と称された少女が、祈るように手を握り。

「しず、か……？」

　その姉たる水みず葉はが、驚いたように妹を──生徒会の氷剣と呼ばれた棋士を見る。

　数億年の加速時間。脳が擦り切れる寸前までのＶＲ特訓は、桃もも花かにそれを継承させた。

（空っぽの頭に、小こ賢ざかしい知恵をつめて）

　無言で見守る聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。

　値踏みするような沈黙が、桃花の挑戦の裏を紅ぐ蓮れんに伝える。

　あれは疑っているのだ。砕さい城じよう紅蓮の最強を、本当にそれがすべてを賭けるに足るのかを。

　身内に刃やいばを向けられた時の反応、打ち筋にぶれや動揺が見られるかどうかを見定めて、さらに彼女なりに考えた紅蓮の『弱点』を突くことで問題を洗い出そうとしている。

　真実、それが弱点であったなら、敵に突かれた瞬間致命的な傷となる。

　それを防ぐため、姫狐はこの愚かな計略を巡らせ、知恵なき騎士に囁ささやいたのだ。

（弾む心臓、昂たかぶる筋肉。諦あきらめを知らない夢を抱えて）

　足りなかったパーツが、揃そろった。

　怪物に挑む剣つるぎと、陥れる策を身に着けて。

　かつて可か憐れんがつけた二つ名、そのままに。




　風車の騎士は、吠ほえる。




「……いきますっ、紅蓮さま!!」

「ああ。……来い!!」




　──カッ!!




　高らかに、互いの初手を盤上に打ちつけた。





　　　　＊






　朱あかい眼めに映る世界が、あまりにも遅い。

　秒が永遠に感じられる刹せつ那な、極限の集中がもたらす領域にて、時は加速する。

「なるほど……迅はやい」

　紅蓮をして思わず感嘆を漏らす、それは秒速の奇跡。

　初手、紅蓮が自陣の兵士を一歩前進させようとした瞬間。腰を曲げて屈かがみこみ、盤面に熱中した桃花が、不気味な圧さえ伴いながら──２体の駒こまを前進させる。

　盤上の戦場はクオリアによって甲かつ冑ちゆうを着た騎士たちの合戦映像として、モニタに映し出されているが──。

　桃花の陣営は、その圧倒的な速さゆえに、二人の兵士が同時に動いたようにさえ見えた。

（右手と左手で同時に駒こまを握り、正確に打つ。動作を完全に最適化している）

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは知らない。旧時代の農法、手作業を主とする過酷な労働の多くが、反復動作の繰り返しによるものだということを。




　たとえば腰を曲げ、膝ひざまで泥に浸つかりながら行う、春の田植え。

　たとえば酷暑に耐えながら畝うねの雑草を取り、害虫を取る夏の一幕。

　たとえば実り豊かな稲穂を刈り取り、担ぎ上げて運ぶ秋の収穫。




　桃もも貝がい桃もも花かは遊戯ゲームにおいてド素人だ。

　知識や技術などロクに知らぬままやってきた。だが、ほぼ家業に捧ささげられてきた人生で得た、一定の動作を最適化する農作業のコツ──それは、まさに彼女自身の技術だった。

（なるほどな。聖せい上じよう院いんが考えた俺の弱点とは──）

　──フィジカルスペックの限界。

　どれだけ頭脳が動いても人間の行動は肉の器に縛られる。

　紅蓮のスペックを超えた体力、肉体を用いた正面決戦。

　ありていに言えば、ゴリ押し殺法──。

　桃貝桃花の弱さは精神面にある。簡単な揺さぶり、ひっかけに容易たやすく乗せられて平常心を乱し、頭の回転の鈍にぶさ、正直さ故に初歩的なブラフやトリックが突き刺さる。

　そう、桃花は言わばＲＰＧに登場する戦士系、肉体派モンスターだ。

　物理攻撃に特化した結果、一撃の攻撃力やＨＰこそ異様に高いものの、状態異常や支援魔法などちょっとした搦からめ手を使われたとたんに雑ざ魚こと化す。

（だからこそ、Ｆランクの最底辺。だからこそ、ハイエナどもの餌え食じきとなった）

　──だが、それは突く隙があればの話だ。

「フッ、フッ、フ──ッ！　フッ、フッ、フッ、フッ、フッ、フッ、フ──ッ！」

「……！」

　無駄な言葉や余計な思考など入る余地もなく。

　一流のアスリートの如ごとき、安定した呼吸法とともに桃花はひたすら進撃する。

　筋力はともかく、反射速度や器用さ、動体視力において紅蓮は超一流のマジシャン、アスリート、プロゲーマーを圧倒的に凌りよう駕がする。

（しかし、常に最速が出せるわけじゃない。短距離走の選手が同じスピードでマラソンを走り切れないのと同じように、最高速度と平均速度は両立しない）

　だが、桃花こいつは。

　フィジカルモンスター。紅蓮をしてそう思わせた眠れるペット。

　密ひそかな特訓で肉体を限界まで鍛え直し、さらにこの遊戯に特化した訓練を積んだ今や。

（……俺が一手打つ間に、二手進めてくる……！）

　単なるスペック任せの暴走ではない。たとえば隣接する駒を進める時。

「────ッ!!」

　カカッ!!

　まっすぐ前に突き出した指に駒こまをふたつ挟み、ひとつの動作でふたつの駒を打ってくる。

　紅ぐ蓮れんは二手先を読み、道を封じるように打つ。

　だが桃もも花かは一切反応しない。

　ただただ、自分の駒を前へ出し、徹底的に突撃、突撃、突撃、突撃、突撃。タイマーが満ちた瞬間、王すらも雪崩なだれを打って前進してくる猛攻は、あたかも壁がそのまま進軍してくるかのようだ。

（俺の手を、そもそも見ちゃいないのか……！）

　ザ・脳筋。

　痛快とさえ言える紅蓮対策。一切相手の手を読まず、見ず、ただただ自分の強さをゴリ押して、スペック差による一手のアドバンテージを離さずひたすらに突き進む。

　チェスとは先手と後手が交互に打ちあうからこそ最善手、最適解が存在する遊戯ゲームだ。

　が、これはスピードチェス。速く打ち、速く進めればそれだけ優位に立てる。

　当然だ、うまく王を追い詰めたとしても、敵のタイマーが先に満ちれば逃げられる。

　あるいは他の駒を使って妨害し、横よこ槍やりを入れて防げる。

　トリックやブラフによる揺さぶりもなかなかに難しい。

（言語での会話を挟む余地がない。それをしている暇があるなら、一手でも多く駒を進めるだろう）

　桃花の最大の弱点であるメンタルの脆もろさは表れることなく、最大の強みである怪物級のスペック、ゴリラめいた火力だけを突きつけてくる。

　クオリアを使ったバトルロワイヤルではこうはいかない。

　遊戯の性質上どうしても思考の猶予が生まれてしまうからだ。

　その点、この遊戯はあらゆる点でおもしろい状況を生み出している。

　たとえば体力に任せて突き進むと桃花は決めているが、紅蓮の脳は、スピードチェスをそういう遊戯だと判断していない。

　チェスの延長線上。敵の手を読み、駒の支配領域を計算し、敵陣へ巧うまく切り込む。

　そういう頭脳戦として、紅蓮はプレイしている。

　互いのプレイヤーの遊戯に対する認識に齟そ齬ごがあっても、成立する。

　だからこその、今の状況。

　桃花の軍勢が電撃作戦で紅蓮の領地を侵しん蝕しよくしていく、異常事態！

「フッ、フッ、フ──ッ！　フッ、フッ、フッ、フッ、フッ、フッ、フ──ッ！」

「こいつ……まったく落ちない……!!」

　スピードが、衰えない。

　肺の空気を完全に支配してみせているのか、一定の呼吸リズムを保ちながらも手の動きは高速に、桃花は打ちまくる。

（まずい）

　思考速度、的確な駒こまの移動速度は紅ぐ蓮れんが勝る。ゆえに互角を保てている。

　だが疲労で一瞬でも鈍にぶれば、トップスピードを維持し続ける桃もも花かに──踏ふみ躙にじられる！

（まったく……面白い奴やつらだ）

　朱あかい眼めを煌きらめかせ、紅蓮はコンマ一秒にも満たない時間で思考を巡らせる。

　御み嶽たけ原ばら静しず火か、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。

　個々の能力は紅蓮や水みず葉はやフラヴィアには遠く及ばない、中途半端な才能の持ち主。

　半端な論理と、半端な異能──それをひとつ持っていたからといって、《黒の採決ブラツクバウト》で勝てる遊戯者にはなり得ない。

　だが、その二つを最強の肉体に付与エンチヤントすることで──。

　三位一体。論理と異能を根に宿した、一次元上の遊戯者を完成させた！

（……勘弁してくれ。本気なんざ、出したくないってのに）

　わずか一分の攻防。

　怒ど涛とうの如ごとく押し寄せる桃花の軍勢に押し込まれ。

　手だけは迅速に攻撃をいなしながら──。




　紅蓮の眼が、その『朱』が、誰に知られることなく密ひそかに煌めくのだった。





　　　　＊






　──熱闘の波紋は、観衆にも広がっていく。




　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ!!




「は、早すぎる！」

「まるで、機関銃ですわ！」

　佐さ賀か臣とみと楓かえでが度肝を抜かれたように、紅蓮と桃花の攻防に魅み入いっている。

　もはや目で追うことすら難しい、超高速対局。

　ほとんどノータイム。思考時間は一秒もない。盤上の駒のタイマーが溜たまった刹せつ那な、手が伸びて駒を掴つかみ、局面を進めている嵐のゲーム。

　速い、迅はやい、いかなる言葉を費やしても形容しきれないスピード。

　それはあたかも赤と青、二匹の巨大な粘菌が盤上で触手を伸ばし合い、互いを喰くい合い、呑のみ込もうとあがいているかのようだった。

　モニタに投射された合戦風景からは、目まぐるしく戦場を駆け抜ける騎士たちが見て取れる。

　兵士も騎士も僧侶も女王も。どの駒も漫画やアニメのヒーローたちの如ごとく、目に見えぬほどの瞬間移動で戦場を移動し剣つるぎを振るう。

「常人なら一手指す時間で、お互いに二手……いや、三手は進んでいるぞ。何だ、あれは。どれほど脳を加速している。デタラメにもほどがある！」

「いや。違うぜ仁じんクンよ……！　棋譜を見ろや。きちんと手になってやがる。デタラメなバカ手じゃねえ。ただの素人のガチャ押しじゃねえぞコレ!!」

　怒ど涛とうのように進行する指し手の記録を、サングラスを外して裸眼を晒さらしながら、度肝を抜かれた顔で大おお星ほし大たい成せいは見上げ、続く言葉を失っていた。

「フッ、フッ、フ──ッ、ぬぬ……ぬああああああああああああああああ!!」

　歯を食いしばり、目を見開き、腰を大きく曲げて盤に没入し、桃もも花かの手は動き続ける。

　スピーディに、正確に。一手の狂いもなしに。

　駒こまのタイマーを把握して戦略を立て、指しながら考え実行している？

　あのどんくさい桃もも貝がい桃花が？

　誰もが頭の中で疑問を拭ぬぐいきれない。

「嘘うそ……。桃花さんが、あんな……ありえません、ありえませんわ……」

「ありえない、か。思考停止だな、楠くすの木き楓かえで。現実は確かに目の前にあるというのに」

　愕がく然ぜんとして縦ロールを揺らす楓に、御み嶽たけ原ばら静しず火かがぽそりと告げる。

「ですが……思考しながら、この速さで、正確に……そんな器用なこと、できる子じゃありませんわよ」

「たしかに、あれはバカだ。だが、バカであることを自覚している大バカ者だ。だからこそ先入観なく、与えらえた情報を自分なりに咀そ嚼しやくしてそのまま実行する術すべに長たけている」

　理論ではなく直観、練習よりも実戦。

　理性を超えた本能こそが……桃貝桃花の、武器。

「──耐性のない私が、《凍てつく時計フリーズロツク》に接続できるのはほんの数分。それでも数年におよぶ体感時間の中、桃貝桃花は私が教えた最善の手筋を記憶した」

「ま、まさか──」

「過去数百万、数千万にも及ぶチェスの棋譜……私の暗記したそれら、すべてのパターンを電子空間の中で再現し、あいつの体に覚えさせたのだ」

　理性を超えた本能こそが、桃貝桃花の武器。

「つまり……一夜漬けの、丸暗記。そういうことですの？」

「ああ。私も聖せい上じよう院いんに指摘されて理解したことだがな──完かん璧ぺきな思考は、完璧な反射には絶対に勝てないんだ」

　聖上院姫ひめ狐こが人生を懸けて徹底的に磨いてきた能力は、まさにそれだ。

　どんな些さ細さいな空気変化をも素肌で敏感に感じ取り、思考ではなく、感じた瞬間の反射で手を動かすことで相手に先んずる。

　ゆえにカルタやじゃんけん、早撃ちやリズムゲームなど。反射神経次第で常勝を望める遊戯ゲームを姫狐は完全に支配してきた。

　その能力を──さらに先鋭化させたのが、今の桃もも貝がい桃もも花かである。

「単純明快、桃貝はただただ打ち続ける。考えてすらいない。だからこそ速い。考える、打つの二拍子ではなく、打つ、打つ、打つのみの一拍子。ただそれだけだ」

「……バカって、スゲぇ……！」

　大おお星ほし大たい成せいが絶句し、将棋やチェスに精通した数名は、その説明に頷うなずいた。

「……わからなくも、ないかな？　ぱぱーって、視みえるから。ここをこう打つとああなる、こうなるって直感的に出てくるの。意図して読むんじゃなく、ね」

　思わず呟つぶやいた水みず葉はに、思いがけない人物が応じる。

「ああ。……私にはできない。頭で考えてしまう。だから、私は勝てなかった」

「え……？」

　それは静しず火か。これまでずっと口を利いてくれなかった妹の言葉に、水葉は驚く。

「桃貝桃花にはチェスが向いている──そう聖せい上じよう院いんが指摘した時、私は理解できなかった。正直、あのバカ者には絶対不向きとしか思えなかったからな」

　だが、それは違った。

　あれは底の抜けた桶おけだ。目の粗いザルだ。穴を塞ふさぎさえすれば、ちっぽけな皿や器より何百倍もの水を溜ためこむことができる──大きな器。

「私は彼女の中に自分を見たと言った。でも、違う。桃貝の中に見たのは……お姉様の姿、でした。たしかな才能の芽を持ちながらも愚か者と侮あなどられ、期待されずに見捨てられた者の姿。……彼女の隣にいると、あの幼い日に、何もできなかった自分を思い出さずには、いられなかった」

　ギリ、と音をたてて奥歯を噛かみしめながら、静火は祈る。

　隣に立つ、姉へ。そして過ぎ去った過去に、己の罪を懺ざん悔げするかのように──。

「静火……」

「お姉様が地獄へ連れて行かれるのを、黙って見ていることしかできなかった！　あれと、桃貝桃花と同じように……家族のために身を捨て、壊れてまで才能を開花させた貴女あなたに合わせる顔などない──私なんか、奴ど隷れいの身に堕だして虐げられるくらいが分相応だ！」

　吐き出すように想おもいを語る。

　桃貝桃花に重ねていた水葉の影。そんな桃花を嘲あざ笑わらわずに隣で支えることで、あの日、水葉を救えなかった罪をあがなおうとしていた。──その浅ましさを、自覚しながら。

「彼女の横で、共に訓練する過程で……見ました。お姉様の経験した、地獄を」

　時間の牢ろう獄ごくの中で変質していく桃花を見て。

　この何倍もの責め苦を受けた水葉の苦悩を、その想像を絶する地獄を垣かい間ま見みた。

　頭でわかったつもりになっていた。だが、それは、想像より遥はるかに辛つらかった……！

「……私は……！　わた、しはっ……！」

　自分を、守ってくれたのだということを……言葉ではなく、体験できた今。

　静火は膝ひざを抱え、顔にあふれる涙をぬぐうことすらできず、小さくなって震える。

「しず……か……」

　そんな妹へと水みず葉はは手を伸ばしたかった。

　紅ぐ蓮れんと二人で、日常を研究してきた。可か憐れんに頼って、妹の気持ちを知ろうとしてみた。

　だから泣いている妹を、ただ見ていることなんて、できなくて。




　──だいじょうぶ、だよ。わたしは、しずかのこと……ちゃんと、好きだから。




　そんなふうに優しく微笑ほほえみかけてあげられるのが本当のお姉ちゃんだって……わかっているのに。

「………………ッ」

　静しず火かの肩に伸びかけた手が、止まってしまう。その事実に他ならぬ水葉自身が驚く。

（わたし……怖がってる……？　静火に、受け入れてもらえないことを）

　皮肉にもほどがある。明めい鏡きよう止し水すいの境地に至り、恐怖を完全に克服した自分が、よもや妹を慰めることにさえ恐れを抱いてしまうなんて。

「……ごめん、ね……静火。だめな……お姉ちゃんで……本当に、ごめんね……」

　水葉のその震える小さな声は──




　──ギャラリーと化した生徒会メンバー達たちのどよめきにかき消された。




『──王手Check！』




　遊戯ゲーム開始から一分三十秒。

　局面は、動き始める。





　　　　＊






　無機質なデジタル音声が響いた瞬間、青の王が赤の騎士の攻め手を躱かわす。

「はっ、はっ、はっ、はっ……!!　かふ、ふ、ふっ………!!」

　何度も何度も繰り返される王手Check。

　響くたびに紅蓮は手早く駒こまを操り、攻め手を躱していく。

　必死に追いすがる桃もも花かの軍勢。

　だが速度に劣りながらも、紅蓮の騎士団は的確な手を打ち続け、粘り続ける。

　遊戯開始からおよそ二分。スピードチェスという遊戯の性質を考えれば、決着がついて当然といったところだ。だが桃花の怒ど涛とうの寄せを、紅蓮はひたすら凌しのぎ続けていた。

（届かないッ……全然ッ……もうすこし、もうすこしなのに！）

　無心に打ち続けてきた桃花の内心にわずかに芽生え始める、強い感情。

　きつい。苦しい。──そんな泣き言じみた言葉。

　圧倒的な攻めのスピードに喰くいちぎられ、被害は甚じん大だい。逃げるスペースもそうはない。

　だというのに攻め切れない。紅ぐ蓮れんの領地を削り切れない。

（いつも挑戦させてもらってた遊戯ゲームと、全然違いますっ。これが、紅蓮さまの──）

　──本気。朱あかく煌きらめく『眼め』に、桃もも花かはそれを感じる。

　二倍、三倍の速さで行動する桃花に対して、紅蓮は三手先、四手先を読むことで対応。

　互いに駒こまは入り乱れ、乱戦の様相を呈したまま、互いを呑のみこまんと相争う。

　体が軋きしむ。腕が痺しびれ。脳が灼やける。

　みしり、みしりと、自分の肉体が徐々に壊れていく幻聴が耳の奥に響いた。

（それでも、桃花は……!!）

「なあ、もう降参したらどうだ？」

「……!?」

　悪魔の囁ささやきは、唐突に。

　それまで沈黙を貫いてきた紅蓮のその声は、彼に会話するだけの余裕が生まれたことの証あかしに他ならない。──その事実に気づいてしまったのが運の尽き。

　あるいは桃花がもっと馬鹿であれば。人じん智ちを超越した馬鹿であれば、その事実に気づくことも、焦燥に駆られることもなかったのだ。

「はっ、はっ……意味っ、わからないっ、です……勝ってるのはっ、桃花っ、ですよっ」

「いかにタフなお前でも。──人の限界は超えられない」

「しまっ……！」

　悪魔の囁きに応じてしまった、わずかな隙。呼吸のリズムが途切れた瞬間。




　──ダンッ!!




　狙ねらいすましたかのような一打が、強襲する。

「ひぐっ……！」

　あえて大きな音をたてて置かれた騎士。その威圧感に桃花はビクリと背を震わせる。

　会話に応じた瞬間から……いや、それよりも前、思考が生まれた瞬間にはもう、桃花の速さには陰りが見え始めていたのだ。

　一度に吸う空気の量が多くなり、次第に脳に送り込まれる酸素が豊富になっていくことで、思考に余裕が生まれた。呼吸は余裕を生み、余裕は視界を広げ、視界の情報は認識を爆発させる。

　目の前にいる、砕さい城じよう紅蓮という男の威容を、異様な強さを、正確に認識してしまえば。

（勝てる気が……しない……！）

　無情なる真実の刃やいばが、突きつけられる。

　それまで不自然に動かされずにいた、防御に徹していた紅蓮の駒達たちが動き出す。

「お前は濁流だ、桃もも貝がい。流れ流れているうちは、誰もその勢いに逆らえない」

　二分間のフルスピード。

　理解していても防げない無呼吸連打、一方的な暴力の嵐。

　だが、その流れが一瞬でも遮られてしまえば……どうなるか。

「ふわわっ!?」

　いつのまにか王に迫せまっていた紅ぐ蓮れんの女王。

　紅蓮の手をほとんど見ることなく突き進んでいた桃もも花かは、それまでなら一切かまわずただ突撃し、紅蓮を仕し留とめようとしていただろう。

　だが──今の桃花は、考えてしまう。想像してしまう。まるで、まるで──。

「ふわわわわわわっ!?」

　カカッ、と瞬時に打ったのは、逃げの一手。

　王を敵の攻撃範囲から逃がす意味しか持たぬ、攻めの意図が皆無の軟弱な手！

「速度を失った騎士は……ただの、でくの坊だ」

　紅蓮は悪魔的に笑う。

　余計な情報を頭に入れてしまった瞬間──

　ただでさえ容量の足りない桃花の思考は乱れ、それまでの鋭さを失っていた。

　極限までの集中、すべてを擲なげうって掴つかんだ一手のアドバンテージ。

「それをお前は、手放した」

　すうっ……と、紅蓮は息を吸う。

　肺が膨らむ。酸素が思考を加速する。

　たとえ呼吸が停止しようと。心臓が止まろうと、酸素欠乏症で脳が壊れようとも。

　それをネジ伏せる絶対の意志なくば、勝てない。

　まるでそう言い放つが如ごとく。

　──カカカカッ!!

「にゅ、にゅうううう、ぴゃあああああああっ!?」

　紅蓮が攻める。桃花が凌しのぐ。それはこの土壇場で発生した、逆転劇。

　一手進める間に二手。桃花のように盤面を見おろし、指に三つの駒こまを同時に挟んで。

　一手進める間に三手を打つ、追い詰められた際から弾はじける、絶対突撃!!

「そんな、そんな、そんな、そんな、そんな……っ!!」

「どうした。防げ。守ってみせろよ桃貝桃花。無理か。そうだろうな。噛かみつくことだけを覚え、ようやく突撃を学んだ騎士。……思い知れよ」

　風車の騎士は。

　怪物と思いこんだ風車に歯が立たず。

「槍やり砕け夢破れて故郷で死ぬってことを。な……！」

　対局時間、二分二十秒。




『──王手Check』

「ぐっ、ううううううううう!!」




　破れかぶれ、苦し紛れの一手。

　無様に逃げ惑う王。守勢に回ったとたん脆もろく儚はかなく崩れ去る──。

　桃もも貝がい桃もも花かという人間そのものを表すような終着の手。

　──だが、それでも諦あきらめない。

　そう叫ぶかのように、桃花の王が進む。

　だがその行方には青の騎士たち。分厚い守り、兵士の槍やり衾ぶすま。




「あきらめ、ませ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!」




　涙ながらの絶叫。数億の死の果てに見み出いだした境地。

　常人なら脳が擦り切れる特訓の果てに、数世代前なら天才と言われる棋士たちが生涯をかけてようやく到達できる位置に、ほんの数時間のみで駆け上ってみせたその才能。

　評価に値する努力。才能。実力。

　無限とも言える変化から直感で最適解を読み、積み重ねた手筋を模も倣ほうして打ち続ける。

　──それはきっと、この時点で桃貝桃花が到達できる究極。

　呆あつ気けなく終わる。誰もがそう思った。しかし──。

「桃花は一人前になるんです!!　紅ぐ蓮れんさまや可か憐れんさまや楓かえでさんにおんぶにだっこじゃなくて、隣で戦えるようになって……頼るだけじゃなくて、自分の手でお家うちを守って……そうじゃないと、そうじゃないと──」

　限界を超えた脳に耐えきれなくなった涙腺が大粒の涙を分泌し、崩壊を目前とした肉体から濁流の如ごとく汗を流しながら、桃花は。

「──お友達だって、胸を張れないじゃないですかぁ!!」

　ぐしゃぐしゃの顔でそう言い放ち──加速した。

「……ッ！」

　紅蓮が顔をしかめる。

　しかしもはや完全に集中を取り戻した桃花にはそんなものは見えていなかった。

「だああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　連打。連打。連打連打連打連打連打連打連打──。

　守勢から一転、ふたたび怒ど涛とうの攻撃が紅蓮陣営を襲う！

　王の雄おたけびに鼓舞されたかのように、モニターの中の兵達たちが獅し子し奮ふん迅じん、猪ちよ突とつ猛もう進しんに、格上の敵に突撃していく。

　桃花が息を吹き返すのと引き換えに、紅蓮はふたたび攻撃を捌さばく側に戻り──。




（──……本当に勝ってしまうの？　桃もも貝がい桃もも花か……──）

　戦局を見守っていた聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こが、誰に悟られることなく密ひそかに思う。

　一度リズムを崩されたときは、もう駄目かと諦あきらめかけた。やはり流石さすがの砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。身体能力の差など問題なく跳ねのけてみせるのかと絶対の信頼を抱きかけた。

　だがしかし、この桃花の粘りはきっと彼にも想定外だったはずだ。

　何な故ぜなら……！

（──……発汗を確認。これまで汗ひとつかかず、余裕で捌さばいてきた砕城紅蓮が、顔に、手に、尋常じゃない汗をかいている。これは、精神的にも肉体的にも追い詰められている証拠……──!!）

　特訓の時間を思い出す。遊戯ゲームの才能を持たずとも、諦めずに力を求めた少女の姿を。

　それはかつての愛いとしい人──朝あさ人との姿と重なるものだった。

　静しず火かが水みず葉はの姿を重ねていたように、姫狐もまた、絶対的な才能を持つ兄の下であがき続けた少年を投影し、怪物を倒す瞬間を夢想していたのだ。

「──……やれ……いけっ……桃花ぁ……──!!」

　掠かすれた声を精一杯に振り絞って、喉のどに張りついた膜を剥はがすように姫狐は叫んだ。




「だああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　二人の師匠の想おもいを背に、論理の剣つるぎと異能の剣を手に桃花は突き進む。

　だから──気づかない。

　強さがゆえに。

　自分の信じた道を突き進んだがゆえに。

「…………」

　す……と。朱あかい『眼め』が細められたことに、桃貝桃花は気づかない。

　意識を深しん淵えんの底に押し込めたような仄ほの暗ぐらい瞳ひとみの色──そして、周囲を凍いてつかせるほどの絶対零度の気配に。

「──素直に倒れておけよ。この、馬鹿……」

　誰の耳にも残らないほどささやかな、それでいて重い感情のこもった声。




「──キャスリング」




　冷たく研ぎ澄まされた刃やいばのような声で、ハッキリと桃花の耳に伝わるように確かな圧力をもって発し。

　王キングと城ルークの駒こまをつかみ、腕を交差させて──両者の位置を、盤上で入れ替える。

「え……!?」

　勝負の行方を見守っていた生徒会役員たちからどよめきが生じる。

　可か憐れんが、楓かえでが、佐さ々さ木きが、ミミが、佐さ賀か臣とみが、大おお星ほしが──目を大きく見開いて、紅蓮の手元と戦況を報しらせるモニターを交互に見る。

　ここでいきなりキャスリングを仕掛ける意味がわからない、そんな純粋な想おもいからか。

　あるいは、何か不思議な現象でも見たのか。

「関係ッッッ……ありませんッッッ!!」

　たとえ盤の端に王が逃げたとしてもかまわない。ただ追いかけて──狩るだけ！

　騎士が、僧侶が、女王が、一斉に矛先を変えて走り出す。

　城塞の奥に逃げ隠れても遅い。王が怯おびえ撤退すればあとはただ落城を待つのみ。




「チェックメイトッッッッッッッ!!　ですっっっっっっっ!!」




　バシン！　と桃もも花かが女王を盤面に叩たたきつけた瞬間。

　紅ぐ蓮れんの王の駒の退路がすべて断たれた。

　駒こまの行動待機時間を計算しても、他の駒の割って入る隙を観察しても、あらゆる状況が、王には逃げ場がないと示している。

　そして、その瞬間が訪れる。

「いっけえええええええええええええええええええええええ!!」

　桃花の女王が盤を踊り、紅蓮の王を倒す！

　勝利の剣つるぎを振り抜き、敵を斬きり伏せる女王アバターの姿がモニターに映される。

　そう。これは。

「勝った……」

　誰が、どう見ても──




「桃花、勝ちました。桃花の、勝ちです。紅蓮さま。桃花、紅蓮さまに──」

「チェックメイト」




　それは、狡こう猾かつなる蛇の戦略。

　相手に気づかれずに足元から忍び寄り、油断した隙をついて急所を噛かむ。

「え……？」

　噛まれた側は何が起きたのかもわからず、ただ血が流れる事実に首を傾かしげながら呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかない。

「──お前、誰を斬ったつもりになっていた？」

　紅蓮が視線で示した先は──観戦者を楽しませるためのモニター。今はガラガラの無人状態、生徒会役員の他に誰もいないが、本来なら大勢の観客が押し寄せるスタジアムの、集客の要かなめ。

　デジタルボード上で繰り広げられる戦況を、３Ｄアバター達たちのリアルな合戦として演出するためのモニター。

　画面の中……桃もも花かの女王に斬きり伏せられ、足元の血だまりの中に沈む紅ぐ蓮れんの手て駒ごま。

　それは、王冠をかぶった王などではなく、粉々に砕け散った塔の残骸であった。

「今度こそ、落城だ」

　と、紅蓮がそう言い放った瞬間、完全に動きを止めていた桃花の軍勢の隙すき間まを縫って、赤の女王が戦場を駆け抜け──桃花の王に、処刑の刃やいばを突き立てていた。




　ビイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ!!

　激しいブザーの音が鳴り響き、システムが遊戯ゲーム終了の合図を報しらせる。




『《電撃戦－ＳＰＥＥＤ ＣＨＥＳＳ－》──勝者、砕さい城じよう紅蓮！』




　ＡＩの宣言とともに、力尽きたように桃花はその場に倒れた。





　　　　＊






（……頭が、痛む）

　倒れ込んだ桃花を見おろし、停とめていた呼吸を始めながら、紅蓮は思った。

（衰えたもんだな……。この程度の遊戯で、これか）

　遊戯という極限環境における最強のポテンシャルを保ち続けることに、負荷を感じる。それは全盛期の自分からは考えられない衰え、どうしようもない怠慢だ。

　聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは遊戯のログからそれを見抜いたか──

　最低でもそう推論を立てて、桃花という刺客を送ってきたのだろう。

　桃花は大きく胸を膨らませ、酸素を貪むさぼりながら紅蓮を見上げる。

「はふっ……はふっ……紅蓮さま……あの……教えて、ください。桃花、勝ったはずですよね？　どうして……どうして、負けてるんですか……？」

「キャスリングだよ」

　紅蓮はつまらなそうに答えた。

「王と城を入れ替えるアレですよね？　桃花、覚えてますよ。頭ではよく考えてなかったですけど……紅蓮さまがそう言ったの、わかってます。だから、桃花も王を追いかけて」

　まっすぐな瞳ひとみを向けてくる桃花の目を見て、紅蓮はきっぱりと言う。

「俺はあの時、キャスリングなんてしていなかったんだ」

「え？　で、でも、駒は確かに動いてました。王と城の位置を入れ替えてましたよね？」

「盤面の上ではな。だが、システム上では違う。──見てみろ」

　紅蓮が対観客用のモニターを顎あごで示す。

　桃花の女王に殺され、バラバラに砕け散った紅蓮の城ルーク──。

　そして、フィールドの初期位置に悠々と座する、紅蓮の王。

　それは先ほど遊戯ゲーム終了間際に桃もも花かも見た光景だ。

「ぜひゅ、ぜひゅ……よく、わかりませんが……これは……？」

「お前は盤面に集中していた。その集中力は驚異的だったし、あのスピードを維持するには、観客向けのモニターなんか気にしてる余裕はなかったんだろう。──思考せず、反射だけで戦う。それはたしかに強みだが、同時に弱点でもあったわけだ」

　実際の戦場における影武者のように。

　紅ぐ蓮れんの王は華麗に部下と入れ替わってみせ、桃花はまんまと騙だまされた。

「でも、どうして……。紅蓮さまは『キャスリング』と宣言して駒こまを触りました。しかも、駒の位置も移動させてる。どうしてデータ上だけキャスリングが成立してないんですか？　こんなの……おかしいです」

「簡単だ。駒を触りながら、触ったことにならないようにしたんだよ」

「い、意味がわかりません。そんなの無理です。無理に決まってます」

「──なあ、桃もも貝がい。この遊戯の最初の説明、覚えてるか？　この駒は金属でできていて、手の静電気でデータを認識してるってな」

「え、えーっと。むずかしい話だったので、聞き流してましたけど……」

「要はスマートデバイスのタッチパネルと似た原理だ。──経験あるだろ、お前も。妙に手汗をかいたとき、指が湿ってるとき、なかなかうまくタッチパネルが反応しないこと」

「──……まさか、砕さい城じよう紅蓮、貴方あなたはッ……──」

「ひ、姫ひめ狐こさん？」

　会話の途中で割って入った覆面少女の存在に、桃花が驚く。

　姫狐は紅蓮に詰め寄り、責めるように顔を近づけ言い放つ。

「──……私が観測した大量の汗。あれは、意図的な発汗だったとでも……──!?」

「さすがはＳランク３位。いい勘をしてるじゃないか」

　蓋ふたを開けてしまえばつまらないイカサマだ。アナログとデジタルの融合した遊戯だからこそ生じ得る、ねじれ現象を利用したに過ぎない。

「俺はあのとき指に自分の汗をたっぷりつけて、静電気が反応しないように駒に触れた。そして嘘うそのキャスリングを完了させたら汗をぬぐい、プレイを続行したんだ」

「──……なんて悪魔的な発想……それに、その発想を実現させる、人間離れした能力。自分の肉体を、そこまで制御できるなんて……──」

「人間離れ、ね。まったくもって嬉うれしくない称号だな」

　紅蓮は頭をガシガシと掻かき乱し、倒れたまま敗北の余韻に動けない桃花を見おろす。

　正直、今日の桃花は紅蓮から見ても結構な強敵だった。

　まさに原石だ。研磨さえしてやれば遊戯という場で、楓かえでや可か憐れん以上に輝くだろう。

　水みず葉はに近しい才能を持つ、怪物の卵。そう思えた。

（だからこそ、孵ふ化かはさせない。こっちに来るな。お前は、そこにいろ）

「はあっ、はあ……はあ………………──…………──……」

　それまで張りつめていた桃もも花かの元気さ、無限にも感じられた活力が一気に減っていく。

　力なく、まるで病人のように弱々しい気配に、紅ぐ蓮れんは深々とため息をついた。

「やっぱりな。……お前のそれは単純なタフネスじゃない。そいつは、前借りだ」

「みゃえ、がり……？」

　呂ろ律れつの回らない桃花を見おろしながら、紅蓮は通告する。

「お前は疲労や苦痛を感じないんじゃない、忘れてるんだ。目標に夢中になっている間だけ無敵状態が続く。可か憐れんの名づけは絶妙だったな」

　ラ・マンチャの男、ドン・キホーテは夢の住人。

　剣つるぎを携え、夢の世界で生きている間は無敵。いかなる怪物をも打ち倒す英雄となる。

　だが夢破れ、現実を見たその瞬間──そこにいるのは英雄ではなく、ただの老人だ。

「悪いな、桃もも貝がい。真剣勝負のまま正々堂々と倒してやりたかったが……あのまま続けたら、お前の体と頭はぶっ壊れて、二度と使い物にならなくなってた。──下へ手たすりゃ死だ」

「ぐれん、ひゃま……」

「だから、イカサマを使ってさっさと切り上げることにした。……お前の意思なんて関係ない。ただの、俺の自己満足でな」

「しょう、にゃんえふか……。どんだけちゅよいんでふ、か、ぐれん、しゃま……」

「ああ、強いさ。だから、心配するな。──聖せい上じよう院いん、お前もだ」

　言うと、紅蓮は固唾かたずを飲んで見守る人物に目をやった。

　罰を受けんとして緊張している姫ひめ狐こと、彼女を守らんと前に出る朝あさ人とを。

「俺は強い。少なくとも、お前たちの誰よりもだ。聖上院、お前が気づいて桃貝が突ける、そんな程度の弱点があったらとっくの昔に俺は死んでる。……安心しろよ」

「──……想定、以上だった……──」

　言うと、姫狐は深々と頭を下げる。

「──……桃貝桃花の仕上がり。それに、貴方あなたの強さも。どちらも……私の想定を、遥はるかに超えていた。強い。……ごめんなさい。試したことを、許してほしい……──」

「いいさ。大事なものを、大事な人を守る。そのためにしたことだ。理解できる」

　桃花が言っていたのと同じ。紅蓮にとっての可憐だ。

　心のよりどころとなっている大切なものを守るため、そのためなら何でもする。

　汚い真ま似ねだろうがやってのけ、結果を手にしようとあがくのを否定する気にはなれない。

「望む限り、俺はお前たちを守ってやる。俺の強さは、そのためにある。大切なものを、誰かの日常を守るためにな。だから、あんまり……無む茶ちやするな」

　倒れた桃花に歩み寄る。

　いつのまにかうつ伏せになっていた彼女のツインテール、桃色の髪をほわほわと撫なでてやりながら、紅蓮は筐きよう体たいに寄りかかるように座った。

「再開発とやらを潰つぶしたいなら手を貸してやる。だから──」

「……ぢがいまづっ……！」

「え？」

　顔を上げた桃もも花かの、憔しよう悴すいしきったぐちゃぐちゃの貌かおを。

　涙で濡ぬれた頬ほお、悔しさに歪ゆがんだその真剣なまなざしを──。




「まもって、もらいたいのは、すごく、あるけど……でも、でも……いま、ももか……！　ももかは、ぐやぢいんでづっ……!!　負けて、負けて……!!　ひめござんどがっ……！　しずがさんに、ごめんなさいって……ふえ、ふええええええ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん!!」




　子供のように声を殺して、桃もも貝がい桃花は泣いていた。

「ひめござんっ、しずがさんっ……ごべんなざいっ……せっがぐ、おどもだぢになれだのにっ……ももかのこと信じて、だぐざんよぐしでぐれたのにっ……」

　そうか、と紅ぐ蓮れんは想おもう。

「お前は今日……初めて、本当の勝負を経験したんだな」

「ふぇ……？」

「圧倒的な格上に潰つぶされるよりも、もうすこしで手が届きそうだったのに、つかみそこねた勝利の方が何倍も悔しいもんだ。俺には経験はないが、負けた奴やつらを腐るほど見てきたからわかる」

　桃貝桃花は今日、本当の遊戯者プレイヤーになった。

[image: ]

　紅ぐ蓮れんにとってはこの上なくくだらない、だけど彼女にとっては宝物のような称号。

「そして、誰かと一緒に戦うのも初めてだった」

「だれ、かと……」

「家族や従業員を守ると言っても……傍そばにいなきゃ、実感湧わかないだろ」

　──だから、負けた。

　必死であがいているつもりでも、自分という枠から抜けられずに。

　殻をかぶったひよこのまま喰くわれ、搾取され続け、負けることに慣れてしまったのだ。

「だが、この戦いは違った」

　間近に、自分を助けてくれる──仲間がいた。

　期待し、応援し、祈りを捧ささげる、誰かがいた。

「そういうもんだ。本当に大事なものを賭けて、誰かに期待されながら戦うってのはな。負ければ悔しいどころじゃない。それこそ死んだ方が楽ってくらいだ」

　自分の胸に手を当てて、紅蓮は想おもう。

　かつての戦いの日々を。一度の敗北が死を招く、必死で掴つかんだ綱渡りを。

　五年間不敗、即すなわち一度の負けが即死となる……地獄を。

「本当に好きだと。──愛せるかもしれないと思った人すら」

　頭に浮かぶのはとある少女。

　片言の拙つたない日本語を話す、今のそれとは面影すらない──

　自分に『日常』を垣かい間ま見みせた、ある女の子の姿だ。

「そいつは、嘘うその記憶を持って俺の前に現れた。そいつが語る言葉はたどたどしくって、穴だらけで、間違いだらけの『日常』の記憶を、まことしやかに語っていた」

　どんな愚か者でも嘘だとわかる。けど、だからこそその言葉は。

　彼女が語る、屈託ない世界への憧あこがれが──深々と、突き刺さる。

「俺はあいつに夢を見た。あいつの嘘を嘘だと知りながら、騙だまされたいと思っちまった。この子は、俺が知らない世界の、『日常』の人間なんだ、ってな」

　だが、それはすべて嘘。

　地獄で一度の勝利をもぎ取るために造られた──。

「遊戯ゲームの場で、その娘は死んだ。肉体はまだ生きてる、記憶もある。だが俺が憧れたもの、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナはもういない。なぜなら」

　成長した彼女を思い浮かべる。

　彼女に向けた想いを、ほのかな甘い疼うずきを──。

「俺が殺したからだ。そのくだらない罠わなを利用し、逆手にとって叩たたき潰つぶして勝ち残ってな。その時、俺の心に芽生えかけていたものは葬り去られた。永遠にな」

「……お兄様……」

　観衆の中から、心配そうな可か憐れんの声を聞きとって、紅蓮は小さく首肯する。

「これが、まともな人間のすることか？　なあ、桃花」

　名前をしっかりと呼び、紅ぐ蓮れんは心からの言葉を重ねた。

「俺はただ、お前たちに。可か憐れんや、楓かえでや……桃もも花か、お前に俺みたいな想おもいをさせたくない。それだけなんだ。汚い世界に入らずに、俺の求める綺き麗れいな日常の中にいてほしいんだ」

「ぐずっ……。でも、でもぉっ……!!　ももがは、ももがぁっ……!!」

「そうだな。お前はもう知っちまった。本気で戦うってことを。適当に、いい加減に戦うんじゃなく、本当の意味で『人生を賭けて』戦うことを」

　賭けているものの意味を、重さを、理解しているつもりでしきれていなかった。

　それこそが桃もも貝がい桃花の本当の欠点。

　あまりに愚かで、鈍にぶくて、理解できなかった現実。

　だが、それは今刻まれた。本当の努力と、報われることなき敗北によって。

「ふえええええぇぇぇぇん……ふえええええぇぇぇぇぇん………!!」

「鼻水つけるなよ。まったく……。子供みたいな奴やつだな、強くなっても」

「つ、つよく……？　ももか……。つよい、ですか？　ほんとに……？」

「ああ。お前はまだ怪物に堕おちたわけじゃない。だがその強さは本物だよ、まったく」

　勝った、負けたは別の問題で。

　単なるおきらくペットではなく。自分の意志で立ち上がり、勝負できる存在になった今。

「お前はもう、勝てる人間だ。──見てみろ」

「ふぇっ……!?」

　桃花を助け起こし、こちらを見守っている観衆の方へ向けてやる。

　すると彼女は閉じかけた眼めで、注目するまなざしを理解して──。




「マジかっけええええ!!　オイオイオイオイ、やるじゃんＳランク６位さんよォ……！　あそこまで仕上げてくるとか、リスペクトしかねェぞコラァ！」

「今後は警戒すべきだな。俺としたことが、古い情報に囚とらわれていたようだ。情報を更新し、対処を改めるしかないだろう。……手て強ごわい敵が増えた、とな。くっ……！」




　大おお星ほし大たい成せいが、佐さ賀か臣とみ仁じんが。




「素敵なものを見せて頂きました。……弱者が見せる美しい努力の結晶、すばらしき夢。これはとてもとても高値がつく物語でしょう。桃貝株、お買い得です♪」

「上場したら抑えくらいはしといてもいいかもね。ちぇっ。穴が一個塞ふさがっちゃった……。元ザコ隷徒のくせに、本気出せば強くなるなら最初っから出しなさいよね、ウザい」

「頼れるのは実力だけだかんねー。ま、由ゆ良らちんには絶対かなわないけど☆」




　フラヴィア・デル・テスタが、時とき任とうミミが、由ゆ留る木ぎ由良が。




「やるね、姫ひめ狐こ姉さんも。まさか彼女に可能性があるなんて、誰も読めてなかったよ」

「──……利用してしまってごめんなさい、桃もも貝がい桃もも花か。だけど、この気持ちは嘘うそじゃない。私はあなたの遊戯ゲームに、心底魅み入いられてしまった……──」




　朝あさ人とが、姫狐が。




「……晴れて生徒会最弱が私に決定しちゃったと思うんで複雑ですけど、でもそれはそれとして桃花さん、超凄すごいですね。素直に感心、佐さ々さ木きです！　……あと、今のネットにうＰぷってもいいですか？　最近収益化通って地味に広告収入がおいしい佐々木です」

「わたくしも、愚かでしたわ。……桃花さんは桃花さんだと、いつまでもあの何というか、成長のかけらもないアレな方だと思っていましたが……まさかここまで、ここまで大きくなっているだなんて。ううっ……己のふがいなさと、桃花さんの成長に、涙が……！」

「友情を通り越して母性の領域ですね、お二人は。……お兄様にベタベタと、正直腹に据えかねるものはありますが、あの成長ぶりは認めるべきでしょう」




　佐々木が、楓かえでが、可か憐れんが──。




「……フフ。やったな、桃貝。らしくもなく、目頭が熱くなってしまったよ」

「…………」




　いまだぎこちなさを残す、御み嶽たけ原ばら姉妹が──。




　誰もがパチパチと拍手をして、一人の勇敢な風車の騎士の健闘を讃たたえる。

　世辞なんかであるものか。たとえ友達という関係性だろうと、ここにいる新旧生徒会の人間たちは、心にもない称賛を送るほど優しくない。

　心の底から桃花の強さを認め、桃花の遊戯の結果を評価しているのだ。

　桃貝桃花の人生において、自分個人に向けてこれほど賛辞を送られた経験は一度もなく。

「ほら、こんなとこに寝そべってたら、背中が汚れるぞ」

「ふぁっ……!?」

　強引に手を繋つなぐと、紅ぐ蓮れんは桃花をそっと立たせた。

　そのまま若干ふらつきながらも、近くのベンチへ連れていくと、寝かせる。

　ふにゅりとたわんだ胸に乗せた傷だらけの手を握りながら、その耳元に囁ささやく。

「できる範囲でサポートはしてやるよ。今も、それから卒業後もな。だからあんまり無む茶ちやするな。……いいな？」

「……ふぁいっ!!」

　ひどく不器用な返事をして。

　桃もも貝がい桃もも花かは、最弱の遊戯者にして紅ぐ蓮れんを凌しのぐ日常力の持ち主は。

　飼い主に撫なでられた犬のように──穏やかに、安心しきって眠りについた。





●戦い終えて




　ベンチで桃花が眠るのを見届けた後、砕さい城じよう紅蓮は他の生徒の輪から離れ、自販機の前にやってきていた。

　デバイスで安い炭酸飲料を購入し、壁に背中を預けて息を吐く。すると遅れてすぐに、ガコンと音がして隣に人が立った。

「お一人ですか？　コチラは基本がソロの佐さ々さ木きです」

「オタサーの姫が何言ってやがる。常に誰かに囲まれる人生だろうが」

「バーチャル受肉して客寄せパンダやらされても心は孤独のままなんですよねー」

　あははと笑って缶の苺いちごミルクを飲む佐々木。

　相変わらず日常の塊のような、異様に話しやすい少女は不意に紅蓮に流し目を送る。

「考え事、ですよね？」

「良い『眼め』をしてるな。実は強いんじゃないか、遊戯ゲーム」

「伊だ達てに隷徒歴長くないですからねー。人の顔色を窺うかがう事にかけてはベテランですよ？」

「誇るなよ……ま、一応友人だ。感謝はしておくよ。心配して追いかけてきてくれたんだよな？」

「ええまあ。可か憐れんさまは次の遊戯がありますし。みんな遊戯の準備でピリピリですから。ここは佐々木の出番かなーと厚かましくも思ってみたりな佐々木です」

　照れ笑いのように言う佐さ々さ木き。

　そんな横顔にホッと息を吐いて、紅ぐ蓮れんは。

「──今日の桃もも花かの活躍、お前も見ただろ。あまりにも、常軌を逸していた」

「……ですねえ。佐々木の最弱が決定づけられた瞬間でした……」

「億年スイッチの限界運用。あれは、怪物に堕おちてもおかしくない代物だった」

　肉体や精神が壊れかけながらも突進を止やめなかった風車の騎士。

　その鬼気迫せまる形相を見れば、確信できる。

「──あのまま遊戯ゲームが続いていたら、桃花さんは怪物に成り果てていた、と？」

「いや。常人ならとっくに堕ちていたはずだ。あいつだから、あそこまで保もったんだ」

　紅蓮も。水みず葉はも。朝あさ人とや姫ひめ狐こでさえ非人道的な『調整』の果てに、壊された。

　他者を操り、すべてを奪うことに罪悪感を持たない怪物に造り替えられた。

　だから──。遊戯を学ぶこと、力をつけること、それ自体が悪だとして、可か憐れんを完全に遊戯から遠ざけたいと紅蓮は考え続けてきたのだ。

　けれど。もしも桃花のように。力をつけながらも人らしさを保てるならば。

　日常の象徴のままで踏ふみとどまれるというのなら。

　この選抜戦で何やら策を巡らし、隠れて力をつけようとしている妹に対しても。

「俺は……可憐を応援してやるべきなのかな？」

　壁に背中を預けたまま、ずるりと座り込む。自分の隣に寄り添いたいという妹の願いを大切にしてやりたい気持ちと、そんな真ま似ねはよせと拒絶する気持ちが混ぜ合わさって……ジュースの缶を小刻みに震わせる。

「──私は、可憐さまを応援してあげたいと。強く意思表明する佐々木です」

「それは、なぜだ？」

「強くならないと、紅蓮さまの隣にはいられない。そんな焦りの気持ち、佐々木には何だかわかる気がするんです」

　可憐がそうであったように。桃花がそうであったように。

　弱者の代表たる佐々木だからこそわかること。日常に疎うとい紅蓮にはわからぬこと。

「紅蓮さまは、強すぎるんです。あまりにも眩まぶしくて、住む世界というか次元が違くって。ほら、私がバーチャルのアバターで動画配信やってるのと同じでしてー。視聴者からしたら、手が届きそうで全然届かないアイドルなんですよ佐々木は」

「そんなことは──」

「あるんです。それに紅蓮さま、戦うのが本当に嫌いで、辛つらそうですし。それなのにありとあらゆる苦痛のすべてを背負い込んで守られてしまったら、こっちとしては意地でも強くならないと……そうして、紅蓮さまの苦しみのほんのわずかでも肩代わりしてあげたい。あなたが可憐さまや私たちを大切に想おもい、愛してくれてるように、私達たちだって──可憐さまだって、愛ゆえに守りたいと願ってるんです」

「佐々木……」

「なーんて。ちょっとカッコつけすぎちゃいました、佐さ々さ木きです！」

　えへへ、と照れ隠しに鼻の下をこすると、佐々木は一気に苺いちごミルクを飲み干した。

　この合成着色料の塊みたいな味がたまりませんね！とワケのわからないことを言いながら、空き缶をゴミ箱に放ほうり投げ……ミスってコロコロと転がるそれを慌てて追いかける。

「あー！　めっちゃくちゃいいとこで失敗しました、恥ずかしぬー！　うー動画だったら美お味いしいけど、今はそんなのいらない佐々木です！」

「……。しまらない奴やつだな」

　間の抜けた佐々木に思わず笑みをこぼしながら、紅ぐ蓮れんは考える。

（佐々木の言う通りかもしれないな）

　遊戯ゲームを極めることの弊害ばかりを気にして、可か憐れんの想おもいに蓋ふたをしようとしてきた。

　どれだけ日常を求めようとも、自らが圧倒的に強い遊戯者である事実は変わらないのに。

　いつか戦場に引き戻される。いつでもすべての苦難をその身に受け続ける。

　そんな兄を守るために、その痛みを分け合うために──妹が力を欲するのは紅蓮が紅蓮であるかぎり、どうしようもなく避さけられないことなのだ。

　ならせめて、桃もも花かのように。

　奈な落らくに堕おちる手前で、踏ふみとどまれると。

　怪物ではなく、人の心を持ったまま、力だけを手に入れられると。

（信じてみても……いいのかもしれないな）

　ライブステージにいるはずの妹の姿を思い浮かべながら、紅蓮はいつの間にか空っぽになっていた炭酸飲料の缶を適当に放る。

　ゴミ箱の方を一いち瞥べつもしないままに放たれたその缶は、正確な放物線を描いて箱の中へと吸い込まれていった。





●影嗤わらいの道化師




　波乱の第四戦、第一試合が砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの勝利で終わり。

　三十分の休憩を挟んだ後──。

　続く第二試合、砕城可か憐れんと聖せい上じよう院いん姫ひめ狐この遊戯ゲームが始まろうとしていた。

（──お兄様が語ったミラという女性について。そして桃もも花かさんの異様な伸びについて、お話ししたいことは山ほどありますが……今は、我慢の時ですね）

　勝負の舞台たるクオリア筐きよう体たいに向かいながら、可憐は思う。

　まさか、桃花があそこまで粘るとは思わなかった。

　そして、その原動力は……弱みを徹底的に隠し、強みを押し付ける戦術にある。

（聖上院姫狐。今までは生徒会の運営にも協力的、白しろ王おう子じ兄弟を縛る便利な首輪程度に認識していましたが、よもや……）

　蒼あおい炎のような視線を、可憐は姫狐に送る。

　さまざまな遊戯のＶＲ筐体が林立する、獅し子し王おうレジャーランドゲームコーナー。

　次の遊戯を選定する猶予時間が始まる前に。

（よもやお兄様を試すような不ふ埒らち、不ふ遜そん、卑劣な真ま似ねをしようとは。お兄様の恩を忘れて手を噛かむ蛮行、桃花さんもそうですが十分に躾しつける必要がありそうですね……！）

　沈黙と共に戦意をこめた可憐の視線が突き刺さる。

　この時のために水みず葉はと特訓を重ねた、必勝の遊戯を提案するつもりで。

（さあ、受けてもらいますよ、姫狐さん。──お兄様にたてついた、報いを！）

　敵意を明らかに悟りながら、聖上院姫狐はそっと恋人の手をすり抜け、進み出ると。

「──……この後の選抜戦……私は……棄権を申請する……──」

「は？　……どういうことですか、姫狐さん。私に勝利を譲るとでも？」

「──……紅蓮様への反逆、その責任をとる。それだけ。他意は、ない……──」

「白々しい。何か狙ねらいがあるのではありませんか？」

「──……そんなことは、ない……──」

　掠かすれた声の残響に、可憐は刺すような視線で答えた。

　疑惑の色は濃い。だが、今この場で追及しても言い逃れられるのは間違いないだろう。

（桃花さんを讃たたえることで、追及の空気が失うせてしまった……計算通り、ですか？）

　もしそれさえも姫狐の狙い通りだったとしたら。

　選抜戦を越えた先、肝心の世界戦でどのように暗躍するのか。

（何を仕掛けてこようと潰つぶすだけではありますが……今は、まだ泳がせておきましょう）

　す、と可憐は指を動かし、デバイスを操作して承諾の意思を伝える。




『選抜戦より聖上院姫狐の棄権が受理されました。

　以後予定されていた第十三戦までの試合すべてを自動的に敗北として処理。

　よって選抜戦第四戦は、第三試合に移行します。

　遊戯者はクオリア筐きよう体たいに接続してください──』




　デジタル音声がそう響き、観衆の注目がある一点に移る。




「あ、そっか☆　休憩、もう終わってたんだ～。やだ、びっくり～！」

　いつもの砕けた言葉遣いで言う由ゆ良らと、そして……。

「静しず火かさん。……第四試合に出る予定の水みず葉はさんが見えませんが、どうしました？」

　楓かえでが尋ねると、静火はベンチで眠る桃もも花かの額ひたいに掌てのひらを当てながら、ステージを降りる出口を親指で指す。

「姉なら、あちらの方に行った。ハンカチを手にしていたが……」

「あちらには御お手て洗あらいがありますし、ハンカチを濡ぬらしに行ってるのかもしれませんわね。あの人が桃花さんの介抱を手伝うなんて、意外ですけれど」

「……意外、か。そうだな……」

　切なげに眉まゆを歪ゆがめて静火は眠る桃花に視線を落とす。

　楓も桃花を見つめ。

「……さしもの桃花さんでも、しばらくは動けそうにありませんわね」

「うむ。あと三十分ほど寝れば復活すると思うが」

「それで平気なんですの!?　……本気で人間離れしてますわね、桃花さん」

　呆あきれ顔がおの楓が歩み寄り、静火に支えられてベンチでうとうとしている桃花の髪を撫なでる。

　ふかふかとした触感や子供のような寝顔だけは、以前とまるで変わらず。

「ふぷー……ふかー……。大盛りで、おねがいしましゅ……ふへへへへ……」

「テンプレート的な寝言ですわね……」

「はは。まあ、このわかりやすさ。私は嫌いではないよ」

　静火も苦笑しながら、手持ち無ぶ沙さ汰たにプールサイドで足をぷらぷらさせていた由良に話しかける。

「すまないな、由ゆ留る木ぎ。待たせてしまって」

「由良たんは全然オッケー♪　けど、来なかったら不戦勝ってことで、いいよねっ☆」




　そんなやりとりから五分が過ぎても、水葉は現れなかった。




「……いくらなんでも遅いですわね」

「最寄りのトイレは少々遠いですが……普段は数万人が収容できるライブステージですし、今は貸し切り。行列ということもないでしょうし、時間がかかりすぎですね」

　未いまだ戻らぬ水葉を待ちくたびれ、動き出したのは可か憐れんだ。

「水葉さんのことですから、迷子になっているのかもしれません。方向音痴とまではいきませんが、鎖がないとふらふらどこかへ歩いて行ってしまいそうですしね」

「一度コースを外れると戻すのが大変そうですわね」

「お前ら、大型犬の散歩じゃあるまいし……。あいつだって普通を目指してるんだ。もうちょっと勘弁してやれ」

　可か憐れんや楓かえでのあんまりな言い草に、この場に戻ってきた紅ぐ蓮れんは思わずツッコミを入れた。水みず葉はと日常共同戦線を組んでる身としては、自分のことを悪く言われているようで居心地が悪い。

「では静しず火かさん、紅蓮さま。桃もも花かさんを頼んでよろしいかしら。女子のことですし、試合前の由ゆ留る木ぎさん以外のわたくしたちで探しに行きますわ」

　紅蓮と静火にそう言い残し、楓と可憐がライブステージを降りる。




　賑にぎ々にぎしく演出された舞台の外、観客席はひどく物悲しい。

　がらんとした無人の座席は、あたかも整然と並ぶ墓標のようで──。

「こんな時にトイレに長居なんて、何をしていることやら……まったく」

「水葉さんのことですから。お兄様の遊戯ゲームに興奮して何かしている可能性は高いですね」

「……同性とはいえそういうシーンに遭遇するのはものすごく気まずいのですけれど……。可憐さん、落ち着いていらっしゃいますわね」

「お兄様が遭遇して穢けがれるよりは、私が犠牲になったほうがいいという判断です……！　あのヘンタイムクチシープは年中発情期なのですから、まったく！」

　ぷんぷんと怒りつつも、二人は手近な女子トイレに足を向ける。

　有名アイドルやアーティストのライブなどにも使われる施設だけあって、十数個の個室が並ぶ大きなスペースが見えるが、入り口には『清掃中』の札がかけられていた。

「？　おかしいですわね。遊戯中で貸し切りの今、清掃員の出入りなど……」

「確かに、異常ですね。楓さん、念のため警備に確認して頂けますか？」

「はいですわ！　……警備員の到着には少々かかりますけれど、待ちますの？」

「そんな時間はありません。調査は迅速に行うべきですから」

　デバイスを操作して警備に連絡をとる楓を残し、可憐はそっと入り口に身を潜ひそめる。

　遮しや蔽へい物ぶつを確保しながら、最新設備が整った内部を覗のぞく。

　自動照明が点灯して中を照らし、十数個がズラリと並ぶ個室の扉が目に入ってきて。

（──あそこだけ、開いている？）

　隠す気がないかのように、あっさりと。

　キイ……キイ……と金具の擦こすれる音をたてながら、個室の扉が揺れていた。

（おかしいですね。中に誰かいるにしては……気配が、なさすぎます）

　感覚系に特化した姫ひめ狐こほどではなくとも、可憐の感覚や観察力は常人を遥はるかに超える。

　一見整然とし、清掃の行き届いたトイレ──だが耳を刺すような沈黙と寂しげな金音、動くモノの感じられない静せい謐ひつは、可憐の警戒心をチクチクと刺激していた。

　何が起きても対応できるよう、息をひそめてそっと中を窺うかがう。

　トイレに足を踏ふみ入れ、タイルをビーチサンダルで踏みながら慎重に進んでいき──。




「──水みず葉はさん!?」

「…………」




　個室を覗のぞきこんだ瞬間、可か憐れんが見たのは。

　手を後ろ手に回され、トイレの配管に手錠をかけられて拘束された少女。

　激戦の証拠か、大小無数の傷を負ったその首には、火傷やけどの痕あと。

　恐らく、スタンガンに類する武器で気絶させられたのだろう。

　だが、恐らくそれでもこの元狂戦士は、止まることなく暴れたのだ。

「トイレのドアに穴が開いているのは……水葉さんのヒール、ですか」

　不意を突かれ、喉のどにスタンガンを押し当てられながら叩たたきこんだのだろう。

　水葉の右足のハイヒール、先の尖とがった踵かかとが折れている。

　ドアが半開きになっていたのは、その折に金具が壊れたせいだった。

　破かれた制服、まろび出た胸、乱れた髪。

　珠の肌のあちこちに擦り傷をつけた、無残な姿──だが、可憐の鋭い観察眼は、中に踏み込む前に彼女の呼吸が確かなこと、その生命が無事なことを悟っていた。

「なっ……、み、水葉さん!?　誰がこのような……!!」

「見ての通りです。警備に連絡は？」

「い、いたしましたわ。急行するとのことですが……水葉さんは、大丈夫ですの？」

「息はしています。トラップは……無さそうですね。救出します、手伝ってください」

「は、はいですわ！」

　個室の内部を丹念に見渡し、罠わながないことを確かめてから──

　可憐は水葉に近寄ると、怪け我がの具合を確かめ、拘束された手首を調べる。

「気を失っているだけですね。手錠は合金製の頑強なものですが……開錠は可能です」

「と、言いますと……可憐さん、もしや紅ぐ蓮れんさまの寝室に忍び込むためにピッキングまでお習いになりましたの？」

「失敬な。お兄様の部屋の鍵は先日交換されてしまいましたので、もうしていません」

　言い合いながらも、手際よく可憐は手錠に触れて。

「見てください、水葉さんが鍵のようなものを握っています」

「手錠の鍵、ですわね。では、犯人は長く彼女を拘束するつもりはなかったと……」

「気絶した彼女にわざわざ握りこませるくらいですから。恐らく選抜戦出場を妨害する、そのための工作だと思いますが……そうだとしたら、犯人は」

　当然──思いつくのは、たったひとり。

　これから激突する予定だった、生徒会所属隷徒。由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら！

「確かに、これからぶつかる対戦相手を始末すれば勝ち星が得られますわ。けど……！　けど、あまりに暴力的かつ短絡的です。真っ先に疑われますわよ!?」

「ええ。いくら水みず葉はさんが格上とはいえ、少々できすぎていますね。それに私が知る限り、水葉さんが消えた後で、由ゆ良らさんが席を外したことはなかったはず……いえ、そんな推理は後です。とにかく拘束を外して、水葉さんを救出しましょう！」

「は、はい。わかりましたわ、すぐに……！」

「ん……」

　可か憐れんがテキパキと水葉の拘束を外すと、わずかにその瞼まぶたが震えた。

「水葉さん？」

「か……れん、ちゃん……」

「無理をしないでください。すぐに警備が来ますから」

　可憐の制服の袖そでを弱々しくつかみ、体を起こそうとする水葉。

　それを優しくたしなめようとする可憐に、水葉は煌こう々こうと輝く赤い瞳ひとみで虚空を睨にらみつけて。

「遊戯ゲーム……ゆ、ら……を……あいつを、倒さないと……」

「その体で遊戯に出るつもりなんですか!?　そんな無む茶ちやはさせられません！」

「強く、ないと……わたし、お姉……ちゃん……だから……それに、あいつを倒さないと、みんな……やられる……」

「あいつとは、由ゆ留る木ぎさんのことですか？　まさかあなたにこんなことをしたのは」

「ち……がう。由良は……そっ、ち……!!」

　震える指で、水葉が何かを指し示す。その方向へ振り返った可憐は、それを見た。

「『使用中』……？」

　トイレの個室のひとつに、鍵がかけられていることを示す表示がある。

　獅し子し王おうレジャーランドが誇る最新設備だ。入室時、キーにデバイスをタッチさせて認証を行えば、扉が閉まった瞬間自動的にロックされる構造になっていた。

「楓かえでさん！　警備とはつながっていますね？　至急、個室のロックを解除しなさい！」

「は、はい！　……あ、警備ですの？　さっき通報した者ですわ。全個室のロックを解除、お願いしますわ、大至急です!!」

　警備部と通話がつながったデバイスに向けて楓がそう言うと、数秒の間をおいてから、厳重なロックが解除される。

　ふらりと開いた扉の向こうに、見えたモノは。




「む[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

「由留木……さんっ!?」




　素裸のまま、両手両足を拘束され、きわどい姿で苦しんでいる──。

　蜘く蛛もに捕まった蝶ちようのような。




　ライブステージで水みず葉はを待っているはずの、由留木由良その人だった。





　　　　＊






　異常事態が発覚する、数分前──。




「……おい、御み嶽たけ原ばら妹。ちょっといいか？」

「砕さい城じよう紅ぐ蓮れんか。……少し待て。今、桃もも貝がいを介抱している最中だ」

「お前、澄ました顔して子供とかできたら甘やかすタイプだろ……。そいつは構えば構うほど調子に乗るから、厳しめの環境の方が成長すると思うぞ」

「こ、子供だと!?　いやらしい、何を言っているのだ、貴様っ!!　お姉様ばかりかこの私まで籠ろう絡らくし、汚い子種を植え付けようなどと画策しているのではないだろうな！」

「佐さ々さ木きが読んでる妙に薄い本じゃないっつーの。落ち着け、暴走するな」

　桃もも花かを寝かせたベンチ。介抱していた静しず火かに声をかけると、紅蓮は他のメンバーに気づかれないよう小声で訊たずねる。

「その時、ちょうど目を離してたんだが……水葉の奴やつ、桃花のためにハンカチを濡ぬらしてくるなんてよく思いついたな。あいつの育った環境は、そんなに温ぬるくないはずだが」

「ああ、私も気になって経緯を聞いたんだが……どうやら由ゆ留る木ぎの提案らしい」

　こほん、と軽く咳せき払ばらいして動揺を静める静火に、紅蓮の眼めが細くなった。

「……由留木の？」

「ああ。桃貝が悪夢を見始めたらしく、白いワニがどうのとブツブツ言い始めたので……。お姉様がだいぶ気にしていたようでな。頭を冷やせば気休めにはなると提案したそうだ」

「不安定なマンガ家じゃあるまいし……。わかった、そのまま桃貝を頼む」

「？　……わかった。何かあるのなら、指示を頼む。荒事には慣れているつもりだ」

「頼むぜ、サムライポニーテール。お前みたいなタイプは剣つるぎの達人だとアニメじゃ相場が決まってるからな。日本刀は持ってそうにないが、使えるんだろう？」

　そんな砕けた軽口を耳たぶのそばで囁ささやかれながら、静火は。

「……声が笑っていない。表情筋が硬直している。冗談めかしてはいるが、本気か」

「説明不要で助かる、名探偵。……やれ！」

「──ッ!!」

　指令と共に、氷剣が鞘さや走ばしる。

　凛りんとした美び貌ぼうに鋭い殺気を漲みなぎらせ、制服のスカートから伸びた腿ももが鞭むちのようにしなるや、ベンチの脇で進展を待つ人物のひとり……由留木由ゆ良らへと襲いかかった！




「わぴょっ!?　あっぶない、ぞっ☆　由良ちん、ショ[image: ][image: ]ック！　何するワケ!?」

「避よけた……だとっ!?」




　それはまさに、蹴ける斬ざん撃げき。

　立ち上がりざまに軽くステップして距離を詰めての胴回し回転蹴り──

　立ち技格闘技における高難度、高威力の大技を、由ゆ留る木ぎは紙一重で避けていた。

「貴様、何者だ。……今のタイミングは必中。心得なき者に避けられるものか！」

「何言ってんの、シズちん？　アタシはアタシ、由留木由ゆ良らに決まってんじゃ～ん☆」

　瞳ひとみに星の模様が入ったコンタクトレンズを煌きらめかせ、アイドル声優は横ピースを決める。

　だがそんな愛らしい仕草に惑わされることなく、構える静しず火かの背後に紅ぐ蓮れんが立った。

「お、おい、紅蓮サマよぉ！　どうしたってんだよ、いきなり!?」

「説明を要求する。遊戯者プレイヤーとして、暴力行為など恥ずべき事としか言えんぞ！」

「そこにいろ、お前ら。由留木に──いや、ソレに近寄るな。これは、命令だ」

「ッ……!?」

　紅蓮の静かで強い言葉に、隷徒たちがビクリと固まる。

　主あるじが持つ、隷徒に対する絶対命令権ゆえではなく。

　その静かな迫力──赤く煌めく眼めの放つ異様な殺気に圧倒され、あるいは魅了されて。

「……かい、ちょう……ッ」

　声を搾り出すのは、時とき任とうミミ。

　ウサ耳フードを深々とかぶってしゃがみこむ彼女を、傍そばにいた佐さ々さ木きが慌てて支える。

「と、時任さんどーしたんですか。足が生まれたての小ジカみたいに震えてますよ!?」

「あ、あんた……わかんないの……!?　鈍にぶいわね、ほんとに!!　あの眼、雰囲気……！　このプレッシャー、まるで、会長……透とう夜や様、そっくりじゃない！」

　その震える恐怖の色は、時任ミミが透夜の専属として仕えていた日々に刻まれたモノ。

　強がっていても忘れられない、心の傷。

　だが、主たる紅蓮は、そんな奴ど隷れいの怯おびえに一いち瞥べつもくれず──。

「──お前は、誰だ？」

「……いひっ☆」

　絶対者の詰問に、下卑た笑みで由良は答える。

　道化じみた仕草で大仰に嘆き、カクカクと手を振り回しながら天を仰いで──。

「由良ちん、哀かなし～っ……！　シクシク。何、疑われちゃってる？　何もしてないのに？　フツーに遊戯ゲームに参加してるだけなのに、嫌われちゃったの？」

「声が、違うんだよ。……ほぼ完かん璧ぺきに似せてるが、本物の由留木の声はもっと小こ賢ざかしくて、どことなくバカッぽい。お前みたいに、地獄のドブ底をさらったような声じゃない」

「……そんなこと、ただの印象論じゃね？　証拠、ショーコ。ショーコ、あんの!?」

「あるさ。俺のデバイスにお前の出演したネットラジオの音声が録とってある。次期アニメの番宣をやって、収録日はちょうど終業式の直後。こいつとお前の声紋を照合する」

「な、何でンなもん録とってんだよ、紅ぐ蓮れんサマよ……」

「ファンだからに決まってるだろうが。性格はアレだが、声はいいぞ」

　ガチ推しである紅蓮だからこそ、わかる違いだ。

　どこか引いた様子の大おお星ほしを一いつ蹴しゆうしつつ、紅蓮は第二の証拠をつきつける。

「証拠ならまだある。本物の由ゆ留る木ぎは日焼けにひどく気を使っていた。当然だ、あいつは収入を増やすためにグラビア系の仕事もしてたからな。肌を焼けばイメージが変わる」

　レジャーランドに来た直後から、日焼け止めクリームを薄く塗っていた。

　そのほのかなオレンジの香りを、紅蓮は確かに記憶している。

「だが、今のお前からはその匂においがしない。日焼け止めクリームじゃなく……お前に漂うこの匂いは、ひどく乾いた白粉おしろいのそれだ。言い訳せず、正体を見せたらどうだ？」

　なあ、と紅蓮は短く言葉を切り──。

「──クラウン。どうやって潜り込んだか知らんが、本物は無事だろうな？」

「……イヒッ♪」

　プツリと何かが切れたように、由留木由ゆ良らの貌かおがグニャリと崩れる。

　粘土のようなクリーム状に溶けた高分子体は──ナノ技術で精製された立体整形具だ。表情筋に貼はればプログラム通り顔を変える、新時代の変装マスク。

　白い皮膚が、ガラスのようにヒビ割れていく。

　パリパリと音をたてて砕けた人工皮膚がめくれると、褐色の素肌が現れる……！

[image: ]

「ヒヒッ。イヒヒヒ、ヒヒヒヒィッ!!　さぁすが、ですね[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　おわかりデスか？　ワタクシごとき道化の余興では、やはり不敗のアナタに通じるはずもない！」

「いや大した芸だったよ、千両役者。だが、いささか演技が臭すぎたな」

　つまらなそうに眉まゆをひそめ、紅ぐ蓮れんは道化師に推理をつきつける。

「本物の由ゆ留る木ぎは、典型的な一芸特化だ。チュートリアル戦で能力を活いかせるアイテムを拾いながら、先を見越してあえて使わないなんて判断のできる奴やつじゃない。能力を使えなかったのか、使わなかったのか──どちらにしても、由留木らしさはゼロだ」

　本物ならこれ幸いとばかりに《完全摸倣》を使い、場を混乱させただろう。

　だがそれをせず、先を見越して動かなかった。

　能力を活用する誘惑に負けず、目先の勝利より未来の果実を選んだ、その狡こう猾かつさは──本来の彼女と比べて、あまりにも賢さかしすぎる。

「キャラがぶれてるんだよ、糞くそピエロ。学生らしく、バカになってから出直して来い」

「さようでございますかァ……！　いやはやさすがデスねえ。ささやかな隙も見逃さヌ、虫ケラを見るような深紅の眼まな差ざし!!　たまりまセン、最高のご褒美ですよォ!!」

　……ベリッ!!

　興奮しきった道化師が、変装マスクを引ひっ剥ぺがす。

　粘つくナノポリマーの残ざん滓しを褐色の頬ほおにへばりつかせ、清せい楚そな顔立ちに歪ゆがみきった満面の笑みを浮かべるのは、由留木とは似ても似つかない中東系の美しい少女。

　褐色の皮膚をアジア系に偽装していたポリマーが剥はがれ──その面差しに塗られた白の、古めかしいドーランにまみれた貌かお、古風なピエロの化粧が露あらわになった時。




「「「「なっ……!?」」」」

「……イヒッ♪」




　紅蓮を除くその場の全員が声をあげ、驚きよう愕がくに震える。




「《連邦》の亡霊──ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ嬢の使いにて参りました」




　スカートの端をちょんとつまんで。

　中から手品のように取り出した帽子をポンと叩たたき、形を取り戻すと頭に冠かぶり。

　戴冠した国王のように胸を張り──少女の姿をした道化師は、すっ……と。




「有機連結頭脳体クラウデイアン、多重脳髄者カレイドブレイン、千貌道化ミリオンピエロ──さまざまに呼ばれまするが。ここはひとつシンプルに。道化師クラウン、とお呼びくださいませ♪」




　その性──雲クラウドにして道化クラウン。

　遠き国の刺客は、どこからともなく取り出した紫の口紅を塗り終え──嘲あざ笑わらった。





　　　　＊






「……ありえない。確かに君は捕まえて、警備に引き渡したはずだけど？」

　驚きよう愕がくを含んだ朝あさ人との言葉に、道化が応じてケタケタと笑む。

「エエ。確かにそのワタクシは今も軟禁されておりまするとも！　厳重に手足を拘束されているものですから、エコノミークラス症候群が心配ですよォ。キャハハハハッ♪」

「まあ。それは大変ですね」

　フラヴィア・デル・テスタが頬ほおに手を当てながら、さも困ったように言った。

「つまり、貴方あなたはリアルタイムで拘束されている仲間の情報を得ているわけですか。電波は遮断、当然ネットワークからも切り離された個室に監禁されているはずなのに」

「おやおや？　鋭いお方デスね～。その通り、そのテの物理ネットワークに、ワタクシの脳共鳴ネットワークは干渉されません。妨害など無意味ですよぉ？」

　クスクスと笑み、帽子の鍔つばを掴つかんで回しながら、道化は踊る。

「旧時代の軍事技術と、新時代の遊戯ゲーム技術の融合体か。白しろ王おう子じの速成教育、億年スイッチの応用もいいかげんムカつくが……人格インストールまで、実用化されてるのか」

「ホッ!?」

　漫画のようにクリクリと眼めを見開き、クラウンは驚愕を露あらわにした。

「さっすがわ砕さい城じよう紅ぐ蓮れんサマ♪　ワタクシの秘密をもはや見破ったというのですか!?」

「隠す気もないくせに。ネットワークを介して情報を交換する電脳人間は、《黒の採決ブラツクバウト》じゃもう古い。サインなしで通しができるのは便利だが、回線を切られたら終わりだ」

　道化師にではなく、その場で息を呑のむ皆に説明するように、紅蓮は続けた。

「人格インストール。薬物と拷問で真っ白にした人間の脳にデジタル化した人格を刷り、まったく同一の思考、同一の感情、同一の人格を与えた複数の人間。電脳化した記憶を時々同期してやれば──有機連結頭脳体、そう呼ばれる化け物の誕生だ」

　ネットワークなど必要ない。完全に同一化された思考は、１００％の精度で思考をトレースし、お互いの考えが手に取るようにわかる。そう、それは。

（劣化した共感覚シナスタジア。奴やつら自身の間にのみ成立するネットワーク……！）

　最後の言葉を口にすることなく。

（同期した複数の脳、クラウド化された記憶、トレースされた人格は、ほぼ完全な感覚や記憶の共有を可能にする──『調律』された、一種のテレパシスト）

　紅蓮は不気味に蠢うごめく道化師を睨ねめつける。

「雲クラウドにして道化クラウン、か。なかなか洒落しやれた言い方をしたもんだ」

「さようでございますなァ。この遊戯にてすべてが評価される時代におきまして、クズの如ごとき人間などいたところで害にございマス。雲となったほうがマシですネェ♪」

「実体のない怪物、か。朝あさ人と、フラヴィア、追うだけ無駄だ。恐らくこいつは十人単位で、それも一般の観光客に紛れ込む形でこのレジャーランドに潜伏してる」

　紅ぐ蓮れんの言葉に、密ひそかにデバイスを操作していた二人が手を止めた。

「取り押さえるだけ、無駄ってことかな？　……紅蓮」

「ああ。下へ手たに動けば余計な犠牲が出るだけだ。やめておけ」

　残念そうな朝人に振り返らず、片手だけを振りながら。

「それで──何の用だ、道化。お前みたいな代物が無許可で越境したあげく、他国の重要な遊戯ゲームに潜伏してたなんざ、表の外交ルートでも大問題になる失態だろうに」

「表沙汰になれば……ですヨネ[image: ][image: ][image: ]？　ワタクシ如ごときに潜伏され、中枢に立ち入られる。その程度の技量しかないと世界に恥を晒さらすのデスか？　フヒヒ、フヒヒヒヒッ♪」

「そうなれば結果としてロシアの発言力が増す。国際的な非難なんぞどうでもいい、か」

「上層部はそう考えておりましょうなあ、知りませんが。ま、ワタクシといたしましては、かの《獣王遊戯祭ベステイア》開催国、日本の獅し子し王おう学がく園えんのレベルをはかりたかったのですが……」

　さも大仰に言ってから、クラウンは華きや奢しやな肩をすくめてオーバーに嘆いてみせた。

「残念！　無念！　しょぼすぎデスね[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　この程度のレベル!?　白しろ王おう子じ透とう夜やなき今、世界最高峰と言われた獅子王学園も子猫ちゃんの群れ。紅蓮サマ、貴方あなた抜きならば、ワタクシひとりでたやすく潰つぶせる程度のモノでしかありませんネ[image: ][image: ][image: ]！」

「……言わせておけば！」

　悔しげに拳こぶしを構える静しず火かだが、紅蓮は軽く手を上げてそれを制止した。

「やめとけ、この体はこいつであってこいつじゃない。《黒の採決ブラツクバウト》で破産した遊戯者プレイヤーか、その家族を『買って』人格をインストールした末端、捨て駒ごまだ」

「何っ。それでは、まるで……」

　顔色を変えた静火に、紅蓮はぽつりと残酷な真実をつきつける。

「ああ。お前ら以下──腐ったシステムの隷徒よりなお悪い、正真正銘の奴ど隷れいだよ。学生のお遊びならせいぜいセコい嫌がらせで済むが、現実はここまでやれる」

《黒の採決》で敗北し、自分や家族の肉体、命、人格にまつわる諸権利まで売った者。

　完全に勝者の資産として扱われる家畜。元の人格をすべて消そうが罪には問われない。

　別人の記憶を上書き、人格をインストールしたとしても──おぞましい事に、合法だ。

「最悪、今の体が死のうが生きようがどうでもいいのさ。次を用意するだけだからな」

「……そこまで、やるか……外道っ!!」

「人の事が言えるかよ。お前らが学園でしてきたこと、お前の姉さんが砕さい城じようの家でされた事、ランクの違いこそあってもほとんど似たようなもんだろ、御み嶽たけ原ばら妹？」

　猛たける静火をあっさりといなし、紅蓮は「だから言ったろ」と虚むなしく呟つぶやく。

　獅子王学園の誇るランキング制、ＧＰによる隷徒化などのシステム。

　それはまさに、現代の戦場。《黒の採決》の縮図そのものなのだ。

「フヒヒッ♪　さすが、よくおわかりだ。さてさて、ではどうなさるおつもりカナ？」

「簡単だ。記憶には記憶──イキッたその面に、負け犬の屈辱を叩たたき込こんでやる。情報体であるお前にダメージを与えるなら、精神を直接叩けばいい」

「おおおおお……！　お相手いただける!?　光栄デス！　光栄デスよお!!　遊戯ゲーム時代の核兵器、存在そのものが国家間の戦力バランスを狂わすと言われた、アナタと!!」

　歓喜に満ちた絶叫。

　紅ぐ蓮れんは何の感情も浮かべず、鏡のような眼めでクラウンを見下ろす。

「デスが、お気をつけあそばせ紅蓮サマ？　ワタクシがあなたに勝つ確率は０％。しかし、ワタクシが負ける確率もまた０なのでございます。心してお挑みくださいませ」

　二人の視線が交錯し、火花を散らす中──。




「──お待ちください、お兄様!!」

「可か憐れん……？」




　ホールの入り口を叩きつけるように開き、現れたのは砕さい城じよう可憐。

　続くのは、水みず葉はに肩を貸して歩く楠くすの木き楓かえで──。

　水葉は意識を失っているようだが、命に別状はなく、後遺症も残るまい。それを冷静に観察した紅蓮は、現場に乱入してきた妹に訝いぶかしむような視線を送る。

「だ、誰かパンツ貸してよー!!　アイドル声優がこのカッコとか、死ねるし！」

　ぱたぱたとついてきている由ゆ良らはタオルで急所を隠しただけのあられもない姿ながら、キッと壇上に立つ白塗りの道化師を睨にらみ、ネイルの施された爪つめをつきつける。

「あいつ!!　あいつに襲われたし、アタシ!!　……ぶっ殺すっ!!」

「アーラララ。本物が来ちゃいましたネエ……ヒョヒョヒョ♪」

「こンのクソピエロぉ[image: ][image: ][image: ]!!」

　してやられた怒りに燃える由ゆ留る木ぎの殺気を軽く受け流してクラウンは嘲ちよう笑しようする。

　と、そのとき、敵のことなど忘れてしまったかのように一人の少女が疾走した。




「──お姉様!?」




　静しず火かはポニーテールを振り乱し、普段は凛りんとした顔を心配の色一色に染め上げて、痛ましい姿で運ばれる姉に駆け寄った。

「なんて、惨い……いったい誰にこんなことを！」

「わかりません。ただ間違いなく言えるのは、あの偽由留木さんの仲間だということ」

「くっ……これが《獣王遊戯祭ベステイア》の参加国がやることなのか。こんな、卑劣な！」

　楓から引き継いでぐったりした水葉の肩を支える。

　全身ボロボロで、弱々しくうなだれ、気絶している姉の姿。

　それは、初めて見る──。

　いや、違う。大昔、伊い邪ざ那な美み機き関かんに連れ去られるより前に見た、幼い御み嶽たけ原ばら水みず葉はの姿と重なって見えた。

「……可か憐れん、静しず火か。水葉は医務室に運べ。そのままじゃ──」

「いいえ、お兄様。水葉さんにはここにいていただきます」

「何……？」

　きっぱりとした可憐の言葉に、紅ぐ蓮れんは意外そうに目を見開いた。

　水葉を痛ましげに一いち瞥べつすると、可憐は噛かみしめるように瞼まぶたを伏せて。

「ここに至るまでに力尽き、気を失ってしまいましたが……彼女は確かに言ったんです。『姉』として強く在あらねばと。皆を危険に晒さらす不ふ埒らちな輩やからを、倒さなければと」

　トイレからここまでの距離、女子の中では大柄な方の水葉を華きや奢しやな可憐と楓かえでの二人だけで運べたとは思えない。

　確かにこの場所──戦場に至るまでの道を、水葉がその足で歩いてきたのだろう。

　その覚悟をしかと胸に刻んだが如ごとく、可憐はそこに手を当てはっきりと言い切った。




「戦場に立って、誰よりも強く戦い抜く──選抜戦に挑む『姉』の矜きよう持じを、兄を持つ妹として、無視するわけにはいきません」





●誰が為ための遊戯ゲーム




　御嶽原水葉によれば遊戯とは欲望のぶつけ合い、愛を確かめる行為の一部というが──。

　砕さい城じよう可憐にとって、遊戯とは単なる呪のろいの呪文だった。

　大切な兄を地獄の釜かまの底に引きずり込み、いくらあがいても解けない、黒くて硬くて、太い荊いばらでがんじがらめにしてしまう何か。

　這はってでも兄の傍そばに近づこうとする自分を、嘲あざ笑わらうかのように無情に阻む。

　五年間──絶対にたどりつく、兄の苦しみを自分も分かち合うと決めた日から、五年間。狂気にも似た執念で遊戯を習得していった日々を思い出すと、可お笑かしくて笑ってしまう。

　こんなの、呪われていただけだ。

　紅蓮と──兄と再会し、さまざまな激戦を目の当たりにした今、可憐はそう思い知らされた。




　あらゆるクイズ、雑学に対応できるようにインプットした図書館並みの膨大な知識。

　チェス囲碁将棋バックギャモンにポーカー、世界中のありとあらゆる定番遊戯の最適解を頭に詰め込み、状況に応じて即座に引き出すコンピューターじみたデータベース構築。

　心理学、精神医学、生物学から果ては詐欺師のノウハウ本まで、貪むさぼるように集めた情報をもとに独自に完成させた対人分析術。




　──それらすべて、可か憐れんの財産とも呼べる武器の数々が。

　紅ぐ蓮れんたち本物の遊戯者にとっては、「あって困ることはない」程度の、必須でも何でもない素養だったのだから。

　詰め込みのデータベースには何の価値もない。

　最高位の遊戯ゲームとは常にリアルタイムで定石がアップデートされていくもの。

　己の理ことわりを持ちながら、平気でその理を捨ててしまえる胆力。

　危機的状況にも精神状態を一定に保ち、存在しない解決策を瞬時に考案する創造力。

　そして何より──敵を食いちぎり、殺すことこそ遊戯の本質だと理解し、研ぎ澄ませた牙きばを容赦なく突き立てる……殺意。

　それらのすべてを備えてこその、遊戯者。勝率などと甘えた論理を許さぬ、一度たりと負けられない死闘を勝ち抜くための、最低限の資質を持つ者。

（私は、それが欲しい。だけど──）

　可憐は、思い出す。兄を誘惑する有害な外来種、御み嶽たけ原ばら水みず葉はとの訓練の日々を。

（──あの人は、せっかく代償を払って手に入れたその力を、捨てたがっている。お兄様と手を取り合い、普通の日常に帰ろうとしている……）




『いいですか、水葉さん。ひとくちに妹と言っても、健けな気げ、内気、ツンデレ、ヤンデレ、さまざまな種類があります。……最後のは愛すべき兄にも危害を加えかねない不届きな妹として描かれる場合が多いですが、私としては認められません。心を病むほどにお兄様を愛するなら、お兄様ではなく、周りの泥棒猫だけを抹殺すべきでしょう』

『なる、ほど……？　可憐は、ヤンデレじゃ……ない？』

『ヤンデレには該当しませんね。私の愛はもっと純粋な……そう、イデアのような愛ですから。たとえ抹殺するとしても、対象は汚らわしき恋敵どもだけです』

『おおー』

　どや、と胸を張る可憐に、素直に感心する水葉。

　ツッコミ不在の不思議空間の中、ふいに水葉が口を開く。

『しずかは……どの分類？』

『なかなか難しい質問ですね。一見、ただのテンプレ侍少女にしか見えませんが──』

　己に厳しく、研けん鑽さんを重ねんとする武士然とした少女。頑固で厳格でまさに鍛え抜かれたひと振りの業わざ物ものに見える彼女だが……裏に秘めた顔は、そんな単純なものではない。

　一歩だけ。ほんのすこしだけ狂気に足を踏ふみ入れた、可憐にも心当たりのある、あれは。

『──罪人、でしょうか』

『つみ、びと？　……意味がわからない。静しず火かは……何も悪いこと、してない』

『これはあくまでも私の推測でしかありません。それを前提に、聞いてくださいね？』

『……うん』

　コクリと頷うなずく水みず葉は。

　可か憐れんは胸に手を当てて、自分の奥底にある記録から引き出すように言った。

『自分のせいで、お姉様を地獄の釜かまに落としてしまった……私を守るために、私の代わりに、あの人は遠くに行き、苦しみに晒さらされている──』

　流れるように、言葉が紡がれる。

　思考を挟む余地などない。何な故ぜならその『懺ざん悔げ』は、毎朝二段ベッドの下にある温ぬくもりの消えたシーツを眺める度に、埃ほこりをかぶり始めてしまった洗面台の歯ブラシを見る度に、ままごと遊びに使ったたくさんの動物のぬいぐるみたちを見る度に。

　何度も何度も何度も何度も胸を締めつけた想おもいだから。

『──ずっと一緒に過ごしてきた大切な人を死地に送って、自分だけがのうのうと日常を生きている。そんなの、罪じゃなくて、なんと呼べばいいんですか？』

『可憐……ちゃん……』

『いいことを教えてあげます、水葉さん。静しず火かさんが、一番望むこと──』

　静火のことを話していたのか、可憐自身のことを話していたのか、境界が曖あい昧まいになる。

　だが、同じ『妹』だから解わかるのだ。

　ただひたすらに罪悪感を抱き続けて、己を研けん鑽さんしてきた『妹』が何を想うのか。愛すべき兄に、姉に、いったい何を望むのか。

『──ただ、強い姿を見せてくれれば。それだけで、いいんです』

『え……？』

　まさかそんなことを言われるとは露とも想像していなかったのだろう。

　紅ぐ蓮れんと死闘を演じた強き遊戯者プレイヤーである水葉を出し抜いたようで、すこし誇らしい気持ちになりながら可憐は自じ嘲ちよう気味に笑う。

『精一杯に尽くして、お兄様を癒いやしてさしあげたい。養ってさしあげたい。望むままに日常を過ごしてほしい……そう願っていても、同時に思ってしまうんです』

　そう、それは歪ゆがんだ願い。

　無限にも等しい愛と、それと同じくらい膨大な罪悪感が絡み合った『妹』だけが持つ、複雑怪奇な望み。




『地獄の底で手に入れた最強の力──その力を使って、幸せになってほしい……と』




　静火が文句ひとつ言わず水葉に隷属される道を選んだのも、同じ理由ではなかろうか。

　姉に仕えながら、姉の活躍を見ることで。

　学園の中で立場が向上していき、自由や豊かな生活を手に入れる姿を見ることで。

『代償を払ってせっかく手に入れた力なのです。欲望を叶かなえるために、気ままな生活のために、その力を存分に振るう権利が、お兄様にはあります。獅し子し王おう学がく園えんは《黒の採決ブラツクバウト》とは違う。誰かの人生を背負うのではなく、お兄様がお兄様自身のためだけに力を振るえる場所だから──』

　過ごしてきた地獄は無駄ではない。今の兄の、あるいは姉の幸せに繋つながっているんだと、ひとつの安らぎを得たかったのだ。

　それが偽らざる『妹』の──『妹たち』の願い。

『だから……学園の頂点に……君臨してほしかった……？』

『ええ。……未熟な妹の、わがままでしかないですけどね』

　肩をすくめる可か憐れん。

　水みず葉はは、捨てられた子犬のような目でうなだれる。

『じゃあ、静しず火かが……口をきいてくれないのは……わたしが、負けたから？　紅ぐ蓮れんさまの、犬になって……弱いところばっかり、見せるから……嫌われたの？』

『それは違います』

　きっぱりと、可憐は否定した。

『混乱してるんですよ。今の静火さんは、急に野放しにされた飼い犬です』

　学園の有う象ぞう無む象ぞうを薙なぎ倒たおし、圧倒的な財と富を手に入れ、主と奴ど隷れいの交換プレイまでしてみせて、とことんまで自由を謳おう歌かし尽くした。それこそが、姉の幸せだと信じた。

　しかし紅蓮との遊戯ゲームで、水葉の本当の望みは違うのだと気づかされたのだ。

『実を言えば、お兄様が学園に来てすぐ後の私も、しばらく悩んだんです。頂点に立っていただくことこそがお兄様の幸せだと思っていたのに、まったくそれを望んでくださらないから。きっと静火さんも、何が水葉さんにとっての幸せかわからず──』




　──罪滅ぼしの方法が思いつかないんです。




　その言葉を聞いた瞬間、水葉の朱あかい『眼め』が優しげな輝きをまとった。

『わたし……今度の《獣王遊戯祭ベステイア》選抜戦……全力で、戦う。代表に……なる……！』

『水葉さん……!?　でもあなたはお兄様と約束してるんですよね？　もう二度と──』

『──怪物には、堕おちない。紅蓮さまを裏切りたく……ないから。頑張って、耐えるよ。でも、静火がそれを望んでるなら。わたしの強い姿を見せて、いまのわたしが幸せだって、安心させてあげたい。罪悪感なんて、持ってほしく……ない……！』

　茫ぼう洋ようとした眼まな差ざしに確かな力を込めて、水葉は言う。

　その身から放たれるのは圧倒的な強者のオーラ。すべてを喰くらう肉食獣の闘気。

　しかし彼女の瞳ひとみはまぎれもなく人間の……いや、一人の『姉』のものだった。

『……失敗だったでしょうか』

『？　可憐ちゃんの妹講座、ためになったよ？』

『いえそうじゃなく』

　こてんと首をかしげる水葉に、可憐は静かに首を振って。

　満面の笑みで師であり弟子でもある少女に向けて手を伸ばし、握手を求めた。




『強力なライバルを目覚めさせてしまった、と──そういうことです♪』




　憎い相手のはずなのに。

　かつて紅ぐ蓮れんとの仲を引き裂き、可か憐れんの心を徹底的に蹂じゆう躙りんした相手なのに。

　不覚にも可憐は、似ている、と思ってしまった。

　自分が愛してやまないあの兄に。

　たとえ自分が辛つらい想おもいをしてでも、妹のことを最優先に考えようとするあの兄に。

　だから、兄にも誰にも話したことのない心の内を語って聞かせてしまった。

　──初めてだ。こんなことは。

　紅蓮のことだけが大切で、他の人間なんてどうでもよかった。小学校でも中学校でも、もちろん獅し子し王おう学がく園えんに入学してからも、友達と呼べる存在なんて一人も作らなかった。

　要いらないからだ。

　友達も日常もない紅蓮を置いて、勝手に友達を作ることなど許されないからだ。

　でも、今。

　桃もも花かや楓かえで、佐さ々さ木き、そしてこのヘンタイムクチシープに対しては──。




　──傷つけられたら怒るくらいには、大切な人だと感じていた。





　　　　＊






「静しず火かさん。ひとつ、誤解なきようにお願いします」

　傷だらけでぐったりと気絶する水みず葉はを抱えた静火に歩み寄り、可憐は怜れい悧りな口調のまま、しずしずと頭を下げる。

「卑劣な罠わなにハメられてもなお、水葉さんは闘志を失いませんでした。その折れたヒールが何よりの証拠──彼女の強さを、信じてあげてください」

　かつての仇きゆう敵てき、今の同盟相手。そんな水葉をフォローするような可憐の言葉に。

　静火はふっと微笑ほほえんで答えた。

「当然だ、誰に向かって言ってる。私は、お姉様の妹だぞ？　──証明完了済みだ」

「まったく。隷徒のくせに口の減らない妹ですね。──水葉さんのこと、よろしく頼みました」

　そう言って可憐は仲間たちに背を向ける。

「道化師。私と勝負しなさい。──水葉さんの無念、この私が晴らします」

「ヒヒヒ……イイでしょう！　ですが、ですがぁ……♪」

　クラウンは噛かみ砕いた鼠ねずみを喉のどで転がす猫のような貌かおで。

「ワタクシ、獅子王学園主催のぬるい遊戯ゲームをする気などモートーございませんゆえ。スリリーング！　かつ、エキサイティーング！　なオリジナル遊戯ゲームをご用意いたしました！」

　ぱちん、と指を鳴らすと同時。

　凄すさまじい揺れとともに、ステージの下から何かがせり上がってくる。

　突然現れたのは、墓標にも似た透明の円柱。

「これは……水槽……？」

　それは、分厚い硬質ガラスで成形された透明の筒だ。

　英文で書かれた学名と説明文から、恐らくレジャーランドに併設された水族館などで、魚を入れて展示するために造られたものだろう。

　クオリア筐きよう体たいとは違う。見るだけで嫌な予感を掻かき立てられる、異様な外観。

　水槽の透明な入口が左右にスライドして、遊戯者を待ちわびるように口を開ける。

　そんな不気味な透明の棺ひつぎを前に、道化師は嘲あざ笑わらった。

「サア、砕さい城じようの『落ちこぼれ』のお嬢サン。汝なんじの勇気を、どうゾお示しくださいませ？」

「……いいでしょう」

　筒の中、足元のあたりで揺れる水が不気味さを増幅させる中、可か憐れんは一歩を踏ふみ出して。

「おいよせ、可憐。お前が出る必要はない。ここは俺が──」

「──させるわけ、ないじゃないですか」

「え……？」

　紅ぐ蓮れんに肩をつかまれ、悲しげな笑顔で振り返る可憐。




「お兄様に『やめろ』と言われてもなお腕を磨いて。水みず葉はさんに教えを授かってきたのは、《獣王遊戯祭ベステイア》に出るためなんかじゃないんですよ？」




　学園の遊戯ならば紅蓮の保有財産を考えればほぼノーリスク。紅蓮自身のためだけに、存分に力を振るってもらえばよかった。

　しかしクラウンが仕掛けたこの遊戯。明らかに最低限の安全が保障された、学園の遊戯ではない。

　そう、可憐はけっして《黒の採決ブラツクバウト》に紅蓮を引き戻したかったわけじゃない。

　いつか訪れるかもしれない、その時は──。




「──優しいお兄様が、私のためだけに危険な遊戯に挑むのは……もう嫌です」




「……ッ」

　長い前髪の隙すき間まからわずかに覗のぞく可憐の『眼め』が──輝く。

　紅蓮の朱あかとは正反対の、深い海の底にも似た、青い、碧あおい、『眼』の輝き。




「私はもう守られるだけの存在でいたくない。その想おもいは、桃もも花かさんと同じ」




　みっともなく泣きながら、無謀にも紅ぐ蓮れんに挑みかかった風車の騎士。

　その姿は滑こつ稽けいではあったが、自分の漠然とした想おもいを確信に変えてくれた。




「恩師の仇あだ討うちくらいできなくて、何が『妹』ですか」




　つかまれた肩を優しく振りほどき、軽口さえ叩たたきながら可か憐れんは透明の筒へと歩を進める。

　その華きや奢しやな背中には揺るがぬ矜きよう持じを得た者独特の闘気が漂い、紅蓮のみならず他の誰も、止めることなどかなわなかった。

　ケタケタと不気味な笑みを浮かべるクラウンへ、怒気を含んだ冷たい眼まな差ざしを送り──




「ここまで好き放題やったんです。──容赦など、期待しないでくださいね？」




　──そして、健けな気げな『姉』の意志を継いだ『妹』は、戦場に立つ。

　絶対零度の『眼め』をたずさえて。

　影嗤わらいの道化師に復ふく讐しゆうの刃やいばを突き立てんとする可憐の死闘が、今まさに始まろうとしていた。

[image: ]






あとがき






『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』の第５巻を読んでいただき、ありがとうございました。作家の三み河かわごーすとです。

　まだまだ底知れない紅ぐ蓮れんの無双劇──お楽しみいただけたでしょうか？　ちなみに、そろそろ最高に爽快な瞬間が来る予定なので、次も是非チェックしてくださいね。




　さて、今回は今までにない新たな試みに挑戦しておりまして。なんと作中で取り扱ったオリジナルゲーム『電撃戦－ＳＰＥＥＤ ＣＨＥＳＳ－』は、現実に確かに存在しているのです！

　データ×テクノロジー×デザインを掛け合わせることで新たなユーザー体験を生み出すことに邁まい進しんする企業バスキュール様の考案したゲームでして。多少の脚色をしたものの、大体のゲーム性とルールは作中にほぼそのまま再現させていただきました。左下の二次元コードから公式サイトにアクセスしていただけるとプレイ動画が見られますので、紅蓮達たちの戦った遊戯ゲームがどんなものか、皆さんも是非その目でリアルに確かめてみてください。
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　コミカライズ担当のsorani先生。毎月活いき活いきとした紅蓮達を描いてくださり、ありがとうございます。そして何よりも単行本の発売おめでとうございます！　楓かえでの全裸登校のシーンとか滅茶苦茶肉感たっぷりで、あの学校の男子は大変だなと思いました。羨うらやましい。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

　担当編集Ｏ様。いつも読者目線の鋭い指摘をありがとうございます。紅蓮のカッコ良さが足りない！　もっと！　とハードルを上げてくださるおかげで読者の皆様には最高にカッコイイ紅蓮をお届けできてると思います。今後ともよろしくです！

　校閲様、営業担当様、出版社、書店、その他この本の出版にかかわるすべての皆様、いつもありがとうございます。大感謝！

　そして何よりも読者の皆様に最大限の感謝の気持ちを。ますます面白さの加速していく自称Ｆランク、これからもよろしくお願いします！　三河ごーすとでした。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『救済まで、あと……？』





　──これは、砕城紅蓮が入学初日を迎えた日の夜のこと。

『先立つものがないなら仕方ありませんね。お兄様、ここはやはり──』

『……遊戯はしないぞ。どうにかこうにか、節約すればいい』

「砕城可憐、ついに隙ができましたわね……!?」

　桃花の髪留めに仕込んだ盗聴器から聞こえる声に、楓は我慢しきれずほくそ笑む。

　獅子王学園Ｃランク学生寮。最高級タワーマンション。各階に専用のコンシェルジュがおり、家事などの雑用全般を行う。専属の部隊が警備し、災害時の備えも万全。

　そんな揺り篭の中、楠木楓はふふん、と聴こえる声の主をせせら笑っていた。

「ふふ……食い散らして差し上げますわ。砕城兄妹……わたくしの糧となりなさい！」

　獅子王学園は弱肉強食のサバンナ。そこには法も倫理も無く、何の罪も犯さなくとも、ただ弱いというだけで弱者は狩られ、食われて獲物になり果てるものだ。

（強者であれば隷徒という負債を抱えれば、必ず生活費のため必要に駆られて遊戯をする。なのにこの期に及んで遊戯を拒絶するということは、それすなわち──砕城紅蓮は弱い、ド素人の臆病者、その証左に他ならない！　ならこの男をダシに使えば……！）

　入学からわずか２ヶ月足らずでＢランクに上り詰めた、１年生最強の敵……砕城可憐を、倒せるはずだ。

　この平和ボケした無能な兄を潰してしまえば、間接的に可憐のＧＰを吸い上げ、可憐と直接戦うことなく潰せる。これは最高のチャンス、乗るしかない、このウェーブに！




　──と、思っていた。




「あああああああああああああああああああああああああああ……!!」

　言葉で言い尽くせない喪失感と共に、楠木楓はすべてを失い、Ｃランク寮を追放され。

（あの男が、あの男が、あの男が……ッ!!）

　復讐だ、復讐してやる。髪留めのトリックに気づきそれを逆利用された、悪辣な罠。

　それ抜きで正々堂々と戦うのならば、自分という選ばれた存在が負けるはずがない！

　紅蓮を倒す。自分と同じ苦渋を味わわせるためには、多少のリスクは──。

「取るべき、ですわ。たとえ、悪魔と取引することになろうとも……！」

　Ｆランク寮に入るなどプライドが許さず──楠木楓は誓い、破滅の契約にサインする。

　生徒会、格付け審査会。地獄の高レート、１ゲーム５００万ＧＰを賭けた地獄。当然そこに集まるのは、再起を賭けた、現金だけはある負け犬ども。負けるはずがない、負けるはずが……！




「はい、あんたの負け。売れる権利は全部売って、借金まみれの雌豚一丁上がりね♪」

「服を着る権利まで売った？　ふーん、バッッッカじゃないの？　ま、生徒会役員として風紀の乱れはアレだし……許したげるわ。裸にケープとリボンで、歩きなさい」




　……え？




「授業に出たくない？　なぁ～に甘えたこと言ってるのよ、バッカじゃないの？　尊厳を売り払ってまで維持した学籍でしょ、授業にも出ないでどうするのよ。当然、そのままよ。前も後ろも男どもにチラ見せしながら、放課後まで過ごすのね。あはははは！」




　──どうして、こんなことに。




　ウサ耳の悪魔が、契約書をひらひらとちらつかせながら微笑んでいて。

　誰か、助けて。誰か、助けて。誰か……！




「さ、そろそろ登校時間よ。行きなさい、メ・ス・ブ・タ♪」

「～～……！」




　辛うじて立って歩いたのは、なけなしのプライド。

　全裸にケープとリボン、首輪だけの姿で、隷徒に堕ちた楓は登校する。

　この姿をあいつらに──破滅の原因を作った男、砕城紅蓮と仲間に見られる屈辱に、今すぐ死を選びたくなる気持ちを必死に抑え、あふれる涙に何度もえずきながら。




「ふぐっ……うぐっ……！　ぐぅぅぅううぅぅぅっ……！」




　涙をぽろぽろとこぼしながら、絶望の泥沼を歩き続ける。

　その先に待つ救済の可能性に気づきもせぬまま。男どもの好色と侮蔑、女たちの軽蔑に塗れながら、堕ちた令嬢は地獄のただ中を、必死でもがき続けるのだった。

　楠木楓、その救済まで。あと──……？
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